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1982年4月3，4日 の両 日， ユタ 州 ソル トレ

ー ク ・シテ ィー ，テ ンプル ス ク エ アのタ バ ナ ク

ル にお いて催 さ れた 大会 の 説教 とその 模様 。

本大 会 各部 会 の祈 り ：福祉 部 会一 フ ラ ン ク リン ・D・ リチ ャー ズ長 老 ，

チ ャー ル ズ ・デ ィデ ィエ長 老 。土 曜 日午 前 の部 会一 ロ イ デ ン ・G・ デ リ

ック長 老， ウ ィ リア ム ・R・ ブ ラ ッ ドフ ォ ー ド長 老 。土 曜 日午 後 の部 会

一 セ オ ドア ・M・ バ ー トン長 老
， ジ ェイ コ ブ ・デ ィエ ガ ー長 老 。神 権 部

会一 ハ ー トマ ン ・レク ター ・ジ ュニ ア長 老 ， ジ ェー ム ス ・M・ パ ラ モ ア

長 老 。 日曜 日午 前 の部 会 一 ロー レ ン ・

Lじ ダ ン長 老 ，F・ バ ー トン ・ハ ワ ー

⊃ ド長 老 。 日曜 日午後 の部 会 一 ア ドニ
ー ・Y・ 小 松長 老， レ ッ ク ス ・D・

ピ ネガ ー 長 老 。
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表3の 写 卑説 明 ：左 上/建 設 中 の

ソ ル トレー ク神 殿;中 央/1982年

4月 ， ソル トレー ク神 殿笠 石 定

置 の 様 子 を 見 る ため に， テ ン プ

ルスクエ ア周辺 に群 が った 人々1

右 上/ソ ル トレー ク神 殿 建

設 に働 い た 人々1下/1800

年 代 の ソ ル トレー ク ・シ テ

ィー，テ ンプ ルス クエ ア。左

か ら順 に， 完 成 した ア ッ

セ ン ブ リー ホー ル， タ

バ ナ ク ル， 建 設 中 の ソ

ル トレー ク神 殿 。手 前

の店 舗 様 式 の 小 さ な建

物 は一 時 期 教 会 本 部，

銀 行 ，ZCMI百 貨 店

な ど と して 用 い られ た。



第
152回 年 次 総 大 会 に集 った指 導者 ，

教 会 員 はiキ ンボ ール大 管長 の 出席

を得 て， 大 い に鼓 舞 され る ところ があ っ た。

1981年4月 以 来初 め て大 会 の席 で話 を し

た キ ンボ ール大 管長 は， その気持 ち を 「私

は き ょう の 日を待 ち，望 み，信 じて き まし

た」 と述 べ た。

4月3日(土)午 前 の部 会 での 基調 演 説

は， キ ンボー ル大管 長 が前 もって 準備 した

もの を， 私 設秘 書 のD・ アー サ ー ・ヘ イコ

ック兄 弟が 代読 した。

ゴ ー ドン ・B・ ヒン ク レー 長老 は土 曜 日

の午 前 の部 会 が始 ま る に先立 って，大 管 長

の 近況 を次の よう に語 って い る。

「キ ンボー ル大 管長 の容 態 は昨 年9月 の

手 術以 来快 方 に向 か って い ます。 一時 的 に

副 管長 が そ の代行 を務 めて き ました。 ここ

数 カ月， 大管 長 は神殿 で 開か れ る大管 長 会

と十二 使徒 定 員会 の週 例 評議 会 に も出席 し，

私 た ち にそ の声 を聞 かせ て下 さって い ます。

き ょう も この大会 に出席 して お られ ま すが，

今 申 し上 げ た こ ととあ わせ て考 え ます と，
あわ

これ こ そ主 の憐 れ みの証 で あ り， この並 み

優 れ た 人物 が持 つ信仰 と祈 りの力， また忍

耐 の表 われ と言 うこ とがで き ます 。 私 た ち

は大管 長 を愛 し， その健 康 を心 か ら願 って

い ます。」

今 大会 で 注 目す べ き点は ，財 政 問題 ，正

直 な商取 引き な どの事 柄 に関 す る説教 が 多

か った こ とで ある。 正 直， 倹約 ， 誠実 さ な

どは どの大 会 にお い て も繰 り返 し語 られ て

き た テー マで あ るが， 今大 会 で は特 に それ

らが強 調 され て い る。

イ ンフ レ， 景気 後 退，世 界的 に不安定 な

経 済 情勢 な ど様 々 な問題 を抱 えた時代 にあ
しん し

っ て， 人々 は真摯 な 態度 で教 会幹 部 の声 に

耳 を傾 け た。 今 私 たち の周 囲 には， 一獲千

金 を夢 見 て危険 な投 機 に走 る 人々が あふ れ

て い る。・話 の 中 には，合 衆 国以 外 の国々 の

人 には な じみ のな い箇 所 もあ るか も知 れ な

いが， そ こ に述べ られ て いる様 々 な原則 は

世 界の どの地 にあ って も応 用 でき る もの で

あ る。 教会 幹部 が これ まで何度 も繰 り返 し

て き た よう に， 私 た ちは正 直 な取 引 きを し，

負 債 を避 け，慎 重 に財産 を運 用 して いか な

け れば な らな い。 また， 富 を得 る ことば か

りに心 を奪 われ て， 危険 な投 機事 業 に誘 わ

れ る こ とのな いよ うに注 意 しなけれ ばな ら

な い。

』大 会 の 司会 はマ リオ ン ・G・ ロ ムニ ー第

二 副管 長 と ヒ ンク レー副 管長 が務 め た。N・

エル ドン ・タナ ー第一 副 管長 は， 司会 に は

立 た な か った もの の全部 会 に 出席 し， 日曜

日の午後 の大 会 で は証 を述 べ た。

大 会 は6つ の部会 に分 か れ， 土曜 日には

福 祉 部会 ， 午前 ，午 後 の部 会，神 権会 の4

部 会 ， 日曜 日には 午前 ，午 後 のふ たつ ㊨部

会 が開 力1れた。

会 期 中，教 会 幹部 全 員が 出 席 した。

2日 にわ た る大 会 に先立 ち，4月2日 金

曜 日には， 地 区代表 訓練 集 会 な らび に地 区

代表 ， ステー キ部 長合 同訓 練 集会 が行 なわ

れ た。 これ らの集 会 には， 特 に招 待 さ れた

指 導者 の ほか に， 全世 界 か らの約1，650名

に及、ζミ地 区代 表，一ステー キ部長 が 出席 した 。
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4月3日(土)午 前の部会

教会の使命を覚える

表2

イエスの復活

「何ら害悪にあらず」

再出発
「われらは，正直なることを信ず」

4月3目(士)午 後の部会

教会監査委員会報告

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル …

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー … … …

マ ー ビ ン ・」 ・ア シ ュ ト ン ー

ヒ ュ ー ・W・ ピ ノ ッ ク

マ ー ク ・E・ ビ ー タ ー セ ン ー

・4

・8

-14

19

・・24

1981年 度 統計 報告

頁の偉大さ

人類の希望である永遠の結婚

瞑想は生活を霊的なものにする

義なる教師のために

神の愛は罪の壁を越えて

福音が教えるもの

神権部会

神権の教理

ウ イ ル フ オー ド=G・ エ ドリ ン グ ・

フ ラ ン シ ス ・M・ ギ ボ ン ズ … …

ハ ワ ー ド ・W・ ハ ン タ ー … … …

ロ バ ー ト ・L・ シ ン プ ソ ン ー…

ジ ョ セ フ ・B・ ワ ー ス リ ン ー

ジ ー ン ・R・ ク ッ ク

ロ ナ ル ド ・E・ ボ ー ル マ ン ・・…

リ ク ラ ン ド ・リ チ ャ ー ス … …

・・29

30

32

・36

-40

44

・48

…5り

神権による活発化

傷ついた兄弟

什分の一の律法に従う

神権

4月4日(日)午 前の部会

教会員数500万人到達一発展への道しるべ

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー …57

ビク タ ー ・Lブ ラ ウ ン ー ・・62

二 一 ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル …67

ゴ ー ド ン ・Bヒ ン ク レ ー`一 ワ3

マIJオ ン ・Gロ ム ニ ー … … …78

誠実さ一諸徳の泉

家族の祈り
「さ あ

，わ れ らは 神の 家 へ行 こう 」

人生の大溜原を安全に航海する

4月4日(日)午 後の部会

ゴ ー ド ン ・Bヒ ン ク レ ー … ・・

ジ エ ー ム ス ・E・ フ ァ ウ ス ト ー

ジ ョ ン ・H・ ク ロ ー バ ー グ … …

L・ トム ・ベ リ ー

トー一 マ ス ・S・ モ ン 、ノン ・・

・82

・87

92

98

'教会役員の指示

・102

2

コ ー ド ン ・B・ ヒ ン ク レ ー ・…107



イエスの証をなすに雄々しくあれ

神殿の業を推し進めよ

教会の将来

愛は家族を癒す力

神殿の目的
「救 い主

，イ エ ス」

自己改善

主が指揮しておられる

福祉部会

仕事の価値

8

縫

工 ス ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン ー108

A・.tzオ ドフフ ・タ ト・2レ… … 一 ・112

G・ ホ ー マ ー ・ダ ラ ム … … 一116

F・ エ ン ツ ィ オ ・フ ッ シ ェ ・…120

W・ ク ラ ン ト ・バ ン ガ ー9一 一123

デ ビ ッ ド 』B・ ヘ イ ト … ・… …427

N・ エ ル ドン ・9ナ ー … … ・…132

ス ベ ン サ ー ・W・キ ン ホ ー ル ー134

「その 子 らは立 ち 上が っ て
，彼 女 を祝 し」

1980年 代 の雇 用1こ関 する チャ レ ンジ

福音一職業の基盤となるもの

歴史的見地から見た労働と福祉

」 ・リ チ ヤ ー ド ・づ ラ ー クD…135

バ ー バ ラ ・B・ ス ミ ス … … ・…140

J・ トー マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ ー146

ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー 一 … …150

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー 一 …156

3月27日(土)扶 助協会大会における説教

成長への誘い

喜びを求めて

同じ心を持つ人々

キリストに倣いて

チ ャー チニ ュー ズ/ロ ーカル ベ ー ジ

ド ゥ ワ ン ・J・ ヤ ン ク㌧… … ・

イ レ イ ン ・A・ キ ャ ノ ン ー ・・

バ ー バ ラ ・Bス ミ ス ・・～… 雪…

マ ー ク ・E・ ピ ー9一 セ ン ー

り・161
、

・164

168

・172

178

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会

大 管 長 会

ス ペ ンサ ー ・W・キ ンボ ール

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

ゴ ・一 ドン ・B・ ヒ ンク レー

十 二 使 徒 評 議 員 会

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン

マ ー ク ・E・ ピ ー タ ー セ ン

リグ ラ ン ド ・リチ ャ τ ズ

ハ ワ ー ド ・W・ ハ ン タ ー

トー マ ス ・S・ モ ン ソ ン

ボ イ .ド ■K・ パ ッカ ー

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー

L・ トム ・ベ リー

デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト

聖徒 の道/1982年7月 号

ジェームズ ・E・ フ ァウス ト

ニール ・A・マ ツクスウエル

顧 問

M・ラ ッセル ・バラー ド

ロー レン ・C・ ダ ン

レックス ・D・ ピネガ ー

チ ャール ズ ・A・ デ ィディェ

ジヨー ジ ・p・ リー

F・ エ ンツィオoプ ツシエ

編 集 長
M・ ラッ†zル ・バ ラー ド

国際 機 関 誌

編集主幹 ：

ラ リー ・A・ ヒラー

編集副主幹 ：

デ ビツ ド ・ミツチェル

子供の頁編集 ：

ボニー ・ソー ンダーズ

デザ イナ ー ：

ロジャー ・ギ リング

制作 ：

ノーマ ン ずプライス

聖 徒 の 道7月 号

発行 所 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会

東 京都港 区南麻布5-10-30，

印刷 所 株 式会社 精 興社

配 送 東京ディストワビューション・センター

東京 都世 田谷区上 用賀4-9-19

定 価 年間予 約2，200円1部350円

海外予 約2，200円

INTERNATIONALMAGAZ【NEPBMAIO5D7JA囲nted正nJapan

郵 便振替 口座番号 東 京0-41512
まつじつ

口座 名 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

東京ディストリビューション ・センター
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教会の使命を覚える

大管長

スペンサー ・W・キンボール

愛
す る兄弟姉 妹 の皆 さん， この大 会 を

始 める にあ た り， 私 は主 が再 度 私 を

お守 り下 さ った こと をこの場 をお 借 りして

主 に感 謝 した い と思 います。 主 は これ まで

にも何 度 か私 を守 って 下 さい ま した。 また，

私の た めに 多くの祈 りを重 ね て下 さ っ た皆

さん に も， 私 の愛 と感 謝 の気持 ちを お伝 え

したい と思 いま す。

私 は， タ ナー副 管長 ， ロ ムニ ー副管 長，

ヒ ンクレー副 管長 とい う忠 実 で， 熱心 で，

有能 な方 々 を大管 長会 にい ただ いて い る こ

とを非常 に感謝 して い ます。 またベ ンソ ン

会長 をは じめ十 二使徒 評議 員会 の方 々， そ

の他 の教会 幹部 の方 々 に も感 謝 して い ます。

これ らの素 晴 ら しい ，忠 実 な兄 弟 たち の指

導 によっ て主の み業 は前 進 して い ます。 こ

れ こそ主 のみ業 で す。 そ して その先 頭 に は

主が立 ってお られ ます。

今， 私 の体 は した いこ とが何 で もでき る

という状態 にはあ り ませ んが， 力 の及 ぶ 限

り自分 の務 め を果 た して い くつ も りです。

もっ と力 が あっ た らと思 うの です が， 少 し

で も力の あ る限 り， この大 いな る末 日の業

4

が真 実 であ る こ とを証 し， また主 の祝福 と

導 きが私 た ち の上 にあ る よ うに祈 り続 け て

い きた い と思 って い ます。

この総 大 会 に こ うして皆 さん と共 に集 う

こ とが で き， 非常 に うれ し く思 い ます。 私

の心 は， 神 の 王国 が その聖 な る 目的地 に向

か って 進み 行 く時 に， 天 父が 私 に この よう

な役 割 を与 えて下 さ った こ とに対 す る感謝

の 気持 ち で一 杯 です。

私 が前 回・この タ バナ クル で大 会 に出 席 し

てか ら丁 度1年 が たち ま した。御 存 じの よ

う に， 昨年10月 の大 会 の時 に は私 は病 院 に

入 って い ま した。 昨年4月 の大 会 で私 は，

教会 の使 命 が次 にあげ る3つ の局 面 を持 っ

た もの で ある こ とをお話 し ました。

1.主 イエ ス ・キ リス トの福 音 を あ らゆ

る国民 ，・血 族， 国 語 の民， 人々 に宣言 す る。

2.福 音 の儀 式 を受 け る備 え をさせ うこ

とに よ り， また昇栄 を得 る に必要 な指 導 と

訓練 を行 な うこ とに よ り， 聖徒 たち を完 き

者 とす る。

3.こ の世 を去 った 人々 のた めの 身代 わ

りの儀 式 を行 な う こ とによ り，死 者 を贈 う。

(「聖徒 の道」1981年9月 号，p.4参 照 〉

この3つ はす べて ひ とつ の業 の一 部 とな

る もの です。その業 とはす なわち，「人 に不

死不 滅 と 永 遠 の生 命 を もた らす」(モ ー セ

1：39)と い』う壮 大 な栄光 あふれ る 目的 を持

ち た もう天 父 と御 子 イエ ス ・キ リス トを補

佐す る こ とです。 私 は き ょ うこの宣 言 を新

た にす る もの であ ります。

ど うか これ らの聖 なる原 則 を心 に留 め，

日々の 生活 の一 部 に して下 さい。 す なわ ち

福音 を宣言 す る，聖 徒 た ち を完 き者 とす る，

死者 を貝費う とい う原則 を実 践 してい ただ き

たい と思 い ます。

教 会 が世 界 中 で発展 して いる こ とは喜 ば



し いこ とで す。会 員数 は今 や500万 人 に達

し ま した。 先 に も述 べ ま した よう に， 私 た

ちが 自分 に与 え られ た責任 を果 たす な らば，

人数 だ けで な く民 の正 しさ の面 に おい て も

大 きな成長 が 見 られ る こ とで し ょう。

また新 しくア イ ダホ州 の ボイ シ とコ ロラ
ダイペイ

ド州 のデ ンバ ー， 台湾 の 台北 ， エ クア ドル

の グ アヤ キル に神 殿 を建築 す る と いう計画

が 発表 にな りま した。 今 や教 会 は，教 会 の

歴 史 を通 じて神 殿建 築 の最 も盛 ん な時 代 に

入 って い ます。 この4う の神 殿が 完成 す る

と，世 界 中で運 営 され て い る神 殿 の数 は41

にな ります。

これ らの神 殿 を建 築 す る にあ た っては，

す べて の教 会貝 が系 図 の探 求 に よ り一 層 の

努 力を払 うこ とが必 要 です。 さ らに神 殿 を

建 てる という こ との中 には ，聖 徒 た ちが定

期 的 に神 殿 に参 入 する とい う原則 も含 まれ

て いま す。私 たち の霊 性 を高 め，神 権 の原

則 に対 する理 解 を深 め るの に，神 殿 に定 期

的 に参 入す る こ とほ ど効 果 的 なこ とは な い

の です。

とこ ろで， 皆 さ ん も御 存 じの よ う に世 界

の各地 でい ろ いろ な災難 や もめ事 が 起 きて

い ますが ，主 は こ う した問題 が起 こる こ と

を.御存 じで した。 しか しま た， こ う した問

題 が あ りなが ら も， こ の教会 とそ の民 が成

長 し発 展 する こ とを予知 して お られ ます。

元 気 を 出 しま し ょう。 主 が この教 会 を導 い

てお られ る ので すか ら。 教会 幹部 と して こ

の40年 間， 私 は主 が この 教会 を導 いて お ら

れ る こ とを見 て き まし た。 そ して，主 が 弱

点 の 多 い私 たち を使 って どの よう にそ の 目

的 を お果 た しに なる の だろ うか と不思 議 に

思 うの で すが， 主 は現 にそれ を して お られ

る ので す。

兄 弟姉 妹 の皆 さん， 互 い に愛 し合 っ て下
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さ い。 家庭 の中 に， ま た皆 さん の心 の中 に

愛 を育 んで 下 さ い。世 の中 に戦 い と戦 いの

うわ さが広 まっ て も(教 義 と聖 約45：26参

照 〉，平 和 を もた らす 人で あ って下 さ い。こ

の総大 会 で受 け る勧告 に従 って下 さ い。 私

も全 力 を尽 く して その よう に努 めるつ もり

で す。 主 の 目的 はし.】つ も完 全 に理解 で きる

とは限 りませ んが ， その よ うな時 で も主 と

主 の 目的 を信頼 して下 さい。 いつ かは その

目的が わか る時が き ます。

兄弟姉 妹 の皆 さん，「また良 い宣教 師 にな

って下 さ い。指 導 者 に従 って下 さい。 新 し

く発行 され た聖典(改 訂 版 の英 文聖典)を

勉 強 して下 さ い。 家庭菜 園を造 って下 さい。

家 や庭 を きれ い に片づ.け， ペ ンキ を塗 り，

修 理 や 手入 れ を して下 さ い。 収 入 の範 囲 内

で暮 ら して 下 さい。 良 き隣 人 であ って下 さ

い。 どこの 国 に住 んでい て も良 い市 民で あ

っ て下 さい。 安 息 日を聖 く守 って下 さ い。

(出 エ ジプ ト20：8参 照)家 庭 の 夕べを 定

期 的 に開 い て下 さ い。 以前 に も 申し上 げ た



こ とで すが， これが今 回の私 の皆 さんへ の

忠告 で す。

兄弟姉 妹 の皆 さん ，教 会 を批判 する 人々

のため に も祈 って下 さ い。敵 を愛 する ので

す。(マ タイ5：44参 照)言 葉 と行 ない に知

恵 と判 断 力を働 かせ て下 さい。 そ うす れ ば

人々が教 会 や教会 貝 に良 くな い印象 を持 つ

理 由 を与 えな い こと にな りま す。 サ タ ンは

愚か に もこの業 を破 壊 し よう と躍起 に な っ

てい ます が， この業 こそ 人類 を引 き上 げ る

ため に神 がこ の世 に置 かれ た もの なの です。

この大会 が終 わ った ら， もっ と良 い こと

を しよ う， もっ と良い 人間 に なろ う とい う

新 たな決 意を もって， それ ぞ れの 家庭 に，

ステーキ部 ， ワー ド部， 支部 にお 帰 り にな

って下 さい。主 は皆 さん を見守 って お られ

ます。 皆 さん が主 に近 くある な らば， 主 は

試練 や問題 を切 り抜け られる よ う に皆 さ ん

の 力に なって下 さい ます。 私 は， そ の よう

な試 しを身 を もって経 験 した 者 と して証 す

る こ とが で きます。

主 は， 私 たち を逆境 や苦 しみか ら解 放 す

るとは約 束 して お られ ません。 その代 わ り

として，祈 りとい う意 思伝 達 の道 を与 えて

下 さ ってい ます。祈 りによ って私 た ちは 謙

遜 にな り，主 の助 け と導 き を求 め るこ とが

で きる ので す。 以 前 に も申 し上 げ ま したよ

うに，「人生 の深 み に到達 し，そこで静 寂 の

うち に神 の御 声 を聞 く人 々 には， 揺 る ぎな

い確 信 があ り， この確 信 に よ り種 々 の難事

の嵐の 中を平 穏無 事 に献 海で きる」 ので す。

(「聖 徒 の道」1974年6月 号，p。285)

この最 後 の神権 時代 に回復 され た教 会 が

地上 に置か れて か ら152年 の歴 史が 流れ ま

したが， 私 は その半分 以 上 を生 き てき ま し

た。 そ して， 教会 が 驚 くべ き発展 を遂 げる

様 もこの 目ぞ見 て きま した。 今 や教会 は世
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界 中に確 立 され る に至 って い ます。予 言 者

ジ ョセフ ・ス ミスは こ う述べ て い ます。

「宣教 師 は様 々 な国 に 出て行 ってい る。

そ して ドイツ， パ レスチ ナ， オラ ンダ， オ

ー ス トラ リア
， 東 イ ン ド， そ の他 の地域 に

真理 の旗 が 立 て られて い る。 いか な る汚れ

た者 の手 も， この み業 の発 展 を止 め る こと

は でき な い。 迫 害 は威 を振 る い， 暴徒 は連

合 し， 軍隊 が集 合 し， 中傷 の 風が 吹 き荒 れ

る か も しれ な い。 しか し神 の真 理 は大 胆 か

っ 気高 く， 悠 然 と出で 立 ち， あ らゆ る大 陸

を貫 き， あ らゆ る地方 に至 り， あ らゆる 国

国 に広 ま り， あ らゆ る者 あ耳 に達 し， 神 の

目的は 成 し遂 げ られる で あ ろ う。 か く して，

大 い なる エ ホバ は， み業 は成 った と告 げ ら

れ る こ とだ ろ う。」(伍 む渉0剛げ!h6rCh郷6h

「教会 歴 史」4：540)

これ か ら も約束 され た栄 光 の時 代 を待 ち

望 みつ つ， 自信 を もって 主 のみ業 を推 し進

め ようで は あ りませ んか。 私 た ちの忠 実 さ

に よって， 神 が約 束 され た こ とはす べ て成

就 され るので す。

ここで重 ね て主 に， また私 の妻 と家族 に，

幹 部 の方 々 に， そ して皆 さ ん一一人一 人 に私

の愛 を表 わ した い と思 いま す。私 は皆 さん

の愛 を感 じて います。 そ して皆 さ ん も私 の

愛 を感 じて下 され ば と願 って いま す。 皆 さ

んの上 に祝 福 が あ りま す よう に。 天 の 父な

る神 は生 き て おられ ま す。 イ エス はキ リス

トで あ り，御 父 の生 み た もう独 り子 で す。

イ エス は生 きて お られ ます。 イエ スは私 た

ち の長 兄 で あ り， 救 い主 ，贈 い主 です。 こ

れが， 愛 す る兄 弟姉妹 の皆 さ んへ の私 の心

か らの証 で す。 この証 を愛 と感謝 を もって

へ りくだ りイ エス ・キ リス トのみ 名 によ っ

て 申 し上 げ ま す。 アー メ ン。



イエスの復活

第 一副 管長

マ リ オ ン ・G・ロ ム ニ ー

愛
する兄 弟姉 妹 の皆 さん ， こ の復活 祭

の時期 に， イエ スの復 活 につ い て証

を述 べ， 少 しな りとも その証 の基 とな る事

柄 にっ いて お話す る機 会 が あ ります こ と を

感謝 します。

「イエ スは よみ が え って
，rここ には お ら

れ ない。」(マ ル コ16：6)こ の簡 潔 な言 葉

の 中 に， 歴史上 最 も偉 大 な出 来事 で あ る主

イエ ス ・キ リス トの復 活 が雄弁 に語 られ て

い ます。 この 出来事 があ ま り にも想像 を絶

す る もので あ ったの で，主 が 地上 にお られ

る時 に最 も親 しく接 し，後 に起 こ るこ とを

詳 し く教 え られて い た使徒 た ち でさ え， そ

の意 味 をなか なか 完全 には理解 で き ませ ん

で した。復 活 の事 実 を耳 に した弟 子 たち の

最 初 の反 応は， 「それ が 愚かな話 のように思F

われ て… …」(ル カ24：11)と いう言葉 で表

わ されて い ます。 無理 もあ りませ ん。 そ れ

まで 無数 の人 々が生 を受 けて は死 に， 山 や

谷の 土の 中 に葬 られ てき ま したが ， その イ

ー スター の朝 まで
， 墓 か ら よみが えった 人

は ひと り としてい なか っ たか らで す。

私 た ちが復活 さ れ たイ エ スにつ い て語 る

時， それ は， かい ば おけ で生 まれ てか ら十
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字 架上 で お亡 くな りに な るまで の間 ， 肉の

体 に命 を与 えて い た霊 が 再 び体 に入 り， こ

のふたっが，すなわち霊 の体 と 肉の体 が二 度

と離れ な い状 態で 結合 し， 不死 不 滅 の体 と

な って墓 か らよみ が え られた こ とを意 味 し

ます。

私 た ちが信 じ， そ して証 す るこ とは， イ

エ スは 自 ら死 に打 ち勝 たれ て栄光 の復 活体

を得 られ た だけ で な く， それ によ って全 人

類 に も復 活の祝 福 を もた らして下 さ った と

い うこ とです。 これ こ そが， 天上 の大 会議

で私 た ちの救 い主 ，贈 い主 と して選 ばれ た

時 に召 され，聖 任 され た使命 な ので す。

この地上 で の使 命 を果 た す にあた り，腰

い主 には4つ の必 要 条件 が あ りま した。

第一 は， 霊体 が 死 すべ き 肉体 とい う衣 を

ま とわね ば な らな いと い うこ とで す。 これ

は， 天の み使 いが 名 もない羊 飼 いた ちに こ

う語 りかけた時 に成就 しま した。 「恐れ る な

・き ょう ダ ビデの 町 に， あな たが たの た

め に救 主 がお 生 まれ に な った。 この かた こ

そ主 な るキ リス トで あ る。」(ル カ2：10-

11)

第 二 に， 全 人類 の苦 痛 を一 身 に受 けな け

れ ば な ら な い とい う こ とで す。 こ れ は 主

に， ゲツ セマ ネ の園 での 大 いな る苦 しみ の

中で成 就 しま した。 その苦 しみ を主御 自身

が 次 の よう に表現 しておられます。「その苦
うち

しみ たる や， われ神 ， す なわ ちす べ ての 中

最 も大 い なる者 な りとい え ど も痛苦 のた め
あな

に身 をふ るわ せ， あ らゆ る毛 の孔 よ り血 を
わ ふた

湧 かせ ， 身 と霊 と両 つ な が らを苦 しめ， す
の

なわ ち この苦 き さか ずき よ り呑 まず して し
しか

りご みす る も可 な らん こ とを欲 した り。 然
ほ

は あれ ど も， 父な る神 は讃 む べ きか な。 さ

れ ばわ れ は この苦 しみを なめ ，人 の子 らの
ととのえ な

為 に準備 を為 し終 りた り。」(教義 と聖 約19：

18-19)

第三 に， 命 を捧 げ るこ とで す。 主が 十字



架上 で お亡 くな りに なっ たの は， 人 々か ら

拒 まれ ，裏切 られ， 途 方 も ない仕打 ちを受

け た後 の こ とです が， こ の事実 につ いて は，

キ リス トに対 して信 仰 を持 た な い人 に とっ

て も疑 間 の余地 の な い とこ ろで す。 主 は，

先程 述 べ た よう に復 活 を遂 げる ため に，御

自分 か ら命 を捧 げ られ た ので すが， この点

につ いて はす べ ての 人が受 け入れ て いる わ

けで はあ りませ ん。 しか し， これ は事 実 で

す。 確 か に主 は，邪 悪 な 人 々か ら憎 まれ 彼

らの手 にかか っ て殺 され ま した。 しか しそ

の実， い つ で も彼 らを制 す る こ との で きる

力を持 って お られ た ので す。 主 は こ う言 わ

れ ま した。 「命 を捨 て るの は，それ を再 び 得

るた めで あ る。 だれ かが ， わた しか らそれ

を取 り去 る ので は ない。 わ た しが， 自分 か

らそ れ を捨 てる ので あ る。 わ た しには， そ

れ を捨 て る 力が あ り， また それ を受 け る力

もあ る。」(ヨ ハ ネ10：17-18)

この力 は， 死 すべ き肉体 を持 つ処 女 マ リ

ヤ と，不 死不 滅 の 日の光 栄 の体 を持 ちた も

う神 との間 に お生 まれ に なっ た イエ スに，
そな

生 まれ なが ら に具 わ って いた ので す。

この よ うに， まず 肉体 を受 け，次 に ゲ ッ

セ マ ネの 園で全 人類 の罪 のた め に苦 しみ，

そ して十 字 架上 で命 を捧 げた主 に とって，

残 され て いる こ とは ただ ひ とつ，死 の縄 目

を断 ち切 る ことで した。 これ が4番 目，最

後 の条件 です。 こう して賄 い 主 と しての地

上 で の使 命 は 完 了す るの です。 主 は， 地上

で の御 自身の生 涯 が この 完成 に 向か うて進

ん で い った と繰 り返 し教 えて お られ ます。

この こ とは， 命 を捨 てて それ を再 び得 る と

い う次 の 言葉 に予告 され て い ます。 悲 しむ

マル タ に主は 言 われ ま した。 「わ たしはよみ

が え りで あ り，命 で あ る。」(ヨ ハ ネ11：25)

ユ ダヤ人 には こう言われま した。「この神 殿

を こわ した ら， わ た しは三 日のう ち に， そ

れ を起 す で あ ろう。」(ヨ ハ ネ2：ig)
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復 活 は 人類 の経験 か ら はほ ど遠 い ことで

したの でマ、主 を信 じてい た弟子 た ちで さえ，

なか なか理 解 で きな い もので した。 しか し

この教義 は，主 を十字 架 につ けた 人々 の耳

にまで 届 いて い ま した。彼 らは こめ教 え に

心 を騒 がせ ， ピラ トの とこ ろへ行 って 言い

ました。 「長官 ，あの偽 り者が まだ生 きてい

た とき，『三 日の後 に 自分 は よ みがえる』と

言 った のを，思 い出 し ま した。」そ して ピラ

トゐ 同意の もとに墓 に番 人 を置 き，「弟子 た

ちが来 て 彼 を盗 み 出 し，『イエ スは死 人の 中

か ら， よみ がえ った』 と， 民衆 に言 い、ヨ・ら

す」 こ とが で きな いよ う にし ま した。(マタ

イ27：63-64)こ う して ， 見張 り番 と して

雇わ れ た人 々が ， はか らず も天使 によっ て

墓 が 開か れ るの を 目撃 す るこ とにな った の

です。(マ タ イ28：2-4参 照)よ み がえ ら

れ た主が み姿 を現 わ され る前の 出来事 と し

て， これ が最 後 の もの で した。

イエ スが復 活 され た証 拠 に は，論 ば くの

余地 が あ り'ませ ん。 金 曜 日の午、後 に十字架

で お亡 くな りにな った主 は，続 く 日曜 日に

5回 にわ た りみ姿 を現 わ され ま した。

最 初 に主 に ま みえ たの は， マ グダ ラのマ

リヤで した。 そ の 日の朝早 く， イエ スの遺

体 が墓 か らな くな ってい る とい う知 らせ を

受 け て， ペ テロ と ヨハ ネが それ を確 か め に

来 ま す。 やが て ふた りが去 った後， マ リヤ

はそ の場 に と どま って涙 を流 してい ま した。

そ して，「う しろ をふ り向 く と，そ こにイエ

スが立 って お られ るのを見 た。 しか 蟻 そ

れ が イエ スで あ る こ とに気が つ かな かっ た。

イエ スは女 に言 われ た，『女 よ，なぜ 泣いて

い るのか。 だれを捜 してい るの か』。マ リヤ

は， そ の人が 園 の番 人 だ と、思 って言 った，

『も しあな たが
， あの かた を移 したので し

た ら， ど こへ置 い たの か， ど うぞ， お っ し

ゃ って下 さい。 わ た しが そのか た を引 き取

ります』。イエ スは彼 女 に 『マ リヤ よ』と言

9、



1

われ た。 マ リヤは ふ り返 って， イエ スに む

か ってヘ ブル語 で 『ラボニ 』 と言 っ た。 そ

れは先 生 とい う意味 で あ る。」(ヨ ハ ネ20：

14-16)

主 は優 し く彼 女 を制 して こ う言わ れ ま し

た。 「わ た しにさわ って は いけ ない。わ た し

は， まだ父 のみ もとに上 って いな いの だか

ら。 ただ， わた しの 兄弟 た ちの所 に行 って，

『わ たしは
， わ た しの父 ま たあ なた が たの

父であ って， わ た しの神 ま たあ なた が たの

神 であ られ るか たの み も とへ上 って行 く』

と， 彼 ら に伝 え なさ い。」(同 上17節 〉

やが て 日の出 と共 に，「ヤ コブの母 マ リヤ

とサ ロメ」(マ ル コ16：1)と 他 の女 た ちが

主 を埋 葬 す るた めに香 料 を持 っ て墓 に来 ま

すが ，墓 は開 かれ， 主 の遺 体 は そこ にあ り

ませ ん。 驚 いて いる彼 女 た ちに， 輝 く 白い
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衣 を着 たふ た りの 人が現 わ れ て言 い ま した。

「あな たが た は
， なぜ生 きた方 を死 人の 中

に たずね て い るのか 。 そ のか たは， ここ に

は お られ ない。 よ みが え られ たの だ。」(ル

カ24：5-6)「 そ こで女 たち は…… 弟子 た

ち に知 らせ るた め に走 って行 った。 す る と，

イエ スは彼 ら に出会 って， 『平安 あ れ』と言

われ た ので， 彼 らは 近寄 りイ エス のみ 足 を

い だいて拝 した。」(マ タ イ28：8-9〉

同 じ 日， ク レオパ とも うひ と りの弟子 が

エマ オヘ の道 を 歩 いて いる と， イ エ スが 近

づ いて来 て一 緒 に歩 いて行 か れ ま した。 し

か し， ふ た りは イエ スで あ る こと に気づ き

ませ んで した。 イエ スは ふ た りの話 して い

る こ とにつ いて尋 ね ます。 、ζ・た りは女 たち

の言 った こ とを繰 り返 します が， その心 に

疑 い があ るの を見 て取 った イエ スは こ う言

われ ます。 「ああ， 愚 か で心 の にぶ いた め，

預 言者 た ちが説 いた すべ ての事 を信 じられ

ない者 た ち よ。」こ うして聖 書 全体 にわた り，

御 自身 につ い て記 して あ る こ とを解 き明 か

され ます。'そして エ マオ に とど ま られ て，

「パ ンを取 り
， 祝福 して さき， 彼 らに渡 し

て お られ るう ち に， 彼 ら の 目が開 けて， そ

れが イエ スで ある こ とがわ か った。 す る と，

み姿 が見 えな くな った。」(ル カ24：13-31

参 照)

その夜 ， 弟子 た ちが集 まっ て， イエ スが

シモ ンと ク レオパ にみ姿 を現 わ され た と い

う話 を聞 い て いる と，「イエスが彼 らの 中 に

お立 ち にな った。Jイ エ スは恐 れ て いる弟 子

たち を静 め，御 自分 は霊 で はな い と語 り，

手 と足 とわ きを お見 せ にな りま した。 こ う

記 さ れて い ます。 「『ま さ しくわ た しなの だ。

さわ って 見 なさ い。 霊 には 肉や骨 は な いが，

あな たが たが 見 る とお り， わ た しにはあ る

の だ』。…… 彼 らは喜 びの あ ま り'，ま だ信 じ

られ ない で不思 議 に思 って いる と， イエ ス

が 『ここ に何か 食物 が あ るか』 と言 われ た。



彼 らが 焼 いた魚 の一 きれ を さ しあげ る と，

イエ スは それ を取 っ て， みん な の前 で食べ

られ た。」(ル カ24：36-43参 照)

こ のよ う に して， この重 要 な 日に， か つ

て主 と行動 を共 に した人 々が 主 の栄 光 の復

活体 を見 た ので す。 彼 らは主 を 見た だ1、ナで

はあ りませ ん。 主 の声 を聞 き，手 と足 とわ

きの傷 に も触 れ たの です。 また主 は・，皆 の

前で 食物 を手 に取 り， それ をお 食べ に な り

ま した。 彼 らが墓 に横 た えたあ の体 を， 主

は再 び ま とわれ たの で す。 こ う して主が 生

きて お られ， 不 滅 の霊 と 肉体 を得 てお られ

る こ とを知 って ，彼 らの悲 しみ は喜 び に変

わ りました。

主 は それ か ら40日 間， 聖 地 で弟子 たち と

共 にみ業 を行 なわ れ ま した。 その 間， エ ル

サ レム で トマ ス も共 にい る時 に弟子 たち に

み姿 を現 わ し(ヨ ハ ネ20：26-29参 照)， ま

たテベ リヤの海 辺 で は漁 の方法 を教 え，共

に食事 を する よ うに弟 子 たち を招 き，御 自

身 が 火で焼 か れ た食物 を彼 らに与 え， み業

につ いて い ろい ろお教 えにな りま した。(ヨ

ハ ネ21：1-14参 照)さ らにガ リラ ヤの 山

では，11人 の 弟子 た ち に全世 界 に出 て行 っ

て福音 を宣べ伝 え るよ う に命 じられ ま した。

(マ タ イ28：16-18参 照)そ して最 後 にベ

タニ ヤで 皆 を祝福 し，天 に昇 って行 かれ た

ので す。(ル カ24：50-53参 照)

主 はパ レス チナ での使 命 を終 え られ る と，

今度 は ア メ リカ大陸 の 二 一フ ァイ 人の もと

を訪 れ， 彼 らに も復 活 につ い てお伝 えに な

りま した。御 父は主 をこ う紹 介 さ れ ま した，

「わが喜 ぶ愛子 を見 よ。」群衆 は御子 が天 か

ら降 りて こられるのを見 て， 「白い衣 を召 し

た お方 」 が下 って き た と表 現 して い ます。

主 は言 わ れ ま した。 「見 よ， われ は イエ ス ・

キ リス トな り。 予 言者 らが この世 に来る と

証 を した る その者 な り。」群 衆 は イエスを見，

その み声 を聞 き，招 き に応 じて 「近 よ って
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あばら

その 手 を イエ スの肋 にさ し入れ ， また手 足

にある釘 あ と に触れ た。」そ してその御方 が

まさ しく復 活 され た贈 い主 で あ るこ とを知

り， それ を証 した の で す。(III二 一フ ァイ

11：7-15参 照)

この よ うに主 は復 活 の後 に， 聖 地 で主 に

従 う者 た ちに， また ア メ リカ大陸 で 二一 フ

ァイ 人に それ ぞれ み姿 を現 わ さ れ ま した が，

同 じこ とが 私 た ちの 時代 にも起 こ りま した。

事実 ，・この神権 時 代 は， 予言 者 ジ ョセフ ・

ス ミスが御 父 と御 子 の訪 れを 受 け る とい う

栄光 に満 ち た示現 に よって， その幕 が切 っ

て落 とされ たの です。 ジ ョセ フは御 二方 の

語 られ る声 を聞 き ま した。 そ して御 父か ら

復 活 され た イエ ス を直接 紹 介 され ま した。

御 二 方 の栄光 に満 ち た体 を 目のあ た りに し

た ジ ョセ フ は，こ う記 して い ます。「御 父は

人 間の有 す る 肉体 と同 じく触知 し得 る骨 肉
しか

の体 を有 した もう。 御子 もまた然 り。」(教

義 と聖約130：22)

それ か ら約12年 後， 救 い主 は ジ ョセフ ・

ス ミス とシ ドニー ・リグ ドン にみ姿 を現 わ

され ま した。ふた りは次 のように記 して いま

す。「『主 は実 に生 き た もう』… … 。われ らは，

彼 が すな わ ち神 の右 に座 した もう を見 た り。
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ひとゆ ご

また，御 父 の生 み た もう独 子 な りと証 した

もう声 を聞 け りg」(教 義 ζ聖 約76122-23)

予 言 者 ジ ョセ フ はカ ー トラ ン ド神 殿 で再

び主 とまみ え， この 時 はオ リヴ ァ ・カウ ド

リが一 緒で した。 ジ ョセ フは こ う記 して い

ます。1
お お と り さ さ と 　

「わ れ らの心 よ り覆 い取 去 られ て覚 りの
まなこ

眼 開か れ た り。
きょう らん

われ らは，わ れ ら に面 して教 壇 の胸 欄 に
しか あしもど

立 ち た もう主 を見 た り。一而 して， 主 の脚下
ごと

には こは くの如 き色 した る純 金 の床 あ りき。
め

その眼 は燃 ゆ る炎 の如 く，頭 髪 白き こ と

清 き雪 の如 く， その顔 は 日の輝 き に も勝 り

て光 り輝 き， そ の声 は洪水 の激 す る音 の如

し。誠 にエ ホバ の御 声 言 い た も う。

わ れは始 めな り終 りな り。 わ れ は生 け る

者 な り殺 され た る者 な り。 父 と汝 らの 間の

仲保 者 な り。」(教 義 と聖 約110：1-4)

正義 の律法 が要 求 す る無 限の 贈罪 を成 し

遂 げ るこ とがで き たの は， イ エ スた だお ひ

と りで す。 なぜ な ら， この地 上 に生 を受 け

た人 の中で ， イ手 スは唯 一 の 罪の な い御 方

で あ り， その罪 の な い生 命 を捧 げ られ た か

らで す。 また， 神 の御子 と して， 命 を と ど

める 力 も捨 て る力 も持 っ てお られ た か らで

す。 イエ スが進 ん で そ うされ る ので なけ れ

ば， だれ も主 の命 を奪 うこ とは でき ませ ん

で した。「だ れか が，わ た しか らそれを取 り

去 るので はな い。 わ た しが， 自分 か らそれ

を捨 て るので あ る。 わた しには， それ を捨

て る力が あ り，またそれを受 ける力 もある。」

(ヨ ハ ネ10：18)で すか ら， 主 が身代 わ り

とな って破 られ た律 法の償 い を し，正 義 の

要 求 を満 た され たの は， 主 の無 限の 愛 とあ

われ みが あ った か らな ので す。

私 た ちが 主 に負 う ところ は， それ ば か り

で は あ りませ ん。 イエ スは贈 罪 に よ って正

義 の律法 を満 た され た だけ で な く， あ われ

み の律法 を確 立 され ， それ に よ り人が霊 の
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死 か ら贈 わ れ るよ う にして下 さっ たか らで

す。 したが って ， 人は 肉体 の死 につ い ては

責 任 が あ りませ んが`神 の 前か ら断 ち切 ら

れ る霊 の死 に対 しては ， その責 め を負 わ な

けれ ば な らな いの です。

地上 に住 むす べ ての 人 は，義 しい ことか

ら影 響 を受 け る だけ でな く，邪 悪 な こ とに

も心 を動 か され ます。 ま た人 は，善 悪 を選

、ζ噛 由 意志 とい う賜 を神 か ら授 か ってい ま

す。 か つ て地上 に生 を受 け責任 を とれ る年

齢 に達 した 人の 中で， この賜 を行 使 して悪

か らの影響 を完全 に拒 む こ との で きた人 は，

イエ ス を除 けば， ひ とり もい ません。 罪 を

犯 さ な い人 はい ない ので す。 で すか ら， ど

の 人 も自分 の犯 した 罪 の程度 に応 じて汚 れ

て います。 その ため に， す べて の 人は 自 ら

犯 した過 ち の結果 が 自身 に及ぶ 限 り，主 の

み前 か ら放逐 され るの です。

霊 の死 は 自分 自身 の罪 の結 果 として起 こ

るもの です か ら，霊 の死 か らの救 い を， 当

然受 け られ る もの と して要 求す る こ とはで

きませ ん。 ま ただ れ に も， 自分 だけの 力 で

完全 に償 いを し， 自分 自身 の過 ちの結果 か

ら完 全 に逃 れ る とい う こと もで きませ ん。

も し人が 自 ら犯 した罪 の結 果 か ら逃 れ， 神

のみ前 に帰 れ る と したな らば， それ は何 か

途方 もな い力 が働 い て， その 人 を罪 の当 然

の報 いか ら解放 した とい う こ とにな ります。

イエ ス ・キ リス トの腰 罪 が計 画 され，行 な

われ たの は， このた めな ので す。

貝費罪は， 私 た ち に対 す る イエ スの大 い な

る愛 に よって 成 し遂 げ られ た， この世 で最

も慈 愛 に満 ちた み業 です。 主 は この贈 罪 に

よ って正 義 の 律法 の要 求 す る とこ ろを満 た

され， 私 た ちが 永遠 に自 らの罪 の結 果 に縛

られ な く とも よい よ うに して下 さ い ました。

ま たそれ ば か りで な く， あ われ み の律法 を

確 立 され ，全 人類 のた め に罪か ら清 め られ

る道 を も備 え て下 さ ったの で す。



何 を信 じ， い か に生 きる か にかか わ らず，

私 た ちは復 活 します。 それ は， キ リス トの

賦 罪 に よ り，墓 か らよみ が える こ とが全 人.

類 に無 条件 で許 され たか らです。 しか し，

私 た ち 自身 の罪 の結果 か らの赦 しと瞭 い に

つい ては そ うで はあ りませ ん。 その よ うな

赦 し と贈 い を受 け られ るの は，貝費い主 が定

め られた 条件 を受 け 入れ て それ に従 い， 自

らの 罪の程 度 に応 じて， 自分 自身を主 の贈

いの血 の 及ぶ範 囲 にまで 引 き上 げた 人だ け

なの です。

主 は主 の福 音 とい う条件 をお授 け に な り

ま した。 イ エ ス ・キ リス トの福 音 で す。 そ

れ は あわ れ みの律 法 であ り， そ の第一 の 条

件 は， イエ スを文 字通 り， 購 い主 と して受

け入 れる こ とで す。 これ は 「主 イエ ス ・キ

リス トを信 ず る信仰 」で す。(信 仰 箇 条第4

条参 照)次 に 自らの 罪 を捨 て， 自らの力 の

及ぶ 限 り， 自分 自身 を元 に戻 す よ うに しな

けれ ばな りませ ん。 これ が悔 い 改め です。

これ らの 原則 に従 わ なけれ ば， また その

他 の福 音 の 原則 や儀 式 に従 わな けれ ば， 人

はあ われ み の律法 の 及ぶ範 囲 に到 達 で きず，

正 義 の律 法 に依 存 す る こ とを余儀 な くさ れ

ます。 つ ま り， 自らの罪 に対 して， イエ ス

が味 わわ れ た と同 じ苦 しみ を味 わわ なけ れ

ばな らないのです。(教 義 と聖約19：16-18

参 照)聖 典 には 次の よ う に記 さ れて い ます。

「悔 改め を生 ず る よ うな信仰 を起 さ な い者

た ちは，正 義 の法 の要 求 す る裁判 を充分 に

受 け るの で ある。 それで あ るか ら永遠 に し

て偉大 な瞭 いの計 画 は， た だ悔 改め を生 ず

る よう な信仰 を 起す 者 にだ け与 え られ る。」

(ア ルマ34：16)

これ まで述 べ た こ とを総合 して い くと，

復 活 され た イエ スの 姿が 心 に浮 かん で き ま

す。 しか し， 私 た ちが確 信 し，証 す る と こ

ろは， 主 が前世 で購 い主 として選 ば れ聖 任

され た こ と， また神 の 肉 におけ る独 り子 と
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して マ リヤ を通 して お生 まれ に な り， 私 た

ちの罪 の ため に苦 しまれ， 十 字架 の上 で 自

らそ の命 を捧 げ られ た こ と， 復活 を通 して

御 自身の ため， 全 人類 の た め に死 の 縄 目を

断 ち切 られ たこ と，復 活 の初穂 と して不滅

の霊 と体 を もっ て よみが え り，聖典 に記 さ

れ て いる よ うに マグ ダ ラの マ リヤを は じめ

いろ いろ な 人にみ姿 を現 わ され た こ と， そ

して 二一 フ ァイ 人を訪 れ， さ らには この神

権 時代 に ジ ョセ フ ・ス ミス や他 の人 々 に御

自身 を現わ され た ことで す。 私 た ちの証 は，

これ らの こ とを記 した記録 にだ け基 づ く も

ので はあ りませ ん。 私 た ち の もつ確 信 と証

は， 聖 霊 に よ り，聖 きみ た まの証 によ り も

た ら され ま す。 私 た ち は 聖 霊 の 力 によ っ

てこれ らの こ とが真実 で あ る こ とを知 り，

記 録 され て いる 出来 事 が真 実 で あ るこ とを，

その 出来事 を経 験 した人 々 と共 に証 する の

です。 この証 を得 て 人々 に述 べ る こ とこそ，

私 た ちの使 命 なの で す。

主 の 購罪 によ って私 た ち の復 活は確 か な

もの とな り，信 仰 と悔 い改 め と終 わ りまで

耐 え忍 ぶ こ とを 条件 に，私 の罪 は赦 され る

わ けで すが ， そ の こ とにつ いて考 える と，

私 の心 は感 謝 と喜 び では りさけ んば か りに

な ります。 そ して， こ う叫 びた くなるの で

す6「 あ あ，わが た め 主 は死 に た もう く

しきみ わ ざ」(讃 美 歌76番)

以上 が イ エ ス ・キ リス トの復 活 を記念 す

る この イー スタ ーの季 節 に， 私 の心 に去 来

する思 い な の です。 天の み使 いは イエ スの

復 活 を， 次 のよ う に静 か に告 げ て います。

「もう ここ には お られ ない
。 か ねて 言わ れ

た とお りに， よみが え ら れ た の で あ る。」

(マ タ イ28：6)

この厳 粛 な証 を，私 たち の贈 い主 イエス ・

キ リス トの聖 な るみ 名 を通 して 申 し上 げ ま

す。 アー メン。
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「何 ら害悪 にあらず」

十二使徒定員会会員

マービン・J・アシュトン

醒 ト 生が ，教 師 か ら教 わ った言 葉 を24時

子 礎 わず覚えていることはまれなこ
とです。 しか し， あ る教 師 が毎 朝 ク ラ スが

始 ま る前 に復 唱 さ せて い た言葉 を， 当時 の

子供 た ちは，50年 た った今 で も感謝 し，1覚

えて います。 この慎 み 深 い， あ ま り 目立つ

こ との な い女 教 師 は，毎 朝 この言葉 を復唱

させて， 正 直 とい う こ との 意 味 を私 たち子

供 の心 に植 えつ け て くれ ま した。 それ は こ

の よ うな言葉 で す。「人 をだ まそうと思 って

す る こ とは何 で もうそ に なる。」

教 師 の この言葉 を辞 書 の定 義 と比較 して ，

私 は感謝 せ ず には い られ ませ ん。 辞 書 に は

「うそ とは 人 を欺 くた め に事 実 と反す る こ

とを言 う こと」 とある か らで す。 う そは時

として言 葉 を伴 わ ない こ とが あ ります。 う

な ずきや 沈 黙 さえ も欺 き にな る ことが あ る

の です。 あ ま り正 体 のわ か ら ない仕 事 に投

資 をす るよ う持 ちか け るこ と， 二重 帳簿 を

作 るこ と，心 に もない おせ じ を言 う こ と，

事 実 を明 か さな い こ と， これ らは皆r人 を

だ まそ う と思 ってす る こ と」 に入 ります。

ず っ と未婚 で通 した に もかか わ らず， 私

た ちを母 親の よう に愛 して くれ た その教 師
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は， この朝 の復 唱 を終 えた後 で， どんな時

で も真 実 を語 る こ とが いか に大切 か をほ ん

の短 い言葉 で 説明 してくれ ました。「う そを

つ か ない。 うそ を広 め ない。 う そ に耳 を貸

さな い。」

うそをつ くこ とは どれ ほ ど重大 な こ とで

し ょうか。 聖典 をひ も といて み る と， そ こ

か しこ に， サ タ ンが偽 りの父 だ と書 いて あ

ります。 そ してサ タ ンが どの よ う にして う

そをつ く方 法 を教 え るかが 教義 と聖 約 の10
しか

章 に書 い て あ り ま す 。 「然 り，サ タ ン は 人 々

に 向 い て 言 う。 … … 欺(け)… … 見 よ ， こ は
いつわ

何 ら害 悪 にあ らず， … …偽 る と も罪 にあ ら

ず ， と。 … … か く して 彼 らが 己が わ なに落

入 りて捕 え らる るよ うに なす な り。」(教 義

と聖 約10： 一25-26)

しか し私 た ちは サ タ ンのせ いに して，「サ

タ ンが させ た んで す」 と言 い訳 を す るこ と

は で きませ ん。 サ タ ンは ただ 「こは何 ら害

悪 にあ らず 」 と言 うだ けで ， その後 で私 た

ちがわ な には ま って しま うの です。

う そは罪 で す。 うそ の犠 牲 にな った 人は

実 にか わ いそ うで す。 不 正 直 や うそを つ く
』
とい うわ なに た った1回 で は ま って しま う

こ とは あ りませ ん。 ひ とつ の小 さ な うそや

不正 直 な行 な いが次 の行 な い を呼 び， それ

が つい には ク モの巣 の よ うに その 人を捕 ら

え て しま うので す。 サ ムエ ル ・ジ ョンソ ン

は 「習慣 とい う鎖 はあ ま りに も小 さ くて，

強 くて切 れ な いよ うに なる まで は気 づか な

い」 と言 っ て い ま す。(Th61鋤67η 碑oη厩

動ヒ如 履 触 げ 丁肋%gh云s「 世 界思 想辞 典」

p。348)こ の うそ とい うわ な に陥 った 人は，
一生 の 間重荷 を負うことにもな ります

。自分

に問題 が あ る こと を認 め よ う とせ ず， 変 え

る努 力 を しないか らです。 多 くの人 は犠 牲

を払 って まで もう そと いう鎖 を切 ろう とは

思 いませ ん。 また中 には ，正 真 の価値 をよ

く知 って い なが ら，正 直 に立 ち返 る 第一 歩



を踏 み 出せ な い人 が います。

たぶ ん， 人が うそ をつ く理 由 を分 析 すれ

ば， この邪 悪 なわ な を克服 す る ことが で き

るか も しれ ませ ん。

私 たち は時 々，恥 をか くの を恐 れて うそ

をつ く ことが あ ります。 最 近 の こ とで すが ，

あ る若 い女性 が 不正 直 を理 由 に仕事 をや め

させ られ た こと を聞 き ました。 とこ ろが こ

の 人が 次 の仕事 に応募 した時 に， 雇 い主 に，

前 の会 社で上 役 の親 戚 の子 を入れ た ので 自

分 がや め させ られ た と言 い ま した。 たぶ ん

同 じこ とを家族 や 友達 に も話 してい るで し

ょう。 自分 の恥 をさ ら した くな いか らで す。

経 済 的 に 自分 が 大変 な状 態 に ある こ とも

人 には あ ま り言 いた くな い もの です。 また

こう い，う言 葉 も よ く聞 きます。「ちょっと忙

しくて で き ませ んで した。」で も本 当 は忘れ

て いた の では な いで し ょうか。 あ る 人は 引

き延 ば す ため に， 有利 にな るよ うに， また

相 手 を印象 づ け た り， お だ てた り， 負か し

た りす る ため に不正 を働 き ます。

人 は意 図的 か どうか に関係 な く， う そを

つ い て他 の 人の 人生 を台無 しに して し まい

ます。また，しっ とや劣 等感 か ら他 の 人の習

慣 や 人格 を傷 つ けて し まう こ とが あ ります。

皆 さ んは野 心 に燃 え た 人が，欲 のた め に人

に心 に もな いおべ っか を使 って いる の を聞

いた こ とが あ りませ んか。

ま た うそ は しば しば勇 気 のな さの 口実 に

な ります。 また仕 事 や勉 強 が よくで き なか

った こ との 口実 に も使 わ れ ます。 普通 ， う

そが1回 で おわ る こ とはあ りません。 一度

うそ をつ くと， その う そを 隠す ため に次 か

ら次 へ とう その ため に うそ が必要 にな って

くる の です。

また，善 悪 な どとい う区別 は な い，相対

的な ものだ と信 じ込 ませ る人が い ます。 し

か し私 たち は，正 しい行 な いや 決定 とい う

もの が善 と悪 の 中間 の都 合 の よい所 にある

聖徒 の道/1982年7月 号

な ど と考 えて はな りません。

広告 やセ ー ル ス， マ ー ケテ ィ ングに おい

て偽 りや欺 きが 日常 茶 飯事 に な ってい る今

日，私 た ちは こ う祈 る べ きで しょう。「おお

主 よ， お助 け下 さい。 自分 が偽 りを言わ な

い だけ で な く，世 の欺 き によ って生 活 をだ

め にす る こ とが な い よ うに私 に知 恵を お授

け下 さ い。」
え じき

私 た ちは どの よう に して 不正 直 の餌 食に

な るの で し ょう。 い ろい ろ考 え られま すが，

ここで 少 し取 り上 げて み ま しょ う。

ひ とつ は，次 の イザ ヤ の言葉 か ら明 らか

にな り ます 。「この犬 どもは強欲 で，飽 く こ

とを知 らない。 彼 らは また悟 る ことの でき

ない牧 者 で，皆 おのが 道 にむ か いゆ き， お

の おの み な， お のれ の利 を求 め る。」(イ ザ

ヤ56：11)欲 は 人を不 正直 に， まただ まさ

れ やす くします。同 じこ とが教義 と聖 約68：

31-32に 書 かれ て い ます。 「その眼 は貧 欲
もつ みた

を以て 充 さるれ ば な り。 か か る ことは ある

べ か らず。故 にす べか らく彼 らの 中 よ りこ

れ を無 くす べ きな り。」欺 かれ ない方法 につ

.いては， 教義 と聖 約9：13に 出て い ます。

「忠 実 にして誘 惑 に 負 くる こ となかれ 。」

あ る友 人が最 近 告 白 して くれ たので すが，

彼 は投 機 に財産 をつ ぎ込 ん で皆 な くして し

まい ま した。欲 とい うバ ル ブを閉 じるこ と

が で き なか った ので す。 次か ら次 へ と物 を

欲 しが り， 収 入 の範 囲 を越 えて生 活す る，

こ うな る と，不 正 直 に傾 い てい くこ とは否

めませ ん。 莫 大 な報酬 が得 られ るよ うなプ

ラ ンや一生 に一度 しか ない チ ャン スな どと

うた っ てい る ものは避 けるべ き です。

著 名 な人 の名 を語 っ た り， 自分 が ある特

別 な所 に住 んで い る ことや特 定 の宗教 団体

に加 入 して い る と偽 る こ とが，相 手 の信頼

を得 る手段 として， またセ ール スの手 とし

て使 われ ます。

す ぐ決 定 を迫 る 人や即 金 を求 める 人は避
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け まし ょう。 投 資 と して価値 のあ る もの は，

皆 長 い時 間をか け て調 べて もボロ が出 ませ

ん。事 実 を集 め られ る だ け集 め， よ く考 え，

すべ て にと って利益 にな るよ うな決 定 を し

なけれ ば な りませ ん。 どち らと も決 めか ね

る ような ケー スの場 合 は，個 人の 高潔 さ が

決 定 の上 で大切 な要 素 とな ります。 正 しい

行 動 が明 らか で ない時 は， 私 た ちが正 直 な

生 活 を して いれば， 他 の 人が気 づ か ない 点

や事実 に気づ くよう にな るで しょ う。 高 潔

な 人は他 の 人を も正 直 に し ます。 高潔 な人

は，物 を尋 ね る に も答 え る に も的 を得 て い

ます。 高 潔 な生活 を して いれ ば， 実際 の行

動 を起 こすず っと前か ら， どの よ うな行動

を取 るか がわ か るの です。

賢明 な人 は，誤 った 自尊心 の ため に平 気

で悪事 をす る人 の犠 牲 にな る ことは あ りま

せ ん。 時 々 人は， 誤 った 自尊 心 の ため にわ

か らな いこ と を聞 くこ とが で きず， そ のた

め ぺて ん にかか る ことが あ ります。恥 をか

くこ とを恐れ た り， ま た無知 だ と思 われ た

くない ため に， 口達者 なセ ール ス マ ンの言

葉 を本 当 に理 解 で きな くて も， う なづ いて

しま うので す。「どういうこ とです か。」「ど

うい う リスクが あ りま すか。」 「落 し穴 はあ

りませんか。」「会社 の歴 史を教えて下 さい。」

「あ なたの こ とを だれ に照会 した らい いで

しょう。」これ らは尋 ね て損 の ない事 柄 です。

セー ル スマ ンが 不 用 意 に 「制 約 」 「保 護 」

「免除 」「年 金」 「無税 」 「特 別 な」 「後金 払

いの」 という よう な， 簡 単 で いてつ か ま え

ど ころの ない言葉 を 口に した時 は要 注 意で

す。
「
もし も自分 の知 識 だ けで結 論 を 出 しかね

る場合 は， そ の分野 で知 識 の ある， また信

頼 の おけ る人 にア ドバ イ スを求 め ます。 時

間 をか け て検討 す る こと を拒 む よう な もの

は不合 格 です。

アブラ ハム ・リ ンカー ンは こ う言 いま し
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た。「正 しい生活 をしている 人 とは共 に立 て。

その 人が正 し い時 は共 に立 ち， 間違 い を し

たら退け。」(丁勉 πo別6βoo為 げ(伽o鰯 向郷

「家族 のた め の名 言集 」P ・1726)

私 た ちは今 ， 「ち ょっ とした うそ」や 「方

便 の た めの う そ」 「誤 解 を招 くう そ」 「一 生

に一度 のか け」「限 られた 人にしか与 え られ
けん

な いチ ャ ンス」 な ど とい う言葉 が喧 伝 され

て いる時 代 に生 き てい ます。 こ うした まや

か しの誘 い が過去 現 在 を問 わ ず， だ まされ
え じき

や すい 人を餌 食 に して い るの です。

幸 か不 幸 か，投 資 を呼 び か ける 人 に とっ

て，景 気 の よ しあ しは 関係 な い ようで す。

不 景 気 の時 は， 少 ない収 入を補 うため と称

して借金 の話 を持 って き ます し，景 気 の い

い時 は いい 時 で， 今 こそ借 金 を してで も投

資 を し， この成長 の波 に乗 っ て もう一段 高

い生 活 を， と誘 う ので す。私 たち は 「景 気

が落 ち込 まなか っ た ら もっ と大 き くな って

い たの に」 とい う言 葉 を何 度 聞い た こ とで

し ょう。 私 た ちは歴 史 を通 じて十分 に学ん



だ はず で す。 た とえ普 通 の，地 味 な投 資 で

あ っ て も， 先 の予 測 の上 に立 っ て行 な う も

ので すか ら， あ ま りに も話 が 大き い時 は，

注 意 して しか るべ き です。

い つの 時 も同 じで すが， 投 資 のた め に 自

己資金 が な く， 借 金 を した 人ほ ど最後 にな

って 泣 きを見 る 人は あ りませ ん。 確 か に借

金 は クモ の巣 と同 じです。

サ ム エル ・ジ ョンソ ンは言 い ま した。 「借

金 を不 便 な もの だ と しか 感 じな い よう にな

って は な らない。借金 は災いになる。」(丁勉

1鋤群%4渉20%αZ酬嘘20箆α型 ゲ7乃o%gh云3「 国

際 思 想辞典 」P.196)投 機 の ため に借 金 を し

な いように して下 さ い。 「金銭 を愛 す るこ と

は，す べ ての悪 の 根 であ る。」(1テ モテ6：

10)ま た財 政 的 な 束 縛 か ら逃 れ る た め に

は， 金銭 の管 理 を上 手 に行 な う こと を私 た

ち の 目標 にす る必要 が あ ります。

タナ ー副 管長 は こう述 べています。 「神 に

心か ら喜 ん で 仕 える ため に，私 たち は家庭

や十 分 な金 や収 入 や， 私 た ちに喜 び と幸福

を もた らす この世 の もの を必 ず し も捨 て る

必要 はな い。必 要 な のは， この世 の もの を

求 め る時 で も神 とイ エス ・キ リス トの教 え

か ら背 を 向 けて はな らな い とい う ことで あ

る。」(Eπs♂gπ 「エ ンサ イ ン」1971年6月 号 ，

P.14)

す べて の末 日聖 徒 の 目標 は 「あの 人の 言

葉 には決 して間違 い が ない」 と言わ れ るよ

うな 人 にな る こ とで す。 私 た ちは言葉 や行

ない一 つ 一 っ にっ いて 「都合 が よ いだ ろ う

か， 満足 の い く ものだ ろ うか，便 利 な もの

だ ろうか ， も うか るだ ろ うか」 で はな く，

「それ は正 しいだ ろ うか， 真実 だ ろ うか」

と自問す る よ うに し ようで は あ りませ んか 。

賢明 な 人は 「それ は正 しいこ とか」 と問 い

ます が， 欲 深 い人 は 「もうか るだ ろ うか」

と問 うので す。

時 々， 投 資 のプ 晩 モー ター は， 資金 ぐ り
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が ど うに もな らな く な って ，何 とか 生 きの

び よ う ともが き，支 払 いは で きる だけ 引き

延 ば す とい う手 に出 ます。 失敗 で も し・よ う

もの な ら正 直 さ も危 う くな ってき ます。 高

潔 な 人は どの よ うな時 で も正 直で なけれ ば

な りませ ん。

正 直 は基 本 です。 う そが 他 のす べて の悪

の共犯 者 であ る こ とは事 実 で す。 また ある

人は 言 いま した。「罪 には道具 がた くさんあ

る。 しか し うそ はそ の どれ にも合 う取 っ手

であ る。」 欺 き，不 誠実 ，ごまか し，これ ら

は うそが 形 を変 えた もので す。 若 人 の皆 さ

ん，不 正行 為 は試 験 の時 だ けの言 葉 では あ

りませ ん。

うそ は他 の人 を傷 つ け ます。 また次 第次

第 に私 た ち 自身 を も滅 ぼ します。 私 た ちは

その わ な には ま って 信 用 を失 い，顔 もつ ぶ

して しま うの です。 欺 きや うそか ら遠 ざか

るな らば，私 たち の心 に は平安 が訪 れ るで

しよ う。

かつ て私 の友 達 が苦 難 にあ って い ました。

うそ とい うわ な には まっ て長 い間抜 け 出せ

ず， もが き に もが い てい たの です。 彼 は こ

う言 いま した。 「長 い間 うその 言 い通 しだっ

たの で，率 直 に言 って 自分 が いつ 本 当の こ

とを言 って いる のか わか ら ないんだ。」初 め

この こ とを聞 い た時， 私 は 同情 しま した。

しか し私 は， 彼 の その言葉 自体 もうそで は

ない か と考 えた ので す。 この友達 の生 活 は

本 当に うそ で満 ち充 ち てい ま した。一 体 こ

の欺 きの 被害 者 に対 して だ れが 「うそは害

の ない もの だ」 と言 え るで しょう。

うそ をつ く人 は うそ の僕 です。 うそを つ

く人は その 結果 を も身 に受 け ます。執 事 と

ビー ハ イブ の少 女 たち は うそが どんな に悪

い こ とか教 え られ なけ れば な りませ ん。教

師 とマ イ ア メイ ドは真実 の大切 さを学 ばな

けれ ば な りませ ん』 祭 司 とロ ー レルは， 不

正 直 には落 と し穴 が ある こ とを学 ぶ必要 が

17



あ ります。 宣教 師 は正 し い原則 に従 って こ

そ成功 す るこ とを悟 らなけ れば な りませ ん。

プ ライマ リー の子供 た ち はう そ をつ くの は

いけ ない こ とだ と学 ば なけ れ ばな りませ ん。

子供 たち は家庭 で模 範 を通 して正 直 を学 び

ます。正 直は 原則 で あ って実際 の生 き方 で

は ない と家 庭 で教 わ った 人は何 と不 幸 な こ

とで しょ うか。

私 た ちは律法 の世 界 に住 ん で いま す。 こ

の世 の法 は避 け て通 る こ とが で きる か も し

れ ません。 しか し，天 の律 法 は き ょう もあ

した も， そ して永 遠 に私 た ち に決 定 的 な影

響 を及ぼ すの で す。

「あ なた方 は真 理 を知 るで あ ろ う
。 そ し

て真 理 はあ なた方 に 自由 を得 さ せ るで あ ろ

う。」(ヨ パ ネ8：32)う そ をつ いて 自由 な

人 は ひと りと して いませ ん。 うそ とい う重

荷 を背 負 いなが ら生 きて きた人 に は， そ の

こ とが痛 いほ どわか るは ず です。 また 多 く

の 人が や って いるか らとい って ，悪 い こ と

で も悪 くない と考 え るの は間違 い です。 ま

ただれ も見 て いな いか ら いい とい うの も間

違 い です。

天 の御 父 が勇 気 をお与 え下 さ り， 私 た ち

が うそで 固め た生 活 を捨 て去 る こ とが で き

ます よ うに。 正 直 は原 則以上 の もので す。

同胞 と幸福 な生 活 を送 り， 自分 自身 も幸 せ

にな るた め に欠 くこ とので き ない こ とで す。

皆 さん が この話 の初 め に述 べた あ の教 師

の ようで あろ う と， また友 人， 隣 人， 家族

で あろ う と，正 直 に生 き，正 直 を教 え ま し

ょう。 学校 とい うク ラス で もまた 人生 の ク

ラ スで も，正 直 とい う徳 は 「神 の栄 光 は英

智 な り，すな わち，光 明 と真 理 な り」(教 義

と聖 約93：36)を 信奉 するすべての人 によっ

て 強調 され るべ きで す。光 明 と真 理 は私 た

ち に悪 を捨 て させ ，勝 利 へ と導 きます。 「害

の ない もの」 とは敵 の言葉 で す。 敵 は私 た

ちを滅 ぽそ う として い る もの で す。
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も しも 「人 をだ ま そう と思 ってす る こ と

が何 で も うそ にな る」 ので あれ ば，私 たち

は真 理 を理解 し，真 理 を見 い だすた め に神

の導 き を続 け て求 める はず で す。 高 潔 な人

は う そを育 て る こと も， 養 う こ とも， 人 に

言 う こ とも しませ ん。知 恵 の あ る人 は， 欲

を恐 れ， 野望 ， 金銭 の た めに不正 直 な 人々

の わ な・に陥 る こ とは しませ ん。 不正 直 な人

人 は，手 ぐすね をひ いて， だ まされ やす い

人か ら財 産 を ま き上 げ よう とね らって い る

ので す。

次 の言葉 を常 に心 に留 めましょう。 「富 を

求 め ず して智 恵 を求 めよ。 さ らば 見 よ， 神

の奥義 は 開か れ， そ れ よ り汝 ら富 め る者 と

せ らるべ し。 見 よ， 永遠 の生 命 を有つ者 は

富め る な り。」(教 義 と聖約11：7)

神 が高 潔 な人 すべ て に力 と強 さを たま い，

不 正 直 とい うわ な には ま らない だけ の洞察

力 と知恵 を授 け た も うこ とを， イエ ス!キ

リス トのみ名 によ って お祈 りします。 アー

メ ン。



再出発

七十人第一定員会会員

ヒュー ・W・ピノック

最
近， 私 は深 い 同情 の念 を抱 き なが ら，

どう しよ う もない挫 折 感や 心痛 に苦

しんでいる人々，何 の望 み もないか の よ うな

状 態 に立 ち至 って しま った 人々 を大勢 見 て

き ま した。 そこで きょ うは， 苦 しん で いる

方 々， 悲 しみ や 怒 りや 罪に あえ いで い る方

方 に お話 した い と思 い ます。 私が お話 す る

こ とは， これ か ら苦 難や 困難 に立 ち向か お

う とす る 方 に も， 役 に立 つで しょ う。

皆 さん の 中の 多 くは， 子供 の 頃， 次 のよ

うな詩 を読 んだ こ とが あるの で は ないで し

ょ うか。

あ あ， ない も のだ ろ うか

新 規 ま き直 しの 国が

そ こで は， 失敗 や心 配， ち っぽけ な悲

しみ を

み んな す りき りれ た上 衣 の よう に

玄 関先 で脱 ぎ捨 て て

二度 と再 び着 る こ とも な いの だ

(ルイ ズ ・フ レッチ ャー 編 ， 丁肋B㏄ ∫

、乙oz764Po6郷 ρプ∫h6且耀 ガ6πnP601》」6

「ア メ リカ人 の愛，した詩」 よ り 『新規

ま き直 しの国』)

「新 規 まき 直 しの 国」な どと い う国は
，
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地 上 の ど こに も存 在 し ません が， 苦 しみ，

罪， 悲 しみ な どを捨 て去 って ，新 た にや り

直 そう とす る，霊 的 な ある地 点 は確 か に存

在 しま す。 今 朝 は， 皆 さんで そ こ令旅 して

み よ うでは あ りませ んか。

古 代 の予 言者 エ レ ミヤ は， あ る 日の こと，

自分 の 家 にい た時 に主 のみ 言葉 を聞 き ま し

た。

「『立 って， 陶器 師の 家 に下 って行 き なさ

い。 その所 で わた しは あ なた にわ たし の言

葉 を聞 かせ よ う』。 わたしは陶 器師の家へ 下

って行 った。 見 る と彼 は， ろ くろ で仕事 を

して いた が，粘 土 で造 っ てい た器が， その

人 の手 の 中で仕 損 じたの で， 彼は 自分 の意

の ま まに， そ れ を もって ほか の器 を造 った。

その 時，主 の言葉 が わ た しに臨 んだ，『主

は 仰せ られ る， イ スラエ ルの 家 よ， この陶

器 師が した よう に， わ た し もあな たが た に

で き ない のだ ろ うか。 イス ラエル の家 よ，

陶 器師 の 手 に粘 土 が ある よ うに， あ なたが

た はわ たし の手 の うち にあ る』。」(エレ ミヤ

18：2-6)

主 は エ レ ミヤ に， 昔 のイ ス ラエル の陶器

師 の よ うに失 敗 を して しま った 時 には，失

敗 した作 品 を こね 直 して， もう一 度 造 り直

す こ とがで き る と説 明 なさ い まし た。 陶 器

師 は， 失敗 したか ら と言 って， あ きら めて，

そ の粘 土 を投 げ捨 てた りは しませ んで した。

で すか ら， 私 たち も望 み をな く した り， 自

暴 自棄 にな った り して は いけ ない ので す。

そ うで す， 私 たち は問 題 を克服 し， 自らの

持 て る物 を手 に と り， あ るが ま まの 自分 を

受 け入 れて ，再 出発す べ きで す。

こう して私 の話 を聞 い てお られ る方 々の
い かん

中 には ，重 大 で手 に余 るよ うな， 何如 とも

仕 難 い罪 を犯 して しま った方 もお いで で し

ょ う。 しか し，主 か ら与 え られ た簡単 な指

示 に従 い， 必 要が あれ ば， 監 督 と話す こ と

が で き ます。 そ うす れば， その 人は新 た な
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人 として再 出発 で きるの で す。

皆さ んの 中 には，最 近 ，・賢 明で ない， あ

るいは 利の 薄 い商売 に お金 をつ ぎ込 ん で し

ま った 方は い ない で し ょうか。 そ の よう な

方 にと って は， 「今」 がや り直 しの 時 です。

二 度 と，自分 の過 ちの数 に傷つ くようなこと

が あって は な りません。 も し過去 の過 ちや

不 正 に心 を奪 われ ， 怒 りに身 を任 せ る な ら

ば， その 人の 過 ちは その 人 を そこ な うこ と

で しよう。

また， 他 人の心 を傷 つ け， 苦痛 や 恐れ や

心 痛を与 え て しま った 人は いな い で し ょう

か。 その ような 方 々に とっ て も，「今 」が傷

つ けた 人の 所へ行 って， 自分 の した こ とに

対 して 悲 し く思 ってい る こ とを示 し， 赦 し

を請 い，で き るな らい つで も損 なっ た物 を

元 に戻 す 時で す。 それ をす るの は今 です。

神 様 は，私 た ちが 負債 を支 払 う よう に計 画

な さい まし た。 教 義 と聖約 の 中で ， 主は こ

う言 って お られ ます。「… …見 よ，汝 ら こ と
しようきゃく こころ

ごと くその債務 を償却 す べ し。 これ わが 旨

な り。」(教 義 と聖 約104：78)

ギ リシ ャ帝 国 は繁栄 の極 み に達 した 時，

西 は埼 中海 沿岸 か ら東 は現在 の イ ン ドのあ

た りまで， 勢 力下 に治 めて い ま した。 そ し

て その 軍事 力 に・よ って， 数 え きれ な い程の

市 や 国民 を征服 して行 った ので す。
たた

ギ リシャ 人た ちは 勇敢 な 人々 を称 えた だ

けで はな く，戦 い が優 勢 に転 じた地 点を も

神 聖 な もの と しま した。 そ して その場 所 に一

印 をつけ ま した。 石 を置 いた り，奪 い取 っ

た武 器を積 み 上 げた りしたの です。 彼 らは，

その よ うな 印の こ とを， トロフ ィー と呼 び

ま した。 古代 ギ リシ ャ語 の トロ フ ィー とい

う語 には，「変わ り 目ゴとい う意 味が あ りま

す。

今 は， あ なた の 人生の トロフ ィー(変 わ

り 目)で は な いで し ょうか。 人生 の戦 いの

中で， あ なた は今， 自分 が 変わ った こと を
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示 す記 念碑 を建 て， 今 か らあ なた の人 生を

今 まで とは 違 った もの にす べ きで はな いで

し ょうか。

銘 記 して お いて いた だ きた いの です が，

す べて の 商題 が， ダ ビデ の前 に立 った ゴ リ

ア テが 一撃 の もとに倒 れ た よう に， 一 度 に

解 決す るわ けで はあ りませ ん。 またす べ て

の 戦 いが， クモ ラの戦 いの よう に劇 的 な終

末 を迎 える わけ で もあ りませ ん し，奇 跡 も

ジ ョセ フ ・ス ミスが ミズー リ河岸 で病 人を

祝 福 した時 の よう に， 全 部 が全部 ， 直 ちに

起 こる わけ では あ りませ ん。 しか し， 私 た

ち はだ れで も， 人生 の すべ ての 問題 を 払い

の け， 戦 いに勝 ち， 奇 跡 を起 こす こ とがで

き ます。 申命記7122の 中で， 主 は イス ラ

エ ル を清 め るため の戦 い の計 画 につい て，

こう述 べ てお られ ます。「あ なた の神，主 は

これ らの 国民 を徐 々 にあ な たの前 か ら追 い

払 われ るで あろ う。」大抵 の場 合，勝 利は徐

徐 に もた らされ る もので す。

人生 を新 たな 方向 へ と転換 さ せ るに 必要

な段 階 を，提 案 した い と思 い ます。 人生 は

山登 りと 同 じで す。 私 たち が清 くなる ため

に しな けれ ば な らない こ とは， 悔 い改 めで

す。 悔 い改 め とは， よ り良 い道 を 見つ け，

それ をた どる こ となの です。

まず， 「も し，あ あ して いた ら… …」とい

うよ うな こ とは，言 わ な い よう に しなけ れ

ば な りませ ん。

もし， サ ムソ ンが デ リラ と交わ った ら ど

うな るか を知 っ てい た ら， デ リラ に会い に

行 き は しなか っ たで し ょう。(士 師16参 照)

もし， シ ドニ ー ・リグ ドンが 自分 の哀 れ

な最期 を予知 で きた な ら，へ り くだ っ て教

会 に とど まって いた か も しれ ません。
か な た

も し， あ の金 持 ちが墓 の 彼方 を 見る こ と

がで き たな ら， す ぐ にも祈 る よ うにな った

か も知れ ません。 しか し， 彼 は地獄 に落 ち

て初 め て祈 る よ うに な りま した。(ル カ16：



19：25参 照)

もし も， あの 頃 に帰れ た な ら， も しもあ

そこへ 行 って い た ら， も しもあ の こ とに投

資 して いた ら， もし もあの 人に 会 って いた

ら， あ なたの 人生 は別 の ものに な って いた

か も知 れ ませ ん。

私 た ちは皆 ，「もし，ああ して いな け れば

・」 と言 って
， 大切 な時 間を 無駄 に して

いま す。 兄弟姉 妹 ， 本 当に再 出 発が した い

な ら，「も しも」とい う 問い を発 して は な り

ませ ん。 自分 が現 在 い る所 と到達 した い と

思 っ て いる所 に 目を 向 け， 今 までの よう に

「もし も」 に心 を奪 われ て はな りませ ん
。

第 二 に， 再 出発 をあ すに延 ば して は な り

ませ ん。 「あ す のこ とを 誇 って はな らない，

一 日の うち に何 がお こ るか を知 る こ とがで

きな いか らだ。」(箴 言27：1)

「き ょう」 は
， 私 た ち一 人一 人が 自分 の

戦 場 に記 念碑 を建 て， 再 出 発の 印 とす る 日

で す。 私 た ちが 大会 を 開 く理 由 のひ とつは，

どの よ うに した ら よ りよい 人間 に なれ るか

を学 、ζミため なの です。

第三 に， すべ ての 面 でイ エ ス ・キ リス ト

の 福 音 に従 って 生活 す る こ とを学 ばな けれ
なんじ いず

ば な りませ ん。「主 は，汝 ら神 の 口よ り出 る
ことば

すべ ての 言 に よ りて 生 く べ け れ ば な り。」

(教義 と聖約84：88)多 くの 人々 は， 自分

の解釈 した福 音 に従 って生 活 して い ます。
ざ まん

それ は， 自己欺隔 で す。

真 実 の福音 は た だひ とつ です。 私 た ちは

それ を， 自分 の よ い よう に解 釈 して い るか

も知 れ ませ ん。 しか し， 純粋 なイ エ ス ・キ

リス トの教 え に忠実 で あれ ば， 結局 は 問題

に陥 りか ね ない 合理 化 の 多 くを避 け るこ と

がで き ます。 主 の メニ ュー には ，料 理 名 は

ひ とつ しか載 って い ません。 自分 に都 合 の

よい 教 えを選 ぶ とい うこ とは， 自己 中心 的

なサ タ ンの 考 えです。 高潔 は私 た ち の生 活

の基礎 なの です。
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第 四 に， ある が まま を見 るこ とです。 時

と して私 た ちは， 問題 か ら逃 れて 飛ん で行

きた い と願 う ことが あ ります。 ダ ビデ王が

そ うで した。 ダ ビデ は善 良 な人で した が，

大 変 に 困難 な立場 に追 い込 まれて しまい ま

した。 ダ ビデに は， それ が耐 え難 い重 荷 に

思 わ れ ま した。 ある 日の こ と， 彼 は こ う泣

き言 を 言い ま した。「一・一 どうか，は との よ

う に翼 を もちた い もの だ。 そ うす れ ばわた

しは 飛 ぴ去 って安 き を得 る であ ろ う。」(詩

篇55：6)彼 の心 は， 自 らが 犯 した 罪のた

め に安 らか では あ りませ ん で した。彼 は，

あ らゆ る ものか ら逃 れ たい と思 いま した。

実 際 に ど こかへ逃 げ て行 こ う とする 人 もい

れ ば， 精 神 的 な逃 避 を しよ う とする 人 もい

ます。 しか し， それ は 閥題 の解決 にはな り

ませ ん。唯一 の 本 当の逃 げ道 には，「個 人の

責 任」 とい う印 がつ い てい るの です。

救 い主 の 言葉 を思 い 出 しましょう。「すべ

て重荷 を負 うて苦 労 してい る者 は， わた し

の も とにき なさ 吟。 あな た がた を休 ませ て

あげ よ う。」(マ タ イ11=28)そ して救 い主

は， 主 の言 葉 を学び ， 主の くび き を負 うよ

う に と私 た ち を誘ってお.られ ます。(マ タイ

11：29参 照)

第五 に，積 極 的 な姿 勢で チ ャ レンジ に立

ち 向 うこ とです。 さあ 奮 い立 って， 始め ま

しょ う。 あ る詩 人が 次 の よう に書 いて いま

す。

あ き らめ るな， 逆 境迫 り来 る と も

神 の摂 理 の賢 さ よ

その杯 には，苦 あ り楽 あ り

悲 嘆の 最 中 に， いと善 き助 言

力 強 き金 言 よ， 「あき らめ るなJ

(マ ー チ ン ・タ ッパー，/砂 げ 恥 名ゐ 「霊

感 の詩 」『あき らめ る な』p，II-77〉 主が 言

わ れた 次 の言葉 を銘 記 しましょう。「ま ず神

の 王 国を建 設 し，神 の義 を打 ち立 てな さい。

そ うす れ ば， これ らす べて の もの は添 えて
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与 え られ る であ ろ う。」(ジ ョセ フ ・ス ミス

訳 マ タイ6133〉 また，そ の数 節後 に救 い

主 は こう言 って お られ ます。「求 め よ，そ う

す れば， 与 え られ るで あろ う。 捜せ ， そ う

す れ ば， 見 い だすで あ ろ う。 門を た たけ，

そう すれ ば， あけ て もら え る で あ ろ う。」

(マ タイ7：7)

第六 に， あ る一部 分 だ け しか や り直 さ な

い， とい うこ とが な いよ うに し ま しょ う。

完 全 に， や り直 しま し ょう。 そ う しなけ れ

ば， 古い 服 に新 しい布 でつ ぎ を 当て る こ と

に な り， 古い 服は 裂 けて し まうで しょ う。

イエ スは 言わ れ ま した。「だれ も，真新 しい

布 ぎれで， 古 い着 物 につ ぎ を当て は じ ない。

・・破れ が もっ とひ ど くな るか ら。」(マ タ

イ9：16)つ ぎ を 当てて は いけ ませ ん。 全

く新 しく始 めな けれ ばな りま、せ ん。 金持 ち

の青 年 は，喜 ん です べて を捧 げ て完 全 に主

に従お う とはせ ず，「悲 しみなが ら立 ち去 」

(マタ イ19：22)り ま した。 その後 の こ と

は， 記 され て い、ませ ん。

第七 に，他 人に対 して 自分 を包み 隠 す よ

うな こ とが あ って はな りませ ん。 人生 の憂

き 目の 多くは， ふ た心 を持つ ため に起 こ り

ます。 あ りの まま を言 う こ とを学 び ま しょ

う。 間違 った こ とをず っ と教 えて いて， 主
とが

に筈 め られ た 時， ペテ ロが どんな に きま り

の悪 い思 いを した か考 え てみ て下 さ い。 主

は，こう言 われ た ので す。「わ た しの邪 魔 を

す る者 だ。 あ なた は神 の こ とを思 わ ない で，

人の こ とを思 って い る。」〈マ タ イ16：23)

この 時か ら， ペ テロは 偉 大な 弟子 に な りま

した。 自分 を包み 隠 さず， 正 直で あれ ば，

恥 を被 るこ とは あ りませ ん。 その よ う な人

にとっ て，時 は友 で す。 ま たそ の よう な人

は， 報 い として信 頼 を勝 ち得 る こ とがで き

ます。

最 後 に， これ がすべ て の こ との 中で最 も

難 しい こ とか も知 れ ませ んが ，赦 す こ とで
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す。パ ウロ は言 いま した。「も しあ なたが た

が， 何か の こ とにつ いて 人 をゆ るす な ら，

わ た しも またゆ る そう。」(IIコ リン ト2：

10)再 出発 し よう と思 うな ら， 必ず 「敵 を

愛 し，憎 む者 に親切 に」し，「の ろ う者 を祝

福 し， はず か しめ る者 の た め に 祈」(ル カ

ち ：27-28)ら な けれ ば な りませ ん。 パ ウ

ロ は この教 え を，次 の よ うな 言葉 で力 説 し

ています。「だれ も悪 を もって悪 に報 い な い

よ う に心 がけ， お互 に， また みん な に対 し

て， いつ も善 を追 い求 めな さ い。」(1テ サ

ロニ ケ5：15〉 「新 規 まき 直 しの 国」を見つ
ドトく しゆう

け た 人の 生活 には， 復 讐心 が 入 り込む 余地

は あ りません。
しつ と

昔， 若 き ヨセフ が嫉 妬 深 い兄た ち のた め
あ

に， どん な 目に遭 ったか考 えてみ て下 さ い。

兄 たち は ヨセフ を奴隷 商 人 に売 り とば して

し まい ま じた。 ヨセ フ には， 復讐 を する に

十 分 な理-由があ りました。 しか し，事 情 が

変 わ り， 兄 た ちとエ ジプ トで 再会 した時，

ヨ セフ は こう言 いました。「あな たが た はわ

た しに対 して悪 を た くらん だが， 神 は それ

を良 き に変 らせ て， …… 多くの 民の 命 を救

お うと計 らわれ ま した。」(創 世50：20)

そう です。 心 痛 や悲 しみ の 多 くは，結 局

は祝 福 と な り， この世 の生 活 の指 針 とな り，

私 たち を霊 的 に整 えて くれ る糧 となる ので

す。 た とえ， 今 「なぜ」・苦 難 に遭 わな けれ

ば な らな いの かわ か らな く と も， 神 様 の方

に心 を向 け，神 様 のた め に私 たち の生 活 を

捧 げ る ことが で きます。そう です。「正 しき

業 を行 う者 は よ き報 いを得 ， すな わ ち この
あ

世 に在 りては 平和 を得， 次の世 に在 りて は

永 遠の 生 命 を得」(教義 と聖 約59：23)る の

で す。

皆 さん， ど うか ，再 出発の 必要 な地 点 に

立 ち至 った時 には，再 出発 をされ ます よう

に。 イエ ス ・キ リス トの 福音 が 回復 され た

こ と， そ して ，私 た ちは その 原 則 と教 えに





われらは，

正直なるべきことを信ず

十二使徒定員会会員

マーク ・E・ピー9一 セン

私
たち の宗 教の 基 本は， 予 言者 ジ ョセ

フ ・ス ミス によ って 与 え られ た 信仰

箇 条で す。

その 第1条 は 私た ち の信仰 の 基 とな る も

の です。 こうあ ります。

「わ れ らは
， 永遠 の 父な る神 と， そ の御

子 イエ ス ・キ リス トと聖 霊 と を信ず。J

神が 存在 しなけれ ば福 音 も救 い も，復 活

も， 光 も， 真理 も， 英知 も， 命 さ え も存在

しな いで し ょう。 神 が存 在 しな けれ ば 天 に

は 銀河 系は な く， 太 陽 も 月 も星 も地 球 も，

また地 が生 み 出す どの よ うな もの もあ りま

せ ん。 言い 換え れば， 神 が 存在 しな けれ ば，

ほ か にどの よ うな もの も存 在 し得 な い とい

うこ とです。

主 イエ ス ・キ リス トにつ いて も同 じこ と

が 言 えます。 この教 会で 私 たち は， 救 い主

を全身 全霊 を もって受 け入れ て い ます。

救 い 主は神 の御 子 です。 これ は私 た ちが

世 の 人々に 厳粛 に証 す る もので す。 私 たち

は それ を声 を大 に して雄 々 し く人々 に宣 言

します。 私 たち の証 は真 実 です。 な ぜ な ら

啓示 による もの だか らで す。

主 イエ ス ・キ リス トは 全 人類 の購 い主 で
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す。 しか しそれ だ けで はあ りませ ん。 主は

創造 主 です。 なぜ な ら創造 主が お られ る こ

とを， 創造 主が ナザ レの イエ スで ある こ と

を私 た ちは知 って いる か らです。 ベ ツ レヘ

ムで お 生 まれ にな った み ど り子 イエ ス は，

イザ ヤの言 う 「神わ れ ら と共 にい ます とい

う意 味 の インマヌエル」(マタイ1：23参 照)

と同 じ方 なの です。

天 の エホ バで あ られ る イエ ス ・キ リス ト

は， 諸 天 とその 中の す べて の天体 を お造 り

に な りま した。 太陽 と太陽 系 を持 つ私 たち

の宇 宙 を創 造 され ま した。 また この地 球 と

生物 ， 無生 物 を問わ ず， この地球 にあ るす

べて の もの を造 られ ま した。

す べ ての もの は主 に よ り， 主 を通 して 生

まれ ま した。 で きた ものの うち， ひ とつ と

して 主 に よらな い もの はな か ったか らで す。

主 は今 か ら約2千 年 前 に地 上 に来 られ，

主の 福音 と教 会 と をお与 え にな り， そ して

全 人類 のた め に十字架 にお かか りにな りま

した。

不 死不 滅 の命 は主 に よ って しか もた ら さ

れ ませ ん。 主の 福音 に従 うな らば，私 た ち

は主 と共 に 永遠 に生 き るで し ょう。 しか し

拒む な らば， また無視 す る な らば， た とえ

生 き て も主 と共 には い られ ませ ん。低 い段

階 に落 とされ ， 泣 き悲 しみ， 歯 がみ をす る

ので す。(教 義 と聖約19：5参 照)

キ リス トは私 たち の すべ てで あ り， キ リ

ス トな く しては何 もあ りませ ん。 私 た ちは

また神 会 の3番 目の御 方 で ある聖 霊 を信 じ

てい ます。 私 た ちは教 会 に 入る と聖霊 の賜

を受 け ますが ， その 賜は， 勧 め に従 い さえ

すれ ば一 生 の間私 た ち を導 いて くれ るの で

す。

ここ に私 たち は，信 仰 と行 な いの一 致 点

を見 い だ します。私 たち は 自問 します。「私

たち の行 な いは信 仰 を裏 づけ る もの だ ろう

か 。 それ と も空 念仏 に なって い ない だ ろう



か。 本 当にす べ ての 人 に善 を行 な って いる

だ ろ うか。」

正 直， 真実， 徳 ， 親切， これ らは 真の キ

リス ト教精 神 を表 わ す もので す。 それが な

け れ ば， 私た ち はキ リス トに従 う者 であ る

とは とて も言 え ませ ん。

ヤ コブ は こう 言って います。「行 い の ない

あ な たの 信仰 な る もの を見せ て ほ しい， そ

う した ら， わ た しの行 い に よ って信 仰 を見

せ て あげ よ う。」それ か ら，だれ に も誤解 さ

れ る こ とが ない よ うに 「信仰 も…… 行 いを

伴 わ なけ れば， それ だけ で は死 ん だ もの で

あ る」ときわ めて 明快 に述べ て いま す。(ヤ

コブ2：14-18参 照)

私 たち はヤ コ ブの 言葉 に賛 同す る とと も

に， 神 を敬 うこ とを 公言 す るだ けで 行 ない

の な い 人は全 くの偽善 者 で， 霊 の ない 肉体

が死 んだ もの で ある と同様 に，行 な いの な

い信 仰 も死 ん だ もの であ る(ヤ コブ2：26

参 照)こ と を付 け加 えた い と思 い ます。

罪 は初 めは 魅 力的 に見 え ます。 罪 を犯 す

こ とに よって 得 をす る と考 えた カ イ ンの 場

合 もそ うで した。 今 日， 多くの 人が 同 じよ

うな思 い 違 いを して い ます。 しか し， 応 報

の 律法 は 今 も昔 も同 じで す。 罪 の支 払 う報

酬 は， 悔 い改 め がな い限 り， 究極 的 には 悲

しみ と死 なの で す。(ロ ーマ6：23参 照)

事 実 が わか っ てい なが ら， だ れが あ えて

神 に敵 対 す るで し ょうか。

しか し， も しも私 た ちが偽 りを言 い， ご

まか し， 欺 き， 人を そ そのか して罪 を犯 さ

せ る な らば， そ の段 階で 私 たち は神 の敵 に

な ります。

キ リス トは す べて の こ とにつ いて 正義 の

側 に 立た れ る御 方で す。 もし も私 た ちが 悪

い行 ない に よ り主の 教 えを捨 て たな らど う

なる で し ょう。 自分 は， 主 の時 代 に主 に背

を向 けた 者 たち と異 な る とど うして 言 える

で し ょうか。
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罪 に陥 った 人 々は， す っか り欺 かれて，

事 実 に対 して 全 く盲 目にな って いるので す。

主 が お授 け にな った 天の光 の 中 にあ って さ

え も， 何 も見 え ない ので す。

コラホ ルが キ リス トを 拒ん だ時 の ことを

考 えてみ て くだ さ い。 す べ てが終 わ って屈

辱 を受 けた 彼 は こ う告 白 しま した。

「ま こ とに私 も前 か ら神 が ま します こ と

を知 って いた の であ る。 ところが悪 魔が 私

を欺 いて …… 神 はな い と私 に告 げ たばか り

でな く私 が この 民 に教 え ねば な らぬ こと も

教 え た。 私は 悪 魔の 言葉 が 肉欲 の心 を喜 ば

す の を見 て これ を民 に教 えた。」(アルマ30：

52-53)

「悪魔 の 言葉 が 肉欲の心 を喜 ば す
」 とい

う最 後の 言葉 に注 目 して 下さ い。

悪 魔の 言葉 は 肉欲 の心 を喜 ば しますが ，

不 正 直は確 か に悪魔 の言 葉の 中の ひ とつ で

す』

も しも良 きサ マ リヤ 人が偽善 者 で，傷 つ

いた旅 人を助 け るふ りを して い ただけ だ と

した ら どうで し ょう。 も しもその 男 をも っ
はず かし

と辱 め るた め に だけ宿 に連 れて行 った とし

た らど うで し ょう。 宿の 主 人に， にせ 金を

渡 した と した らど うで し ょう。 また 自分 の
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宿 賃を払 わず に逃 げ た とした らど うで し ょ

う。(ル カ10：25-37参 照)

また， ふ た りの主 人 に兼ね 仕 え る人 だ っ

た ら どうで しょう。(マ タイ6：24参 照)彼

の 信心 や思 いや りが 単 なる 見せ かけ だ った

ら どうで し ょう。

あ なた は彼の こ とを ど う思 ったで し ょう。

救 い主 は彼 を模 範 と して 取 り上 げ られ たで

し ょうか。 それ とも他 の偽善 者 に され た よ

う に， このサ マ リヤ 人に も非難 の 言葉 を浴

びせ られ たで し ょうか。 偽善 者 とい う衣 に

身 を隠 し， 人 を欺 いて 利用 し利益 を得， あ

げ くのは ては持 って いる すべ てを奪 って し

ま う人々 が今 の世 の 中に いる こ とを考 え た

こ とがあ るで しょう か。

あな たは不 敬 な言葉 を 口にす る 人， そ し

て 人に 言われ な い と偽 りを偽 りと感 じ ない

人 につ いて考 え た ことが あ り ます か。

不 正 直の 罪が重 大 な もので あ る こ とを知
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ってい ます か。 不正 直 な単 な るク リスチ ャ

ンら しか らぬ行 為 と いう だけで は あ りませ

ん。 反ク リス チ ャン， 反 モル モ ン， 反 キ リ

ス トの行為 な ので す。

それ が う そであ れ， ごまか しや 盗み や詐

欺 で あれ， また それが 家 にお いて で あれ，

仕 事， 学校 ， ス ポー ッ にお いてで あれ ，不

正 直 は イエ スの教 え とは 全 く縁 のな い もの

です。

これが わ か らない とす れ ば私 たち は全 く

の盲 目で す。

カイ ンは アベ ル を殺 した 時，盲 目の状 態

で した。

コラ ホル が アルマ と争 った時 もそ うです。
ぱ とう

キ リス トを十 字架 にかけ て， 罵倒 した 人

人は， その 犠牲 の血 が 自分 た ち と 自分 の何

も知 らな い子供 た ち にかか って もよい と言

いました。(マ タ イ27：35参 照 〉そ の時， 彼

らは盲 目で した。

教会 員 であ っ たに もか かわ らず， ジ ョセ

フ ・ス ミスの 殉教 に加 担 した 者 たち は， 全

く どう しよ う もない ほ ど盲 目で した。

私 たち は利 己心 と貧欲 さか ら同 じよ うに

盲 目にな りた い で し ょうか。

不正 直 につ な がる よ うな こ とを して， 教

会 の最 も悪 らつ な敵 に な りたい で し ょうか。

福 音 には戒 め と して た くさん の 「…… し

ては な らな い」 と い う項 目が あ りますが ，

同時 に， 建 設的 な戒 め もあ って， 私 た ち に

キ リス トの よ うな生 活 をす る努 力 をす る よ

う に求 めて い ます。

キ リス トの教 え が私 た ちを 良 くして くれ

な けれ ば何 の価 値 があ るで しょう。 福 音は

口先 だけ， 頭 の 中だ けで もて遊 ぶ心 理 学の

お もち ゃでは ない ので す。

福 音は 生 き方で す。

そ の 目的は私 た ち をキ リス トの よ うにす

る ことで す。

主 は 「汝 らは いか なる 人物 にて あ るべ き



か。 まこ とに汝 らはわ れ と同 じ人物 な ら ざ

る べか らず」 と言 われ たの で はな いで し ょ

うか。(III千 一 フ ァイ27：27)

主 は天 の御 父が完 全で あ られ る よう にあ

な た方 も完全 な者 とな りな さい と言 われ な

か ったで しょうか。(マ タ イ5：48参 照)主

は心 か らそ う言 われ ま した。 これ は 主の律

法 で す。

頭 の体 操 では あ りませ ん。 主 の教 え は戒

め で あ って， 一つ 一 つ に従順 か ど うか私 た

ちは 申 し開 きを しな けれ ば な らな いので 膏。

もし も疑 いの心 で 戒め を受 け， しぶ しぶ

従 うな らば， 私 た ちは罰 せ られ る だけで し

ょう1，(教義 と聖 約58：29参 照 〉

私 た ちは福 音 を積 極的 な気 持 ちで 受 け入

れ ，文 字 通 り私 た ちの生 き方 に、 日々の 行

動 の指 針 に しな けれ ば な りませ ん。 一 日一

日の福 音 の教 え に照 ら して生 活 を変 え なけ

れ ば な りませ ん。 な ぜ な らこの世 は 試 しの

時 で あ り， 神 に会 う用意 をす る 時だ か らで

す1(ア ルマ34：32参 照)

一神 に敵 対 しなが らゲ 私 た ちは神 の み も と

に行 け るで し ょうか。 神 に敵 対 させ るも の

は 何 で し ょうか。 それは， 私 た ちの かた く

なな心 で す。心 が かたくななので，主 の計 画

に従 え ないの です。 私 た ち 自身が 主 を生 活

の 第 一 に置 く こと を拒ん で しま うの です。、、

私 た ちの 暗黒 を好 む 心が そ うさせ るので す。

な ぜ主 は私 た ち に神 の 国 と神の 義 を最 初

に求 め るよ う に言 ってお られ る ので しょ う。

(マ タ イ6：33参 照)大 切 な ことで なか っ

た ら， この こ とは言 われ な いはず で す。 半

分 従順 な 人は 戒 め を完全 に破 って い る 人 と

同 じく らい早 く， 否 も っ と早 く拒 まれ るで

し ょう。 半分 拒ん で 半分 従 うの は 人格 の 欠

如 ，神 へ の愛 の 欠如 を示 す見 せか け 以 外の

何 もので もないか らです。 ち ょう どコ ウモ

リと同 じよ うな生 活 を して いる ので す。

私 た ちは・ζ・た りの 主 人に兼 ね仕 える こ と
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は で き ません。 た とえ試 みて も， そ の結果

と して確 か な ことは， 私 た ちの主 人 はキ リ

ス トでは な い と言 わ ざ るを得 な い という こ

とで す。 なぜ な ら主 はふ た りの主 人 に仕 え

る ことは 許 して お られ な いか らで す。

御 父は御 子「を ど う表 現 して お られ るで し

ょう。

御 父の 言葉 を覚 えて い ます か。

御 父は イエ ス を 「め ぐみ とま こ ととに満

ち た」 と言 って おられま す。(ヨ ハ ネ1：

14)

キ リス トは 真理 の神 で す。 また 愛 の神 ，

恵 み の神 です。

神 の恵 み とは何 で し ょうか。 一

イ エ スは恵 み深 き神 ， すなわ ち親切 で，

慈 悲深 く， 思 いや りのあ る神 です。 麗 しい

福 音 を私 た ちに下 さ った のは， 主 の 恵み，

思 い や り， 愛， 慈 悲， 親切 ， そ して御 自身

の よ うに な って欲 しい とい う望 み か らなの

で す。

しか し， 主 の真 理 を拒 む と， 私 た ちは主

の 恵み， 慈 悲， 親切 ， 思 いや りを も拒 む こ

とに な ります。 何 もい らな い と言 う こ とと

同 じです。 そ して 確 か なこ とは， 真理 を拒

め ば， 決 して何・も得 られ な い という こ とで

す。

大切 な のは 従順で す。 サ ウロが ふ た りの

主 人 に仕 え よう と した時， サ ムエ ル は どう

言 ったで しょう か。「従 うこ とは犠牲 にま さ

り， 聞 くこ とは雄羊 の脂 肪 にま さ る。」(サ

ム エ ル上15：22)

ふ た りの主 人 に仕え て， サ ウ ロよ り優れ

て い る と言 えるで しょ うか。

神 を敬 って い る こと を公言 しなが ら， 罪

を 隠 して， 指 導者 を欺 こう とす るこ とは，

使徒 ペ テ ロの 足 も とで打 たれ たア ナ ニア や

サ ッピラ と どこが 違 うで しょ うか。 全 く変

わ りない ので す。一(使徒5：1-10参 照)

私 たち はキ リス トの よう になれ と言われ
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て い ます。 真理 と慈 悲 を育 む よ うに戒 め ら

れ て います。 も しも主 の よ うに なれ る可 能

性 が あ り， しか も主 が真理 と慈悲 の 神で あ

るな らば， 私 た ちは た った今 か ら 自分の 生

活 に慈悲 と真 理 を確立 しなければな りません。

これで 、三、た りの主 人 に兼ね 仕 え られ な い

こ とは おわか りに な ったで し ょう。 なぜ な

ら， そう した ら，主 は私 た ち を拒 まれ るか

らです。 主 は決 してル シフ ェル と共 にい る

こ とはあ りませ ん。 で すか ら， 主 を ル シフ

ェル と同 じ場 に置 くこ とはや め ま し ょう。

アル マが モル モ ンの 泉で バプ テ スマ を授 け

た時，・こ.の謙遜 な聖徒 た ちは 神 の 恵み と愛

と兄 弟愛 と慈 愛 に満 た されま した。(モ ーサ

ヤ18116-26参 照 〉そ して祭 司た ち も正 し

く働 い たの で， 同 じよ う に神 の恵 み に満 た

さ れ ました。

主は 初期 の 時代 の長 老 たち に も， 知 識 の

み な らず 恵み を も具 えた 後で 福音 を宣 べ伝

えるべ き であ る と言わ れ ました。(教義 と聖

約50：40参 照)・

また主 は予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスに， 戒

め を守 るすべ て の 人は天 か らの 恵み を受 け

る と言わ れ ま した。 キ リス トの愛， 慈 悲，

思 いや り， いつ くしみ， 親切 とい う 恵みで

す。

これ らは 救 い主 の性格 で もあ ります。 で

す か ら私た ち 自身 も身 につ け る よ うに しな 、

け れ ばな り ません。 主 は， 主 に従 うな らば

恵み に恵 み を加 える と言 われ ました。(教義

と聖約93：20参 照)

それで も私 た ちは 従わ な いで しょう か。r

そ のつ も りもな いで し ょうか。 神 の王 国 と

神 の義 を求 め よう と しない で し ょうか。 私

た ちは 日々 の生 活 にお いて この 宗 教 を二の

次 に しては な らな いの です。

私 たち は主の 誓 約の 民で す。 私 た ちは バ

プ テ スマ の時， 終 わ り まで主 に仕 え る こ と

に同 意 し， その ため に助 け と して聖霊 を受
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け まし た。 も し不 正 直や 他の 罪 に心 を向 け

る な ら， この真理 の みた ま は どうな るで し

ょうか。 罪 を犯せ ば ，追 い 出 して しま うこ

とにな るの です。

聖 霊 の賜 を受 け てい る私 た ちが うそ をつ

い た りご まか した りして不正 直な生 活 をす
ぶ ぺつ

るな らば， ま た真理 を侮蔑 して 自らを うそ

で 汚す な らば， 神 への 忠 誠は どうなる ので

し よう。

交 わ した誓 約 は どうで し ょ うか。 私 た ち

は真理 の 神 に仕 え ると約 束 したの で す。 つ

ま り真理 に従 うと。

主 の 晩さ んの聖 餐 は どう で し ょう。 私 た

ち はそ こ にお いて キ リス トの十 字架 上 の死

に よ り高 き天 に向 かい， 主 を常 に忘 れず ，

また その与 え られ た戒 め を守 るこ とを 誓約

す るの では な い で し ょうか。(教 義 と聖 約

20：77参 照)

私 は 人と天 使 の舌 を もって 語 って います

が ， もしキ リス トの 恵み と慈 悲 と親切 と愛

が なけれ ば， 私 はや か ま しい鐘 や さわ が し
にすうは ち

い鏡 鉢 と同 じ にな るで しょう。(1コ リン ト

13：1参 照)

要 は へ り くだ って従順 にな るこ とで す。

救 いは そ こ にしか あ りませ ん。 聖 なる 主 イ

エ ス ・キ リス トの み名 に よ って証 し ます。

ア ー メ ン。



教会監査委員会報告

委員長

ウイルフォード・G・エドリング

私
た ちは，1981年12月31日 現 在 の教 会

の年 次財 政 報告 書， な らび に年 間 の

運 用状 況 を検査 致 しま した。 当委 貝会 は，

教会 の中央 基 金お よびそ の他 関連 組織 の基

金， 教 会財務 ・記録 部 の保持 する報 告書 等，

す べ ての財 政報 告 書 と運 用状 況 を検査 致 し

ま した。 また， 予 算編 成， 会 計， 監査 の手

続 き， な らび に基 金 の受 領 方 法 と支払 い の

処理 方 法 にっ いて も調 べ ま した。 そ の結果 ，

教会 の中央 基 金の 支 出が大 管長 会 の承 認 の

下 に， 予算 手 続 き を踏ん で行 なわ れ てい る

と判 断致 し ます。 予算 案 は，大 管長 会 な ら

び に十 二使 徒評 議 員会 ，管 理 監督 会 よ り構 一

成 さ れた什 分 の一 配分 評議 会 で承 認 され て

い ま す。 そ して， 予算 歳 出委 員会 が，毎 週

開 かれ る会 合 におい て， 基金 の歳 出が予 算

に基づ い て行 なわ れ る よう管理 して い ます。

現 在 ，教 会 の急 速 な発展 に立 ち遅 れ る こ

との ない よ う，財務 ・記録 部 や その他 の部

門 に最 新 の会 計技 術 と設備 を導入 して， 資

料 の処理 を的 確 に行 な ってい ます。 また 当

委 員会 と教 会 の法 律上 の代 行 者は ，連 邦政

府 な らび に州政 府 ，諸 外 国の政 府 による課

税 問題 を共 同 で適切 に処理 して い ます。

監査 部 は， 他 のあ らゆ る部 門か ら独 立 し

て お り，財 政 監査 ，運 営 監査 ，教 会 が利 用

して い るコ ン ピュー ター システ ムの 監査 と

い う3つ の監 査 を実施 して い ます。 また 監

査 は，教 会 の全 部 門， お よび その他 の教 会

関連 組織(財 務 ・記 録部 が報 告 書 を保持 す

る)， な らび に伝 道部 ，財務 セ ンタ ー，合 衆

国 外 にあ る教 会 部 門 につ いて も実施 します。

教会 の 発展 と活動 の拡大 に伴 って， 教会 の

資産 を保 護 す る監査 部 の役割 も大 き くな っ

て い ます。 ワ ー ド部 とス テー キ部 の基金 の

監査 は， ステ ーキ部 監査 委 員 に割 り当て ら

れ て います。 また教 会 が所 有 あ るいは管 理

してい る法 人組 織 の事 業 については，財 務 ・

記録 部 が その報 告書 を保 管 せ ず に， 公認 会

計士 また は政 府 の機 関 が監査 を行 な って い

ます 。

当委 員会 は， 年 次財政 報告 書 ， その他 の

会計 資料 ， な らび に財政 運営 の管理 の基 と

な る会 計 およ び監査 方 法 を検討 し，・さ らに

財務 ・記録 部， 監査 部 ，教 会 の法律 上 の代

行者 の職 員 と会 合 を持 うて調 べ ま した。 そ

の結 果 ，1981年 度 の教 会 中央基 金 の収 支 は，

先 に 申 し上 げ ま した規 定 の手続 きに従 っ て

正確 に報告 さ れて い ま した。

教 会 監 査 委 員 会

ウ イ ル フ ォー ド ・G・ エ ド リ ン グ

デ ビ ッ ド ・M・ ケ ネ デ ィ

ウ オ ー レ ン ・E・ ピ ュー

メ リ ル ・J・ 一ベ イ トマ ン

テ ッ ド ・E・ デ ー ビ ス
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1981年 度紛計報告

大管長会秘書

フランシス・M・ギボンズ

大
管 長会 は ，1981年12月31日 現 在 の教

会員 に関 す る統 計記 録 を以下 の よう・

に発表 しました。・(会員数 は ，大 会 まで に提

出された1981年 度報告 書に基づ く概算による)

結 婚率(1，000人 当 り)

死亡率(1，000人 当 り)

12.2

神権者

執事

教師

祭司

長老

3.9

教会ユニット

ステーキ部数

地方部数

伝道部数

1β21

342

188

ワー ド部数8，392

ステ ー キ部 内の支 部数2，719

伝 道 部 内の支 部数 .1，2，102

(1981年 度 中 にステーキ部 が103， ワー ド部

と亥 部 が622増 加 した こ と.になる)

ワー ド部 または支部 の組織 されている国 ・…86

七十人

大祭司

213，000

159，000

311，000

419，qpO

32，qoO 、

宣教師 専任宣教師

170，000

教会 員 数

教会 員総数r4，936，000

現 在 の教会 員数 は5，000，000を 越 え てい る

もの と推測 され る。

29，700

系 図

1981年 度 に神 殿 エ ンダ ウメ ン トの ・

ため に処理 した名 前 の数 一 …4，346，000

神 殿

1981年 度 に執行 され た エ ンダ ウ メン ト数 ：

生者

死者

一49
，800

1981年度の会員数の増加

幼児の祝福数

子供 のバ プ テス マ数

111，000

改宗者のバプテスマ数

69，000

一般 統計

出生 率(1，000人 当 り)

224，000

28.1

4，191，000

儀 式 を行 な って いる神 殿119

建築 中な らび に計画 中の神 殿

(今週 発表 され た もの も含 む)・…'∋・…21

年 度 内 に閉鎖 した神 殿1

(マ ンタ イ神殿 が一 時 閉鎖 した に もか か

わ らず， エ ン ダウ メ ン ト数 は1980年 度 よ り

も139，000増 加 して い る)

β0



教会 教 育制 度

1980-81年 の在 籍 者数 ：

セ ミナ リrイ ンス テ ィテ ユー ト

(特 別プ ログ ラム を含 む 〉…… …326，200

教 会経 営 の学校 ， 大学 ，生 涯教 育 …72，500

福祉活動

末日聖徒社会福祉機関の

援助を受けた人

有給の職業に就いた人

労働奉仕日数累計

62，800

27，200

倉庫から支給された日用品

(ポ ン ド)

533，800

31，342，000

年度内に死亡した著名な会員

七十人第一定員会名誉会員および前七十

人 第一定 貝 会先 任会 長S・ デル ワー ス ・ヤ

ング長 老， 先任 地 区代表 デ ル ・アル ビ ン ・

タ リー， ハ ロル ド ・B・ リー大 管長夫 人 フ

リー ダ ・ジ ョー ン ・ジ ェンセ ン ・リー，前

扶助 協会 中央管 理 会会長(在 任期 間1945-

74)な らび に元 全 国婦 人協議 会 会長 ベル ・

ス ミス ・スパ ツフ オー ド，雑 誌Fnl躍4「 フ

レ ン ド」編 集長 ならび に元 初等協 会 中央管

理 会副 会長 ル シール ・リーデ ィ ング， 科学

者 ・著述家 ヘ ンリー ・アイ リ≧グ博士 ， コ ミ

ュニ ケー シ ョン分 野 の権威 者 ・発 明家ハ ー

ビ ィ ・フ レッチ ャー博 士， 元 日曜学 校 中央

管 理会 副会 長A・ ハ」 マ ー ・ヲ イザー， 障

害 者教 育 に尽 くし大統 領賞 を受 けたル イー

ズ ・J・ レイク， 銀行 家 ・地域 社 会指導 者

ジ ョー ジ ・S・ エク ル ズ。
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真の偉大さ

十二使徒定員会会員

ハワード・W・パンター

私
たち の 中に は， 人生 をお もしろ くな

い と思 って いる 人が い ます。 そ の よ

うな人 は， 自分 では これ だ けの こ とを、した

い と思 って い るので すが ，何 か根 本 的 な と

ころで それが で き ない と感 じて い るので す。

一生 懸命働 いて
， 正 し い生 活 を送 ってい る

の ですが， 教 会 や世 間で他 の 人ほ どの こ と

をしていないと思っているの で す。この よう

な 人々の こ とを， 私 たち は心 配 して い ます。

考 え なけれ ば な らない のは， 人は何 を も

って偉 大 とさ れ るか とい う こ とで す。

私 た ちは， い ろい ろな種 類 の 「偉 大」 さ

が もては やさ れ る世 の 中 に暮 ら してい ま す。

世 界的 な英雄 とい え ど も長 く人々 の心 に留1

まる こ とのな い こ とは真 実 で すが， 世 の 中

か らチ ャン ピオ ンや英雄 が絶 えた こ とは あ

りませ ん。 ス ポー ッ界 では記 録 が更 新 され，

科 学者 が驚 くべ き新 技術 や機 械 を開 発 し，

また医 師が新 たな方 法 で 人の命 を救 っ た と

いうニ ュース を， 私 た ちは毎 日の よう に耳

に します・ ま た， 優 れ た才能 を持 っ 音楽 家

や芸 能 人 ，類 まれ なる才 能 を具 え た芸術 家

や 設計家1建 築 技術 者 に会 い ます。 また，

雑誌 ，屋 外広 告， テ レビの コマ ー シャル に
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は， 顔 立 ちの 整 った 人，歯 並 びの い い人，

流行 の 服 を見事 に着 こな した 人， その 他 い

ろい ろな分 野 で成功 した 人々 が続 々登場 し

ます。

この よ う に， 私 た ちは常 にこの世 で の成

功 や偉 大 さの定 義 の 中に浸 ってい るの で，

自分 とその ような 人々 とを比較 して， その

人 た ちの立場 を 自分 の 立場， はた また持 て

る もの まで 比較 して しま うの は，無 理 か ら

ぬ こ とで し ょう。 もち ろん 比較 す る こ とに

よ って私 た ち は啓発 さ れ ます し， も っ と頑

張 って， 自分 を高 めよ う と、思い もしま す。

しか し， 不 当 な， しか も正 し くな い比較 を

して 自分 の幸 福 を破壊 して し まい， 自分 は
らく ご

だ めだ， 人生 の落 伍者 だ と思 うこ とが よ く

あ るの です。 また， こ う した思 いの た めに，

自分 を どう す るこ と もで き ない失 敗者 だ ど

決 め つ け，真 の偉 大 さ に至 る要素 を持 って

い るに もかか わ らず， それ を無視 して レま

う こと もよ くあ ります。

1905年 に書 い た短 い論 説の 中で ， ジ ョセ

フ ・F・ ス ミス大 管長 は， 真 の偉 大 さ をこ

う定義 しま した。

「私 た ちが
， 特別 な，傑 出 した， 類 ま れ

な， と呼 ぶ ところ の もの は，確 か に歴 史 を

作 って き たか もしれな い。 しか し， そ れ ら

が真 の 人生 を作 ってき たわ け では なか っ た。

結局 の ところ，神 が全 人類 に共 通 して授 け

た務 め を着実 に果 た した 人が，真 に偉大 な

人 なの であ る。 父親 として， また母 親 と し

て成 功 す る方 が， 将 軍 と して， ま た政 治家

と して成 功 す るよ り も偉 大 なの であ る。」

(ノ初∂ε勉」6痂S翻%6∫07「ジュー ビニ ル ・イ ン

ス トラ クター」1905年12月15日 号 ，p.752)

で は，神 が 全 人類 に共 通 して授 け た も う

た責任 とは， 一体 何 で し ょうか。 確 か に，

それ には 良 き父親 や母 親 となる ため に しな

け れ ばな らない こ とがい ろい ろ含 ま れ ます。

しか し， もっ と一般 的 に言え ば， 人 々や 主



のた め に 自らの生 活 を捧 げ て行 な う奉 仕 や

犠 牲 な ど，数 えきれ な い程様 々 な小 さ な事

柄 が 含 まれ るの で す。 また， 天 の御 父や福

音 につ いて の知 識 を得 る こと もそ うです 。

人 々を この信 仰， この王 国 に導 き入 れ るこ

と もそうで す。 そ して， これ らの こ とは，

大抵 の場 合， 世 の 人々 の注 目を集 め， 賞 賛

を浴 び る こ とはな いの です。

ス ミス大 管長 の言 葉 を広義 に解 釈 し， も

っと具 体 的 にす る な らば， こ うな るで し ょ

う。 す なわ ち，初 等 協会 の 会長 と して， デ

ンマザ ー と して， 霊 的生 活 の教 師 と して，

隣 人 と して， よ く話 を聞 いて あげ る友 人 と

して成功 す る こ と， そ れが真 の偉 大 さ なの

で す。 つ ま り， い ろ いろ な困難 や失 敗 に遭

って もベ ス トを尽 くし， 苦 しい ことの続 く

この世 の 人生 にあ って 長 く耐 え忍 ぶ こ と，

そ う した苦 難 が他 の人 の進 歩 や幸福 ， そ し

て 自らの救 い に寄 与す る のだ と考 えて努 力

す る こ と， それが 真 の偉大 さ なの です。

そ うで す。 人 に顧 み られな い，忘 れ られ

た 日常 生 活の 英雄 は， わ ざわ ざ遠 くに捜 し

に行か なく と も， 私 た ちの身近 にいる ので

す。皆 さん も私 も知 って い る入 々の 中に 自

分 の努 め を着 実 に果 た してい る 人がい る こ

とで し ょう。 私 の言 う英雄 とは， その よ う

な 人の こ となの です。 いつ もい るべき場 所

にい て， 喜 んで働 く人々 もそうで す。 また，

昼 夜 を問 わ ず，病 気 の子 供の た めに懸命 に

看 病 す る母親 ， また， 体 の不 自由 さ に もめ

げ ず， 不 平 ひ とつ言 わ ずに 黙々 と生 き抜 く

人々， 献 血 に協 力 した り， スカ ウ トの た め

に進 ん で働 く人々 もそ うで す。 また，母 親

で はな く と も， こ の世 の子供 た ちの ため に

母 と して働 く人た ち， いつ も子供 た ちの そ

ば にい て， 愛 し世 話 をす る 人た ち もそ うな
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の です。・'

さ らに教 師 ，看 護婦 ，農 夫 な ど， この世

の 良 き業 の ため に働 く人々， す なわ ち， 人

人を教 え， 食物 や衣 服 を作 り出 し， しか も

主 のみ 業 を行 ない， 人 を啓発 し愛す る 人，

正 直で 親切 で， いっ も勤 勉 に働 き， 同時 に

主 で あ り羊 飼 いで ある方 に僕 と して仕 え る

人 もそ うです。

さ て，私 は この世 の偉 大 な業 績 を過 少評

価 す るつ も りは毛頭 あ りませ ん。 そ う した

業 績 は私 たち に 多くの 機会 を提 供 し， ま た

生 活 を文化 的 な もの，秩 序 あ る もの， そ し

て.楽しい もの に して くれ てい ます。 ただ私

が言 い たい のは， 私 た ちは最 も価値 ある も

の に焦点 を置 い て生活 しなけ れ ばな らな い

という こ とです。 救 い主 は こう言 われ まし

た。 「あ な た が た の うちで い ちば ん偉 い者

は， 仕 える 人で なけ れ ばな らな い。」(マ タ

ィ23：11)

こ こで，再 び ジ ョセフ ・F・ ス ミス大 管

長 の言葉 を読 ん でみ まし ょう。 ス ミス大 管

長 は，世 に もて はや さ れる様 々 な業 績 に対

して，正 しい見 識 を持 つ よう に と言 ってい

ます。・大管 長が ， この世 的 な業 績， す なわ

ち世 に名声 を博 す る よう な事 柄 を 「二義 的

な もの」 と言 って い るこ と に注 目して下 さ

い。

「そ うし た二 義 的 な偉大 さは，私 たちが

何の 変哲 もない と考 える もの があ って 初 め

て， 異彩 を放 つ ので ある。 そう した二 義 的

な偉 大 さは， そ の ような 土 台が なけれ ば，

単 なる空 しい誉 れ に しか な らず， た とえ そ

れ が歴 史の一 頁 を飾 る もの であ って も， 人

生 の 中で， だれ もが す る ような ご く当た り

前 の善 い行 ない の前 には，影 をひ そめて し

まう こ とだろ う。」(同 上)

さて， 真 の偉 大 さの定 義 がで き ま したが，

では どの よう に達成 した らよ いで し ょうか。

主 は 言われ ま した。 「小 な る 事 よ り偉 大 な
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おこ

る事 起 る。」(教 義 と聖 約64133)皆 さん は，

一 夜 の内 に大 金持 ち にな った り， 有名 にな

った りした 人を見 た こ とがあ るで しょ う。

こ う した成功 は， 何 の苦労 もせず に手 に入

る こ ともあ ります が， 偉大 さは， そう いう

わ けに はい き ませ ん。 真 の偉 大 さ を身 につ

け るに は， 時間 がか か るの です。 時 に は不

遇 な状態 に見舞 われ る こ と もあ るで し ょう

し， 先 がわ か らな くな る こと もある で し ょ

う。 そ して， いつ の場 合 に も，規 則正 し く，

小 さな こ とや， 時 には 当た り前 な こ とを，

長 い間 こつ ごつ と行 な う こ とが要 求 さ れ る

の です。

真 の偉 大 さ は，偶 然 に得 られ る もの で も

なけれ ば， 一 回の努 力 や達 成で 得 られ る も

の で もあ りませ ん。 人格 を築 き上 げて い っ

て こ そ得 られ るの です。 日々行 なう善 悪 の

判 断 の積 み重 ねが 必要 な ので す。 ボ イ ド ・

K・ パ ッカ ー長 老 は， こう言 って い ます。

「何年 に もわ た って行 なわれ る これ ら小 さ

な選 びの一 っ 一つ が合 わ さ り， 私 た ちが ど

の よう な人物 で ある か を如 実 に示 す こ とに

な るの です。」(「聖 徒 の 道」 『選 び』1981年

4月 号 ，p.37)こ れ うの選択 は ま た，私 た

ちの 人格 を も示 します。

自 らの生 活 を評 価 す る に当た り， 私 たち

は 自分 が達 成 した こ とのみ な らず， どの よ

うな状 況の もとで努 力 して きた か とい う こ

とに も， 目 を向け なけ れば な りませ ん。 私

た ちは， 一 人一 人 異 なっ た存在 で す。 人生

とい う レー スで，皆 スタ ー トの地点 が違 っ

て い ます。 才能 や 技能 も違 い ます。 また，

チ ャ レンジや抱 えて いる間 題 もそれ ぞれ に

異な って い ます。 したが って， 自分 自身 や

自分 の達 成 して きた こ とを測 る のに， 達成

した こ との大 き さや数 だ けで 測 るの は，r片

手 落 ち と言 える で し ょう。 どう いう状 況下

で達 成 した のか・ また私 た ちが他 の 人々 に

及ぽ した影 響 な ども考 えて みな けれ ば な り



ません。

ごくあ りふ れ た， だれ で もす る よう なこ

とが高 く評 価 され るのは， 今 私が 申 し上 げ

た一面 が あ るた め， す なわ ち， そ のこ とが

他 の 人 に影 響 を 及ぼ す ためで す。 ごく一般

のあ り、言・れ たこ とが， 世 の 人が偉 大 だ とい

う こと よ りも もっ と大 きな影 響 を人 に及 ぽ

した という例 は数 多 くあ ります。
ヨ

私 は，天 の御 父が私 たち に求 めて お られ

る偉大 さ という もの は，福 音 を信 じるす べ

ての 人が達 成 で き る ものだ と思 って い ます・

私 た ちの 周 りに は.私 たち を偉大 に して く

れ る， 小 さ な，単 純 な こ とがた く さん あ り

ます。 で すか ら， 主 と同胞へ の奉 仕 と犠 牲

に その 身を捧 げ て きた 人々 に，私 は， 何 を

申 し上 げる よ り も，今 まで して き たこ とを

た だ もっ と行 な うよ うに と申 し上 げた い と

思 いま す。

この世 の ご くあ りふ れ たこ とを行 な って ，

自分 が一体 どれ ほ どの こ とを して い るのだ

ろ う と考 え てい る 入， 教会 の 中で 熱心 な働

き を してい る 人，地 味 で はあ って も大切 な

様 々な分 野 で主 の み業 を押 し進 め てい る 人，

ま た地 の塩， この世 の 力， 国 の力 と して働

いて い る人， その ような 人々 に， 私 た ちは

心 か ら賞 賛の 言葉 を贈 りたい と思 い ます。

終 わ りまで耐 え忍 び， イエ ス の証 に雄 々 し

くあ るな らば， 皆 さん は真 の偉 大 さ を身 に

つ け， 天の 御 父 と共 に住 む こ とが でき るで

し ょう。

ジ ョセ フ 』F・ ス ミス大 管長 は， こう言

い ま した。 「真 の 人生 を 作 りもの の人 生 と

交 換 して し まう こ との ない よう に しよ うで

は な いか。」(「ジ ュー ビニ ル ・イ ンス トラ

ク ター」p.753)小 さな こ とか ら大 きな とと

が 起 こ るこ とを忘 れ な いよ うに し まし ょう。

神 が定 めた もうた こ とを忘 れ ず に行 な うよ

う に しま し ょう。 神 が定 め た もうた こ とを

行 な うのは， 大切 な ことで あ り， 欠 くこ と

ので き ない こ とな ので す。 た とえ世 間が そ

れ をづ ま らな い もの と見 な した として も，

私 たち は， やが て は真 の偉大 さへ と導 か れ

る ので す。

神 か ら与 え られ た事柄 を行 な うに当 たっ

て， 皆 さん が く じけ る ことが ない よ うに と

祈 ります。 イ エ ス ・キ リス トの み名 に よ り

申 し上 げ ます。 ア 」 メ ン。
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人類の希望である

永遠の結婚

七十人第一定員会会員

ロバート・L・シンブソン

私
は き ょう， だれ もが憂 慮 してい る現

代 世 界の 危機 を 中心 に お話 した い と

思 い ます。 この 危機 は神 によ り定 め られ た

家庭 を む しばむ ガ ンの よ うな もの です。

離婚 はその 悪魔 的 と も言 え る副作 用 で も「

っ て杜会 の基 盤 を脅 か しつつ あ ります。 か

っ て ジ ョセフ ・F・ ス ミス大 管長 は こ う言

い ま した。 「結婚 は 人類 を 存 続 さ せ る もの

で ある。 結婚 が行 な われ なけ れ ば神 の 目的

は達 成 されず， 徳 は砕 か れて 悪徳 と堕落 と

化 し， 地 は 空 虚 な も の と な る で あ ろ う。」

(「福 音の 教義 」pp.264-65〉 こ の 神 権 時

代 の どの予 言 者 を とって みて も，.そ れ ぞれ

自分 の言葉 で 本質 的 には 同 じこ とを繰 り返

し述 べて いま す。

国立 健康 統計 セ ン ターの デ ータ によ る と，

合 衆 国内 で今年 す で に200万 件 の 離婚 が 承

認 さ れて いる との こ とです。 これ は歴 史 上

最 高 の数 で，20年 前 の3倍 に あた ります。

世 界 のほ とん どの 国で 同 じよ うな傾 向が 見

られ ます。今 日，結 婚 した 夫婦 の3分 の1

以 上が 離婚 に至 って い ます。 そ して， 不幸

に も教 会員 の家 族の 中で もこの 傾 向 に追随

す る 人が驚 くほ ど増 えて い るの で す。 しか
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しそ うあ って は な りませ ん。

先 日， 「U.S.ニ ュー ズ ・ア ン ド ・ワー ル

ド ・リポ ー ト」 誌 が離 婚 や家 庭関 係の 権威

ハーバー ド・A・ グレバーマ ン氏の 言葉 を 引

用 して 次 の よう に述べ ています。「離婚率 が

最 も増 大 して い るの は結婚 生 活10年 以上 の

夫 婦 にお いて であ る。 今 日で は， 結婚 生活

25年 か ら30年 の夫婦 の離婚 も決 して珍 しく

な い。」さ ら に，そ の主 要 な原 因に つい て こ

う 述べ て いま す。

「第一 に
， 互 い に正 直 に話 し， 心 の思 い

を 打ち 明 け， 最 高 の友 と して敬 う能 力の 不

足が あ げ られ る。 ……話 し合 い といって も

ほ とん どが互 いに 自分 の考 え を一 方 的 に伝

え るだ けの表 面 的 な もので しか な い。」

さ らに グ レバ ー マ ン氏 はこ う続 けて いま

す、「あま りにも多くの人が互 い に話 し合 うと

い うよ りも， ただ相 手 と言葉 を交わ して い

る とい った状 態 で終 わ って い る。 こう した

意 思 の疎 通 の乏 しさの結 果， アル コール 中

毒 や 不誠 実， あ る いは 肉体 的，精 神 的な苦

痛 へ と追 い や られ て し ま うので あ る。

多くの 人 々の 中 に， 忍 耐 や苦痛 に耐え る

能 力 の欠 如が 見 られ，人 は不 完全 であ り，自

分 の伴 侶 もまた不 完 全で あ る こと を認め ら

れ な いで いる。」("WhySoManyMarri-

agesFail"『 な ぜ 多 くの 結婚 が 崩壊 する の

か』 「U。S.ニュー ズ ・ア ン ド・ワー ル ド ・リ

ポ ー ト」1981年7月20日 号，pp.53-54)

家族 間 の意 思の疎 通 を 良 くす る確実 な 方

法 は ひ とつ しかあ りませ ん。 すな わ ち，主

の 方法 しか な いの です。 その 方法 として，

主 は評議 会 の 方法 を提 唱 され ま した。

教 会 は各 評議 会 か ら成 り立 って い ます。

教会 の すべ て の評議 会 の 中で最 も大切 な も

の は， 夫婦 が管 理 す る家族 会議 で す。 この

家族 会議 にお いて夫 婦 は家 族 の輪 の 中で生

じ るあ らゆ る神 権 の祝福 を同等 に分 か ち合

う と同 じ よう に， くび き を共 にす るので す。



夫 婦 に対す る主 の 永遠 の 目的 は， 夫婦 が ひ

とつ と なる こ とです。

次 に， 主 は私 た ち に 「共 に論 ぜ ん」(教義

と聖 約50：10)と 言 って お られ ます。 議 論

、 した り， 熱 弁 をふ る った り， 陰 口を 言 うの

で は な く， 隠や か な声 で論 じるの で す。子

供 た ぢに とっ て これほ ど素 晴 ら しい模 範 は

あ りません。 家 族 が大切 な決定 をす る時，

福 音の教 えに従 って判 断す るな らば， 決 し

て 誤 った方 向 に進 む こ とは ないで し ょう。

そ して その 後， 共 に論 じ合 うな らば， そこ

で な され た決定 は 自信 を持 って押 し進 め ら

れ， しか も神 の律 法 と一致 した もの と なる

に違 いあ りませ ん。

救 い主は かつ て ニマ イ ルの精 神 に つ いて

教 え られ ま した。(マ タイ5：41参 照 》 これ

は 利 己心 を捨 て ると い うこ とです 。 こ のこ

マ イル の精 神 に よって ， ほ とん どす べ ての

夫 婦が 結婚 生 活 を実 りあ る もの とす る こ と

が で き ます。 しか し夫 婦 の一 方 だけ がニ マ

イルの 精神 を励 行 して もその船 はバ ラ ンス

を 失 って転 覆 して しまい ます。 結 婚 生活 の

破 た ん とは その よう な状態 を指 して い ます。

利 己心 を捨 て る気 持 ち は， 夫婦 双方 か ら生

まれて くる もので な けれ ば な りませ ん。

結婚 して1年 目の夫 婦 も，あ るい は25年

目を迎 える夫婦 も，一 日の終 わ りに枕 元 で

交 わす 会話 の価 値 を知 って いた だき た い と

思 い ます。 この夜 の ひ とと きこ そ， 家庭 の

た な卸 しを 行 な い， 明 日の予定 につ いて話

し合 う 絶 好 の 時 間 で す。 そ して 何 よ り も

お 互 い に愛 と感謝 の気 持 ち を再 確 認 し合 う

最 もよ い時 間です 。 ま たあ る時 には， 次の

よう な会話 を交わ す場 とな るか もしれ ませ

ん。「き ょう は ごめん な さいね 。許 して 下 さ

い。」

御存 じの よう に私 た ちは皆 不 完全 で， 互

いに譲 り合 うこ との で きな い点 が毎 日積 も

り積 も って， 結婚 関係 の崩壊 の 原 因 とな る
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の です。 これ らは すべ て意 思疎 通 の貧 しさ

か ら来 る もの であ り， また愚 かな 高慢 さが

原 因 とな って い るこ とが よ くあ ります。

教会 は いか な る形 の独裁 に対 して も断固

と して 反対 す る立 場 を取 って い ます。 家庭

におけ る神 権指 導 者 と しての 召 しの職 を独

裁 的 な方法 で管 理 してい る 人は福 音の教 え

に反す る もの です。.その よ うな人 は，「共に

論 じる」 こ とか ら もた らされ る霊 的な報 い

を受 ける こ とがで き ませ ん。 そ して， 一 日

の 終 わ りの話 し合 い も一方 的 な もの とな り，
む ほん

た いて いその 後 に くる ものは謀 反 です。
つ う らよう

独裁 者 は いつ も最後 通牒 を与 えよ う とし

ます。 気 づか な いか もしれ ません が， 現代

の 若者 に最 後 通牒 を与 える こ とはほ とん ど

間 違 い な く失 敗 に終 わ るで し ょう。 それは

まさ に赤旗 を振 る よう な もので あ り， 愛す

る者へ 宣 戦布 告 をす る こ となの です。
い

主 は私 た ちに こ う警 告 され ま し た。 「如
か

何 な る権 力 も勢 力 も， 神権 に よ りて維 持す
あた

る能 わず， また は維持 す べ き もの にあ らず，

た だ説 服 と堅 忍 と柔 和 と温情 と偽 らざる愛
きよ

とに よ る。 また， 親切 と浄 き知 識す なわ ち
かん ち はなは

偽 善 に あら ず女干智 にあ らず して その 人 を甚

だ 大 い な ら.しむ る もの に よる。」(教 義 と聖

約121：41-42)

また ジ ョセフ ・F・ ス ミス大 管長 は父親

の皆 さ んに こ う勧 告 しています。「正 し い精

神 か ら離 れ， 自 らの 義務 をお ろそか に しな

けれ ば， 人 は守護 を託 され た 人を拒 んだ り，

侮 辱 した りする こ とは ない。 人は妻子 を敬

う責 任 があ る。」(「福 音 の教 義」p.276〉

離婚 の要 因 ど して， 忘 れ て な らない もの・

が もう ひ とつあ ります。 そ れは， 家 計管理

の失 敗 です。 た とえ什分 の 一 と捧げ 物 を納

めた として も， その 一 方で 家計 の正 しい運

用 に関 する 天父 の勧 告 を無視 す る な らば，

天 の窓 が少 々開 ぎ に くく なる こ とはな いで

し ょ うか。 そ して， 約 束 され た祝 福 も期待
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され た ほ どや って こな いで し ょう。

この神 権時 代 のあ ら ゆる予 言 者 は， 明確

な， しか も誤 解 を招 く こ との ない 言葉 で聖

徒 たち に負債 を避 け る よう に教 え てお られ

ま す。(今朝 もキン ボ ール 大管 長 は再 び 同 じ

ことを繰 り返 され まし た)ま た 一獲 千 金 を

夢 みる よ うな計画 に参 加 す る こ とのな い よ

うに と言われ て き まし た。 予 言 者 は私 た ち

に 倹約 を し， 貯金 をす るよ う に， そ して額

に汗 して働 く とい う伝 統 的 な方 法 でお金 を

得 る よう助 言 して います1私 た ち は勤 勉 と

倹約 の正 しい模範 を示 し， 貧 しい 人や 困 っ

て いる 人に捧 げ物 をす る時 は惜 しみな く，

しか も欠か さず行 なう よう勧 め られ て い ま

す。

この 厳 しい経 済状 態の 中 にあ っ て.家 族

が神 の 命令 を守 って 生活 す る こ とは 欠 くべ

か らざ る ことで す。 夫 と妻 は家 計 につ いて

定期 的 に論 じ合 う必要 が あ ります。 家 計の'

切 りつ めが 必要 であ れ ば，今 行 な って下 さ

い。 どうせ し なけれ ば な らな いこ とで すか

ら， 後 で取 り返 し もつか な い よう な状 態 を

招 くよ りもは るか にま しで は ない で し ょう

か。 家 計の 問題 は， しば しば私 た ちを 離婚

の法廷 へ と導 く危機 を は らん でい るので す

か ら。

次 の よ うな言 葉 ほ ど結 婚 生活 を破壊 に陥

れ る ものは あ りませ ん。「き ょう，ヘ ル 界セ

ン ター に200ド ル払 って 入会 してき た よ。」

よ く計 画さ れ た健康 管理 プ ロ グラ ムは それ

自体 価値 あ る こ とです が， 厳 しい家 計 の中

で 突然 出費 す るよ うな もの で はあ りませ ん。

これ らは前 もって十 分話 し合 われ てい るべ

き もの です。 先 日， 二 一ル ・A・ マ ックス

ウ ェル長 老 が巧 み な表現 を使 って い ました。

「もし 自分 の夫 が着 陸 に失 敗 しそ うで ある

な ら・ば， 妻 は その飛 行計 画 につ い て見 直す

べ きで す。」

次 に， 安 定 した結婚 生 活 を築 く基 となる

3つ の項 目につ い て取 り急 ぎ 申 し上 げ たい

と思 い ます。

第一 に信仰 ， す なわ ち福 音 の第一 原 則で

す。 これ は ま た， 結婚 の第 一 原則 で もあ り

ます。 この信 仰 は， 神 やそ の御 子 に対 する

信 仰， ある いは 生 ける予 言 者 に対 する信 仰

だ けで はあ りませ ん。 夫 婦 が互 い に真心 か

ら絶 え ず信 じ合 う こ と もそ の ひ とつ で す。

ま た子供 た ち に対 して も同様 の信頼 を寄 せ
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る こ とで はな いか と思 い ます。

第二 に従順， す なわ ち 天の 第一 の律 法 と

して しば しば 述べ られ て い る もので す。 神

の 律法 に従 う ことな く して祝 福 はあ りませ

ん 。主 との誓 約 に対 して 従順 で あ る ことは，

家 族 の 中に平 安 と愛 を もた らす た めの 必要

条件 で す。

第三 に忠実 で す。 苦 しい 時 も楽 しい 時 も

自分 の伴 侶 に対 して忠 実で あ る こ とは， 基

本 的な特 性 を よ り堅 固な もの と し， その た

め に夜 が昼 に 次 ぐご と く必 然 的 に教会 と真

理 の原 則 に忠 実 に従 う ことが で きる よ うに

な ります。

純潔 の律 法 は十 戒 のひ とつ で す。 こ の中

には結 婚 生活 に おけ る忠 誠 も含 まれ ま す。

兄 弟姉 妹 の皆 さ ん， 自分 の生 活 がす べ てそ

.の忠 誠の 上 に成 り立 って い る と考 えて この

神 聖 な 原則 を守 り通 して下 さい。 なぜ な ら，

永遠 の生 命 は結婚 生 活 にお け る忠 誠 にかか

っ てい る と福 音 の真 理 の 中では っき り述べ

られ て い るか らで す。

聖 典 は， そ の永 遠の 真理 につ い て確 認 し，

「結婚 は神 の 人 に定め た る ところ なれ ば な

り」(教 義 と聖 約49：15)と 記 してい ます。

また次 の よ うに も記 され ています。「主 にあ

って は， 男 なし には女 は な い し， 女 な しに

は 男 は ない。」(1コ リン ト111：11)

この神権 時代 の予 言者 の ひ と りは こ う述

べ て い ます。 「神 は 結婚 を勧 め て お ら れ る

ばか りか， 命 じて さえ お られ るので あ る。

人が まだ不 死不 滅 の状 態 にあ り， 罪が世 に

入 り込 む前 に， 私 たち の天 父 は 自ら最 初 の

結婚 を執 行 され た。 天 父 は私 た ちの始 祖 を

聖 な る結婚 の絆 で結 び ，生 め よ， ふ えよ，

地 に満 ち よ と命 じられ た。 神 は いま だ この

戒 め を変 更 も， 取 り消 し も，破 棄 も して お

られ ない。 この戒 め は 人類 のあ らゆ る世 代

を通 じて効 力を有 してい る。」(ジ ョセ フ ・

F・ ス ミス 「福 音の教 義 」p.266)

聖徒の道/1982年7月 号

マル コは こう述 べて い ます。「だ か ら，神

が 合わ せ られ た もの を， 人は 離 しては な ら

な い。」(マ ル コ10：9)

兄 弟姉 妹 の皆 さん， 教 会 におけ る離婚 は

す べ て， 王 国の働 きを妨 げ る ものです。 離

婚 の恐怖 に さ らされ て いる夫 婦 は， それ ぞ

れ 大 き な努 力 を払 う必要 が あ ります。 お互

い に話 し合 うだけ でな く， 自分 を管理 す る

神権 指 導者 か ら もっ と助 言 を受 け るこ とが

必要 です。 そして ，結婚 の誓約 に関す る永

遠 の特 質 を もっ と広 い視 野で理 解 す るこ と

が必要 で す。

長年 の経 験 か ら，実 りあ る結婚 の鍵 は無

私 の 気持 ち であ る ことが証 明 毒.れて います。

そ して，御 存 じの よう に， 無 私の 気持 ちが

あれ ば 「共 に論 じる」 こ とを喜ん で受 け入

れ ます。

また， 無私 の 心 はニ マイ ル行 く努 力を要

求 し ます。

無私 の心 は安 全 な家 計管理 へ の道 を備 え

ま す。

無私 の心 は離 婚 を防 ぎ ます。

離婚 を した 人々 が来世 にお いて問 われ る

最 も重要 な事 柄 は， 多分次 の よ うな点 につ

い て だ と思 い ます。

1.「 あ なた は 離 婚 を 防 ぐ ため に可能 なあ

らゆる こ とを行 な って み ましたか。」

2.

3.

「福 音の 真 理 を余 す と ころ な く生 活 の

中 に取 り入れ ま したか 。」

「あな たは神 権 者 の助 言 を求 め， 耳 を

傾 け， それ に従 って生 活 して いま した

か。」

願わ くは主 の祝福 があ って， 私 たち がす

べ て の結婚 を神 が 定 め られ た もの と して考

える こ とが でき ます よ うに。 なぜ な らば，

ジ ョセフ ・F・ ス ミス大 管長 が述 べて い る

よ うに， 結婚 は 人類 の希望 だか らです。

これ らの こ とを主 イエ ス ・キ リス トのみ

名 に よ り申し上 げ ます。 ア ー メ ン。
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瞑想は生活を

霊的なものにする

七十人第一定員会会員

ジョセフ・B・ワースリン

ジ
ョセ フ ・F・ ス ミス大 管長 に与 え ら

れ た啓示 の 中 に私 た ちに と って大切

な メ ッセー ジが記 され て い ます。

「1918年10月3日
，私 は 自分 の部 屋 にい

て聖典 の言葉 に思 い をはせ ，世 を腰 うた め

に神 の御子 が払 わ れ た大 いな る蹟 い の犠 牲

・・につ いて 深 く考 えて いた。 … … これ ら

の こ とにつ いて深 く考 え てい る と， 主 のみ

た まが私 の上 に と どま り，理 解 の 眼が 開 か

れ た。」(死 者 の蹟 い に関 する示 現1-3，

11節)

私 が き ょ うお 話 した い の は， こ の 「深

く考 え る」 とい うこ と， そ して深 く考 え る

ことに よって得 られ る事 柄 に つい てで す。

「深 く考 える」 とは
， 心 の 中で思 い計 り

熟考 し，瞑 想 する こ とで あり， そ れ によ っ

て霊 的 な理 解 の眼 を開 くこ とです。 また，

ス ミス大管 長 が記述 して いる よ うに，考 え

る 人には主 の みた まが とどま りま す。

イエ スは二 一フ ァイ人 に次 の よう に警告

され ま した。 「され ば，汝 らは 各々 その住 居

に帰 りて後， わ れ が これ まで汝 らに語 りし

こ とを よくよ く考 えて，・汝 ら の理 解 で き る

ため に， ……わ が名 によ りて御 父 に祈 るぺ
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し。」(皿 二 一フ ァ イ17：3)

私 た ちは聖典 を通 して ，単 なる表 面的 な

関 心 では な く，神 の事 柄 にも っと注 意 を向

ける よ う教 え られ て い ます。 私 た ちは聖典

につ いて もっ と深 く考 え，私 た ちが 一体 何

者 な のか， また将 来 ど うな るの か につ いて

考 え なけ れば な りません。

あ る所 にひ と りの若 い建 築 家が いま した。

彼 は ち ょう ど 自分 で独 立 して仕 事 を始 め よ

う として い ま した。 そん な彼 の と ころ に，

父 の友 人 で非常 に金持 ちの 人が来 て， 言 い

ま した。「それで は手始 めに，僕 の家 を一 軒

建 て て くれ ないか。 こ こに その設 計 図が あ

る。 お金 な らい く らで も出す。 そ こで最 高

の材 料 を使 い， 完壁 な もの を作 って も らい

た い。 費用 は い く らかか って もよい。 必要

な だ け請 求 書 を私 の と ころ に回 して も らい

た い。」

こ の若 い建 築 家 は この信 じ難 い ような 条

件 を知 り， この際 ひ と もうけ して や ろ う と

考 え ま した。 最 高 の技 術者 を雇 い，最 良 の

材料 を仕 入れ る代 わ り に， いろ いろ な箇所

をご まか し ま した。 最 後 に，使 い古 しの く

ぎを薄 っぺ らな壁 に打 ち終 わ る と， この青

年 は家 の鍵 と， 合計10万 ドル にお よ ぶ請求

書 を持 っ てき ま した。 す る とその 紳士 は即

座 に10万 ドル の小切 手 を切 り， それ か ら家

の鍵 も若 い建 築 家 に渡 して明 る くこ う言 い

ま した。 「君 が 建 て た この 家 は 僕 か らの プ

レゼ ン トだ。 こ の 家 で 幸 せ に暮 ら す よ う

に。」

この話 の 中 で，若 い建 築 家 は不正 直 な思

い や行 な いの結 果 が どう なる か深 く考 え ま

せ んで し た。 も し考 えて いた と した ら， か

つ て イエ スが教 え られ た次 の こ とが もっ と

よ く理解 で き たは ずで す。

「それ で， わ た しの これ らの言葉 を聞 い

て行 う もの を， 岩 の上 に 自分 の家 を建 て た

賢 い人 に比べ るこ とが で きよ う。 雨 が降 り，



洪水 が押 し寄 せ ，風 が 吹 いて その家 に打 ち

つ けて も，倒 れ る こ とは ない。 岩 を土 台 と

して いるか らであ る。 ま た， わた しの これ

らの言葉 を聞 いて も行 わ ない者 を， 砂 の上

に 自分 の家 を建 て た愚 か な人 に比 べ る こ と

が で きよ う。 雨 が 降 り，洪 水 が押 し寄 せ，

風 が吹 い てそ の家 に打 ち つけ る と，倒 れ て

しま う。 そ して その倒 れ 方は ひ どい ので あ

る。」(マ タ イ7：24-27〉

こ の愚 か な建 築 家 が その行 な い につ いて

深 く考 えて いた な らば，正 しい こ とを行 な

う と約 束 を して お きなが ら， それ を実行 し

なけ れば 身 の破 滅 を もた らす こ とはわか っ

て い たは ず です。

この愚 か な建 築 家 の話 は私 たち の生活 に

も当 て はめ る こ とが で き ます。私 たち は過

聖 徒の道/1982年7月 号

ち の結果 につ いて深 く考 えな けれ ばな りま

せ ん。天 父 は私 た ち に生 命 を与 え られ， そ

して 自由意志 を授 け られ ま した。 この 自由

意志 によ って， 正 しい選 択， 決 定 を行 ない，

そ の結果 喜 び と幸福 を得 る よう にヂ ャ レン

ジが与 え られ ま した。 これは一 種 の技術 で

あ り，修 得 しなけ れ ばな らな い もので す。

喜 び と幸福 に至 る道 は有料 で す。無 私 の気

持 ち と 自己訓練 とい う代価 を払わ ず に， 真

の喜 び を得 る ことは で きませ ん。私 たちは

自分 た ちの行 な い とその 結果 につ い て深 く

考 える必要 が あ ります。

御 存 じの よ うに， 現代 の世 の 中 には悪が

慢 えん して い ます。 精神 的， 情緒 的， 肉体

的 に大 きな， しか も長期 にわた る問題 を 引

き起 こ す麻薬 の常 習 者 も跡 を絶 ち ません。

夫 婦 は忠 誠 を忘 れ， 家庭 と家 族 の崩壊 を招

い てい ます。 サタ ンは歴 史上 これ まで にな

か った ほ ど力 を増 し，方 々 で成功 を収 めて

い ます。

しか し多 くの人 が陥 る悪 は すべ て頭 の中，

つ ま り考 え方 か ら始 ま ります。 意志 と想 像

が争 えば大抵 ， 想像 が 勝 つ こ とは， 経験 か

らわか っ てい ます 。想 像 は理性 を打 ち破 り，

私 た ちを 味覚 ，視覚 ， 聴覚 ， 嗅覚 ，感覚 の

奴隷 に して し まい ます。 肉体 は確 か に心 に

隷 属 す る もので す。 イ エス は次 の よう に述

べ て お られ ます。

「しか し
， 口か ら出 て行 く ものは， 心 の

中か ら出て く るの であ って， それが 人 を汚

すの で ある。 とい うの は，悪 い思 い…… は，

心 の中 か ら出 て くるの であ っ て，… …」(マ

タ イ15：18-19)

広 く人々 の 間 に読 まれ親 しまれ てい る ジ

ェーム ズ ・ア レン著 の 随筆 「人，思 うが 如

く」(・4sα ル勉%丁 玩銘h切h)の 中 で， ア レ

ンは イエ スの教 えを強 調 して次 の よ うに述

べ てい ます。

「人を造 るの も，破 壊 す るの もその 人 自

41



身 であ る。 人は 『思 い』 とい う兵 器工 場 の

中で，武 器 を製 造 し， その武 器 で 自 らを滅

ぼす。 ま た道具 を発 明 し， その 道具 で喜 び

と力 と平和 の宿 る天 の家 を建 て る。 人 は正

しい選択 と思 い を 自分 に適 用 させ る こ とに

よって ，神 の完 き状態 に到 達 する。逆 に，思

い を乱 し， 誤用 す れ ば， 獣 以下 の水 準 に下

落 して しま う。 この両極 端 の 間 に， 人格 の

階級 が存 在す る ので ある。 人 は その 人 自身

が造 るもの であ り， また その 人 の行 く末 を

決 め る もの で もあ る。 … …

人が達 成 す るこ と， ある いは達 成 で き な

い こと， これ らはす べ て その人 自身 の思 い

の直接 り結果 で あ る。」(pp。8-9，34)

人 が善 人か ら悪 人へ と知 らず 知 らず の う

ち に変 わ って い く様 は， 微妙 な もので あ り，

意識 して で きる もので は あ りませ ん。 それ

は， 誤 った思 い を抱 き， 悪 の種 子 を その心

に植 え付 け る過 程 か ら生 じる もので す。 こ

の 「種 子 」 とい う言葉 はあ る過程 の始 ま り

を示 す象 徴 的 な言葉 で あ り， モル モ ン経 の

偉 大 な予 言者 アル マは この こ と を次 の よ う

に説 明 して い ます。

「今
， 神 の御 言葉 を種 子 に な ぞら えて話

す と， あ なた た ちが一 つ の種子 を 自分 の心

の中 に蒔 く とき， もし もその種 子 が真 理 の

種子 すな わち善 い種 子 で あ って， あ なた た

ちが不 信心 の心 で この種子 を抜 き とった り，

主 の 『み た ま』 に逆 らった りす る こ とが な

けれ ば種子 は次 第 に胸 の 中 でふ くれ 始 め る

であ ろ う。 そ こで， あ なた た ちは種 子が ふ

くれ始 める こ とを感 ず る と， 次 の よ うに思

う。 す なわ ち， これ は ま こ とに善 い種子 ，

善 い言葉 に違 いな く，私 の心 を大 き く開 き，

私 の理解 力 を増 し， 私 は よ うや く好 い味 を

感 ず る と。」(ア ル マ32：28)
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L善
い種 子 を良 い気持 ちで心 の 中 に ま くた

め には， 長期 にわ たる熱 心 で忍耐 強 い 熟考

が必要 です。 熟考 とは， 身 と霊 を清 め る深

遠 かつ積 極 的な再 生 の過 程 なの で す。

ほぼ100年 前 ， ス タ ンフ ォー ド大 学 に デ

ビ ッ ド・スター ・ジ ョーダ ン とい う卓 越 した

学長 が いました。次 の言葉 は そのジ ョーダ ン

学 長 の 「清 くあ るこ との力」(丁 肋S飽 銘摂h

げ β6彪gα6α π)の 中の一 節 です。 この 問

題 に対 す る私 の考 え を要約 して いる よ うで

す の で， こ こで引 用 した い と思 いま す。

「(現在 で は お も に ポル ノグ ラフ ィー と

い う言 葉 に代表 され て いる)低 俗 とい う言

葉 は， 良 い趣 味 や良 い 人格 を持 つ とい った

面 で の発達 が 止 ま って いる状 態 を示 して い

る。 ……低 俗 は 人の心 を弱 め， その ほ かの

弱 点 を も引 き寄 せ る。 … …低俗 な音 楽 を好

き にな る こ と，何 の 益 に もな らな い書物 を

読 み ふ ける こ と， 扇 情 的な新 聞 を読 む こ と，

(あ る いは卑 わいなテ レビ番 組 をみ る こ と)

… くだ らな い小説 にうつ つ をぬ かす こ と，

俗 悪 な 映画 や シ ョー を楽 しむ こ と， あ る い

は く だ らない冗 談 を言 っ て喜 ぶ こと， その

ほ か いろ いろ な形 の粗 野で わが まま な行 な
の ほう ず

い， 野放 図 なこ とな どは， す べて低 俗 な行

為 と言 わ なけれ ば な らな い。・

〔なぜ な らば〕不 節 制 の根 本 には， 幸せ

で な い時 に 〔まず 思 い によ って， 次 いで〕

麻 薬 の力 を借 りて幸 せな気持 ちになろうとす

る行 為 が あ る。 人は 身体 の組織 が引 き裂 か

れ る 時の 刺 す ような快 楽 を求 め て， 自らの

神 経組 織 を破壊 して しま うので あ る。」(pp.

24-25，27〉

両親 は 家庭 の 夕べ にう い て， ま た子供 た

ち に福 音 を教 える責 任 につ いて 深 く考 え な

けれ ば な りませ ん。 またす べ ての会 員 は聖

餐 会 や神 権会 ，扶 助 協会 で受 ける教 えにつ

い て深 く考 え，ホームテ ィーチ ャーが与 え る

メッセ ー ジにつ い て深 く考 え る必要 が あ り

聖徒 の道/田82年7月 号

ます。 神権 者 は神 権 を尊 び， 正義 の模 範 と

な る責 任 につ い て深 く考 え なけ れば な りま

せん。 定 員会 指導 者 は定 員会 会 員 に仕 え，

定 貝 会会 員 を教 え， 強 め， さ らに愛 と親切

の気持 ちで彼 らを導 く責 任 につ い て考 える

必要 が あ ります。 若 人 は 自分 た ちが直面 す

る 問題 につ いて 深 く考 え，両 親 や指 導者 ，

そして 天父 が望 む 方法 で問 題 に対処 してゆ

き， 自分 た ち を清 く保 つ こ とが で き るよ う

備 え なけれ ば な りませ ん。

私 た ちが神 の旗 印 に従 って最 善 に向 か っ

て努 力 す る時， モル モ ン経 の偉 大 な予 言者

ベ ンジ ャ ミン王 はそ の方法 を次 のよ う に指

摘 して います。

「しか し， これ だ けは 言 える と言 うの は，

もし もお前 たち が 自分 自身 と自分 の思 想 と

自分 の言葉 と行 い に注意 を せず， 神 の命令

を守 らず， 私 た ちの 主 が降 臨 した もう こ と

につ い て聞 いて い る こと を生 涯 の終 りまで

信 じな いな らば お前 た ちは 必ず亡 び る と言

う こ とであ る。 それ で あ るか ら世 の人 々 よ，

記 憶 せ よ， 亡 び る な。」(モ ー サヤ4：30)

イエ スは こ う言っておられ ます。「あなた

の宝 の ある所 には， 心 もあ るか らであ る。」

(マ タイ6：21)

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル大管 長 は，

深 く考 え， 祈 り， そ して神 の王 国の ため に

啓示 を受 け る予 言者 ， 聖 見者， 啓示 を受 け

る者 と して私 た ち に偉 大 な模範 を示 して下

さっ てい ま す。

願 わ くは，私 たち が清 き心 を求 め る時，

自分 た ちの義 しい行 な い と思 いにつ いて 深 ・

く考 え るこ とが で きます よう に。 また私 た

ちが忠 実 に， そ して 勤勉 に働 く ことがで き

ます よ う に。

私 は， この 「深 く考 え る」 とい ら崇高 な

目的 の 中 に力強 い改 心 の力 が隠 され て いる

こと を心 か らイェ ス ・キ リス トの み名 に よ

って証 し ます。 ア ー メ ン。
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義なる教師のために

七十入第一定員会会員

ジーン ・R・クック

去
年 の夏 の ことで すが ，砂 漠 の一 本 道

か な た

の彼 方が 一 面水 で おお われ た よ うに

見 え たこ とが あ りま した。 子供 たち は， あ

れ は湖 だ， 貯金 を全 部 賭け て もよい と言 い

ま した。 しか し， しば ら く して そこ へ行 き

着 くと，水 な ど一 滴 もあ り ませ ん で した。
しん き ろう

昼 気楼 だ った ので す。

この 人生 の 中 には，確 か にこ うだ と思 っ

て い たこ とが， 突 然逆 転 して し まう とい う

よう なこ とが， 何 とた く さん あ るこ とで し

ょう。(ア ルマ62：41参 照)サ タ ンがわ な を

仕 か ける のです。 サタ ンは ，錯 覚 の主 で す。

サ タ ンは， 末 日聖徒 の 注意 や 力 を神 の純粋

な真 理 か らそ らせ， 私 た ち に遠 まわ りを さ

せ， 気 を く じこ うと して， 昼気 楼 の よ うな

錯覚 を起 こさせ る ので す。

サ タン は，実 にう まく霊 的 な錯覚 を起 こ

させ ます。 錯覚 によ って， 人の 心 の 中に 少

しずつ， 見 せか け の霊性 や移 ろい やす い心 ，
ぎ まん

それ に 自己欺 隔 な どの種 をま き， 人の 心 を

か た くな に し， 罪へ と導 き， 神 か ら 引き離

す ので す。(1二 一フ ァイ12：17;III二 一 フ

ァィ6：15)

人の 霊性 を弱 め るサ タ ンのず る 賢 い錯覚
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の 使 い方 にっ い て， お 話 し た い と思 い ま

す。 サ タ ンは， 錯覚 を用 いて， 誇 らし気 に・

こう言 わせ るよ うに仕 向 け ます。 「私 には，

力 が ある。 私 は主 が生 き てお られ る こ とを

知 って い るが， 主 は， これ 位 の こ とは主 を
わずら

煩 わせ ず， 自分 で何 とか す るよ うに望 ん で

お られ る。」聖典 をよ く読 ま ない とわからな

い か も知れ ませ ん が， サ タ ンは世 の 人々 に

は神 な どない と教 え ます。 しか し， 聖 徒 た

ち に は， こ う言 うので す。 「神 は存 在 す る。

しか し，単 に生 命 をつ か さ どる だけで あ っ

て， 今 日， 私 た ちの個 々 の問題 に干渉 され

る わけ で は参 い。」ま た，世 の 人々 に は祈 る

な と教 え ます が，聖 徒 た ち には， こ う言 い

ます。「今 は祈 る な。 祈 りたい気持 に なって

い な いの 把か ら。」(II二 一フ ァイ32：8-

9)ど ち ら にして も， 結果 は 同 じです。

ま たサ タ ンは 人に， 自分 は霊 的 で謙遜 で

あ る とい う錯覚 を起 こさせ ます。 そ うす る

と， 人は そ う信 じ込 む よ う にな り， 人 目に

もそ う見 える よ うに振 る舞 い ます。 また，

真理 か らは 遠 ざか って行 くの に， 錯覚 のせ

い で，'まだ真 直 ぐで狭 い道 を歩ん で いる も

の と思 い込 む よ うに なるの で す。 そ して，

自分 は 他 人 よ りも正 しい とい う態度 をと る

よ う にな り，心 がか た く な にな って， 何 も

感 じな く な り，・お ご り高ぶ る よ うにな るの

で す。(1二 一フ ァイ17：45参 照)こ の 錯覚

の主 は， 心 が主 か ら遠 く離 れ てい て も， 口

先 では 主 を敬 う よう にと教 え ます 。ぐジ ョセ

フ ・ス ミス2：19参 照)

サタ ンは ，真 理 を真理 で な い もの に見せ

か け， 霊性 は単 な る知 識で あ る と教 え， 生

活 の 中で真 理 を応用 す る よ うに とは， 少 し

も教 え ませ ん。 自分 には知 識が あ る と思 っ

て， 自分の 道 を歩ん で い る人 は， 自分 勝手

な解 釈 の入 った 知識 を 身 につ け(箴 言3：

5;II二 一 ファイ9：28参 照)，人 の誉 れや

賛辞 を 追い 求め， 人を教 える に十分 な知 識



を持 ってい る と思 い込 むの です。 そ うな る

とも う， その 人の知 識 自体 が錯覚 とな り，

そ の 人を主 の みた まか ら隔 て る もの とな っ

て し まい ます。

主は， 人に非 常 に 多 くの 物質 的 な 恵み を

お 与 えに なる こ とが あ ります。 す る とサ タ
こテカつ

ンは，狡 猜 に立 ちまわ っ て錯覚 を起 こさ せ，

その 恵み を反 対の もの に用 い る よう に仕 向

け ます。 人の 心 を この世 の もの に向 け るよ

う にす るので す。(教 義 と聖約121：35)そ

うす る と， その 人は 兄弟 た ちを 自分 自身の

よ う には敬わ な くな り， 本来 人 間は 平等 で

あ るはず なの に， わ けへ だ てを し た り， 階

級 を付 けた りす る よ うにな ります。 そ うで

す。 サ タ ンは，世 の初 めか ら偽 りを言 う者

で あ り， 「あ らゆ る罪の 源」で あ り，暗 黒 の

業 を押 し進 め，「世 の 人の心 を支 配」して い

る の です。(ヒ ラマ ン6：30参 照)

世 の錯覚 を 利用 して， サ タ ンは， 身勝 手，

不 信 仰， 恐 れ， 疑い， 貧 欲， 移 ろい やす い

心 ， 自己 中心的 な考 え を 人の心 に植 え付 け

ます。 サ タ ンは ， 人 に遠 まわ りを させて 時

間 を無 駄 にさせ ，善 い こ とか ら心 をそ らさ

せ， 霊 的 な感受 性 を弱 め ます。 サタ ンは，

こと さら に末 日聖徒 を， つ ま りサ タ ンにつ

い て真 実 を知 って い る人 々を惑 わ そ うと し

て い ます。 家庭 や教 室 で， あ るい は説教 壇

の 上か ら， あ る いは世 に あ って福 音 に従 う

こ とによ り， ま たは 直接教 える こ とによ り

人々 に影響 を与 える こ とがで き る人 々を，
ぎ まん

こ とさ ら惑わ そ う と して い るの です。 欺隔

が どん どん増 しつつ あ る今 日，私 た ちは霊

に関 す るサ タ ンのわ な に敏感 にな り， 自分

自身の認 識 を しっか りと持 って い なけれ ば

な りませ ん。

では こ こで， 自分 自身の福 音 の理 解や他

人 か ら教 えられ た教 義 が正 しいか否 か を知

り， 錯覚 を解 き，真 理 を認 識 する上 で助 け
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とな る8つ の標 準 につ い て お話 した い と思

いま す。これ らの標 準 は，，「義 な る教 師の た

めの霊 的 な指針 」 と呼 ぶ こ とが でき るで し

ょ う。

1.教 師は た だ真理 を教 える だけ では な

く，「み たま」に よっ て教 え なけれ ば な り ま

せ ん。(教 義 と聖約50：17-22参 照)い か な

る時 も，教 師 は 「み た ま」 によ って，「み た

ま」 に裏 づ け られ た真 理 を教 え なけ れ ばな

りません。 また， え りす ぐられ た 人々で さ

え も惑わ され る こ とを認 識 し，権 威 に頼 ら

ず， 勝手 な解 釈 を教 え るよ うな こ とが あ っ

ては な りませ ん。

2.教 師 は，教 会 幹部 や地 元 の指 導者 が

安 全 な所 へ と導 いて くれ る こ とを認 識 し，

彼 ら と一 致協 力 しな けれ ば な りませ ん。 ま

た， 主が 指導 者 たち に識 別 の賜 を与 えて お

られ る こ とを心 に留 め， 霊 にか かわ るこ と

で あれ， この世 の こ とで あ れ， 指導 者 の教

え に従 い，指 導者 と心 を一 に しよ う とい う

望 み を持 た なけ れば な りませ ん。(教 義 と聖

約46：27)ま た，r不平 を言 った り， 批 判 を

した り， 主 に油 注が れ た者 の悪 口を言 っ た

りして はな りません。 その よ うな行 ない は，

背教 の 第一 歩で す。
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3.義 しい教 師は， 聖典 か らの教 え， そ

して聖 霊 に よっ て教 え られ裏 づ け られた教

え を説か な けれ ばな りません。(教 義 と聖約

52：9)「 人 の誠 命 を教 え と して 教 え」(ジ

ョセ フ ・ス ミス2119)て はな りませ ん。

また， 聖典 の教 え に人の 歴 史や 意見 を混 ぜ

て教 えた り， この世 の哲 学 や推 測 を教 える

こ とに大切 な時 間を 費や して， サタ ンに 口

を入 れ させ る ような こ とが あ っては な りま

せ ん。また，主 の予 言者 が教 えて いない 「教

義 」 を 教 えて はい け ませ ん。(教 義 と聖 約

28：2」3参 照)ま た，義 しい教 師 は，聖典

が 人を信 仰 と悔 い改 め に導 き， 人の 心 を変

え るこ とを知 って います。(ヒ ラマ ン15：7;

アル マ37：8)

4.教 師 は， 人々 の本 当の必要 に応 じて，

信仰 ，悔 い 改め， 祈 りな どだれ もが 応用 で

き る基 本的 な福 音の 原則 を 平易 に教 え なけ

れ ばな りません。(教 義 と聖 約19：31;ア ル

マ16：22)ま た ，聖典 の 教 え をあ ま りに拡

大解 釈 した り， ひ ど く展 開 させ た り， また，

どの ような 原則 を教 え る にせ よ， 風 変わ り

な こ とや極端 な こ とを教 え ては い けませ ん。

た とえ ば， 極端 に長 い祈 り， 救 い主 や アダ

ム につ いて の教 義， 極端 な 食物 制 限，政 治

や投 資 の問 題 な どが それ で す。 極端 な事 柄

に は， サタ ンが かか わ って い るこ とを心 に

留 めて おき ま し ょう。 義 し，い教 師 は，主 の

教 えが 正 し い こ と と， 「何事 にて も慎 しみ

て」(教 義 と聖約12：8)行 なわ な けれ ばな

らない こ とを知 って い ます。

5.教 師 は， 真昼 の光 の 中で 語 るよ うに

語 らな けれ ば な りませ ん。(モ ロナ イ7：15，

18-19参 照)秘 密の 教義 や， 特 定 の知識 層

の こ と， また は隠れ た召 しにつ いて 話 して

は いけません。(ヤ コブ4：13;教 義 と聖 約

42：11参 照)、何 事で あれ ， 平易 な事 柄 を語

る よ うに しなけ れ ばな りません。 義 しい教

師 は，教 義や召しが公 開され，聖 徒 たち の挙



手 に よ って承 認 され る こ とを知 って い ます。

6.教 師は， 生 徒 たち 全員 を 自分 自身 と

同 じよ うに扱 い， 分 け隔 て を しては い け ま

せ ん。(ヤ コ プ2：17参 照)ま た，主 の み前

に優 れた 教師 になれ る よ う努 力 し なけれ ば

な りませ んが ， 人 に勝 と うと して争 っ て は

な りません。(教義 と聖約58140-41)義 し

い教 師 は， いか な る人 も 「その 心が 謙遜 で

柔 和 」 で なけれ ば 「神 のみ こ ころ にか なわ

な い」(モ ロナイ7144〉 こ とを知 って い ま

す。

7.義 しい教 師 は， 主 に栄光 を帰す る よ

う に努 め ます。 また， 自分 に栄 光 を帰 す る

こ と を避 けま す。 また， 売 教行 為， す な わ

ち， 利 益 や人 の誉 れの た め に教 えた り， 自

分 自身 を 高 く した りす る よ うな こ とを しま

せ ん。(II二 一フ ァ イ26：29;モ ーサ ヤ18：

26参 照)ま た，義 を教 え， 罪 に立 ち向か っ

て 力強 く語 り，神 様 の方 へ 目奪 向け， 個 人

の 利益 や 誉れ や 人気 を求 め ませ ん。 義 しい

教 師 は， 野望 は 背教 へ の門 を大 き く開 く も

の で あ るこ と を知 って いま す。

8.教 師 は， 絶 えず個 人 的 な悔 い改 めを

して い捻 け れ ばな りませ ん。(モ ロナイ81

26参 照 〉ま た， 柔和， 慈 善， 純粋 な動機 を

持 つ こと， 主1;信 頼 を 寄せ る こ とな どにお

い て模 範 にな らな けれ ばな りませ ん。福 音

を教 え るだ け では な く， 応 用 しな けれ ば な

りませ ん。(教 義 と聖約4115152：15-16

参 照)こ れ は， 悔 い改 め を してい る 人 にと

っては 当然 の こ とです。

では ，締 め く く り一に， ど う した ら人間 が

陥 り勝 ち な， 不完 全 な真理 を教 えた り， そ

れ に従 って生 活 した りす る とい う過 ち に陥

らな いで 済 むで し ょうか。 それ は， 自分 自

身 の霊 性 を維 持す るこ とです。 真 の霊 性 と

は 何 で し ょうか。 それ は， 知 識， 知 性， 学

識 で しょ うか。 お そ らく， それ は も っ と別

の もの， す なわ ち心 の状 態 を純粋 に して い
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く ことで は ないで しょ うか。 そ うです。 そ

れ は真 心 を もって 神 を仰 ぎ見 るこ と， そ し

て ， へ り くだる心 と悔 い る精神 を持 つ こ と

(lll二一フ ァ イ9：20;教 義 と聖 約136：

32-33)， 誠心 誠 意，物事 を行 な うこ となの

です。

私 は， ここ数年 の 間， 幹部 の兄 弟 たち と

共 に働 く機会 に恵 まれて い ますが ， この方

方 の何 よ り も極 立 った特 性 は，他 の霊 的 な

指 導 者 た ち と同様 ，「誠 心誠 意」主の み名 を

そ の身 に 引き受 け たい， 見返 りが どうで あ

れ， だ れ よ り もよ く主 に仕 え たい とい う望

み を持 ってい る ことです 。(教義 と聖 約18：

27-28，38参 照)

教会 の責 任 を通 して 主 に仕 える 資格が，

そ の心 の持 ち方 にかか っ てい る という こ と

は ，何 ら驚 くに 当た りません。(教義 と聖 約

4章;12：8;41：11)主 ほ こ う言 ってお

られ ます。「主な う私 は，すべ ての 人々 をそ

の 行 な いと心 の望 み に 応 じて 裁 く… …。」

(ジ ョセフ ・ス ミスー 日の光栄 の王 国 に

関 す る示 現 第9節)

兄 弟姉 妹， 主 とその僕 た ちの霊 感 あふれ

る助 言 に従 う な らば， 末 日聖 徒 は道 に迷 う

こ とは あ りませ ん。 もし人 が

絶 えず 祈 る こと によ って
め い そ ハ

・絶 えず 聖典 を学び瞑想するこ とによって

指 導者 と光 と現 在理 解 してい る真 理 に

従 うこ とに よって

自分の 霊性 を維持 して い くな らば， 惑 わさ

れ る こ とが な い こ とを証致 します。

悪霊 た ちが 仕か け る錯覚 に惑わ され るこ

とが ない よ う，主 が私 た ちす べて の者 を祝

福 した まい ます よ うに。 また， 心 を主 に向

け るこ とに よっ て霊性 を維持 し， 信仰 を強

め て い くこ とが で きます よ う， イエ ス ・キ

リス トのみ 名に よ りお祈 り致 します。 アー

メ ン。
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神の愛は罪の壁を越えて

七十人第一定員会会員

ロナルド・E・ポールマン

イ
エ スの 聖 なる 力を初 め て知 っ た時，

ガ リラ ヤの 漁師 シモ ン ・ペ テ ロは こ

う叫 び ま した。「主 よ，わ た しか ら離 れて く

だ さい。 わた しは罪深 い者 で す。」(ルカ5：

8)私 た ち も， 時 には こ の ペ テ ロ の よ う

に， 自分 は罪 深 い者で， 主 に近 づ くのは 怖

れ 多い と思 うこ とが あるか も知 れ ませ ん。

罪 を犯 していると，私 たちは天 父か ら遠 く離

れた よ うに感 じ， 愛 され る資格 な どない と

思 い込み， 受 け 入れて い ただ け ない ので は

な いか と恐 れ るの です。

しか し， 罪 を犯 し， 戒 めを破 る と， 私 た

ち には天 父の 強 い力が 必要 に な りま す。 弱

点 を克服 し，悔 い改め， 天 父と元 通 り交 通

で きる よう にな るため に は，是 非 と も助 け

が必 要だ か らです。 悔 い改 め を しな い と，

その 罪は やが て習慣 とな りま す。 罪 を犯 し

て いる とたび たび 心 に責 めを 感 じま す。 そ

う なる と， ます ます悔 い 改め が難 しくな る

ので す。 この 主か ら離 れ て しま った とい う

気持 ちは， 悔 い改 めて 主 の赦 しを受 け よう

とす る時， そ れ 自体 大 き な障害 とな ります。

自分が 天 父に逆 らって し まっ た と知 る と，

私 たちは 天父 の助 け を受 ける 資格 が ない と
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感 じ， それ を求 め る こ とを恐 れ ます。 一見

理 に合 わ ない よ うに思 え ます が，『私 たちが

最 も主 の 力を 必要 とす る のは， 最 もふ さわ

し くない時 な ので す。 イ エス が身 を震 わせ

る ペ テロ に 「恐れ る こ とはな い」(ル カ5：

10)と 言わ れ た よう に， 主 は私 た ち に もそ

うお っ しゃっ て いるの で す。

き ょう， 私 は ジ ョン とゲー ル とい う若 い

夫 婦の 経験 を お話 したい と思 い ます。 こ の

話 に よっ て，私 の 言わ ん とす る こ とを何 よ

り もよ くお伝 えす る こ とが で き る と思 うか

らです。

ジ ョンは，思 慮 深 く親切 な 若者 で した。

また， 愛情 深 く，率 直 で， 寛 大 な心 の持 ち

主 で もあ りま し た。 彼 は 誠心 誠意， 主 の戒

め に従 お う と努 め， 家 族生 活 の喜 び の中 に

偽 りのな い満 足 を見 いだ して い ま した。 一

方 ，妻 の ゲー ル は， 若 く魅 力 的で， 快 活 な

女 性 で したが， 少 々 この世 的 な もの1;心 を

動 か され勝 ち で した。 彼 らの 住む 社会 は，

裕 福 で唯物 的 で した。 人 々は この世 的 な 利

益 や社 会 的地位 を追 い求 め， 娯楽 に熱 中 し，

自 己満 足 に浸 りきっ てい るか の よう で した。

宗 教 の指導 者 た ちは， 家族 の 崩壊 や道 徳 的

標 準 の低下 に胸 を痛 めて い ま した。

結婚 して間 もな く， ジ ョン とゲー ルは一

男一女 に 恵まれ ま したが， ゲ ール は家 庭 内

の責 任 には関心 が な いか の ようで した。 彼
あこが

女 は 人生 の華 や か さや ス リル に憧 れ て， た

び た び家 を空 けて はパ ー テ ィーや 娯楽 に 時

を過 ご してい ま した。 そ の よう な時， いつ

も夫 は一緒 で は あ りませ んで した。 ゲー ル

は 見 えの ため に男性 たち の気 を引 き， 彼 ら

の 気持 ち に応 じて い るう ち に， とう と う結

婚 の 誓い に背 いて しまい ま した。

この 間， ジ ョンは ゲー ル に， 家庭 生 活 の

喜 び や， 神 の律 法 に従 う こ とに よって 得 ら

れ る報 い を味 わ うよ うに， 一 生懸 命勧 め ま

した。 優 し く， 忍耐 強 く勧 め ま したが， 全



く効 き 目があ りません で した。 そう して，

三 番 目の子 供， 次 男が 生 まれ る と間 も なく，

ゲ ール は夫 と子 供 た ちを捨 て て， こ の世 的
は ら カしら ほ う じゆう

な 同胞 の下 へ と走 り， 放縦 と不 道 徳 の生 活

へ と 身を投 じて しま ったの で し た。 拒 絶 さ

れ， 侮 辱 され， ジ ョンは胸 が は り裂 け る思

い で した。

しか し間 もな く， ゲ ール を魅 了 してい た

人 生の 華 やか さや ス リル は， 色あ せ てい き

ま した。 友 達 と思 って い た人 々 も， やが て

彼 女 にあ き， 彼 女 を捨 てて 去 って 行 き まし

た。 彼 女 は堕落 の 一途 をた ど り， 生活 は す

さ むば か りで した。 そ して とう とう彼 女 は

自分 の過 ちに気 づ き， 何 を失 って し ま った

の かを知 りま した。 しか し，今 さら ど うし

よ う もあ りませ ん。 ジ ョンが まだ 自分 を 愛

してい る とは， とて も思 え ませ ん。 彼 女 は，

自分 は彼 の 愛 にふ さわ しくな い， 家庭 や家

族 の下 へ帰 る資 格 はな い と感 じ まし た。

そん なあ る 日の こ とです。 通 りを歩 い て

い た時 に， ジ ョンは， ば った りゲ ール に 出

くわ しま した。 知 らぬ 振 りを し よう と思 え

ば でき たで しょ う。 しか し， 彼 は そ う しま

せ んで した。 彼 女 の最近 の 生活 、ζ切 が ま ざ

ま ざ と見て とれ る よ うな その姿 を 見た 時，
あわ

ジ ョンの胸 には一隣 れみ と手 を差 し伸 べ た い

気持 ち が わき 上 が りま した。 ゲー ル に 多額

の借 金 があ る こ とを知 った ジ ョンは， それ

を支 払 って や り， 彼女 を家 へ連 れ て帰 りま

した。

そ して 間 もな く， 最 初の うちは 彼 自身に

とって も驚 きで したが， ジ 旨ンは まだ ゲー

ル を愛 して い る こと に気づ き ま した。 自分

の 彼女 に対 す る愛 と， 心 を入れ 替 えて再 出

発 した い とい う彼女 の 気持 ち に気づ いた 時，

ジ ョンの心 に は憐 れ み に満 ち た赦 しの気持

ち が生 まれ ました。 そ して， ジ ョンは心か

ら， 過 去の 生活 を 克服 しよう とす るゲー ル

を助 け たい ， また， 再 び彼 女 を 自分 の妻 と

して受 け 入れ たい と思 い ま した。

この よ うな経 験 を通 して， ジ ョンは，子

供 であ る私 た ちへ の神 の愛 が どの ような も

の であ るか， よ く理 解 する こ とがで き まし

た。 私 た ちが主 の助 言 を無視 して も， 戒 め

を破 って も， そ して主 を拒 んだ として も，

自らの 過 ちに気 づ いて， 悔 い改 め たい と願

う な らば， 主の 助 けを求 め る よう にと主 は

望 んで お られ ます。 主 は， その よ うな私 た

ち を受 け入 れて 下 さる ので す。

この よ うな経 験 をす る こ とによ って， ジ

ョンは神 の み業 に仕 え る準備 が で きま した。

私 は， ジ ョ ンとゲ ール の物語 として， 以上

の話 を して き ま したが， この話 は， 旧約時

代 の予 言者 ホセ ア とそ の妻 ゴ メルの物 語か

ら とっ た もので す。

ホセ アは， 古 代 イス ラエ ルの 人 々に，愛

情 深 く慈悲 深い 父 と して神 を描 いて 見せて

い ます。 この点 で は，他 の 旧約 の予 言者 た

ち と違 い，新 約 聖書， モル モ ン経， さ らに

近 代 の 啓示 の メ ッセー ジ と精 神 を伝 えた 人

と 言え るで しょう。

この 末 日に， 主 は こうお っ しゃ いま した。

「すな わち
， 主 な るわれ は 罪を 見て いさ さ

か も これを 許す を得 ざれ ば な り。 さ りなが
いましめ

ら， 悔 い改 めて.主の誠命 を行 う者 は赦 され

ん。」(教 義 と聖 約1：31-32)

神 の律 法 に背 き， 戒 めを破 れ ば，神 の 怒

りを招 くの で， 私 たち は 自分 か ら神 の下 を

離れ ，神 の助 け や霊 感 や力 を拒 んで し まい
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ます。 しか し，神 の愛 は 罪 とい う壁 を越 え

て， 私 たち に注が れ るの です。

私 た ちが神 の律 法 に背 く と，正 義 は その

代償 を要 求 し ます が， 私 た ち には支 払 うこ

とがで きませ ん。'しか し， 天 父 は私 た ちを

愛 して お られ るので， あ る計 画 をお 立て に

な り，救 い主 イエ ス ・キ リス トを送 って 下

さ い ました。 その腰 いの 犠牲 は正 義 の要 求

を 満た し，私 た ちは悔 い改 めて赦 しを受 け，

再 び天 父の み もとへ帰 れ る よ うに な りま し

た。本 当に，「神 は そのひ と り子 を賜 わ った

ほ どに，』この世 を愛 して 下 さ」 い ま した。

そ して，「そ れは 御子 を信 じる者 が ひとりも

滅 びな いで， 永遠 の 命 を得 るた め」 で した。

(ヨハ ネ3：16)

私た ちは， イエ ス ・キ リス トを信 じ， 悔

い 改め， 水 と霊 のバ プ テス マの 時 に主 と結

ぶ 誓約 に従 う こ とによ って， この素 晴 ら し

い賜 を受 け る こ とが で きま す。 ま た， バプ

テ スマ の後 は， 毎週 聖餐 を受 け る 時 に 「御

子 を常 に忘 れ ず， また その下 した まえ る誠

命 を守 る」 という 誓約 を新 た に します。 そ

うす る ζ私 た ちは， 「御子 の 『みた ま』」 に

常 に共 に いて いた だ くこ とがで き るの です。

ホ セアの 古代 の メ ッセー ジは， 聖 典 の随

所 に繰 り返 され， 織 り込ま れ てい ます。1日

約 の， ま た別 の予 言者 イザ ヤ を通 して， 主

は民 に こう言 われ ま した。

「あな たが たは 身を 洗 って
， 清 くな り，

わ た しの 目の 前か らあ なた が たの悪 い行 い

を除 き，悪 を行 う.ことをや め，善 を行 う こ

と をな らい， 公平 を求 め… …主 は 言わ れ る，

さあ， われ われ は互 に論 じよ う。 た といあ
ひ

なたが たの 罪 は緋 の ようで あ って も， 雪の
くれない

よ う に 白 く な る の だ。 紅 の よ う に 赤 く て も ，

羊 の 毛 の よ う に な る の だ 。」(イ ザ ヤ1：16

-18〉

主 は ， 二 一 フ ァ イ 人 の 予 言 者 ア ル マ に ，

こ う お っ し ゃ い ま した 。「い ざ ，汝 ら 行 き て
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なんぴと

何 人 にて もわ れ に対 して 罪 を犯す 者 をそ の

罪 に応 じて裁 判せ よ。 さ れ ど， も しもか れ

が 汝 とわ れ とに その 罪を 白状 し真 心 よ り悔

い 改 む るな らば汝 は これ を赦 せ， われ もま

た これ を赦 す べ し。 ま こと にわれ はわ が聖

徒 らの悔 い改 む る毎 にか れ らのわ れ に対 す

る罪 を赦 す。」(モ ー サヤ26129-30)

私 た ちは， 互 い に赦 し合 う ことをせ ず，

なお さ ら悔 い改 めを難 しく して し まう こと

が よくあ ります。 しか し， 近 代の 啓示 で は，

こ う教 えられ ています。「汝 ら互 い に赦 し合

うべ き な り。 そ は， 人そ の兄 弟の 過 ち を赦

さ ざれ ば， その 人主 の前 に 罪 に値 す る故 に

して， そ は更 に大 い な る罪 なお彼 に在 れ ば

な り。 主 な るわれ は， その赦 さん と欲 す る

者 を赦 す。 され ど汝 ら にはす べて の 人 を赦

す ことを求めら る。」(教義 と聖 約64：9-10)

また， 近代 の 啓示 には ，最 も慰 め と希望

に満 ち た言葉 が あ ります。

「お よそす で に その罪 を悔 い改 め た る者

は赦 され ，主 な るわれ もはや これ を忘 るべ

し。」(教 義 と聖約58：42〉

神 は， 私 たち の父 であ り， 私 た ちを愛 し

て お られ ま す。 その 愛 には 限 りが なく， 無

条件 に だれ の上 に も注が れ ます。 また， 私

た ちが戒 め に背 き，律 法 を破 る時，神 は非

常 に悲 しまれ ます。神 は私 た ちの罪 を見 過

ご しに はな さ いませ んが ，私 た ち を愛 し，

もう一度 帰 って 来て くる よう に と望 ん でお

られ る ので す。

神 の私 た ち一 人一 人 に対 す る愛 に気づ く

こ とほ ど，私 た ち を悔 い改 めて天 父 のみ も

とへ 帰 ろう と いう気持 ちに させ る ものは あ

りませ ん。 ど うかひ と りで も 多くの 方 々が，

そ の愛 に気づ くこ とがで き ます よ うに。 ナ

ザ レの イエ スが神 の御 子 で あ り， 全 人類 の

救 い主 であ り，私 たち一 人一 人の腰 い主 で

あ るこ とを， 聖 な るイエ ス ・キ リス トの み

名 によ っ亡証 致 します。 ア ー メン。



福音が教えるもの

十二使徒定員会会員

リグランド ・リチャーズ

私
は この偉 大 な教 会， す なわ ち宋 日聖

徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の会 員 で あ

るこ とを誇 りに思 って1います。時 満 ち た る

神権 時代 に建 て られ たキ リス トの真 の教 会

の名前 として， これ に勝 る もの が ある で し

ょうか。 私 は この教 会 を，教 えの素 晴 ら し

さのゆ え に愛 して いま す。

もう何 年 も前， 戦 時 中の話 で す。ジ ョン・

A・ ウイ ッッ オー長 老 は ヨー ロ ッパ伝 道部

を管理 す るた め， イギ リスに入 国 し よう と

しました。・そ の時， 入 国管理 官 は書 類 審査

を してウ イ ッツオ ー長老 が どのよ うな 人物

で あるか を確 かめる と，「あなたの 入国 を許

可 す るわ け にはい き ませ ん。 これ まで あ な

たが たの教 会 の宣教 師 の 入国 につ いて は認

め てき ました が， その指 導 的 立場 に あ る人

となれば話 は別 で す。 あ ち らでか けて お待

ち下 さ い」 と言 いま した。 ウイ ッツ オー 長

老 は言わ れ るま まに し ました。

数分 後 ，先 の管 理官 は ウ イ ッ・ツ オー長 老

を呼 ぶとこう質 問 しま した。「もし入 国が 認

め られ た とレた ら， あ なた は イギ リス国 民

にどの よう な教 え を広 め るつ も りで すか。」

そ して， 「人 は どこか ら来 た のか， また，

聖徒 の道/1982年7月 号

なぜ この世 に いるの か， 死 んで か ら どこへ

行 くのか とい うこ と につい て教 え たい と思

って い ます」 とい う返事 を聞 く と， 彼 は ウ

イ ッツ オー長 老 の顔 をま じま じ と見つ め，

「あな たの教 会 で は そう いう こ とを教 え て

い るの です か」 と問 い返 して き ま した。

ウ イ ッツ オ ー長老 は 「そ うです」 と答 え

ま した。

す る と， この管理 官 は こ う言 った ので す。

「私 の教 会 で はそ ん なこ とは教 えて くれ ま

せ ん よ。」

私 に とって この知 識 は この世 の どんな 富

よ りも貴 い もので す。 人 は ど こか ら来た の

か ， なぜ この世 にい るの か、.死ん で か ら ど

こへ行 く のか ，また，、どうしたらそこへ行 け
かじ

るの か を知 ら ない 人は，舵 や帆 な どの必要

な物 を何 もつ け ない で海 に浮 いて る船 と変

わ りあ りませ ん。 波 に漂 うだけで ， 港 に着

く こ とは で きな い のです 。

この教 会 は私 に， 人 は永遠 の 父 なる神 の

子 供 と して， あ らゆ る面 にお いて.神 に似

た者 となる可 能性 を秘 めて い るこ とを教 え

て くれ ま した。私 の 息子 が私 に似 た者 と な

り， 私が 父親 に似 た者 となっ た と同 じよ う

に， 私 た ちが神 に似 た者 とな る とい うこ と

一で す。 一

この世 の創 造 に先 立 ち，主 は諸 々の霊 の

中 にお 立 ちに な りま した。 そ して 高貴 で偉

大 なる者 が あ る と言わ れ ま した。 また， そ

の よ うな 入は， この現世 に来 る前 にふ さ わ

しい こ とを したか ら こそ高 貴 で偉大 な者 と

な れ た と も言 わ れ ま し た 。 こ う 言 って お・

られ ます。 「われ ら降 り行 か ん。か しこに空
しか

間 あれ ば な り。 而 して …… これ らの者 の住

ま うべ き地 を造 らん。

而 して， これ によ りて彼 らを試 し， 何 に

て もあれ， 主 な る彼 らの神 の 命 じた まわ ん
な いな

す べて の こ とを彼 らが為 す や 否や を見 ん。
さら

而 して， 最 初 の位 を保 つ者 は更 に附 け加
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え られ，最 初 の位 を保 た ざ る者 は，最 初 の

位 を保つ 者 と同 じ王 国 にて 栄 を得 る ことな

か らん。 而 して， 第 二 の位 を保 つ者 は， と
ニうぺ

こ しえに栄光 をそ の頭 に附 け加 え られ ん。」

(ア ブラハ ム3：24-26)

私 は， 自分 が 霊 界 にお いて 第一 の位 を保

った こ とを，教 会 を通 して知 らさ れ ま した。

それ を主 に感謝 した い と思 い ます。 第一 の

位 を保 ってい なけ れ ば，私 は サ タ ンや天 の

3分 の1の 霊 と共 に， この地上 に投 げ落 と

され て いたの です。 聖 書 には 「地 と海 よ，

お まえ たちは わ ざわ いで あ る。 悪 魔 が… …

お まえ たち の とこ ろに下 って きたか らであ

る」，また，悪 魔 が 「食 いつ くす べ き もの を

求 めて 歩 き回 って いる」(黙 示12：12;1ペ

テロ5：8)と 書 か れ て います。 私 は 第一

の位 を保 ったか らこそ， 午前 の部 会 にお い

て も述 べ られ た， この世 の美 と喜 びの す べ

て を楽 しむ権利 を与 え られ た ので す。 また，

私 には この肉体 も与 え られ ま した が， 聖典

を読 ま なけれ ば， それ が ど うい う意味 を持

つ こ となのか， 本 当 の とこ ろは理 解 で きな

い と。思います。

イエ スが ある 人の体 か ら悪 霊 を追 い 出 し

た 時の話 を皆 さ んは御 存 じだ と思 いま す。

イエ スが悪霊 に名 を聞 く と， 「レギオンと言

います」という答が 返 ってきました。(訳 注 ：

「レギ オ ン」 とは 「た くさ んの」 の意)そ

の人 につ いて いた のは 多 くの霊 だ った か ら

です。 そ して， この悪霊 た ち は とにか く何

かの 肉体 に入 りた い と強 く望 み，野 で え さ

をあ さる豚 の 中 に入 らせて くれ る よ う に懇

願 しま した。 イエ スが それ を お許 しにな る

と.，悪 霊 につ かれ た豚 の群 れ は海 へ なだれ
おぽ

込 み， 溺れ 死 んで しまい ま した。確 か2千

匹程 だ った と思 い ます。(マ ル コ5：1-17

参照)こ の悪霊 たちが どれ ほ どに 肉体 を得

た い と望 んでいたかを，また私 たちが今 第二

の位 を得 て いる のは、， 第一 の位 を保 っ たか
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らで あ る こと を少 し考 えて みて下 さい。

私 は聖 書 の 中の， エ ノ クにつ いて 語 って

い る部 分 が好 きです。 彼 は そ の民 と共 に天

に移 され た古 代 の予 言者 で すが ， ま だ地 上

に ある 間 に， 自分 は神 の意 に かな っ た者 で

あ る とい う証 を得 て いま した。(ヘ ブル11：

5参 照)私 は， 主御 自身 が言 われ た よ うに

そ の命 じられ たす べ ての こ とを果 た して，

戒 め を守 るな ら，(申 命12：32;マ タイ28：

20参 照)自 分 の行 な いが 主 に受 け入 れ られ

る もので あ り， 自分 は神 の意 にか なっ た者

で あ る とい う証 を，聖 霊 を通 して，得 る こ

とが で きる と考 えて い ます。

き ょう もこの壇 上 か ら 多く のこ とが宣 言

され ま した が，私 は神が 与 え て下 さ った数

多くの素 晴 ら しい真 理 に感謝 して い ます。

そ のひ とつ に永遠 の結婚 の原 則が あ ります。

私 は， こ の世 を去 った 後 に愛 する妻 や子 供

な しに永遠 の時 を過 ごす な ど とは， とて も

考 え るこ とが で きませ ん。神 が家族 を与 え

て下 さ っ た こ と， また結 婚 と家 族 の絆 とは

神 が定 め た もうた もの で ある とい う教 えに

感謝 して い ます。聖 典 には，・それ らは永遠

に続 く とは っき り述べ られて い ます。

私 には100人 を超 す子 孫 が います が， 一

人一 人 につ いて思 いを め ぐら し， 彼 らが 成

し遂 げ よう と して いる こ と， その高 潔 な生

き方 を見 る時 ， 自分 が彼 らすべ て の父親 に

な るの だ とい う実 感 な ど， とて も持 て る も

ので は あ りませ ん。 自分 の子 孫 を持 つ とい

う こ とは，神 に似 た者 に なる とい う点 で，

現 世 で な し得 る他 の何 もの にも替 え難 い経

験 であ る と思 い ます。私 は若 い時 か ら， 自

分 の生 き方 に 目標 を持 ってい ま した。 それ

は子 供 の模 範 と なる よ うな生 活 を したい と

いう こ とで した。子 供 が私 に倣 って皆 それ

ぞれ に第二 の位 を大切 に し， とこ しえ に栄
こうぺ

光 を頭 の上 につ け加 え られ るよ う にな った

ら， と考 えて努 力 したの で す。



福 音 の原 則 には ほか に も素 晴 らし い もの

が数 多くあ ります 。 私 は最初 の伝 道 の時 ，

感 情 ，感覚 ， 体 を持 ち た もう神 を信 じて い

る 人 にはた だの一 度 も会 いませ ん で した。

パ ウロ は 「ア ダム にあ って すべ て の人 が死

んで い るの と同 じよ うに， キ リス トにあ っ

てす べて の 人が 生か され るのである」(1コ

リン ト15：22)と 述 べ て います。 キ リス ト

が人類 のた め に御 自身 の命 を捨 て，世 の罪

を一 身 に負 われ た とい う教 えや ，天 父 が私

た ちの 肉 におけ る父 親 と同 じ よ うに実在 の

御 方 で あ り， 何世 紀 にもわ た る暗闇 の後 ，

御 子 と共 に予 言者 ジ ョセフ ・ス ミスの前 に

み姿 を現 わ され， この神 権 時代 を開 かれ た

とい う教 え も また素 晴 ら しい もので す。 モ

ルモ ン経 による と， 主 は定 め られ た時 が来

た時 に， この世 の人 々 に真理 を伝 え るため

に， ジ ョセ フ ・ス ミスを天 に と どめて おか

れた ので す。 これ らの事 柄 は偉 大 な真理 で

す。 そ して さ らに 多 くの ことが知 らされ て

い くこ とで し ょう。

宣教 師 の ため に 「奇 しき みわ ざ」 を著 わ

した 時，私 は特 に イザヤ 書 の次 の聖 句 を強

調 しま した。「この 民 は 口を もってわたし に

近 づ き， くちび る を もって わた しを敬 うけ

れ ど も， そ の心 はわ た しか ら遠 く離 れ， 彼

らの わた しをか しこみ恐 れ るの は， そ らで

覚 えた人 の戒 め に よるの で ある。

それゆ え， 見 よ， わ た し 〔主 〕は この民

に，再 び 驚 くべ きわ ざ を行 う， それ は不 思

議 な 驚 くべ きわ ざで あ る。 彼 らの うちの 賢

い人 の知 恵 は滅 び， さ とい 人の知 識 は隠 さ

れ る」(イ ザ ヤ29：13-14)イ ザヤが 見 た不

思議 な驚 くべ き わざ は， 人 間の教 えが神 の

戒 め と して教 え られ る時 に行 な われ る と，

この偉 大 な教会 は教 えて い ます。

時 間が許 す限 り，私 の伝 道 中 の経験 か ら，

「彼 らの わ た しをか しこみ恐 れ るの は
， そ

らで覚 えた 人の戒 め に よる ので ある」 とい
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う， イザ ヤ の予 言 の言わ ん とす る ところ を

よ く表わ して いる 出来事 を2，3話 して み

た い と思 い ます。

75年 以 上 も前 の こ とです。 私 は第1回 目

の伝 道 の最 後 の 日をア ム ステル ダム で迎 え

ま したが ， その 時， あ る姉 妹 の 家 に招 かれ ，

彼女 の近 所 の人 と話 して欲 し い と頼 まれ ま

した。 同僚 と一 緒 にぞ の家 に行 くと， そ の

隣人 とい う人が牧 師 を連 れ て私 た ちを待 っ

て いま した。 神権 につ いて その牧 師 と話 し

合 いま した が，若 干 の意 見 の相違 が あ りま

した。 そ こで彼 は次 の 日曜 日の 夜 に彼 の教

会 で話 し合 い を持 と うと言 って き ま した。

さて， 当 日私 た ちが行 くと，会 場 は一杯

で した。 そ こ には その教 会 に属 す る会 員 た ・

ちが皆 集 ま って い ま した。 また私 た ちの教

会 の 人々 も全 員 来て い ま したが， 彼 らが そ

の話 し合 い の こ とを どう して知 った のか，

い まだ にわ か りませ ん。 私 は 口外 した覚 え

が なか った か らです。

まず牧 師 が立 って話 を始 めま した。「さ て，

私 た ちは リチ ャー ズさ ん をお客 さん として

お迎 え して い ますが ， この討 論会 の最 初 の

発 言権 を リチ ャー ズさ ん に与 えたい と思 い

ます。 その後 は順 に20分 ず つ話 して い くと

い う進 め 方 に した い と思 い ます。 どうで し

ょうか， リチ ャー ズさん。」

私 は 「大変 結構 で す」 と答 えま した。 自

分 の方 か らは何 も要求 は しなか った ので す

が，最 初 の発 言権 は何 が な んで も自分 の も

の にす るつ も りで し)ました。 それが 向 こう

か ら転 が り込 ん で来 たの で す。 そ こに神様

の意志 が働 いて いた か ど うかは わか りませ

んで した が，私 は そ う信 じま した。

私 は立 ち上 が って話 を始 めま した。「先 日，

私 は そ こに お られる牧 師 さ ん とお話 をす る

機 会 があ りま したが， 神権 につ いて両 者 の

間 に見 解 の相違 があ りま した。 今 晩 もそ の

問題 につ い で論 じる つ も りで参 りましたが ，
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初 めは それ とは別 の点 か ら論 じて いき たい

と思 い ます。(そ れは人々に福 音 を伝 え る上

で絶 対 に欠 かす こ とので き ない重 要 な論 点

で あ ると私 は考 えて い ま した)家 を建 てる

場合 ，土 台 を築 かず に， い きな り屋 根か ら

取 りかか る よ うな人 は いな い と思 い ます。」

その考 え に同意 が得 られ た と ころで， 私 は

さら に言葉 を続 け ま した。 「まず ， イエ ス ・

キ リス トの福 音 の土 台 を定 めた い と思 いま

す。」そして ヘブ ル書6章 か らパウロの言葉

を引用 し ました。
おしえ

「わ た したち は， キ リス トの教 の初 歩 を

あ と にして， 完成 を 目ざ して進 もうでは な

いか。今 さ ら，死 ん だ行 い の悔 改め と神 へ

の信 仰，

洗い ご とにつ いて の教 と按 手， 死 人の 復

活 と永遠 の さば き， な どの基 本 の教 を く り

か え し学 ぶ こ とをや め よ う で は な い か。」

(ヘブ ル6： 一1-2)

信 仰 と悔 い改 めの 原則 は， 彼 ら も信 じて

いる と思 ったの で簡単 に説明 し， 次 に， 彼

らが皆納得 する まで， 罪 の赦 しを受 け るた

めの水 に沈 め られ る バプ テ スマ につ いて話

しま した。

そ の後 は，聖 霊 の賜 を授 かる ため の按 手

礼 で す。 彼 らは それ を信 じてい ませ んで し

た。 私 もこ の教 会 以 外の教 会 で， それ を教

えて いる教 会 にお 目にか か った こ とは一 度

もあ りません で した。 彼 らも聖 霊 は 風の よ

うに や って来 る もの だ と考 えて いた ので す。

私 は聖 書 を 引用 し ま した。 それ は， サマ リ

ヤ人 が ピ リポの伝 道 に よっ て，神 の み言葉

を受 け入 れ た時 の話 です。 エル サ レム にい

た使 徒 た ち はそれ を 聞 く と， ペ テ ロ とヨハ

ネを遣 わ しま した。 ふた りはサ マ リヤ に着

く と彼 らの ため に祈 りま した。 そ してふ た
お

りが彼 らの頭 の上 に手 を按 く と， サ マ リヤ

人た ちは聖 霊 を授 け られ た ので す。 魔 術 師

シモ ンは使 徒 た ちが手 を按 いた ため に聖霊

が授 け られ たの を見 て，金 をさし出 し， 「わ

'た しが 手 を おけ ばだれ にで も聖 霊 が授 け ら

れ る よ うに， そ の力 をわ た しに も下 さい」

と言 い ま した。

そ こで，ペ テ ロが彼 に言 いました。「お ま

えの金 は， おま え もろ と も， うせ て しまえ。

神の 賜 物 が，金 で得 られ る な どと思 って い
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る のか。」(使 徒8：19-20〉

それ か ら， 聖霊 の賜 を授 け るた めの按 手

礼 につ いて述 べ た聖 句 を少 し引 用 して か ら，

私 は席 に着 き ま した。

さて， 今度 は牧 師 が その考 えを述 べ る番

に な りま したが ，彼 は私 が話 した こ とにつ

い ては一 言 も触 れ ず に20分 話 し続 け ま した。

マ ウ ンテ ン ・メ ドー の虐 殺 か ら始 め て， 「モ

ル モ ンの聖 書」， ジ ョセフ ・ス ミスが 自 ら多

くの過 ちを犯 した こと を認 めて いる こ とな

どを， いん ぎん な 口調 で話 し， 私 に こ う問

い かけ て き ました。 「リチ ャー ズ さん，今 私

が話 した事 柄 につ いて納 得 の い く説明 を し

て いた だ きた い。 そ うすれ ば聴 衆 の皆 さん

もあ なたの お っ しゃ られ た ことが よ く理 解

で き るはず で す よ。」

私 は即 座 に立 ち上 が って言 いました。(後

で 「ど うして あん な に早 く答 えが 浮か ん で

きたの 」 と同僚 か ら聞 かれ た時 ，私 は 「君

が1週 間 ず っとお祈 りして くれ て い たか ら

だ と思 って い たけ ど」，と答 え ま した)「昔は
こうカつ

狡 猜 な手段 をろ う して救 い主 を陥 れ よ うと

した 人が い ま したが， 今晩 ここ にお られ る

方 々 の中 には， そん な策略 に訴 える よ うな

ご とをす る 人は だれ もいな い と思 っ で いま

す。 と ころで， 私 は討 論会 とい う も，のは片

方 が ひ とつの考 えを述 べ た ら， 相 手 が それ

に対 して答 える とい うや り方 で進 め られ る

べ き もの だ と考 えて い ま したが， この牧 師

さん は どうで し ょうか。私 が 申 し上 げ たこ

と に何 か答 えて くれ たで しょう か。」

聴衆 はそれ に対 して，「答 え ていない」と

口を そ ろえ ま した。

「ま あ， それ はそ れ と して。 では牧 師 さ

ん， あ なた に もう20分 差 し上 げ ます。 私 が

申 し上 げた こ とに 答 え て下 され ば 幸 いで

す。」しか し，私 に もわか ってい た こ とです

が， 彼 は何 も言 う こ とが で き ません で した。

とう と う， 聴衆 席 に いた彼 の妻 が 立 ち上
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が り， 「リチ ャーズ さん が言 って らっしゃる

こ とは もっ と もな こと よ。 あ な たには答 え

る義務 が あ るわ」 と言 い出す始 末 です。

それ で も彼 は 口を開 きませ ん で した。 私

は 同僚 にコ ー トと帽子 を取 って くれ るよ う

に頼 んでからこう言 いま した。「もう一 度だ

け機 会 を差 し上 げ ます。私 たち の教会 は あ

す の10時 か ら集会 が あ りますが， あ なたが

自分 で決 め られ た ルー ル に従 って討論 会 を

続 けて い く とお っ し ゃるの な ら， それ まで

喜 んで お付 き合 い するつ も りで す。 それが

で きな い とい うの で した ら， 私 は もち ろん

そ うで すが， 同僚 に も， 私 た ちの教会 の会

員 に も退 席 して もらい ます。 今 晩 のこ とで，

あ なた が御 自分 の教 会 の人 た ち とどう話 を

つ け るかは ， あな たの責 任 です よ。」

この こ とが あ ってか ら後 も， 彼 とは何度

も町 で 会 い ました が， 彼は私 と話 すの を恐

れ る よ うに， いつ もうつむ いて い ま した。

イザ ヤが 言 った 「人 の戒 め」 を教 え ると

は こ うい う ことな ので す。

もうひ とつ お話 したい と思 い ます。 伝道

部長 の 任 にあ った 時で す。 ジ ョー ジア州 の

あ る町 で開 かれ た集会 で結婚 の誓約 と家族

の 絆の 永遠 性 につ い て話 を しま した。私 は

その時 ，一 枚 の表 を用 い ま した。 そ こには

各種 の重要 な問題 につ いて， い ろい ろな教

会 の指 導者 が述 べ た， それ ぞれの教 会 の公

式 見解 が比 較対 照 され て い ま した。 家族 の

絆 や結婚 の誓約 が 永遠 に続 く と信 じて いる

教 会 は ひ とつ もあ りませ ん で した。 その集

会 が終 わ っ て， ドア の所 に立 っ てい る と，

ひ と りの 人が近 づ い て きて， 自分 はバ プ テ

ス ト教 会 の牧 師 であ る と 自己紹 介 を しま し

た。私 は 「き ょうの話 で何 か間違 った引用

で も したで し ょうか」 と言 い ました。

「い いえ， リチ ャー ズさ ん。 あな たの お・

っ し ゃられ た通 りで す よ。 私 た ちは 自分の

教 会 の教義 は 何 ひ とつ信 じてい ませ ん。」
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「それ な ら
， どう して御 自分 の教 会 に戻

っ て真 理 を教 え ない ので すか。 あな たの教

会 の人 も， モ ル モ ンの長老 か ら は聞 こ う と

しないで しょうが， あな たの話 で した ら受

け入 れ るで し ょう。」

彼 の答 えは 「また お会 い しま し ょう」 と

い う もので した。 そ の晩， 彼 とはそ れ以上

話 す ことがで き ませ んで した。

4ガ 月後，私 は再 びそ こ に行 き ま した が，

彼 は私 の訪 問 を新 聞 で読 んで知 って いて，

あ の小 さな教 会 の外 に立 って い ま した。握

手 を交わ して か ら，私 は 「この前 ここで私

が した説 教 につ いて どの よ うに感 じ られ た

か， 聞か せて い ただ けれ ば幸 い です」 と言

いま した。す る と， 「リチ ャー ズさん，私 も

その こと をず っと考 えて き ま した。 あ なた

が 言われ た こ とは.みな信 じて い ます。 ただ，

私 はほ かの事 柄 につ いて， あ な たの お話 を

聞 きた い と思 ってい たの ですJと い う返事

が返 って きま した。 残念 です が， この話 は

ここ までで す。割 り当て の時 間 が きた ら，

足 を たた いて くれ るよ うにベ ンソ ン兄 弟 に

お願 い して おい たの です。

もうひ とつお話 した い と思 い ます。 オラ

ンダの ユ トレヒ トで の こ とで す。 あ る教 会

の聖 職者 の訓 練集 会 が開 かれ て い ま した。

そこ には牧師 にな るため の勉 強 を して いる

人 た ちが いま したが， 彼 らは よく私 た ちが

集会 を して い る所 に来て ，外 か ら話 に耳 を

傾 けて い ました。 そ して ，集 会 が終 わ る と

中に入 って きて， 私 た ち と話 し合 って い く

の で した。

私 はその 中の若 いひ と りの人 に， 罪 の赦

しを受 け るため のバ プ テ スマは水 に沈 め る

方 法が正 しい もので あ り， その後 に聖 霊 の

賜 を授 け るため の按 手礼 が行 な われ な けれ

ばな らな い という教 え の正 しさ を説 き ま し

た。 彼 は その よう な ことを教 えられ た こ と

もな く， 信 じよう と しませ んで し た。 彼 は
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私 に言 い ま した6「 リチ ャー ズさ ん，聖 書 と

完全 に一 致 しな いこ とを， そ れ と知 りな が

ら， 人に教 え た と した ら， 主 は私 た ち にそ

の責 任 を求 め られ る ので し ょうか。 ど う思

います カ》。」

私 は答 え ま した。 「そ の問題 についてはパ

ウロ に答 えて もらっ た方 が よさ そう です ね。

こう書 い てあ ります よ，『た といわた したち

であ ろう と，天 か らの御 使 で あ ろう と， わ

た したち が宣 べ伝 え た福 音 に反す る こ とを

あな たが た に宣 べ伝 える な ら， その 人は の

ろわ るべ きで あ る。』(ガ ラ テヤ1：8)」 そ

れ か ら後， 彼 は私 の所 に来 な くな りま した。

どうや ら， 時 間が過 ぎ て いる よ うです。

皆 さ んの上 に神 の祝 福 が あ るよ う に。 私 は

主 と主 の教 会 を， ま たす べて の末 日聖徒 を

愛 してい ます。 神 の祝福 が皆 さ んの上 にあ

るよ う に。 また私 も皆 さ ん に祝 福 を残 した

い と思 い ます。 主 イ エ ス ・キ リス トのみ 名

よっ てお祈 り します。 ア ー メ ン。



神権の教理
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神
権 者 で ある 兄弟 の皆 さ ん， 私 はア ロ

ン神 権 やメ ル ケゼ デク神 権 を持 つ す

べ ての 兄弟 た ち に次 のよ う にチ ャ レン ジ し

た い と思 い ます。「来 たれ，そ して 神権 の 教

理 を学 べ。 来 たれ， そ して主 の僕 として ふ

さ わ し く生き よ。」

こ の教理 ， すな わ ち この神権 の 教理 は，

世 の 中で は もち ろん の こ と， 教会 内 で さえ

あ ま り知 られ て いな い もので ，聖 典 を読 む

だ け では 学ぶ こ との で きな い もので す。 ま

た ，予 言 者や 使徒 た ちの 説教 や教 えの 中 に

も， ご くわず か な こと を除け ば， ほ とん ど

説 明 され て い ませ ん。

神権 の 教理 は， 個 人の 啓示 によ って しか

知 るこ とので き ない もの です。それ は，「心

をつ く し，勢 力 をつ く し， 思 を つ く し， 体

力 を つ く して 」神 を愛 し神 に仕 え る人 々 に，
いま しめ

「規 則 に規則 を加 え
， 誠 命 にい ま しめ を加

え」 る よ うに，聖 霊 の 力を通 して表 わ され

る もので す。(教義 と聖約4：2;98：12参

照)

私 た ち には次 の よう な約 束が 与 え られ て

い ます。「す べて の 人に対 して，ま た信仰 あ
ふ く ちゆう

る家族に対して汝の腹中を慈愛にあふれし
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む べ し。 絶 え ず徳 を以 て汝 の想 を飾 るべ し。

然 る時 は， 汝 の 自ら信 ず るこ と神の 前 に強

く な りて， 神権 の教 理 は天 よ り下 る露の如

く に汝 を うる おさ ん。」(教 義 と聖約121：

45)

どの よ うに した ら，神 権 の教 理 を最善 の

方法 で 宣べ伝 える こ とがで き るだ ろうか と

い う こ とにつ いて， 私 は 熟考 と祈 りを重 ね

て き ま した。

私 が7つ の雷 の よ うな声 で話 す こ とが で

き た ら， ある いは一 万 の ラ ッパに よって 言

葉 を伝 え る ことが で きた ら， どん なに いい

で しょう， 人 々は 私 のメ ッセ ー ジを聞 いて

くれ る に違 い あ りませ ん。 私 はそ う考 えま

した。

しか し， ここで私 はア ルマ の ことを思 い

出 します。 自 ら 「出 て行 って神 の ラ ッパ の

よ うに地 を震 わせ る 声で話 し， 万民 に悔 改

め を すす め るこ と」 を切 に願 った あの アル

マ の こ とです。(ア ル マ29：1参 照)

主 は この よう な方 法で はみ 業を行 なわ れ

ま せ ん。 主の み言 葉 は， 主の 僕た ちが 弱い

な が ら も導 き と教 え を施 して働 く時 に， 彼

らの 口 を通 して語 られ るので す。 そ してそ

の 言葉 は ，みたまの 「静か なる細 き声 」(教義

と聖 約85：6)に よ り受 け 入れる 人 々の心

に浸透 します。

み た まの働 き に よらず に， 霊 にかか わる

真 理 を理 解す る こ とがで き るで し ょうか。

無 限無窮 の神 をど うして 限 りあ る言葉 で表

わ す こ とが で きるで しょ うか。

遠 くか すか に聞 こえ る こだ まの よ うな私

た ちの声 が， 天上 で 語 られ る永遠 の み声の

もつ 栄光 と力 とを再 現 す るこ とがで きる で

し ょうか。 弱点 と欠 点 を もつ 人間 に， あの

全 知 全能 で あ られ る神 のみ姿 を心 に描 くこ

とが で きる で し ょうか。

しか し，私 たち の持つ 限界 を知 りなが ら

も， こ こで 共 に論 じて み ま しょう。 そ うす
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れば， 諸 々の世 界 を創造 したみ 力 の驚 異 を

少 しな りと もか い ま見 る こ とが で き るか も

しれ ませ ん。 また， 死 すべ き私 た ち 人間が

どうした らそ の同 じ力 を用 いて 同 胞 を祝福

し， 自らを救 う ことが で きるの か， わ か る

か もしれ ませ ん。

で は，神 権 の教理 とは一体 何 で し ょ うか 。

天上 で作 られ， 天 よ り下 る 露の ごと く に忠

実 な人 をうる おす こ とので き る この教 理 と

は， 一 体 何 なの で し ょうか。(教 義 と聖 約

121：45参 照)

神権 は地 上 にお いて も， 天上 にお いて も，

他 に類の、ない 力で す。 それ は， 神 御 自身 の

み 力その もの です。 す なわ ち， 諸 々 の世 界

を創 造 した 力であ り， 万物 を統 制 し， 支 え，

保持 す る力で す。

神 権 は信 仰 の 力です。 信 仰 に よ り天 父は

創造 と統 治の業 を行な われ ます。 神 が神 で

あ られ るのは， 神 がす べて の信 仰 とすべ て

の 力 とす べて の神権 を具 現 した御 方 で あ ら

れ るか らです。 神 がお持 ちの命 は ， 永遠 の

生命 と呼 ばれ る もので す。

私 た ちが どれだ け神 の よ うに なれ るか は，

どれ だ け信仰 を持 ち， 神の み 力 を得， その

神権 を行使 す るか に よ ります。 真 の意 味 で

また完全 な意 味で 主の よ う にな った 時，私

た ち もまた永 遠の 生命 を得 る こ とが で きる

で し よう。

信 仰 と神 権 は， 緊密 な関 係 に あ ります。

信仰 とは力で あ り， 力は神 権 で す。私 たち

は信 仰 を得て か ら神権 を受 け ます。 そ して

その神権 を通 して信仰 を育 ん で いき， や が

て すべ ての 力を得 て主 の よ うに なる ので す。

現 世 にお ける生 涯は， 試 しの期 間 と して

定 め られ て います。 この 間 に信 仰 を 完 き も

のと し， 神権 の 力を強 め る こと こそ， 私 た

ちに与 え られ た特 権で す。

私 た ちは前世 にお いて まず神 権 を受 け，

また死 すべ き人 間 として再 び神 権 を受 け ま
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す 。ア ダム は神 権 の鍵 を有 し， 地球 の創 造

に 参画 した 時 に神権 を行 使 しま した。 アダ

ム はバ プ テスマ を受 け た後 に再 び神 権 を受

け， 今 は， この 地球 の 管理 大祭 司 と しての

位 置 にい ます。

聖 なる神 権 を行使 す る責 任 に召 され た私

た ちは 皆， キ リス トに仕 える こ とや， 定め

られ た時 に この世 に来 て主 の用 向 きの ため

に働 く ことを， 前世 で 予任 され て い ま した。

エ ノク の民 は聖 な る神 権 によ り， 他 の い

か な る時代 の 人々 よ り も完 き民 とな りま し

た。 この神 権 は 当時 「エ ノク の神 権 」(教義

と聖約76：57)と して知 られ， 彼 らが 身 を

変 え られ たの はそ の力 に よる ので す。 つ ま

り， エ ノクの民 が信 仰 を持 って神権 の 力 を

行 使 したか らこそ， 身 を変 え られ たの です。

主 は このエ ノク と永 遠の 誓約 を 交わ され

ま した。 その 誓約 とは， 神 権 を受 け るすべ

て の 人々 が 自らの信 仰 を通 して， 地上 の万

物 を統 治 し制御 す る力， 国々 の軍 勢 にい ど

む 力， そして栄 光 と昇 栄 を受 けて 主の み前

に立つ 力 を得 る とい う もの で す。

メ ルケ ゼデ ク も同 じよ うな信 仰 を持 った

人で，「そ の民 は正 義 を行 ない，天 に上 げ ら

れ …… エ ノ クの市 を求 め た」(ジ ョセ フ ・ス

ミス訳 創世14：34)と 記 され てい ます。 そ

れ 以来 ，神 権 は メル ケゼ デク の名 を とって

呼 ばれ るよ うに な りま した。

教会 にはふ たつ の神 権が あ ります。 すな

わ ち ア ロン神権 または レビ神権 と， メルケ

ゼ デ ク神権 で す。 ア ロ ン神 権 は準備 の神 権，

訓 練の 神権 ， あ るいは 小神 権 と も言わ れ，

メル ケゼ デク神 権 を受 け る備 えを させ るた

め に神 が定 め られ た制 度 です。

メル ケ ゼデ ク神権 は ， この地 上 で 人に与

え られ る最 も高 度 で神 聖 な神権 で す。 それ

は ， 人の子 を救 いと昇 栄 に導 くた め に必要

な すべ て の こと を行 な う権 威 と権 能で あ り，

主 イエ ス ・キ リス ト御 自身が持 ってお られ
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る神 権 と 同 じもの です。 主 が御 父の王 国 で

永遠 の 生命 を得 るこ とが おで き にな った の

も， この権 能 に よるの です。

これ ら、ζ・たつ の神 権 は誓 約 に よっ て与 え

られます。(教義 と聖 約84：33-41参 照)い

ず れの神 権 もこの世 の あ らゆ る 力を はる か
しの

に凌 ぎ， 人に救 いへの備 えを させ ます。

ア ロ ン神 権 を受 け る人 は， 召 しを全 力 を

尽 くして遂 行 し， 主 の聖職 に携 わ り， こ の

世 的 な ものを捨 て， 聖徒 と してふ さわ しい

生 活 をす る こ とを誓約 し，r約束 しま す。

それ に対 して主 は， ア ロ ン神 権 につ け る

誓約 を守 るす べ ての 人に， そ の地 位 と職 務

を拡大 す る と誓約 し約 束 され ま す。 また，

永 遠 の生 命を もた らすメ ルケ ゼ デク神 権 を

授 け る と約 束 して下 さい ます。

メルケ ゼデ ク神 権 を受 け る人 は，1召しを
いず

全力 を尽 くして遂 行 し，「神 の 口よ り出る す

べて の言 葉 に よ りて 生」き(教 義 と聖 約84：

44)， 族 長 制 度 の 中 で この世 か ら永 遠 にわ

た る結婚 を し， 主 イエ スが この世 で 導 き と

教 えを施 され た 時の よ うな生 活 を して奉 仕

す る ことを， 神 々 と天使 た ちの 前で ， 誓約

し約 束 します。

それ に対 して主 は， 天 父が持 ってお られ

る すべ ての もの ，す なわ ち永 遠の 生命 を与

え る と聖 約 し約 束 して お られ ます。 この永

遠 の生命 とは， 日の光 栄 の王 国 にお いて昇

栄 し神 とな る こ とで あ り， そ こ にお いての

み家 族 は永 遠 に存 続 でき るの です。

さ らに主 は， 永 遠 の族長 制 度 を もた らし

て下 さい ます。 これ は 日の光 栄 の最高 の天

界 に存 在 する制 度 で， そ こ に入 る者 に永遠

に増 し加 え られ るこ と， 言 い換 えれ ば復 活

した状 態 にあ って 霊 の子供 た ち を持つ こ と

を保証 す る もので す。(教 義 と聖約131：1-

4参 照)

これ らは人 に与 え られ た最 も栄 光 ある約

束 で す。 これ ほ ど驚 くべ き偉 大 な約束 は ほ

か に あ りませ ん。 だ か らこ そ，主 は 人類の

語 り得 る最 も顕著 で 力強 い言 葉 を用 いて，

その重 要性 と不変 性を示 して お られ るの で

す。 すな わ ち， 主 は 主の み名 によ り誓い を

な してお られ る ので す。 この誓約 ほ ど偉大

な ものは あ りませ ん。 つ ま り， メル ケゼ デ

ク神権 にかか わ る聖 約 を守 るす べて の 人は，

聖徒の道/1982年7月 号 59



神 の永遠 の王 国 にお いて すべ て の もの を受

け継 いで 所有 し， 神 の独 り子 で あ られ る 主

とと もに共 同の相 続 人 にな る と，主 は御 自

身 のみ名 によ って誓 って お られ る ので す。

神 はキ リス トが昇 栄 され る こ とを聖約 さ

れ ま した。 そ して，私 た ち一 人一 人が メ ル

ケゼ デ ク神権 を受 け る時 に， も しすべ て の

事柄 に正 しくかつ 忠 実で あれ ば ， 同様 の昇

栄 にあず か る ことが で きる と， 改 めて聖 約

され るの です。

ダ ビデ は， メ シヤ としての 主 イエ スにつ .

いて 次の よ うに述 べ ています。「主は 誓 い を

立て て，み心 を変 え られ る こ とはな い，『あ

なた は メルキ ゼ デク の位 に した が って と こ

し えに祭 司で あ る』。」(詩 篇110：4)

パ ウ ロ もまた メ シヤ に関す る この 言葉 ，

すな わち神 御 自身が なさ れ た この永 遠 の誓

約 を 引用 して，「キ リス トは… 一 神 に よって，

メル キゼ デク に等 しい大 祭 司 と， とな え ら

れ た」(ヘ ブル5：5-6，10)と 述 べ て い

ます。

そ して， ア ブ ラハ ムが 什分 の一 を 納め た

メル ケゼ デク につ いて こ う記 してい ます。

「なぜ な ら
， メル キゼ デ クは神 の御子 の 神

権 の祭 司 に聖任 されて い たか らで あ る。 そ

の 神権 とは父 が な く，母 が な く， 系 図が な

く， 生涯 の初 め もな く， 生 命 の終 り もな い

もので あ る。」(ジ ョセ フ ・ス ミス訳 ヤ コブ

7：3)

古代 にお いて ， ア ロン神 権 を行 使 でき た

の は レ ビ人だ けで した。 この神権 は彼 らの
こうえい

父母 の故 に与 え られ る もの で， レ ビの 後喬

で 資格 あ る男子 に だけ授 け られ まし た。 し

か し， メル ケゼ デ ク神権 は， いか な る血統

に属 そ う と， それ を受 け る資格 さえ あれ ば，

すべ て の人 に授 け られ ま した。

パ ウ ロは 続け て こう記 しています。「そ し

て， この 〔大 〕神 権 に聖 任 され る 人 は神 の

子 の ようで あ って， いつ ま で も祭 司 なの で
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あ る。」(ジ ョセ フ ・ス ミス訳ヘ ブ ル7：3)

キ リス トは私 た ちの模 範 で あ り， 神の御

子 であ り，御 父の相 続 人で あ られ ます。 し

か し，私 た ち も共 同の相 続 人 と して，主 と

同 じ もの を受 け 継 ぐの です。 なぜ な ら， 私

た ち もまた 「とこ しえ に祭 司」 として と ど

ま るか らで す。

この よ うに， 私た ち は神 と誓 約 を結び ま

す。 そ して神 は， その誓 約 の もっ重要 性 と

永遠 の真 価 と を示す ため に， 私 た ち全員 に

誓 いを立 て られ るの です。

古 代 にお いて， 誓 約 によ って 誓 いを立 て

る こ とは，私 た ちが 想像 す る以上 に重 大 な

意義 を持 ってい ま した。

例 え ば，二 一 フ ァイ とその 兄 弟た ちが レ
しん らゆう

一バ ンか ら真 鍮 版を 手 に入れ よう と して
，

危険 に さ らされ た時 の こ とで す。 二 一フ ァ

イ は誓 って 言 いま した。 「主 が 生 き て い ま

し私 が生 きて い るよ う に確 に，私 た ちは 主

の命 じた もうた こ とを果 す まで は荒 野 にい

る父 の とこ ろへ帰 らない。」(1二 一 フ ァイ

3：15)

二 一フ ァイ は神 を 自分 の共 同者 としま し

た。 も し彼 が真 鍮 版 を手 に入 れ るこ とに失

敗 すれ ば， それ は神 が 失敗 さ れ るこ とを意

味 します。 しか し神 は失敗 され るこ とは な

い ので， 二 一 フ ァイは こ の誓 い によ って，

真鍮 版 を手 に 入れ るか， さ もなけれ ば試 練

の 中で 命 を落 とすか ， その い ずれか を 自ら

に義 務 づけ た こ とにな ります。

かつ て 人に与 え られ た最 も厳 粛 な誓約 の

ひ とつ が， ジ ョセ フ ・ス ミス とモ ルモ ン経

につ い て主 が語 られ た み言 葉の 中 に見 られ

ま す。「彼 〔ジ ョセフ ・ス ミス〕 は その書 を，
しか

正 にわ が命 じたる部 分 を翻 訳 した り， 而 し

て この事 は 汝の 主， 汝の神 生 き た もうが 如

く真 実 な り。」(教 義 と聖 約17：6)

これ はモ ルモ ン経 に対 す る神 の証 です。

神 が 御 自身 の神性 に基づ い て， モル モ ン経



が 真実 で ある こ とを保証 され たの です。 つ

ま り， モ ルモ ン経 が真 実か ， さ もな けれ ば

神 が神 た るこ と をやめ るか の いずれ か な の

で す。 人や 神 々 に知 られ て い る言葉 で， こ

れ ほ ど厳格 で 力強 い ものは あ り得 ませ ん。

同 じこ とが メル ケゼ デ ク神権 につ いて も

言 え ます。 主が 生 きて お られ るよ う に， こ

れ は主の 聖 な る神権 です。 そ して この神 権
つ

に属 け る誓約 を守 るな らば， 人種 や皮 膚の

色 を問わ ず， あ らゆ る 国民， あ らゆる 血族，

あ らゆ る国語 の 民， あ らゆ る 人々が ， と こ

し えの祭 司 とな って， 私 た ちが 主 イエ ス ・

キ リス トで ある と公 言す る かの 偉大 な る大

祭 司 と共 に， 永遠 に支配 し統 治 す るの です。

そ れで は， 神権 の教 理 とは何 で し ょうか。

私 た ちは 主 の僕 と してい か に生 きる べ きで

し ようか。

こ の教理 とは， 父 なる神 が 栄光 を受 け ，

完 成 され， 昇 栄 され た御 方で あ って， あ ら

ゆ る 力 と権 能 と支 配 力 とを有 し， す べて の

事柄 を御 存 じで， すべ て の属性 にお いて 無

限で あ り， 家族 とい う単位 で生 活 してお ら

れ る とい う ことで す。

す なわ ち，御 自身の 信仰 が完 全 で あ り，

御 自身が有 した もう神 権が 無 限で あ るが故

に， 私 た ちの 天父 が最 高の 栄光 と完全 さ と

力 と を享受 してお られ る とい う ことで す。

それ は， 神権 こそ神 のみ 力 その もの で あ1

り， もし私 た ちが神 の よ うに なるべ き存在

で ある な ら， 私 た ち も神の 神権 す なわ ち 力

を受 け て，神 が それ を行 使 され た よ うに，

行 使 しなけ れば な らな い とい うこ とで す。

それ は，神 が この 地上 にいる 私 た ちに天

の 力で ある エ ンダ ウメ ン トを授 け られ， そ

のエ ンダウ メ ン トが 神 の御子 の神 権 によ る

もの で あ って，神 の 力 であ るが 故 に 「生命
よわい

の始 め な く齢 の終 りな く」 あ らゆ る時代 に

必 要 とされ る もので あ る とい うこ とで す。

そ れ は， 私 た ちが族 長制 度 と も呼 ばれ る
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か
「新 しく且 つ永 遠 の結婚 誓 約」 とい う 「神

権 の位」(教 義 と聖 約131：2)に 入る こ と

がで き， そ の位 によ って， 天 父な る神の 家

族 にな ら って私 た ち 自身の 永遠 の家 族 を作

る こ とが で き る とい うこ とです。

それ は，私 た ちが 信仰 によ り力 を得て，

霊 的 に も物 質的 に もすべ て の もの を支配 し

統 御 し， 奇跡 を行 ない， 自らの 生活 を完 き

もの とし， やが て神 の信 仰 と，神 の 完全 さ

と，神 の権 威 す なわ ち神 の 完 き神 権 を得 る

こ とに よ り， 神 のみ 前 に帰 って神 と似た者

にな る とい うこ とで す。

これが神 権 の教 理 です。 これ 以上 に大 い

なる もの は実 在 する 可能 性 す らあ りませ ん。

これ こそ， 信仰 と義 を通 して得 る ことの で

きる 力な ので す。

ま さ に， 神権 には 力， すべ て の ことを行

なう 力が あ るの です。

こ の世 界そ の ものが 神権 の力 で創造 され

た とす れば ， その 力 は山 を動 かす こ と も，

元素 をコ ン トロー ルす る こ と もで き るはず

で す。

天 群 の3分 の1が 神 権 の 力に よ り地 上 に

投 げ落 と され た とすれ ば， それ と同 じ力は

国 々の 軍勢 にい どみ， 原子 爆 弾の 落下 を も一

とどめ る こ とが で き るはず で す。

す べ ての 人が 神権 の 力 に よ り，死 す べ き

状 態 か ら不 死不 滅 の状 態へ と高め られ る と

すれ ば， そ の 力は病 人や死 にか け てい る人
いや

を癒 し， 死 者 を生 き返 らせ る こ ともで きる

はず で す。

そう です， 神 権 には 力が あ ります。 それ

は， 私 たち が用 い るた め に求め る 力で あ り，

私 た ち の上 に， また 私 たち の子 孫の 上 に永

遠 に とどま る こ とを心 を込 めて 願 う力 なの

です。

主 イ エス ・キ リス トのみ 名 によ り 申し上

げ ます。 ア ーメ ンる
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今
宵 こ の話 の責 任 を， 私 は祈 りの気 持

ちを もっ て果 た して い きた い と思 い

ます。 私 に割 り当て られ た テー マは 非常 に

大切 な もので あ り， 必 ず しも容 易 に答 えが

得 られる もの で ないか も しれ ま せん。 その

テー マ とは，「不 活 発会 員を再 活発 化するた

め に， ア ロ ン神 権者 とそ の指 導者 が とる段

階 」 です。 したが っ て， こ の話 はお もに監

督 や監 督 と共 に働 く人々 を対 象 に して進 め

てい きた い と思 いま す。

今宵 この場 に集 っ てい る 人は皆 ， ア ロ ン

神 権が 何 であ るか よ く御存 じで あろ う と思

いま すが， 記憶 を新 たに す るた め に申 し上

げま す と， 「アロ ン神権 」とい う名 前 は，モ

ーセ の兄 ア ロンか ら来 た もの です
。 モー セ

は 口が 重か ったの で， ア ロ ンが その代 弁者

とな りま した。 ふ た りは常 に近 く交 わ り，

多 くの試練 を共 に経 て き ま した。 主 は この

アロ ンの名 前 を とって ， ア ロン神権 と名づ

けま した。

こ の神 権 の行 使 に当 た って， 歴 史上 最 も

大切 な出来事 は，バ プ テ スマ の ヨハ ネが ヨ

ルダ ン川で救 い主 にバ プ テ スマ を施 した こ

とで す。 次 に大切 な出 来事 が1829年 ，5月
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15日 に起 こ り ま した。 その時 も， 同 じバ プ

テ スマの ヨハネ がひ とりの天 使 として現 わ

れ， ジ ョセ フ ・ス ミス とオ リヴ ァ ・カ ウ ド

リの頭 に両 手 を按 い て こう言 ったの です。
メ シ

「汝 ら
， われ と同 じ業 に働 く僕 ら よ。 救世

ヤ

主 の御 名 に よ りて， われ 汝 ら にア ロ ンの神

権 を授 く。 こは天使 の導 き と恵 み，悔 改 め

の福音 ， 罪 を赦 すた め に水 に沈 むる バプ テ

スマ な どの鍵 を握 る神 権 に して， まこ とに
ただ かな

レビの子孫 が 主 の御 前 に再 び義 しき に適 い

て捧物 を捧 ぐる時 ま で， こ の世 よ り決 して

再 び取 り去 らる るこ とな し。」(教 義 と聖約

第13章)

私 た ちが この天使 の導 き と恵 み，悔 い 改

めの福 音， 罪 を赦 す ため に水 に沈 む るバ プ

テ スマな どの鍵 を有 する こ との意 味 を完全

に理 解 で き るな らば， バ プ テス マの水 に 入

った すべ ての若 者 は アロ ン神権 を受 けた い

と心 か ら望 み， それ を受 け るにふ さわ しく

なる ため に全 力 を尽 く して あら ゆる こ とを

なそ う とす るに違 い ない と思 い ます。 そ の

よ うに感 じて い る人が あ る程度 いる ことは

確 か です が， その よ うに感 じて いな い人が

大勢 いる こ と も確 かで す。

監 督 は ワー ド部 の 中に未 聖任 の 少年 が何

人い て，活 動 や年齢 に応 じて神 権 の職 に召

され てい な い者 が何 人い るか， また集会 に

出席 して いな い者 が何 人 い るか など につ い

て正 確 に知 ってお く必要 が あ ります。 この

少年 たち一 人一 人 も活 発 な青少 年 と同 じ よ

うに神 の子 供 です。

指 導 者 と して，私 た ち は活発 と不 活 発の

比率 に対 して どの よ うな考 え を持 てば よい

で し ょうか。皆さんはおそら く，4人 の娘 を

持 った 父親 の話 を聞 いた こ とが あ る と思 い

ます。 あ る晩， 娘 た ちが デー トに出か ける

時， 父親 は 夜 中の12時 まで には家 に帰 って

くる よう注 意 し ました。 最初 の娘 が11時45

分， その次 が11時50分 に帰 って き ま した。



3番 目の娘 が帰 っ てき たの が ち ょう ど真 夜

中で した。 そ こで父 親 は戸 に鍵 をか け， 明

か りを消 して床 につ き ま した。妻 が ま だ メ

ア リーが 帰 って き ませ ん と言 う と， 父親 は

満 足 そ う にこ う言 いました。「75%が 帰 って

きて い る。率 と しては上 出 来 じゃ ないか 。」

活 発 で責 任感 の 強い 人 を愛す る こ とはや

さ しい こ とです が， 不活 発 で反抗 的 な 人を

愛 す る こ とが時 として難 しく なる こ とが あ

ります。 私 た ちが青 少年 の 良 き指 導 者 とな

るた め に，主 は私 たち に学 ぶべ き ひ とつ の

教 訓 を与 えて下 さ いま した。 それ は， ル カ
の ほ う とう

15：11-32に 記 され て い る放 蕩 息子 の物 語

です。

御 存 じの よ うに， 父親 が その財 産 を ふた

りの 息子 に分 け ま した。 、ζ・た りの息、子 の う

ち弟 は 「遠 い所 へ行 き， そこで放 蕩 に 身 を

持 ち くず して財産 を使 い果 た し」 ま した。

す る とき きんが起 こ り， 弟 は金持 ちの豚 を
えさ

飼 うよ う にな り， 豚 の餌 で もいいか ら食べ

た い と思 うほ どで した。

「そ こで彼 は本 心 に立 ちか えって 言 った
，

『父 の と ころ には食物 の あ り余 って いる 雇

人が 大ぜ い い るの に，わ た しは こ こで飢 え

て死 の う として い る。 … … 』

そこで 立 って， 父 の と ころへ 出か け た。

ま だ遠 く離れ て い たの に， 父は彼 をみ とめ，

哀 れ に思 って走 り寄 り， その首 を だいて接

吻 した。

む す こは 父 に言 った，『父 よ，わた しは天

に対 して も， あ な たに、むか って も， 罪 を犯

し ま した。 もうあ なた のむ す こと呼 ばれ る

資 格 は あ りませ ん』。

しか し父 は僕 た ちに言 いつけた，『さあ早

く，最 上 の着 物 を 出 して きて この子 に着 せ，

指 輪 を手 にはめ， はき もの を足 に はかせ な

さ い。』」

す る とそれ まで、忠実 に信仰 を守 って いた

兄 は，父 が放 蕩 の限 りを尽 く して帰還 した
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弟 を 見て ことの ほか喜 ん だ こ とを耳 に し，

怒 って 自分 には何 の宴 会 も開 いて くれ なか

った と不平 を並 べ ました。 父 は言 い ま した。

「子 よ， あ なた は いつ もわ た しと一緒 に い

る し， またわ た しの もの は全部 あな たの も

の だ。 しか し， この あ なた の弟 は，死 んで

いた の に生 き返 り， い な くな ってい たの に

見 つ か った のだ か ら，喜 び祝 うの は あた り

まえ であ る。」

この聖 句 の中 で私 が強調 した い ことは，.

愛 の大切 さ とい う こ とで す。青 少年 の教 師

と して成功 す る ため に は， その 人の行 な い

が どうで あれ ，青 少年 一 人一 人 を心 か ら愛

す るこ とがで きなけ れば な りませ ん。心 か

らの 愛が な けれ ば， 若 人の指 導者 に なる こ

とは で きな いの です。

私 は，神 権 の責 任 を活 発 に果 た してい な

い人 がす べ て放 蕩 息子 の ような行 な いを し

てい る とは決 して 申 しません。 私 は青 少年

の皆 さん に大 きな信 頼 を寄 せ て いま す。 そ

れ で も神 権 を尊 ば ない 人は， 自分 た ちが選

んで い る道 は，方 向 を変 え ない限 り， 人類
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に与 える神 の最大 の賜 で あ る永遠 の生 命 と

昇栄 を受 け る ことか ら遠 ざか る道 で あ る こ

とを認識 す る必要 が あ ります 。

では私 たち指導 者 は， この よう な若 人が

福 音の律 法 に従 い， そ の結果 永遠 の祝福 を

受 け る に資格 ある者 とな るた めに， 彼 ら の

生 活 に どの ような 良い影 響 を与 え れば よ い

ので し ょうか。 その方法 につ いて お話 した

い と、思い ます。

まず第一 に， 青 少年 の皆 さ んは 自分 た ち

の指 導者 が だれで あ るか知 る 必要 が あ りま

す。 監督 は ワー ド部 にお け るア ロ ン神 権 の

長 であ り，祭 司定 員会 の会 長 で す。 ア ロ ン

神権 の長 として監 督 は，神 権 に聖 任 され て

いるか どうか に関係 な く，12歳 か ら18歳 ま

での若 人 に対 してす べ て責 任 を負 い ます。
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もち ろん， 必要 な こと をすべ て 自分 ひ と り

で や るの では あ りません。 助 け が なけれ ば

で きな い ことで す。 それ で も， 活動 の基 調

を決 め るの は監督 で す。

賢 い監 督 な らば， そ の少年 に とって 父親

が最 も大 切 な助 け手 で あ るこ とが す ぐに理

解 で きる と思 いま す。 こ の ことは 時 と して

問題 にな るこ とが あ りま す。 特 に， 父 親 が

不 活発 で あ った り， 教 会員 で なか った りし

た 時 に問題 とな ります。 あ るいは ，家 庭 に

父 親が い な い場 合 も問 題 です。 しか し， ほ

とん どの場 合 は， そ の息子 に一番 大 き な影

響 を及ぼ す のは依 然 と して父 親 です。 調 査

に よる と，不 活発 な青 少年 の大半 の 父親 が

不 活 発 であ る とい うこ とで す。

父親 が少 し な りと もその息 子 に対 して良

い影響 を与 え たい と考 えて い るな らば， 監

督 は長老 定 員会 の会 長会 お よ びホ ーム テ ィ

ー チ ャー を通 じて 父親 が活 発 にな る よう父

親 に良 い影響 を与 え る必要 が あ ります。 あ

るいは ，少 な く と もその息 子 が活 発 にな る

よ う息子 を励 ます 気持 ち を父親 に持 たせ る

必要 が あ ります。

同時 に， この少年 に大 き な影 響 を与 える

管理 役 貝 が もう ひ と りいます。 それ は少年

が 属 して い る定員 会 の会長 であ り， そ して

会 長 と共 に働 く副 会長 で す。 私 た ちは青 少

年 には 同年 代 の仲 間 の影響 が大 き いこ とを

忘 れ が ちで す。 改 めて言 うまで もない ので

すが， 定 員会 会長 が最 大 の影 響 力 を持 って

い るの であ るな らば，会 長 は 自分 の定 員会

の すべ ての会 員 に対 す る責任 を よく認識 し

て おか なけ れば な りません。 も し会 長 が い

い かげ ん な方法 で 召 され， しか も成 人指 導

者 が会 長 の職 を十分 に認識 す る ことが な か

った な らば，会長 の考 え方 もい いか げん に

な り， 成功 は おぽ つ き ませ ん。 監 督 が その

召 しを与 え る責 任 を だれ かほ か の人 に委任

する な らば， 少年 の 目には その召 しの重要



性 も小 さ い もの とな って映 る に違 い あ りま

せ ん。 この召 しは ア ロ ン神 権 の会 長か ら来

るべ き もの、です。

副監 督 も非常 に大切 な責 任 を負 っ てい る

わ けで すが ，監 督 が持 ってい る よ うな会長

会 の鍵 は持 って いませ ん。 副監 督 は だれ を

選 ぶか 考慮 す る時 に は参加 しま すが， 最後

の決定 を下 す の は監督 で す。定 員 会会 長 は，

監 督会 が導 きを求 め て熱心 に祈 っ た こと，

そ して 自分 が 主 の霊感 によ って選 ば れ た こ

とを知 って お くべ き です。

12歳 か13歳 の少 年 が定 貝会 の会 長 に召 さ

れ， 成 人指 導 者 の助 け が得 られ な い と， 問

題 を抱 えて失 敗 する こ とが あ ります 。 そ こ

でア ドバ イザー や その他 の指 導 者が よい定

貝会 会長 になれ る よ う助 け てあ げ る ことが

特 に大切 になづ て きま す。 この援 助 を与 え

る とい う大切 な役 割 を担 って いる ア ドバ イ

ザ ーは 定員 会会 長 の責任 を引 き受 け るので

は な く， 会長 が そ の職 にあ って 成長 で き る

よう そば にい て助 け を与 える ので す。 あ る

執 事 定 員会 会長 は次 の よ うな経 験 を話 して

くれ まし た。 おそ ら くア ドバ イザー か らよ

い教 育 を受 け てい たか らで しょう。

ス テー キ部 ア ロ ン神 権委 員会 の会 員 が数

週 間続 け て定貝 会集 会 に 出席 し ま した。 あ

る 日曜 日の朝， 彼 は今 ま で一度 も見 たこ と

の な いひ とりの少年 が そ の場 に 出席 して い

るこ とに気 づ き ま した。驚 いた こ とに， こ

の不 活 発 の少年 にお祈 りを する責 任 が与 え

られ たの です。 不 活発 な 少年 が やっ と来 た

神権 会 で， お祈 りな ど頼 ん で困 らせ ては な

らな い こ とはだ れ もが考 え る こ とで す。

集会 の後 で， この 高等評 議 員 はア ドバイ

ザー に定 員会 の会 長 は なぜ あの よ うな馬 鹿

げた こ とを した か尋 ね ま した。 ア ドバ イザ

ーが， 「定員 会会 長 に聞 い てみたら」と言 う

ので， 尋 ね る と， 定 員会 会長 は こう答 え ま

した。 「先週3日 間 かけて，彼 にお祈 りの仕
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方 を教 えてきたからです。」 この よ うな若 い

入 々の 中 に，同年 代 の 人々 で しか でき ない

よ うな特 別 な働 き かけ をす る こ とが時 々 あ

ります♂ しか し指導 方 法 につ いては ， 定員

会 の会 長 たち に十分 教 えて お く ことが大切

で す。

私 たち は これ までプ ロ グラ ム を縮 少 し，

個 人 の重要 性を強調 す る ため に万全 の努 力

を払 って き ました が， ま だ まだ十分 とは言

えませ ん。 私 た ちは まず プ ログ ラム を作 り，

す べ ての 少年 が そのプ ログ ラム に合わせ て

くれ る よう望 ん でき ま した。 そ してプ ログ

ラム につ い てこれ な けれ ば， それ は彼 の責

任 だ か ら仕 方 が ない と考 えて き ま した。 し

か し私 は少年 た ちを それ ぞれ個 人的 な関心，

欲 望， 才能 ， そ して 問題 を もった固有 の 人

間 と して考 えて いた だ きた い と思 っ てい ま

す。

も しこの提 案 を受 け 入れ て下 さる な らば，

定 員 会担 当 の監督 会 の面 々 は定 員会会 長会

や ア ドバイ ザー と協 力 して， 若 人 に とって，

世 の 中 への 関心 が なぜ神 権 に対 す る献 身 や

活動 よ りも大切 にな って きたか という こと

につ い て慎 重か つ 賢明 に判 断 を下す ことが

で き るで し ょう。 その た め には，す べて の

少年 た ちが 必要 として い る事 柄 に注 意 して

耳 を傾 け なけれ ば な りませ ん。 そうすれ ば，

指導 者 は神 権 の力 という ものが 少年 た ち個

人個 人の関 心 を高 め る とこ ろにあ る ことが

わ か るで しょう。定 員 会会 員 の再活 発化 は

「広 く浅 く」行 なうべ き で ある とい う考 え

に， 私 は大 きな疑 問 を持 って い ます。 この

活 発化 の 方法 に おい て， もし成功 が得 た い

な らば， 少年一 人一 人 に合 った方法 をと ら

なけれ ば な らな いの です。

定 員会 で行 な う活動 には すべ て明示 され

た 目的が あ り， その 目的 は福 音 中心 の もの

でな けれ ば な りませ ん。 そ の例 と して， こ

こで ア ロ ン神 権 を持 つ ひ と りの韓 国 の青少
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年 にっ いて話 を した い と思 い ます。 この青

少年 の家 はか な り裕 福 で した。 ある 日， 彼

の父親 は仕 事上 の友 人か ら電話 を受 け，何

か経済的 に困 ってい る よう なこ とで もあ る

のか と尋 ね られ ま した。 そ して， も し必要

な ら援助 す るか ら と言 って きま した。

父親 はすべ て順 調 に い って い るが と答 え

ま した。

す る とその友 人 は 言 いま した。 「本 当 か

い?」

父親 は答 え まし た。 「すべ て うまくいって

いる が， なぜ そん な こと を聞 くのか ね。」

そこで友 人 はそ の父親 の、自、子 が街 角 で新

聞 を売 っ てい るの を見 かけ た こ とを伝 え ま

した。 父親 は信 じられ ませ ん で した。 息子

にFは十分 な小 遣 い は与 えて い る し， ひ ょっ

として見 間違 いで は ない です か と父親 は尋

ね ま し』た。 友 人は 間違 い ない と答 え ま した。

実際 に その子 と会 って話 を してい た か らで

す。

その 日の夕 方， 息子 が学 校 か ら帰 って く

る と，父親 は 息子 に，新 聞を売 って いた か

どうか尋 ね ま した。する と， 「は い」と い う

返事 が返 っ てき ま した。 父親 は言 い ま した。

・「なぜ だ。 自分 の小遣 いだ けで はた りない

めか。」

息子 は答 えました。 「小 遣 い は十分 なんだ

け ど，学 校 の友達 の 中 に家が とて も貧 し く

て，経 済的 な援助 が な けれ ば学校 に も来 れ

な くなって しま う子 がい るん だ。」こう して

明 らか に なっ たこ とで すが， この若 い ア ロ

ン神権 者 は 自分 の小 遣 い を使 って新 聞 を買

って いた ので す。 その新 聞 を彼 とクラ ス の

友達数 入 で売 って， 友達 が学校 に行 け る よ

う助 けて いた ので す。

この ことが あ った少 し前 に， との若 い ア

ロ ン神権 者 は 母 親 に 弁 当 を 少 し 多 め にし

て くれ る よ う に 頼 ん で い ま した。 母 親 は

十代 の成 長盛 りだ し， お 腹 もす くだ ろ う と
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思 って そ う しま した。 ところ が， 父親 に告

白 したこ とを 聞 いて みま す と， その お弁 当

をお腹 をす か した友 達 に分 け与 えて いた の

です。
-父親 は

、自、子 の思 い や りに心 を動 か され，

なぜ その よ うに した のか尋 ね ま した。 少年

は答 え ま した。 「2，3週 間前 によ きサマ リ

ヤ人 につ いて勉 強 したの。 そ こで， ぼ く，

ただ勉 強 する だ けで な くて， 実際 によ きサ

マ リヤ 人 にな って その本 当 の意 味 を知 りた

い と思 ったん だ。」(『人 のた め に』「聖 徒 の

道」1980年2月 号 ，p.29参 照)

青 少年 が こ のよ うな霊 的 な経験 を します

と， 人生 が変 わ って き ます。 神権 が ，今 ま

で に なか った よう な意味 を持 って く るか ら

で す。 そ して， そ の よう な少 年 は おそ ら く

これか らもず っ と活 発 な神権 者 で あ り続 け

るで し ょう。 この よ うに して， 救 い主 の教

え が少年 の生 活 のr部 となっ た時， それ は

少年 を世 の悪 か ら守 る盾 とな るの です。

不 活 発 な少年 を活発 にす る特 効薬 はあ り

ませ ん。 必要 なの は， 成 人指 導 者 や定 員会

会 長 が定 貝会会 員 の助 け を得 て関心 や思 い

や りを示 し， 愛 し，絶 え ず導 い てい く こ と

なの です。 そ して これ らの助 け はす べて魅

力 あ る， 意義 あ る もので あ り，実 りあ る経

験 とな る もの で なけ れば な りませ ん。 ゲ ー

ムや遊 び だ けで は人 を救 うこ とはで き ませ

ん。 ゲ ーム や遊 び は友達 とな るた めに は よ

いか もしれ ませ んが ， その友 達 が福 音 の真

理 につ いて証 を得 るこ とが で きな けれ ば，

指 導 者 と して私 た ちは失 敗 してい る こと に

な りま す。

願 わ くは私 たち がそ れ ぞれ の少年 の心 の

窓 を見通 す 力 と，少 年 た ちに手 を差 し伸 ぺ，

そ の手 を取 って昇栄 と永遠 の生 命 への道 を

共 に歩 い てい く知 恵 とを賜 わ る こ とが で き

るよ う に。 イエ ス ・キ リス トのみ 名 によ っ

て祈 ります。.アーメ ン。



傷ついた兄弟

十二使徒定員会会員

二一ル・A・マックスウェル

羊
飼 いイ エス ・キ リス トは， 羊 たち が

主 の群 れか ら離れ， 関 心 を失 い， 心

傷 つ き， ある いは 背 くよ う にな る原 因 につ

い て， 繰 り返 し勧 告 を与 えて お られ ます。

世 のわ ず らい や楽 しみ，誘 惑， 迫 害， 試 練，
あらさが

不 当な扱 い， 疎 外感 ，他 人 の粗探 しな ど，

そ の 原因 は様 々で す。(マ タ イ13121124：

10;ル カ8：13-14参 照)

兄弟 の 皆 さん， 皆 さん の家 族以 外 で， 最

も皆 さん を必 要 と してい るの は， 群 れか ら

離 れ てい る 人々 です。 福 音 を耳 に した こ と

の な い 人 とは 違 って ， これ らの 人々 は 幾 ら

か の光 を知 ってお け，したが って何 が しかの

責 任 を 負って い ます。 で すか ら， 事 は急 を

要 す るの です。

会 員の再 活 発化 をはか る活 動 で よ く行 な

わ れ るの が， グル ープ研 究 や社 交活 動 です。

しか し，本来 この活動 は，一 時 にひ とりずつ，

穏 やか にか っ威儀 を正 して進 める べ き もの

で す。 人数 でか か るの では な く， みた ま に

よ って行 なう ので す。 テ クニ ック では な く，

心 か ら の関心 で す。 新 し い手 引き を作 る こ

とよ りも， 実際 に援 助 の手 を差 し伸 ぺ る こ

とが 必要 なの です。
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うわべ だけ の ご まか しは通 用 し ませ ん。

成果 を 急 ぐキ ャンペ 」 ン も成 功 しな いこ と

が 多 いので す。「怒 れ る兄弟 は，堅 固な城 の

よう だ」か らです。(欽定 訳箴 言18：19)ほ

か の人 を 引き上 げ るた め には， 自分 が高 い

所 に立 って い なけれ ば な りませ ん。 しか も

恩 きせ が ま しい態度 を と った り， 私 たち の

関心 が霊 的な もの でな く， 出席数 の上 か ら

の もの であ る とい う印 象 を与 えた り して は

な らない ので す。 また， 苦 心 して 引き上 げ

た か ら といっ て， す ぐに その 人か ら関心 を

そ らす わ け にもい き ませ ん。 私 た ちは， そ

れ こ そ何度 も何 度 も訪 問 を重 ね て， 主が選

ば れ た 人々を捜 さ なけ れば な らな いので す。

私 たち は まず第1に ， それ らの 人々が 教

会 か ら離れ た 原 因をで き るだ け知 るこ とで

す。 つ ま りこれは， 私 た ちの 関心 を相手 に

合 わせ て どの よ うに示 すか という 問題 を提

起 して います。 しか しな が ら， 愛 の込 も っ

た ， しか も直接 的 な チ ャ レンジを持 つ 力を

過 小評 価 して は な りませ ん。 た とえ それが

報 われ な い もので あ って も， 愛は 決 して 無

駄 にな るこ とは ない ので す。

第2に ， この働 きかけ に は時 間が かか り・

日常 生活 が妨 げ られ る とい う点 に留意 す る

こ とです。 良 きサマ リヤ 人の た とえ話 が，

それ を教 えてい ます。(ルカ10二29-37参 照 〉

霊 的 に傷 つ いた 人の 中 には， 応急 処 置だけ

で 済 ます こ とので き ない 人が い るの です。

第3に ， これ は神 権役 員会 とワー ド部 コ

ー リレー シ ョン評 議 会で 管理 す る問題 です

が， 教会 か ら離 れて い る 人に働 きか ける 活

発会 貝 を慎重 に選 ぶ こ とで す。 よ く準備 さ
ばくぜん

れ 組 織 化 され た愛 は，漢 然 と した関 心 に勝

ります。 そうは 言 って も， この腰 いの業 を

あ ま りに制 度化 して しま う と，不 活 発会 員

の 友人 や隣 人 たちが 活 発化 の責任 か ら解放

さ れた と感 じる よう にな るの で， これ は避

け なけ れ ばな りませ ん。 いずれ に して も再
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活発化 では ，最 善 のア プロ ーチ が 成功 に至

る唯一 の アプ ロー チで すか ら， み た まに感

じた働 きかけ が必 要な ので す。 あ る兄 弟 に

対 して いつ ア プ ロー チす るか を決 め る にあ

た って は， 断 食 と祈 りが必 要 に なる か も し

れ ませ ん。

第4に ， 彼 らに新 た な気持 ち で奉 仕 する

機会 を 与え る こ とで す。 なぜ な ら， 彼 らの

働 きが 本 当に必要 とされ て いる か らで す。

モ ー セはモ ア ブを案 内 人 と して加 える 時 に，

この 原則 を学 び ました。(民 数10：29-38参

照)忘 れ ない で下 さい， 無 条件 の愛 を必要

とす る状 況 に置か れた 人で も， 自分 の持つ

愛や才 能 を少 しで も発 揮 した い と， その機

会 を待ち望 ん で いるの が普 通 なの で す。例

を あげて み ま し ょう。 長老 定 員会 の 会長 会

は， 定期 的 に報告 の で きる活 発 な長 老 を委

員長 とし， さ らに2，3人 の活 発 な長老 を

補 佐 にして， 幾 つか の委 員 会 を設 け ます。

そ して， スポー ッ委 員会 ，福 祉 委員 会 な ど

それ ぞれの 委 員会 に，要 請 すれ ば委 貝 とし

て働 いて くれ そ うな兄 弟た ちの 名前 をあ げ

ます。 教会 か ら離 れて い る人 に してみ れ ば，

教会 に来 る よう に一般 的 な誘 い を受 ける よ

りも， 自分の 関心 が加 味 され た委 員会 で働

くよ うに頼 まれ るほ うが， 応 じやす い もの

で す。 あ ま り教会 に来て い なか った あ る兄

弟 は，最 初 に歓迎 委 員 と して の責 任 を受 け，

今 では監 督 と して働 いて い ます。

これ は非常 に重要 な こ とです が， 大平 原

を横 断 して い た時 の聖徒 た ち には帰 属 感が

あ り， 自分 が 必要 とさ れて い る とい う気持

ちが 強か った ため に，教 会 か ら離れ る人 は

い ません で した。

第5に ， 必要 な事 柄 を教 え る こ とです。

活発 化 には改 宗が必要 です 。信仰 には，福 音

を理 解 した上 での 信 じる 気持 ちが必 要 です。

したが って， 定 員会 の レ ッス ンと福 音の 基

礎 クラ スの レッス ンは質 が高 く， そこ に 出
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席 する 人々 がみ た まを 感 じる もの でな けれ

ば な りませ ん。 彼 ら に必要 な のは， 食 卓か

ら落 ちるパ ンくず では な く， 命の パ ンなの
ほうとう

で す。 放蕩 息子 の 父親 は， 帰 って き た息子

の た め に祝 宴 を用 意 し ました。 残 り物 を温

め た だけ で済 ませ た りは し なか っな ので す。

神 殿準備 セ ミナー は，格 式 ば らな い本 当

の学 習 の場 であ るべ きで す。 活 発な夫 婦 に

割 り当 てを 与え て， 教会 に 来て いな い夫婦

と一 緒 に このセ ミナ ー に参加 させ て 下 さい。

そ して， 活 発で な い夫婦 が 目標 を立 て て，

神殿 に参 入す る備 えが で きる よう に， 愛 を

もって 励 ます ので す。

調査 に よ ります と， この セ ミナ ーへ の誘

いを受 け た 人の30パ ーセ ン トが誘 い に応 じ

て い ます。 もう ひ とつ 忘れ ないで い ただ き

たい ので す が， これ も過去 の 経験 か ら，適

切 なアプ ロ ーチ を受 けた 人 は10人 中8人 ま

でが， 神 権指 導 者の訪 問 を受 け 入れ， 家庭

で教 え を受 ける よ うに な ります。 兄 弟の 皆

さ ん， こ うした 現実 があ るとす れば， 何 を

恐れ る 必要 が あるで しょ うか。

こ う した喜 ば しい統計 か らお わか りの よ

うに， 大切 な こ とは時機 をうか が って 手 を

こまね い てい る ことで は な く， 何 か を行 な

うこ とな ので す。 兄弟 の皆 さ ん，率 直 に 申

し上 げ ます と， 成 果が 得 られ な い とい うの

は何 もしよ う として いな い とい うこ とで す。

ある 木彫 りの名 人が， どう した ら木彫 りが

上 手 に なれ るか と尋 ね られて ， ぶ っき らぽ

う に こう答 えました。「彫 り始 め る こ とさ。」

兄弟 の皆 さ ん， とにか く彫 り始 め ようで は

あ りませ ん か。

第6に ， 主 のみ手 が この 業の う ち にある

の を忘 れ ない とい う ことで す。 主 は教会 か

ら離れ ている人 々に，「神 の道 に聞 き 入る用

意 」 をす る環 境 を与 えて下 さ い ます。(アル

マ32：6)主 のみ た まは放 蕩 息子 た ちを呼

び 起 こ し， あ る者 は それ に気 づ くの です・



そ の時 には， 彼 らが 「まだ 遠 く離 れて」 い

て も，私 た ち は走 って行 って 彼 らを歓 迎 し

よ うで はあ りませ んか。(ルカ15：20参 照)

第7に ，予 防は常 に治療 に勝 る という こ

とです。 皮 肉 なこ とか もしれ ませ んが， 予

防 とい って も， そ れは数 分 間 の愛 の込 もっ

た会 話 や思 い や りを示 す こ とで足 りる場 合

が ある ので す。 バ プテ スマ を受 け た らす ぐ

に神 権 と教 会 の責 任 を 与 えれ ば，新 しい改

宗 者 の支 え となる だけ で な く， 忙 しさの あ

ま り疲 れ きっ てい る教 会員 を助 け る こ とに

もな ります。(教 義 と聖 約81：5参 照)

さ らに私 た ちは， 主 の下 で働 く羊飼 い と

して，教 会 員 に過 度の 献金 や 活動 を求 め る

こ との ない よ う に慎 重 に配 慮 する 必要 が あ

ります。 主 が求 め てお られ る もの は献 身 で

あ って， 疲 労 や衰 弱で はあ りませ ん。 あ の

重要 な モル モ ン経 で さえ も， 与 え られ た 力

と方法 以上 に翻 訳 す るこ とは で きなか った

の です。(教 義 と聖 約10：4参 照)

さ て， 兄 弟 の皆 さん， こ こで この大 き な

チ ャ レ ンジにつ い て詳 しく検討 す るの は ひ

とまず 置 いて， 不 完全 な 人が集 まって い る

完全 な教 会 の 中で， 活 発 な人 とそ うで な い

人， 双 方の 会 員全体 に見 られ る実 情 と責 任

につ い てお 話 した い と思 いま す。 神 権 を持

っ て行動 す る 兄弟 た ちは， 以下 の こ とを認

識 して おか な けれ ばな りま せ ん。

まず， この ま っす ぐで狭 い 道は， 途 中 に

標 識は あ って も， 高速 道路 や エ スカ レー タ

ー の よう な道 では な い とい うこ とです
。 実

際 に， ひ ざ まずい て謙遜 に祈 らな けれ ば，

こ の道 を通 れ ない こ とが時 とし て あ ります。

私 たち は互 い に傷 つけ 合 うの では な く，互

い に助 け合 って道 を進 む ので す。

どん な き っかけ で あれ， 傷 つ いて道 を離

れ る と， その 人は 己れ を低 くす 骨人 でな い

限 り， 報復 の 道 を歩み 始 め ます。意 思 の疎

通 を図 って 仲 直 りを し よう とは しな いの で1

す。 兄 弟の 皆 さん， 私 たちが 負 うべ き十字

架 と悪 感情 は， 何 と重 くの しかか って くる

こ とで しょうか。

傷 つ け られ て腹 を立て た 人は， 教会 が聖

徒 を整 える た めに ある こ とを忘れ て しま い

ま す。(エ ペソ4：12参 照)教 会 はすで に完

成 の域 に達 した人が休 息す る何 もか も整 っ

た施 設 では な いの です。，

同様 に㍉ あ る人 々は， 私 た ちが王 国 にお

い て互 い に接 し，経 験 を通 して学 んで い く

とい う こと を忘 れ て い ます。 主は， 過 ち を

犯 す私 た ちで はあ ります が， 互 い に訓 練 し

合 う よう に求 めて お られ るの で す。 熟練 し

た 外科 医で は な く， イ ンタ ー ンが治療 す る

の です か ら， それ がど の よう なこ とにな る

か， よ くお わ か りだ と思 い ます。 はか らず

も， 相 手 を傷つ け て しま うこ とがあ るの で

す。

また ，王 国 に は い ろ い ろな 指 導 法が あ

る こ と も， よ く忘れ られて い ます。 パ ウロ

は， 弱 い兄 弟 たち をつ まず かせ な いため に

肉 を食 べ ない よ うに配 慮 しま した。 それ に

対 して バプ テ スマ の ヨハ ネは， イ ナゴ とハ

チ ミツ の 食事 を しま したが， それ は一 般 の

人 々 には， 特 にエ ルサ レム の上 流 階級の 人

人 には 受 け入 れ られな い もの だっ たで し ょ

う。(1コ リン ト8：13参 照)

私 たち はレ)つも 「思 い違 い」 を する こと

の な い よう に気 をつけ なけ れ ばな りませ ん。

(モル モ ン経 ヤ コブ4：14参 照)ど こ に焦

点 を合 わせ るかは， 私 た ち 自身の責 任で す。

強 調す べ き ことは， ペ テ ロが しば ら くの問

水 の上 を歩い た こ とで しょ うか，1それ と も
おぽ

す ぐに溺れ か け たこ とで し ょうか 。、た とえ

短 時 間で あ って も，ペ テ ロの ほか に水 の上

を 歩 いた 人が い たで し ょうか。

不完 全 な 人々が， 完 全 な主 に よって 主の

み 業 を助 け る責 任 に召され て い ます。 ジ ョ

セ フ ・ス ミス と行 動 を共 に してい た人 々は，
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彼の不 完全 な と ころを 目に しま したが， 主

はす で にその こ とを承知 して いる と言 われ

ま した。 そ して， 予言 者 ジ ョセフ を通 して

啓示 した事 柄 が真 実で あ る と証 さ れ たの で

す。(教 義 と聖 約671：5，9参 照)

し.たが って， 私 た ちが互 い の弱 点 に気づ

い たと して も， それは 驚 く に足 らな い こと

です。 しか し，弱 点 を見つ け て喜 ん でい て

は いけま せん。 欠点 を喜 、玄ミの で はな く，私

た ちの小 さ な歩み に感 謝 し よう では あ りま

せ んか。 間違 い を犯 した 時は ， それ に よっ

て 自分 の成長 を妨 げ るの で な く， そこか ら

何 かを学 ぶ よ うに しよ うで はあ りませ んか。

予言者 で あ り聖 典 の編 集者 で あ ったモ ロ

ナ イは， 多くの能 力を持 ち なが ら も非常 に

謙遜 な 人で した。 私 は彼 の寛 大 な 言葉 を大

切 に してい ます。

「私
， 私 の父 ま たは私 の 父の 前 に この記

録 を作 った 人た ち を， 不 完 全な ところ が あ

るか ら と言 って批 難 す るな。 む しろ神 が私

たちの 不完 全 な所 をあ なた た ちに知 らせて ，

あな たた ちに私 た ちよ りも もっ と賢い 者 に

なる道 を学 ばせ た も う神 の め ぐみ に感 謝せ

よ。」(モ ル モ ン9：31)

この ような態 度 であ れば ，私 た ちは 傷つ

け られ る こ.ともな いで しょう。

さ ら に， 他 の教 会貝 か 自分 自身 を正 さ な

けれ ばな らな い とした ら， 一体 どこか ら始

めた ら よいの で し ょうか。 この 場合 の 鍵 は，

自分 の欠 点 に大 きく 目を開 き， 他 人の 欠 点

には 少 し 目を 閉 じる とい う ところ にあ りま

す。 反対 の見方 を して は いけ ませ ん。 他 人

に不 完全 な とこ ろがあ るか らと いって ，私

た ちは 自分 の 欠点 を克 服す る努 力か ら解放

され る こ とは 決 して ない ので す。

粘 土でで きた 足を捜 す こ と，(訳注一 欠点

を捜 す こと。 ダニ エル2参 照)に 時 間 を費

や して いる 人々 は， 「みい つ堂 々 と進 む神 」

の お られ る天 を 見る こ とがで き ない ばか り
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か， 人を高 め， 形造 る とい う神 の栄 光 を見

る こ と もで き ない ので す。(教 義 と聖約88：

47参 照)

この よう に， 王 国 にお いて互 い に譲 歩 し

合 う 中で， 私 た ちは他 人 を押 した り， 他 人

か ら押 され た りします。「罪の誘 惑 は必 ず来

る」 の で す。(マ タ イ18：7〉 しか し， そ こ

で 我 を押 し通 して しま うと， どん な にさ さ

い な 原 因 も， 取 る に足 らない こ と とは 思 え

な くな ります。 ミル ク につ いての 言 い争 い

か ら， 卜一 マス ・B・ マ ー シ ュは 予言 者 ジ

ョセ フ を攻撃 す る よう にな りま した。

マ ー シ ュと同 時代 の ロ レンゾ ・スノー は，

予 言 者 ジ ョセ フに 幾 つ かの 小 さ な 欠 点 を

認 めな が ら も， 主が ジ ョセ フを用 いて大切

な業 を行 な われ た こと に感謝 を述 べ て いま

す。 これは， ロ レンゾ ・ス ノー に何 らか の

希 望 が あ ったか ら に違 いあ りませ ん。 事 実，

ス ノー 大管長 は，「天 の窓 」か ら眺め る よう

に 人々 を愛 を もって 見守 っ てい たの です。

予 言者 も私 た ち と同 じよ う に指 導 を 必要

として い ます。 しか し， これ は 多くの助 け

手 を送 らな くと も達 成 でき る と， 主 は考 え

て お られ ます。責 任 を果 た す上 で必 要 な情



報 を思 慮 深 く与 えて下 さ るの です。 ペ テ ロ

に 対 して は，ニワ トリの 鳴 き声 に よって(ル

カ22：54-62参 照)， モー セ に対 して は，シ

ナ イ新 聞 に広 告 を掲載 しな くと も， 優 し く

賢 明 な義理 の 父 を通 して， それ ぞれ のみ 旨

を お伝 え にな りま した。(出 エ ジプ ト18：

13-16参 照)1

幸 いな こ とに， 福 音は贈 いを 目的 と して

い ま す。 福 音 が 強調 す るのは， 大 祭 司の 庭

で イ エ スを否 定 した ペ テロで な く， ア ンナ

や カ ヤパ や評 議会 を前 に して 大胆 にイエ ス

を証 した ペ テ ロなの です。(使 徒4：5-12

参 照)

私 た ちが他 の 人 々を見 る にあ た って， へ

りくだ った気 持 ち を持つ な らば， 自分が す

べ て の状 況 を理解 して いる わけ で はな い こ

とが わか るで し ょう。 ペ テ ロ とパ ウロ は，

時 の絶頂 にお ける教 会 の方針 につ いて 意見

の 食い違 うと ころ もあ りま したが， 記録 は

使 徒 とい う特 別 な兄 弟 愛の 中で こ う した 関

係 を改善 して いっ た こと につ いて， 何 も伝

え てい ませ ん。

その上 ， 真 の弟子 た ちの 間 では， 間違 い

を犯 した 人以上 にその 間違 い を悲 しむ 者 は

い ませ ん。 神 のみ 言葉 の著 者以 上 に， 彼 ら

の 記録 の不 完 全さ を知 っ てい る者 がい る で

し ようか。

「す べ て この記 録 を受 け容 れ
， この 記録

とが

の 中 に欠 点が あ るか ら と言 って これ を省 め

な い者 は， この記 録 に記 して ある こ とよ り

も偉大 な こ とを知 るで あ ろ う。」(モ ルモ ン

8：12)

主の 永 遠の 真理 が この世 の 中 を進 んで い

く間 に， どれ ほ どの代 価 が必 要か を 主以 上

に御存 じの方 が いる で し ょうか。「見 よ，わ
しか

れ は神 な り。 而 して この事 を語れ り。 これ
いましめ

らの誠 命 はわ れ よ り出で ，わ が僕 らの理 解

せ ん が ため ，彼 らの 言葉 、雪ミりにな らい てわ

が僕 らの 弱 き まま に与 え られ た り。」(教 義

聖徒 の道/1982年7月 号

と聖 約1：24)

人々 を傷 つ けて し まう通常 の 原 因のほか

に も， 次の よ うな特 別 な状 況が あ ります。

そ れは信 仰 の 強い 人で さ え， しば しの間迷

わ され るほ どの もので す。 イエ ス書は 法廷 に

引 き 出され る 前 に， 十 二使徒 に対 して御 自

身 が どの よ うに打 たれ， 羊 が散 ら され るか

を お話 しにな りま した。 それ を聞 いたペ テ

ロ は決 してつ まず か ない と言 い，「みんなの

者 もまた， 同 じよう なこ とを 言Jい ま した。

(マ ル コ14：26-31参 照)

これ らの弟 子た ち を裁 く前 に， 彼 らの置

か れ た状 況 と苦悩 につ い て考 えて みて下 さ

い。 羊た ち に とって不 吉 な前兆 が現 われ て

い ました。 ユ ダヤ 人 の有 力者 存ち が近づ く

につ れて ，彼 らは恐 れ をつの らせ て いま し

た。 危 険が 目の 前 に迫 ってい ま した。 そ こ

で 救 い主 は， 弟子 た ち に離れ る よう に説 き

ま した。 そして兵 に身 を任せ ，裁 き を受 け，

は りつ け にされ たの です。 弟 子 たち は警告

を受 け てい た に もか かわ らず ， まだ完 全 に

信 じ られ な いで いた 状況 を 目にして， 大切

な もの を奪 われ た思 い と屈辱 的 な気持 ちに

苦 しみ ま した。 しか し， 予任 され て いた通

り， これ らの忠 実 な羊飼 い た ちは時 を移 さ

ず 気力 を も り返 し， 救 い主 の栄 えあ るみ業

に携 わ っ たの です。

ノー ヴ ーで も同 じ よう な状 況 が， しば し

の 間見 られ た ので はな いで しょうか。

兄弟 の皆 さ ん， 悪魔 とその一 味 は， 羊 た

ち を 四散 させ るた め に， 今 日の主 の羊飼 い
こ し たんたん

に対す る不 信 をつ の らせ よ うと， 虎視眈 々

と して そ の機 会 をね ら ってい ます。

周 囲の状 況 が悪 化 し，教 え が受 け入れ に

く くな った時 ， イエ スは 十二 使徒 に対 して

「あ な たが た も去 ろ う とす るのか」 とお尋

ね にな りま した。 今 日も同 じ問い が投 げか

け られて い ます。、そ して 答 え も同 じで す。

「主 よ
， わ た した ちは1，、だれ の ≧ ころ に行
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報 を思 慮 深 く与 えて下 さ るの です。 ペ テ ロ

に 対 して は，ニワ トリの 鳴 き声 に よって(ル

カ22：54-62参 照)， モー セ に対 して は，シ

ナ イ新 聞 に広 告 を掲載 しな くと も， 優 し く

賢 明 な義理 の 父 を通 して， それ ぞれ のみ 旨

を お伝 え にな りま した。(出 エ ジプ ト18：

13-16参 照)

幸 いな こ とに， 福 音は瞭 いを 目的 と して

い ま す。 福 音 が 強調 す るのは， 大 祭 司の 庭

で イ エ スを否 定 した ペテ ロで な く， ア ンナ

や カ ヤパ や評 議会 を前 に して 大胆 にイエ ス

を証 した ペ テ ロなの です。(使 徒4：5-12

参 照)

私 た ちが他 の 人 々を見 る にあ た って， へ

りくだ った気 持 ち を持つ な らば， 自分が す

べ て の状 況 を理解 して いる わけ で はな い こ

とが わか るで し ょう。 ペ テ ロ とパ ウロ は，

時 の絶頂 にお ける教 会 の方針 につ いて 意見

の 食い違 うと ころ もあ りまし たが， 記録 は

使 徒 とい う特 別 な兄 弟 愛の 中で こ う した 関

係 を改善 して いっ た こと につ いて， 何 も伝

え てい ませ ん。

その上 ， 真 の弟子 た ちの 間 では， 間違 い

を犯 した 人以上 にその 間違 い を悲 しむ 者 は

い ませ ん。 神 のみ 言葉 の著 者以 上 に， 彼 ら

の 記録 の不 完 全さ を知 って い る者 がい る で

し ょうか。

「す べ て この記 録 を受 け容 れ
， この 記録

とが

の 中 に欠 点が あ るか ら と言 って これ を瞥 め

な い者 は， この記 録 に記 して あ るこ とよ り

も偉大 な こ とを知 るで あ ろ う。」(モ ルモ ン

8：12)

主の 永 遠の 真理 が この世 の 中 を進 んで い

く間 に， どれ ほ どの代 価 が必 要か を 主以 上

に御存 じの方 が いる で し ょうか。「見 よ，わ
しか

れ は神 な り。 而 して この事 を語れ り。 これ
いましめ

らの誠 命 はわ れ よ り出で ，わ が僕 らの理 解

せ ん が ため ，彼 らの 言葉 ぶ りにな らい てわ

が僕 らの 弱 き まま に与 え られ た り。」(教 義

聖徒 の道/1982年7月 号

と聖 約1：24)

人々 を傷 つ けて し まう通常 の 原 因のほか

に も， 次の よ うな特 別 な状 況が あ ります。

そ れは信 仰 の 強い 人で さ え， しば しの間迷

わ され るほ どの もので す。 イエ ス参は 法廷 に

引 き 出され る 前 に， 十 二使徒 に対 して御 自

身 が どの よ うに打 たれ， 羊 が散 ら され るか

を お話 しにな りま した。 それ を聞 いたペ テ

ロ は決 してつ まず か ない と言 い，「みんなの

者 もまた， 同 じよ うなこ とを 言」 いま した。

(マ ル コ14：26-31参 照)

これ らの弟 子 たち を裁 く前 に， 彼 らの置

か れ た状 況 と苦悩 につ い て考 えて みて下 さ

い。 羊た ち に とって不 吉 な前兆 が現 われ て

い まし た。 ユ ダヤ 人 の有 力者 左ち が近づ く

につ れて ，彼 らは恐 れ をつの らせ て いま し・

た。 危 険が 目の 前 に迫 ってい ま した。 そ こ

で 救 い主 は， 弟子 た ち に離れ る よう に説 き

ま した。 そ して兵 に身 を任せ ，裁 き を受 け，

は りつ け にされ たの です。 弟 子 たち は警告

を受 け てい た に もか かわ らず ， まだ完 全 に

信 じ られ な いで いた 状況 を 目にして， 大切

な もの を奪 われ た思 い と屈辱 的 な気持 ちに

苦 しみ ま した。 しか し， 予任 され て いた通

り， これ らの 忠実 な羊飼 い た ちは時 を移 さ

ず 気力 を も り返 し， 救 い主 の栄 えあ るみ業

に携 わ っ たの です。

ノー ヴ ーで も同 じ よう な状 況 が， しば し

の 間見 られ た ので はな いで しょうか。

兄弟 の皆 さ ん， 悪魔 とその一 味 は， 羊 た

ち を 四散 させ るた め に， 今 日の主 の羊飼 い
こ し たんたん

に対す る不 信 をつ の らせ よう と， 虎視眈 々

と して そ の機 会 をね らっ てい ます。

周 囲の状 況 が悪 化 し，教 え が受 け入れ に

く くな った時 ， イエ スは 十二 使徒 に対 して

「あ な たが た も去 ろ う とする のか」 とお尋

ね にな りま した。 今 日も同 じ問い が投 げか

け られて い ます。、そ して 答 え も同 じで す。

「主 よ
， わ た した ちは，、だれ の ξ ころ に行
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奪簑糠 ・一 灘聯 撫 中麟 賊

きま、しょう。 永遠 の命 の 言 を もって い るの

は あなた です。 わた した ち は， あな たが 神

の聖 者で あ るこ とを信 じ， また知 っ てい ま

す。」(ヨ ハ ネ6：68-69)

終 わ りに あた り， 心 を傷 つ け られ て教 会

か ら離れ て しま った方 々 に 申し上 げ たい と

思い ます。 過去 にこ だわ って， 将 来 を台 無

し に しな いで 下 さい。 自尊 心 に こだわ りす

ぎな いで下 さい。 そ こか らは何 の報 い も生

まれ ませ ん。

イ エス のた と え話の 中で ，迷 い 出 たの は

群 れ， す なわ ち教 会や その 指導 者 では な く，

個 人 であ った こ とを思 い起 こ して下 さ い。

(マ タイ18：12-14参 照)

同 じよ う に， すべ て の方 々 に 申し上 げ た

い と思 い ます。 イ エス の次 の勧 告 につ いて

今 一度 考 えて下 さ い。「もしあなたの 兄 弟が

罪を犯 す な ら， 行 って， 彼 とふ た りだ けの

所 で忠 告 しな さい。 もし聞 いて くれ た ら，

あな たの兄 弟 を得 た こと になる。」(マ タ イ

18：15)我 を通 す こ とと， 兄弟 を得 る こ と

とを比 べ るこ とはで き ない ので す。

互 い に傷 つ け あう こ とが ない よう に，特

別 な 配慮 を しよ うで はあ りませ ん か。

これ らの友 人 に愛 と親切 を示 し， 赦 しの

気 持 ちを持 ち，援助 の 手を差 し伸 べることに

よっ て，ペ テロ とパ ウロが 述べ た よ うに，

「愛 に根 ざ し愛 を基 と して 生活
」 し， 自ら

を確 立 して 「不 動 の もの」 とし ようで は あ

りませ んか。(エ ペ ソ3：17;1ペ テ ロ5：

10参 照)時 は残 り少な いの です。

悔 い改め て戻 って きたW・W・ フ ェルプ

ス に対 す る予 言者 ジ ョセフ の度 量 の大 き い，

赦 しの 言葉 を味 わ って下 さい。

「愛す る兄 弟
， 戦 いは 終わ ったみ です。

初 め に友で あ った 者は， つ い には再 び

友 とな るの です か ら。」

兄 弟 の皆 さん， これ が私 の勧告 で あ り，

祈 りで す。これ らの こ とを，「わ た しにつ ま

ずか な い者 は，さ いわ いで ある」(ル カ7：

23)と 語 られた御 方， すな わち その蹟 い と

愛 によ り門 口に立 って両 手 を広 げて待 って

いて 下 さる御 方， イエ ス ・キ リス トのみ 名

に よ り申 し上 げ ます。 アー メ ン。
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什分の一の律法に従う

副 管長

ゴ ー ド ン ・B・ヒ ン ク レ ー

蜜 晴らしい讃美歌でした・ただ最後の糸 節を歌えなか
ったのが心残りです.

働 け つ くして はげ め 祈 れ

価 値 あ る仕事 の 車 を押 せ よ

押 せ 肩 の力 もて うた いて義 務 を果 たせ

人 み なた ゆ まず 車 を押 せ よ

(讃 美歌172番)

皆 さん も持 て るす べて の力 を尽 くして，

神 の王 国 の前進 のた め に働 いて下 さ い。 そ

の働 き につ いて， 幾 つか の面 か ら話 して み

たい と思 い ます。 今 晩 こ;に 集 って いる若

人の皆 さん と同 じ よう に，私 も子供 の頃総

大 会 に 出席 し ました。 ヒーバ ー ・」 ・グラ

ン ト大管 長 が確 信 に満 ちた話 し方 で，神 聖

な什 分 の一 の律 法 につ いて， また， 什分 の

一や 捧 げ物 を正 直 に納 め る人 に与 え られ た

素晴 らし い約 束 につ い て証 す るの を何度 か

聞 いた こ とが あ ります 。 それ らの話 に私 は

深 く心 を打 たれ ま した。

その約 束 を与 え られ たの が天 の神 で あ る

こ と， ま た神 は御 自身 が なされ た約 束 を必

ず守 られ るこ とを知 らされ ま した。 そ して

実際 に神 が そ うさ れ るこ とを知 る よ うに な

りま した。

聖徒 の道/1982年7月 号

両 親 に対 す る私 の感謝 の念 はいつ ま で も

変 わ るこ とが あ りませ ん。 私 の両親 は，私

が物 心 つ く頃 か ら， 什 分 の一 を納 める こ と

を教 えて くれ ま した。 当時 私 た ちが所属 し

てい たワ ー ド部 の集会 場 には， 監督 室 とい

う ものが な く， 什分 の一 の年 末面接 は監督

の家 で して いま した。 まだ幼 なか っ た頃，

ジ ョン ・C・ ダ ンカ ン監督 の家 に年 末 の面

接 を受 け に歩 い て行 き ま したが， そ の時の

どき どき した気持 ちは今 で も よく覚 えてい

ます。 その 頃は あ ま りゆ と りの ない時代 で，

小 遣 い もそ ん なに 多 くな く， 什分 の一 の額

は高 々25セ ン トくらい だ った と思 い ます。

しか しその額 は ， 日曜学 校 でい っ も裸 り返
なら

させ られ た 暗唱 文 に倣 って， 子供 な が らに

正 直 に計 算 した もので した。

「什 分 の一 って何 の こと?そ れ な らぼ く

が教 えて あげ る。

1ド ル だっ た ら10セ ン ト，10セ ン トだ っ

た ら1セ ン ト。」

私 たち は什分 の一 を納 める こ とを，犠牲

と考 えた こ とは一度 もあ りませ ん で した。

む し ろ， それ は義霧 であ り，幼 いなが ら も

自分 は主 が定 め られ た義 務 を忠 実 に果 た し，

教会 に与 え られ た偉大 な み業 の進展 に寄 与

して いる の だ とい う気持 ち を持 って いま し

た。'

什分 の一 を納 める こ とに よっ て， 祝福 を

得 て きた こ とは証 で き ますが ， その見返 り

と して物 質的 な祝 福 を求 め た ことは あ りま

せん で した。 主 は天 の窓 を開 き， 驚 くほ ど

た くさん の 恵み を注 いで 下 さい ま した。 主

は この戒 め に忠 実 に歩 むすべ て の人 に祝 福

を与 え て下 さ います 。、その;と を思 う時，

私 の心 は喜 びで 一杯 にな ります。

誤 解 し ない でい ただ き たいの です が，私

は こ とで，正 直 に什 分 の一 を納 め た ら立 派

な家 や車 が 買 える とか， ハ ワ イに別荘 地 が

持 て る とか 申 し上 げ てい るの では あ りませ
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ん。 主 は私 たち の物欲 で1まな く， 必要 と し

て い るこ とに応 じて天 の 窓 を開 けて下 さる

の です。 金持 ち にな るた め に什分 の一 を納

めて いる とい うので した ら，動 機 か らして

間違 って います。 什分 の一 の基 本的 な 目的

は， 主のみ薬 を推 し進め るために 必要 な財 力

を教 会 に捧 げ る という点 にあ ります。 この

戒 め に従 う人 に与 え られ る祝 福 は あ くまで

も付 随 的 な もの で あ り， 目に見 え る物質 的

な形 で与 えられ る とは限 りませ ん。 天 の窓

が開か れ るこ と につ い てマ ラ キは こ う言 っ

てい ます。

「わた しは 食い滅 ぼ す者 を
， あ なた が た

のた め，におさ えて， あ なた が たの地 の産 物

を，滅 ぽ さな い よう にし よう。 また， あ な

たが たの ぶ どうの木 が， その熟 す る前 に，

その実 を畑 に落 す こ との ない よ うに しよ う

o

こう して万 国の 人 は， あな たが た を祝 福

され た者 ととな えるで あ ろう。 あな たが た

は楽 しい地 とな るか らで ある と，万 軍 の主

は言 われ る。」(マ ラ キ3：11-12)

主 は この世 の富 に勝 る祝 福 を様 々 な形 で

与 えて下 さ いま す。 健康 とい う素 晴 ら しい

祝福 もそ の ひ とつ で す。主 は私 たち のた め

に食 い滅 ぽす 者 をお さ える と約 束 して下 さ

い ま した。 この約 束 は，私 たち が努 力 して

いる事 柄 や心 を寄 せ てい る事 柄 の上 に，様

様 な形 を とって実 現 され て いる ので は ない

で し ょうか。

また，知 恵 と知 識 の祝福 ， まさ し く隠 さ

れた知 識 の宝 とい う素 晴 らしい祝 福 もあ り

ます。 も し， この律 法 に従順 に歩む な ら，

私 た ち の地 は 「楽 しい地 」 にな る と約 束 さ

れて い ます。 「地 」とい う言葉 は 「民 」と置

き換 え る こと もで き ます 。従 順 な 人は その

心 に喜 び を得 るこ とが で きるの です 。他 の

人 々か ら，祝 福 され た民 と唱 え られ るよ う

になる とあ りますが ， そ うな った と した ら

何 と素晴 らし い ことで は ない で し ょうか。

経 済的 に苦 しい状 態 にあ っ て什分 の一 を

納 め る余 裕 が ない と いう話 を， 最近 よ く耳

にし ます。 何年 も前 ， ス テー キ部長 を して

いた時 の こ とです が， あ る兄弟 が私 の とこ

ろに，神 殿推 薦 状 にサ イ ンを もらい たい と

言 っ てや って来 ま した。 私 は いつ もす る よ

うに その資格 につ いて 幾つ か質 問 を しま し

た。 その 中に， 什分 の一 を正 直 に納 めて い

るか どうか とい うこ とが あ りま した。 彼 は

それ に答 え，借 金 が た くさん あ って， 什分

の一 を納 める余 裕 が ない と， あ りの ま まを

言 い ま した。私 は そ の時， 什分 の一 を納 め

るよ う になる まで は， 借金 を返 す ことは で

き ない と言 うべ きだ と強 く感 じま した。

それ か ら1，2年 の間， 彼 の什分 の一 に

対 す る態度 は前 と何 ら変 わ るこ とが あ りま

せ ん で したが， ある時 ， 彼は つ いに決心 し

ま した。 彼は後 に， その こ とにつ い て こう

語 って くれま した。「あな たが 言わ れ た こ と

は本 当で した。 私 は借 金 が 多 くて とて も什

分 の一 な ど， と考 え てい ま した。 で も， ど

んな に頑 張 って も返 済は 無理 だ とい う こ と

に気 がつ い たの です。 それで私 は妻 と話 し



合 い，主 が約 束 して下 さ った こと を試 して

み る こと にした ので す。 私 た ちは実 行 し ま

した。 そ うす る と， 主 は私 た ちに は考 え も

つ かな い よう な方法 で祝 福 を下 さ い ま した。

什分 の 一 を納 めた こ とは， あ だ にな りませ

ん で した。 何年 か 、ζミりで借 金 が減 って き た

の です 。予 算 を立 てて 出 費を抑 えた り， お

金 の使 い道が どうな って い るか を確 認 した

りす る知 恵 を身 に付 け ま した。 大 きな 目標

達 成 の ため に，欲 望 を抑 え る こと もで きる

よ うに な りま した。一 番 うれ しい のは， そ

の素 晴 ら しい祝福 に値 する者 と して，何 の

や ま しさ も感 じず に主 の宮居 に行 ける よ う

にな った こ とです。」

私 は すべ て の末 日聖徒 に心 か ら申 し上 げ

ます。 主 に対 して正 直 に， 什分 の一 や 捧 げ

物 を納 め る よう に して下 さ い。 また， 今晩

こ こに集 って お られ る若 い兄 弟 た ちには，

若 い内か らこの習 慣 を身 に付 け る よう に，

そ して一 生 それ を守 り統 け る決心 をす るよ

う一にお願 い します。 また，教 会 の指 導者 の

皆 さん には， 教 会 員が 自分 自身 の ため にさ

らに忠実 な態度 で什 分 の一 や捧 げ物 を納 め

るよ う に勧 め てい た だき たい と思 い ます。

教 会 には大 き な責 任 が与 えられ て い ます。

什 分 の一 は，主 が 定 め られ た数 々のプ ロ グ

ラム を推進 す る ため の財源 とな る もので す。

どの よ うな場合 で も， 必要 が こ と ごと く満

た され る ことは あ りませ ん。神 は，私 た ち

が この偉 大 な原 則 に従 える よ うに助 け を与

え て下 さ います。 この素 晴 ら しい約 束 を伴

う律 法 は神御 自身が 定 め られた もの な ので

す。

この財政 的 な事柄 に関 して， もう ひ とつ

の ことを お話 したい と思 い ます。 つ い最近

私 の ところ に2通 の手 紙 が届 き ま した。 中

身は， 教 会 では経 済 的 に成功 した人 で ない

と，責 任 あ る.役職 を与 え られな い とい う不

平 で した。 つ ま り， 監督 や ス テー キ部長 に
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なる には お金 の も うけ方 や使 い方 が上手 で

なけ れば な らず， 財産 が な い人 や， 目立 た

ない職 業 の 人は召 され る ことが ない とい う

ので す。

しか し，残 念 なが らそれ は事実 を正 し く

捕 ら えてい る とは 申せま せ ん。

私 は この 四半世 紀 の 間 に，数 多くの ステ

ー キ部 の設 立 に立 ち会 ってき ま したが， そ

の経 験 か ら言 え る ことは， 経 済的 な力 とい

う ものは ステ ー キ部長 選 出の 基準 として は

取 るに足 ら ない と いう こ とです。 私 はあ る

ス テー キ部 長 の小 さな家 に泊 め てい ただ い

た こ とが あ ります。私 の知 る限 りで は， 彼

ほ ど人 々か ら愛 され て いる有 能 な ステー キ

部長 は そ うい ませ ん。 彼 の職 業 は大 工 で，

腕一 本 で生 活 を支 えて い ま した。 その ステ

ー キ部 に は裕 福 な人々 が た くさん い ま した

が1彼 らは皆 ，大工 さん の ステー キ部長 を

指 導者 として 愛 し，尊 敬 してい ま した。

数 週 間前 にま た別 の ステ ーキ部 長 に会 い

ま した。彼 も大工 仕事 で生計 を立 て てい る

人で， や は り霊 的 な指 導 者 として ステ ーキ

部 の会 貝 の愛 と尊敬 を受 け て いま す。

ステ ーキ部 長 が その ス テー キ部 の霊 的 な
いかり

錨 でな けれ ば な らな い ことは もち ろん です

が， ステ ーキ部 内の複雑 な事 柄 を処理 して

いく力 も求 め られ ま す。 そ うな る と管理 手

腕 ，少 なく と も積 極 的 に物 事 を学 ん でい く

姿 勢 が どう して も必要 にな ります。時 には

イ スラ エル の判士 と して，知 恵 と識別 力 を

用 いな けれ ばな らない場 合 も昂 ります。 し

か し，教 会 の責 任 を受 け るに 当た って， 富

や経 済 的な 面で の成 功 を問 われ る こ とはあ

りませ ん。 私 は ここで 全教 会幹 部 に代 わ っ

て 申 し上 げた い と思 いま す。 シオンの ス テ

ーキ部 を管 理 す る人 の選 出 は
， 度重 な る祈

りを も って熱心 に主 のみ こ ころ をうか が い，

その み ここ ろが確 認 で きた時 に しか実 行 に

移 さ れ ませ ん。
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それ は サウ ルの後 継 者 を捜 す ため に遣 わ

され たサ ムエ ルの場 合 と同 じです。

サム エ ルは， エ ッサ イ の一番 上 の息 子 が

自分 の 前 を通 り過 ぎた 時， 彼 の顔 か たち に

心 を動 か され ま した。 しか し主 は 言わ れ ま

した。「顔 かた ちや 身 のた け を見 てはならな

い。 わ た しはす で にそ の 人を捨 て た。 わ た

しが見 る とこ ろは 人 とは異 な る。 人は 外 の

顔 かた ち を見，主は心 を見 る」(サ ムエ ル上

16：7)

これ と同 じこ とが ， ス テー キ部 長 が監 督

と して働 く人 を召す場 合 を初 め， 教 会 の他

の責 任 につ いて も言 え る と確 信 してい ます。

もし選 ばれ た人 が裕福 な人 で あっ た と して

も，正 直 な働 きに よっ て得 た富 で ある以 上，

それ は それ で とやか く言 うべ きこ とで は あ

りませ ん。 そ うい う人 は よ り多 くの時 間 と

財 力を主 のみ 業 に注 ぐ こ とが で き るで し ょ

う。 ま たそ の人 の優 れた 管理 能 力が 主 のみ

業 に利す る こ ともあ る と思 い ます。 しか し，

財 力 が理 由で選 ば れ る とい う ことは あ りま

せん。 神 の王 国の 中 で働 く者 に問 わ れ る最

も大切 なこ とは，正 しい生 活 を して い るか

ど うか とい う点で す。
か

「われ らは
， 福 音 を宣 べ，且 つ そ の儀 式

を執 り行 うためには，啓示 と，権 威 あ る者 の
その

按 手 に よ り，神 によ りて其 任 に召 さ れね ば

な らぬ ことを信 ず。」(「信仰 箇 条J第5条)

主 のみ業 にあ って， こ の原則 は 変 わる こ

とがあ りませ ん。

さ て， 話 を別 の事 柄 に移 したい と思 い ま

す。 私 の両親 は子供 た ち のた め に， 家庭 の

中に良 い書物 を備 えて いて くれ ま したが，

年 を とる につれ ， その こ とへ の感謝 の 念 を

深 くして います。 千 冊 を越 す蔵 書 が あ りま

した。 当時 は テ レビは も ちろん ， ラ ジオで

さ え もなか なか 手 に入 る もので は あ りませ

ん で した。か と言 って， 決 して子 供 の頃 か

ら父の本 を読 み あ さって い た と言 うつ も り
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は あ りませ ん5た だ， よ い読 書 環境 が で き

て いた の です。私 た ちは南 親 が読 書 す る姿

を 見て い ま した し， 両親 か ら本 を読 ん で も

らい も しま した。 それ で， だれ に言わ れ た

か ら とい うの で もな く， 良書 に親 しむ よ う

に な りま した。 良 い本 を読 ん でい る時 は心

が休 ま りま した。 私 た ち に とって， 本 は他

人 では あ りませ ん で した。 こ ち らが ち ょっ

とで も努 力 をす れ ば，喜 ん で それ に報 いて

くれ る友 達 の よう な存在 で した。

そう い った本 の ほか に，教 会 の機 関誌 も

あ りま した。 両親 は それ を 自分 た ちで読 む

だ けで な く， 子供 たち に も読 ん で くれ ま し

た。

また 「デ ゼ レ ト ・ニ ュー ズ」 もあ りま し

た。 「チ ャー チ ・ニ ュー ズ」 が 発刊 さ れ る大

分 前 の こ とで す。 私 た ちは この新 聞 に とて

も親 しみ を覚 え ま した。

高校 生 や大学 生 の 頃 を振 り返 って みて 驚

か さ れる のは， 当時 は今 日の いわ ゆ るポ ル

ノグ ラフ ィー とい ったわ いせ つ な物 がほ と

ん どなか った こ とで す。 たぶ ん私 た ちは，

悪 の攻撃 の及 ばな い社 会 にい たの だ と思 い

ますが， その よ うな 中で成 長 で きた のは，

本 当 に素 晴 ら しい こ とで す。
はん

遺 憾 な こ とです が，私 たち は今， 性 の氾
らん

濫 し た時代 に生 き て います。 映 画， 本， 雑

誌， 新 聞広告 ， テ レビ と，至 る とこ ろか ら

そ の波 が押 し寄 せ て います。

これ らを完 全 に締 め 出す方 法 は あ りませ

ん。 しか し， 何 らか の手 段 を講 じて その悪

しき影 響 力 に対抗 す る こ とはで き ます。・子

供 たち に良書 を与 えて下 さ い。子 供 を教 会

の機 関誌 を初 め とす る良 書 の 中で育 て よ う

では あ り ませ ん か。

私 は何年 も前， 最 も感銘 を受 けた 本は何

か と聞か れ た時 にエ マ ソ ンの 言葉 を読 ん だ

こ とがあ ります。 エ マ ソ ンはそ の質 問 に答

えて， どん な食事 を した か一 々覚 え てい な



いよ う に， どん な本 を読 ん だか は覚 えて い

ない。 ただ それ らの本 が今 の 自分 を作 った

こ とは確 か だ と言 って いま した。 私 た ちは

良 い影 響 力 を持 つ もの を子 供 た ち に与 え，

それ によ って， 良 い結 果 を得 る こ と もでき

る ので す。皆 さ んが そ の よう に努 力 な さる

よう祈 る もので す。

最 後 に，今 こ こに集 って お られ る若 人の

方 々 に，2，3申 し上 げた い と思 い ます。

き ょうの午 後の部 会 で， リグ ラ ン ド ・リチ

ャー ズ長 老 の話 を聞 か れ た方 は どの くら い

いるで しょ うか 。 リー 大管 長 はあ る時 ， リ

チ ャーズ長 老 を指 して ，彼 こそ奇 しきみ業

の人 であ る と言 った こ とが あ ります。 リチ

ャー ズ長老 は すで に96歳 ， 足 こ そち ょっ と
めいせき

弱 っ てい ます が，頭 脳 は 明晰 その もの で す。

彼 は メモ も原稿 も何 も用意 せ ず に私 たち の

前 に立 ち， 聖典 をひ もとき なが ら， 自分 の

体 験 をい ろ いろ と聞 かせ て くれ ま した。 彼

の伝 道 中の経 験談 に私 た ち は思 わず笑 わ さ

れセ しまい ま した。私 た ち は リチ ャー ズ長

老の話 を聞 いて， 一 人一 人 が もっ と雄 々 し

く主 の み言葉 を宣言 で きる よ うに祈 り求 め

なければな らないという気 持 ち を覚 えまレた。

昨 日は，独 身 男性 宣教 師 の任期 を24カ 月

か ら18カ 月に短縮 す る とい う発表 が あ りま

した。 つ ま り， 現在 宣教 師 と して働 い てい

る独 身 男性 た ちが伝 道 に捧 げて い る時 間が

25パ ー セ ン ト減 ると いう ことで す。 しか し，

それ をそ のま ま に して お くわ け には いき ま

せ ん。 そ の25パ ー セ ン トを補 う方法 はふ た

つ しかあ りませ ん。 第一 は一 人一 人が もっ

とよ く準備 を して伝 道 に 出る こ とで す。 そ

うすれ ば今 よ りもは るか に効果 的 な伝 道 が

行 な われ るで しょ う。 もうひ とつ は， 皆 さ

んの 中か らも っと 多 くの 人々 が伝 道 に出 る

こ とです。

私 は リチ ャー ズ長 老の話 を聞 きな が ら，

あの 燃 える よ うな情 熱，聖 典 へ の理解 の 深
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さ， 説得 力 のあ る話 し方 は， 伝 道生 活 を通

して得 た甘 い実 な のだ と思 い ま した。 若 人

の皆 さ ん に申 し上 げ ます。伝 道 に 出る備 え

を して下 さ い。 そ のた めの貯 金 を して下 さ

い。 必要 にな った時 の た め に， しっか り と

蓄 えて お いて下 さい。

機 会 が あれ ば外 国語 を勉 強 して下 さい。

その言葉 が 話 され て いる 国 に遣 わ され る と

は 限 りませ んが ， 外国 語 の勉強 によ って 自

国語 ，.それ にこれ か ら習得 す る よう に求め

られ るか も知れ ない言 語 へ の理 解 を深 めて

い くこ とが で き るで しょう。

機 会 を見 つ け て聖 典 の学 習 に励 ん で下 さ

い。 セ ミナ リー や イ ンステ ィテ ユー トを受

講 す る よう に頑 張 って 下 さい，

皆 さん は持 て る力 を最 大 限 に発揮 して主

のみ業 を推 し進 め なけれ ば な りませ ん。 そ

して今 が そ の備 えの 時 なの です。 世 の人 々

に対 す る主 の代理 人 とな るにふ さわ しく，

・身 を清 く保 って 下 さ い
。 アル コー ル， タバ

コ， 麻薬 ，一 切 の不 道徳 な行 為 か ら身 を守

って下 さ い。

神 権者 の 皆 さん の上 に神 の祝 福 があ って，

主 と その神性 かつ偉 大 な み業 に対 す る信 仰，

証， 愛 を さ らに強 い もの とさ れ るよ うに。

皆 さ ん同様 ，私 も このみ業 が真 実 で ある こ

とを知 ってい ま す。 皆 さ ん と共 にそれ を証

した い と思 い ま す。 イエ ス ・キ リス トの み

名 に よ って 申 し.上げ ます。 アー メ ン。
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神 権

第二副管長

マリオン・G・ロムニー

皆諜難麟灘讐践
解 した のは， 神 権 とは 力で あ る とい う こと

で す。・今 宵 の話 の 中か ら，神 権 の 義務 を全

力 を尽 くして遂行 することの大切 さ を思 い起

こ して い ただ けれ ば幸 いです。(教 義 と聖約

84：33参 照)

神権 を授 け られ て いる私 た ちは， この世

の 中で最 も大 き な栄誉 にあず か って い ます。

私 た ちは祈 りと研 究 によ って， また神 権 の

義 務 を忠実 に遂行 す る こと を通 して， 神権

につ いて な し得 るすべ て の こと を熱心 に学

ぶ必要 が あ りま す。 それ で もな お， こ の死

すべ き世 では 神権 の すべ て を理解 す る こ と

は でき ない ので す。 しか し， 神権 が カ， す

なわ ち神 の 力で あ るこ とは理 解 で きま す。

父 なる神 は この神 権 の 力 によ って， す べて

の被 造物 を この世 に生 じさ せ， 統 治 してお

られ ます。 ブ リガ ム ・ヤ ング大 管 長は こ う

語 ってい ます。「神 の御子 の神 権 は， 諸 々の

世 界 を過去， 現 在， そ して 永遠 にわた って

存 続せ しめ る律 法 であ る。 神 権 は 諸々 の世

界を創 造 し， そ こに 人を住 まわ せ， その 回
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転 に よ り， 日と週 と年 と季 節 とを与 え る制

度 であ る。 また，神 権 に よ って諸 々の世 界

は巻 物 の よ うに巻 かれ， よ り高い状 態 へ到

達 す る ので あ る。」(測s60π 鰐sげBガgh佛

ro%%g「 ブ リガ ム ・ヤ ング説 教集 」p.130)

イエ スは私 た ち に， 神権 の 力が どの よう

な ものか を何 度 とな く示 して 下 さい ま した。

'記 録 として伝 えられ てい る最 初 の奇跡 は，

水 をぶ ど う酒 に変 えた もの です。

マタ イは， イエ スが舟 の 中で 眠 って いる

間 に， 激 しい暴 風が 起 こ り， 舟 が波 に のま

れ そ うにな っ た時 の様 子 を 次 のよ うに書 い

て い ます。 「そ こで 弟 子 た ち はみ そば に寄

っ て きて イエ スを 起 こ し， 『主 よ， お助 け

くだ さい， 私 たち は死 にそ う です』 と言 っ

た。

す る とイエ スは …… 起 きあ が って， 風 と

海 とをお しか りになる と， 大 なぎ にな った。

彼 らは驚 いて言 った，『この か たはどうい

う 人なの だろ う。風 も海 も従 わせる とは』。」

(マ タ イ8：25-27)

またあ る時 には， 「パ ン五づ と魚二 ひ き」

だけ で大 勢の 人 々の腹 を満 たされ ました。

「みん なの 者は 食べ て満 腹 した
。 パ ンく

ずの 残 りを集 め る と， 十 二 のか ご にい っぱ

い にな った。

食べ た者 は， 女 と子 供 とを除 いて， お お

よ そ五 千 人 であ った。」(マ タイ14：17，20

-21)

イエス は神 権 の 力に よっ て 目し いの 目を

開 き， 耳 しいの 耳 を聞 こえ る よう に し， 足
いや

な えの 足を 強 く し1あ らゆ る病 を癒 しま、し

た。 またナ イ ンの や もめの 患、子 を死 の 眠 り

か ら 目覚 め させ ま した が，御 自身 も神 権 の

力 に よ って 復活 な され たの です。

御 父 と御 子 は御 自身 のみ こ ころ と権能 に

よ り， 直接 神権 の 力 を行 使 され ま す。 ラザ



ロ を墓か ら呼ば れ た時 ， イエ スは た だ大声

で，「ラ ザ ロ よ，出て きな さい」 と言わ れ た

だ けで す。(ヨ ハ ネ11：43-44)

しか し私 た ち死 すべ き 人間 は， イ エス の

よう に 自己本 然の権 能 として神 権 を行 使 す

る こ とは あ りませ ん。私 たち の神権 は委 任

され た もので す。 主が 定 め られ た範 囲 と条

件 の 中で， 主 の み名 に よって す るの でな け

れ ば， 神権 を行 使 す る ことは で きませ ん。

しか し全力 を尽 くしで 自分 の 召 しを遂行

す る な ら， 私 た ちは主 が な され た 多 くの業

をす る こ とが で き ます。

主 は最 後の 晩餐 を終 えて ゲ ツセマ ネの 園

へ 向 か う前 に，最 後 の偉 大 な説教 をな さい

ま したが ， その 中で 使徒 た ち にこ う言 って

お られ ます。

「わた しが 父 にお り
， 父 がわ た し にお ら

れ る こと を信 じな さい。 も しそれ が信 じら

れ な い な らば， わ ざそ の もの によ って信 じ

な さい。」(ヨ ハ ネ14：11)

そ うです， 私 が聖 典 の 中か ら学 ん で理解

し た よう に， 神 権 とは 力 なの です。 それ は

神 が天 地創 造 の時 に用 い られ た力 で あ り，

モ ーセ の時 代， 人々 にマ ナを与 え た力なの

で す。 また ， も し信 仰 を持 ち，神 の霊 感 に

従 お う とい う気持 ちが 海 るな ら，私 たち は

自分 に託 され た権 利 によ って， 神権 を行使

す る こ とが で き るので す。 そ の ことにつ い

て は先程 マ ッコ ンキ ー兄弟 が素 晴 ら しいお

話 を して下 さ い ま した。

それ は私 た ち が教会 の 召 しを果 たす 中で，

行使 す る こ との でき る力 です。 しか しその

た め には， 謙遜 にな り， 学び， 聖 なる神権

にふ さわ しい生 活 を し， 自分 に与 えられ た

責 任 を主 の導 き の下 に遂行 しなけ れば な り

ませ ん。

神権 者 の皆 さ んが福 音 に従 順 な生活 を し

て， 神権 の 召 しを全 力 を尽 く して遂 行 する

よ う に祈 る もの です。 そ うす る な ら私 た ち

は， この 力 を教 会の み業 の前 進 のため に，

ま た永遠 の 生命 を 目指 して 自分 の生 活を さ

ら に完全 な もの とす る ため に用 いる ことが

で きる で し ょう。私 の証 を皆 さん に伝 え，

へ りくだ り， イエ ス ・キ リス トのみ 名 によ

っ てお祈 りします。 ア ー メン。
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教会役員の支持

副管 長

ゴ ー ド ン ・B・ヒ ン ク レー

』 回の総大会から教会幹部の異動があ

削 りませんので，教会幹部ならびに中

央 管理 役員 を現 状 の ま まで支持 して下 さ る

よう に提議 致 します。

この提議 を支持 して下 さる方 は挙 手 を も

って そ の意 を表 わ して下 さ.い。

も し反対 の方 が あれ ば， 同 じ よう にその

意 を表 わ して下 さい。
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イエスの証をなすに

雄々 しくあれ

十二使徒定員会会長

工スラ・タフト・ベンソン

愛
す る兄 弟姉妹 の皆 さん ，私 は き ょう

あ ふれ るば か りの感 謝 の念 を持 って，

皆 さんの前 に立 って い ます。 皆 さん の信仰 ，

祈 り， また今 こ う して 生 を受 け て いる こ と，

そ してすべ て の恵 み に感謝 して い ます。復

活 祭 の時期 に当た り，私 はき ょう， 人類 の

救 い主 ， また瞭 い主 で あ られ る イエ ス ・キ

リス トを雄 々 しく証 す る とは どうい う こと

か につ い て，少 し話 した い と思 い ます。

この教 会 の会 貝 に開 かれ て いる最 も貴 い

祝福 は， イエ ス ・キ リス トが神 の御 子 で あ

り， この教会 が神 の教会 で あ る とい う証 で

す。 証 は私 た ちが この世 を去 る時 に携 え て

行 くこ とので きる数 少 な い祝 福 の ひ とつで

す。

イエ ス に対 す る証 を持 つ という こ とは，

聖霊 を通 して イエ ス ・キ リス トの神 聖 な使'

命 につ いて知 るこ とです 。

イエ スヘ の証 と は， キ リス トは ま こと に，

御 父が 肉 にお いて生 み た もうた独 り子 であ

る とい う こと，つ ま り主 が神 の御 子 で ある

ことを知 る こ とです。

イエ スヘ の証 とは， イエ スが約 束 の メ シ
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ヤで あ り，地 上 にお られ た 間 に数 多 くの偉

大 な奇 跡 を行 なわ れ た こ とを知 る こ とで す。

また それ は，主 が御 自身 の教義 と して 定

め られ た律 法 が真 実 で ある こ とを知 り， そ

の律法 と儀 式 を受 け 入れ て生 活 す るこ とで

す。

主 が ゲツ セマ ネの 園 にお いて， 全 人類 の

罪 を一 身 に引 き受 け， 肉と霊 ふ たつ なが ら
け あな わ

を苦 しめ ，す べ ての毛 孔 か ら血 を湧か せ た

こ とを知 るの もそ うです。 主 は そ うす る こ

と によ って，悔 い改 める 人が苦 しみ を受 け

な くて もすむ よ う にして下 さいました。(教

義 と聖約19：16，18参 照)

主は復 活 し，、死 を滅 ぽ され ま したが ， こ

れ を知 る の も証 で す。 主 が よみが え られ た

こ とによ って， す べて の 人類 が死 か ら解 放

された の です。

父 なる神 とイエ ス ・キ リス トが， 新 た な

福音 の神 権 時代 の幕 を 開 け， 再 臨 の前 に全

人類 に救 いの お とずれ を宣 べ伝 え させ るた

め に，予 言者 ジ ョセフ ・ス ミスに み姿 を現

わ され たの を知 る こ と もそう です。

主 が時 の絶 頂 に建 て られ た教会 と，現 代

の 回復 され た教会 が ，主 御 自身 の言 葉 にあ

るように，「全地 の 面 に於 ける 唯一 の真 にし

て生 命」 あ る教会 で あ る こと を知 るの も証

です。(教 義 と聖 約1：30)

証 を持 って いる人 は， 主 の僕 で ある予 言

者 の 言葉 を受 け 入れ ま す。 主 は こ う言 って

お られ ます。 「わ が声 にて言 わ るるも，僕 ら

の声 にて 言わ る る もみ な一 っ な り。」(教 義

と聖約1：38)

つ ま りイエ ス に対 す る証 とは， 主 の神聖

な使命 を受 け 入れ て， 福音 の すべ て を信 じ，

主 の み業 を行 な い， ジ ョセフ ・ス ミス とそ

の 後継 者 たち を予 言者 と して受 け入 れる こ

とで す。



最 後 に 日の光栄 の 王国 の祝 福 を授 け られ

る 人々 につ いて， 主 は ジ ョセフ ・ス ミス に

こ う言 われ ま した。「これ らの者 は，イ エ ス

の証 詞 を受 け 入れ， そ の御 名 を信 じ， その

葬 られ た まい し様 に従 い御 名 に よ りて水 中

に沈め られ て バプ テ スマ を受 け し人々 な り。
いましめ

こ は，主 の与 えた まい し誠命 によ る もの」

な り。(教 義 と聖 約76151)

これ らの 人々 は雄 々 し くイエ ス を証 す る

人で あ り，主 御 自身 の宣 言 にあ る よう に，
か

「信仰 によ りて打 ち勝 ち，御 父 が正 しく且

つ真 実 な る 者 に皆 注 ぎ た もう 約 束 の聖 き

『みた ま』 に よ りて結 び固 め」 られ る人々

で す。(教 義 と聖 約76：53)

「正 しく且 つ真 実 なる者 」，雄 々 しくイエ

スを証 す る人 を表 現す る言 葉 として，・これ

以 上 に適切 な ものが ほか に ある で し ょうか。

その よ うな 人々 は真理 と義 を雄 々 し く擁護

します。 教会 で 自分 の召 しを全 力 を尽 く し

て遂行 し，(教 義 と聖 約84：33〉 什分 の一 と

捧 げ物 を納 め， 道徳 的 に清 い生 活 を し，.言

葉 と行 な いの両 方 で指 導者 を支持 し，安 息

日を清 く保 ち，神 のす べ ての戒 め に従 う会

員 こ そが そ う呼 ば れ る にふさ わ しい 人なの

です。

そ の よう な人 々 に与 えられ て いる主 の約

束は こ うで す.rあ らゆ る王権 と統 治 の権 ，

公権 とその他 の 支配権 顕 さ れて， イエ ス ・

キ リス トの福 音 の ため に勇敢 に耐 え忍 びた

る者 皆 の上 に飾 られ ん。」(教 義 と聖 約121：

29)

月 の栄 の王 国や それ よ り下位 の王 国 に行

く人 々については，「これ らの者 はイ エ スの

証詞 をな す に雄 々 しか らず， こ の故 に彼 ら

はわ れらの神 の王 国の冠 を得 ざるなり」1(教

義 と聖 約76：79)と 書か れ てい ます。

雄 々 し く証 を しない 人々 には 永遠 の悲 し
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み とい う結 果 が待 ち受 け てい ます。・その よ

うな 人は この 末 日の み業 が真 実で あ る こと

を知 って いて も， 最 後 まで耐 え忍 ぶ こ とは

で きませ ん。 神殿 推 薦状 を持 って いなが ら，

教 会 の責 任 を全 力 を尽 く して果 た そう と し

な い人 もい ます。 勇気 が ない ため に，神 の

王国 を擁 護 して 固 く立 つ こ とがな いの です。
あ ゆ つ ヤ　しょう

人 の誉 れ， 阿諌 追従 ，賞 賛 を求 め る人 もい

れ ば， 自分 の 罪 を覆 い隠 そ う とす る人 もい

ます。 中 には 自分 た ちを管 理 す る人 を批 判

す る 人 さえ い ます。

教会 が現 在 抱 え， ま た将 来 も続 くであ ろ

う と思 わ れ る様 々 な問題 につ いて考 え る時，

今 は亡 き3人 の指 導 者 の言葉 が思 い出 され

ま す。

ジ ョセフ ・F・ ス ミス大 管長 は こ う述 べ

て い ます。「教 会 内 を脅かす危 険で，管理 役

員 が絶 えず 民 に警告 を発 し なけれ ば な らな

い ものが， 少 な く と も3つ ある。 そ の3つ

とは， 著名 人へ のへ つ らい，.誤 っ た教 育概.

念，それ に性 的 不道 徳 で ある。」(「福音 の教

義 」p。302)こ の3bの 脅 威 は ス ミス大 管長

の時代 と比 べて ， さ らに増大 して い ます。

次 にあげ る のは， ブ リガム ・ヤ ング大 管

長 の副 管長 を務 め た ヒーバ ー ・C・ キ ンボ

ー ルが ソル トレーク盆 地へ や って 来 た聖 徒

たち に語 った 言葉 で す。

「将 来 の 困難 な状況 に対 処 す るた め に，

私 た ち はま ず， この業 が真実 で あ るこ とを

自らの 力で知 らなけ れ ばな ら ない。 難 しい

問題 と言 うのは ， この知 識 を身 に付 け てい

な い男女 は ，試 練 にあ う と必 ず屈 して し ま

うと いう こ とであ る。、もし もまだ この証 を

得 て いな けれ ば，正 しい生 活 を して主 に よ

り頼 む こと を証 が得 られ る まで続 け なさ い。

そ うしな けれ ば，あ なた 方 は耐 える こ とが

で きな くな るで あ ろ う。
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い かな る男 も女 も借 り もの の光 では耐 え

られ ない ときが来 る。 一，人一 人が 自 らの内

にあ る光 に よって 導 かれ な くて は な らな く

な るであ ろ う。 … …

自らの 内 に光 を持 って い ない者 は耐 え る

こ とがで き ない。 だ か らイエ スに対 す る証

を求 め， その証 に しっか りとつ か まっ て い

な さい。 そ うすれ ば試 しの時 が来 て も， ひ

るん だ りつ まず いた りす る こ とは ない であ

ろ う。」(オ ル ソ ン ・F・ホ イ ッ トニ ー，L旋

ρブ飽 δ67CKズ 彫δα〃 「ヒー バ ー ・C・ キ ン

ボー ルの生 涯」p.450)

3番 目にあ げ るの は，私 の幼 な じみで あ

り，友 人 で もあった 第11代 大 管長ハ ロル ド・

B・ リー長 老 の言葉 です。

「今 は主 を迎 える最 後 の神権 時 代 で あ る
。

主 が その教 会 と世 に対 す る業 を終 え られ る

前 に， 私 たち は困 難 な時期 を切 り抜 け なけ

れ ば な らない。 まず主 を迎 える備 えを させ

るた め に福 音 が回復 され た。 これ か らサ タ

ンの 力は 強大 な もの とな って い くだ ろ う。

その徴候 はい た る ところ に現 われ て い る。

教 会 の内部 で もそ れ は起 こるで あ ろう。 タ

ナー副 管長 が言 われたように，『偽 善者 は信

仰 を公 言 する。 だ が その心 の 中 は死 人の骨

で一杯 な ので ある』.と い った事 態 が起 きる

であ ろ う。教 会 員 で ある こ とを公 言 しな が

ら，主 が この教 会 を管理 する ため に任 命 し

た もうた指 導者 に従 わ な い よう， 陰 で手 引

きを する 人が 出て く るで あろ う。

さ て， 私 た ちに と って最 も安 全 な道 は，

主 が教会 設 立 の 日に語 られ た 言葉 に従 うこ

とで ある。私 たち は主 が予 言者 を通 じて下

され る言葉 や戒 め に よ く従 わ なけ れ ばな ら

ない。 こ の言葉 や戒 め は，『心 にとめてよ く

聞 き』，主の 前 に 『全 く聖 き道 を履 』 み，さ

らに 『あ たか もわが 口よ り聞 くが如 く に』
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受 け 入れ る よ うに与 え られ た ものだ か らで

ある。(教 義 と聖約21：4-5)信 仰 と忍耐

を必要 とす る もの もあ るだ ろ う。 教会 幹部

か らの メ ッセー ジ を快 く思 えな い こと もあ

るか もしれ ない。 あ なた の政 治的 見解 や社

会 観 と相 反す る もの もあ る だろ う。 また あ

なた の社 会生 活 を 多少 な りと も犠 牲 に しな

けれ ばな らない よ うな メ ッセ ー ジか も しれ

ない。 しか し， これ らの メ ッセ ー ジを神 の

口か ら出 た言葉 と して忍耐 と信仰 をも って

従 うな らば， 主 は次 の よう な約 束 をかな え

て下 さるであろう。『地獄 の門 も汝 らに打勝
しか

たざ るべ し。 而 して， 誠 に主 な る神 は汝 ら
くらやみ ため

の前 よ り暗闇 の力 を追 い払 い，汝 らの為 と

神 の御 名 の栄光 のた め に もろ もろの天 を も

震 い動 か しめ ん。』」(教 義 と聖 約21：6)

(ハ ロル ド ・B・ リー，Co瞬 泥銘66ノ～6ρ07渉

「大会 報告 」1970年10月
，p.152)

以上3つ の予 言 者 の言葉 の 中 には， 私 た

ち に必要 な勧告 が あ る ように思 え ます。 こ



の 困難 な時 代 にあ っ て， イエ ス とこ の教会

の み業 を雄 々 し く証 し続 けて い く上 で，忘

れ ては な ら ない勧告 です。

イエ ス ・キ リス トヘ の証 を持 って いる と

言 い なが ら，主 の教 会 の指 導者 の教 えや勧

告 に従 お う とし ない こ とを正 当化 す る人 は，

非常 に危険 な状 態 に いま す。救 いを危 う く

して いる ので す。

教 会 の指 導者 も普 通 の 人 と何 ら変 わ らな

い， 欠 点 や誤 ちが あ るの だ と言 って， 粗探

しを して い る人々 が いま す。 そ うい う危険

な考 えにつ い て警告 した い と思 いま す。

ブ リガ ム ・ヤ ング大 管長 が 明か した とこ

ろに よる と， あ る時， 彼 は財政 上 の ひ とつ

の 問題 で予 言者 ジ ョセフ ・ス ミスを批 難 し

た い とい う思 い に駆 られ た こ とが あ った そ

うです 。 しか し， そ の気持 ちは30秒 も経 た

ない 内に消 えま した。 自分 の 中 にそ の よう

な考 えが湧 いて きた こ とを， 彼 は非常 に悲

し く思 ったの です。

ヤ ング大 管長 が教 会 員 に与 え たこ の教訓

は， サタ ンが さ らに激 し く動 き回 っ てい る

現在 ， 一層 意義 深 い もの に なっ てき てい る

の で はな い で しょ うか。

「私 は
， ジ ョセフ に も誤 ちが ある とい う

考 え にい つ まで も捕 らわ れて い た とした ら，

彼 に対 す る信頼 感 を失 く し始 め てい たで あ

ろう。 そ して段 々 とその思 いを募 らせ て，

最後 には他 の人 々同様 ， ジ ョセ フが全 能者

の予 言 者 で ある とい う証 を も失 う よう にな

る と， 自分 に与 え られ た啓示 の み たま に よ

って は っき りと知 らされ た。 一f一

私 はす ぐさま 自分 の不信 仰 を悔 い 改め た。

その誤 ち を犯 す の も早 か っ たの だが， 悔 い

改 め も時 を移 さ ず行 な った。 ジ ョセ フが い

つ い かな る時 も神 の導 きの下 にあ ったの は，

疑 い をは さ む余 地 の な い ことで あ る。
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彼 の行 ない の一う 一 つ を疑 った り， 批判

した りす る権利 な ど私 には な い。 彼 は神 の

僕 であ り，私 の僕 ではないので ある。彼は 人

間 にで は な く神 に従 って いた。 彼が して い

た のは 主の み業 だったのであ る。」(10躍 η認

げDお60%彫s「 説教 集」4：297)

私 は若 い頃か ら， 私 た ちが携 わ って いる

この栄 え ある業 が真 実 であ る とい う証 を感

謝 の念 を も って大切 に育 ん で き ました。私

が どれ ほ ど キンボ ール大 管長 を愛 して いる

か， 皆 さん に知 って いた だけ た らと思 いま

す。 本 大会 の最 後 の部 会 をキ ンボ ール大管

長 と共 に過 ごす ζ とが で き，感 謝 に堪 えま

せ ん。 副管 長， 十二 使徒 ， 七十 人， 管理監

督会 の皆 さん に対 して も， そ の気持 ち は変

わ る とこ ろが あ りませ ん。 彼 らは霊 感 を通

して， 神 に よって選 ばれ た人 々で す。 その

霊感 あふれ る言 葉 と勧告 を支持 し， 教会 幹

部 の 中に ある一 致 を証 す る もので す。

私 は教 会 員 を愛 してい ます。 また天 父の

すべ て の子 供 を愛 し， 皆が 皆永 遠 の生命 の

祝 福 に 目を開 くよう に願 って い ます。 人類

の救 い主 であ り腰 い主 で あ られ る主 は，私

た ちが ひ と り も残 さ ず永遠 の生 命 を受 け ら

れ る よ うに望 ん でい ら っし ゃい ます。

全 教 会員 に申 し上 げ ます。雄 々 しく， ま

た、忠実 ，従順 であ って下 さい。「わ れ ら受 け

し信 仰 持 ち，殉 教 者 の持つ 真理 を信 じ， い

ま しめ守 らん， 手 に心 に霊 に も」(讃 美 歌

150番)

この教会 はイ エス ・キ リス トの教 会 であ

りま す。神 はこ の教 会 を管 理 し，御 自身の

僕 た ち と共 にお られ ます。 神 の祝福 をいた

だき， 私 た ちが雄 々 しく主 を証 す る ことが

でき る よう に祈 る もので す。 イ エス ・キ リ

ス トのみ名 によ って 申 し上 げます。 アー メ

ン。 、
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神殿の業を推し進めよ

七 十人 第一 定 員会 会 員

A・'セオ ド ア ・タ ト ノレ

・っ の 教会 の霊 的 な力 の根 源は 何 か と言

」 えば， それ は主 の 宮居 の 中で 執行 さ

れ る神聖 な儀 式 にほか な らな いの で は ない

で し ようか。

あま りよ く知 られて い ない こ とで すが ，

ジ ョセフ ・ス ミスに与 え られ た主 の み言 葉

の 内， 初期 に属す る もの は集合 とこ の教 会

の設 立 に関す るみ こ ころ を示 した ものが 多

く， 後期 の ものに は神 殿事 業 に関 す る もの

がほ とん どで す。

あの素 晴 ら しい最 初 の示 現 があ っ た1820

年 の 春か ら数 えて3年 半 たっ たあ る 日， β

度 目の天 の示 しが あ りま した。 天使 モロ ナ

イが ジ ョセフ ・ス ミスに現 われ ， モ ルモ ン

経 の こ とを告 げ知 らせ たの で す。

そのメ ッセ ー ジのあ ま りの素 晴 ら しさ の

故 に， 多くの 人が もうひ とつ の非常 に大切

な メッセ ー ジを見落 とし勝 ち です`最 初 に

モ ロナイ は少 々言葉 を変 えて， マ ラ キの予

言を 引用 しま した。

「見よ
， 主 の大 いな るお そ るべ き 日の 来

る前 に， 予 言者 エ ライ ジ ャの手 に よ りて，
あらわ

わ れ神 権 を汝 に顕 さん。
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彼は 先祖 にな され し約 束 を子 らの心 に植

え， 子 らの心 に その先 祖 を思 わ しめん。
しか

もし然 らず ば， 主の 来 る時， 全 地は こと
すた

ご とく荒れ 廃 れん。」(教 義 と聖 約2：1-

3;ジ ョセフ ・ス ミス2：38-39)

モ ロナ イは さ らに， イ ザヤ 書， 使徒 行伝，

ヨエル 書 な どを初 め 「多くの他 の聖 句」 を

引 用 し ました。(ジ ョセフ ・ス ミス2：41)

モ ロナ イは エラ イ ジ ャに関 する マラ キの

予 言 を引 用す る に際 して， 他 のい かな る聖

句 とも違 う特別 な 扱い 方 を してい ます。 そ

して それ は特 に重要 視 され， 現 在 では教 義

と聖 約 の 第2章 と し て 示 さ れ て います。1

モ ロナ イが予 言者 に伝 えた メ ッセー ジは，

エ ラ イ ジャが 間 もな く訪 れ る こ とを知 らせ

る もの で した。神 殿 事薬 に関 して あ らか じ

め 定め られ て いた事 柄 が，巻 物 が 開かれ る

よ う に展開 し始 め ま した。教 会 が 設立 され

て1年 半 もた たな い内 に，予 言者 は ミズー

リ州 ジ ャクソ ン郡 で神 殿用地 を奉 献 しま し

た。(1831年8月)し か し様 々 な障害 が あっ

て， そ こ に神 殿 を建 設 す るこ とは でき ませ

ん で した。

それ に続 いて， 主 の 宮居 の建 設 に関連 す

る数 多くの 出来事 が あ りました。(後 出 の年

表 を参 照)

非 常 に困難 な状 況 下 にあ って， 最 初 に完

成 した のは カー トラ ン ド神殿 で す。 この 神

殿 の 献堂 式の 時 には 天使 た ちが訪 れ， 神 殿

の上 に は火が 現 われ ま した。 そして， ある

人は 示現 を見 ， ある 人は 他 の輝か しい顕 現

を受 け ま した。

カー トラ ン ド神 殿 献堂 式の1週 間 後， 歴

史的 に大 き な意義 を持 つ 出来 事が あ りま し
か のう

た 。救 い 主が 現わ れ， 神 殿 を嘉納 され た の

で す。 モ ーセ もエ ラ イヤ スも現わ れ ま した。

そ して，マラキの 予言 が成 就されて，予 言 者



エ ライ ジ ャが 現 われ， 次 の よ うに語 っ たの

で す。
まさ いた

「見 よ
， こ こに於 て正 に その 時 は全 く至

わ

れ るな り。 主 は嘗 てマ ラキ の 口1によ りて言

われ しこ とに して， す なわ ち主 の 大い な る
さた

お そる べ き 日の来 らん 前 に， 彼(エ ライ ジ

ャ)遣 わさ るべ し。

すな わ ちエ ライ ジ ャは来 りて先祖 の 心 に

子 らを 思わ せ， 子 らの心 に先祖 を思 わ せん ，
のろ

然 らず ば， 全地 は 咀 いを もて 打た るべ し，

と言わ れ しこ とを証 す る時 な り。

この 故 に， この 末 日の神 権 の時 代 の鍵 を
わた

汝 の手 に委 す。 これ によ りて 汝 らは， 主 の

大 い なる おそ るべ き 日の すで に近 づ きて正

に門 口に ある を知 る を得ん。」(教 義 と聖約

110：14-16)

この 出来事 が起 き たの は146年 前 の昨 日

の ことで す。 そ の 日ユ ダヤ 人た ちは 古 くか

ら伝 わ る祭 を祝 って い ました。 ユ ダヤ 人た

ち は2千 年以 上 もの 間， エ ライ ジャの訪 れ

を待 ち望 んで い ます。 彼 ら は今 で も過 越 し

の祭 りの時 に， 幾世 紀 に もわた って 守 って

き た習慣 を繰 り返 します。 食卓 に空 席 を作

り， そ こに椅 子 をひ とつ 置 きます 。 そ して

ドアを 開け放 して カ ップ を掲 げ， エ ラ イ ジ

ャ を迎 える よ うに テー ブルか ら立 ち上が る

ので す。

エラ イ ジャは再 び 地上 を訪 れ ま した。 数

数 の鍵 を授 けて 下 さっ た神 に感 謝 し ます。

今 や ，神 の結 び 固 めの権 能 を通 して，夫 婦

を， そ して 親子 の 永遠 の輪 の 中 につ な ぐた

め の業 が神 殿の 中 で始 め られ る よう にな っ

た ので す。 神の 神権 を 授か り， 権 能 を持 っ

た者 が地 上 でつ な ぎ，解 くすべ て の こ とが

天 にお いて もつ な ぎ， 解か れ る よう にな る

こ とは 是 非 と も必要 で した。(教 義 と聖約

127：7)な ぜ な ら，栄 光，誉れ ， 永遠 の生
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命 は この 神聖 な儀 式 と神 の権 能 に よって も

た らされ る もの だ か らです。(教 義 と聖 約

128：11一 一12参照)

この権 能 に よって 夫婦 は永 遠の 伴侶 と し

て結 ばれ， 親 子 の間 に も決 して切 れる こ と

の ない絆 が もた ら され るの です。 この 権能

な くして 有効 とされ る儀 式 は教会 にひ とつ

もあ りませ ん。 これ は神 の王 国の至上 の権

威 なの です。

いか なる 時代 に あ って も， この権威 が 存

在せ ず， また その権 能が 行使 され なげ れ ば，

だ れ も天父 の み もと に帰 り， 天 父の よ うな

者 とな る こ とはで き ませ ん。 それ に， 万物
むな

の 存在 意義 が全 く空 しい もの とな って しま

う ので す。 そ の故 に主 は こう 言われ ま した。
すた

「主の 来 る時
， 全 地は こと ごと く荒 れ廃 れ

ん。」(教 義 と聖 約2：3)
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私 た ちが理 解 し得 る限 り， 主が 予 言者 に

与 え られ たみ 言葉 の 内，、後期 に属 す る もの

は やは りほ とん どが神 殿事 業 に関す る もの

で す。 主は予 言者 にノー ヴ ー に神 殿 を建 て

るよ うに命 じ られ ま した。 そ して聖 徒 た ち

は その事 業 を始 め たの です。

完成 に先 立 って，主は 神聖 な儀 式 と，「創

世 の前 よ り隠 され たる こ ξ， す な わ ち時満

ちた る神権 の 時代 に関 す るこ と」 を啓 示 な

さ いま した。(教 義 と聖 約124：41)死 者 の

身代 ね りのバ プテ スマ の方 法 も明 らか にさ

れ ま した。、・また主 は， 儀 式 を執行 す る時 は

証 人を立 てて それ が真 実 であ る こ とを証 さ
しる

せ， そ の 「録 す と ころは 皆天 に於 て 記 さ」

れ る よう にと定 め られました。(教 義 と聖 約

124：41)

そ してつ い に， 十 二使 徒会 の会 員た ちは

エ ンダウ メ ン トを授 け られ， 結 び 固め の権

能 を付 与 され ま した。 この権 能 が地 上 か ら

取 りさ られ る こ とは決 して あ りませ ん。 今

や彼 らは 完全 なる福 音 に基 づ いて行 動 す る

こ とがで きる よ うにな りま した。 これ らの

極 めて大切 な事 柄 が予 言者 ジ ョセ フ に啓示

され たの は， 殉教 のわ ずか 数 カ 月前 の こと

で した。 一

ジ ョセフ ・ス ミスの生涯 の 中か ら重 要 な

事 件 をかいつ ま んで 見て き ま したが， これ

によ って明 らか に なっ たの は， ジ ョセ フ ・

ス ミスに とって， 神 殿建 設 と神聖 な永遠 の

儀 式 を執 行 す るた めに結 び 固め の権 能 を 回

復 す るこ とは， 何 に も増 して重要 な義務 で

あっ た という こ とです。

ジ ョセ フ ・ス ミス に続 く予 言 者 たち も皆

この業 に深 い 関心 を示 して き ま した。 キ ン

ボー ル大管 長 が教 会を 管理 す る よう にな っ

てか ら建 設 され た 神殿 の数 は， 他 の どの 時

代 を もしの ぐ もの です。 文 字通 り全世 界 で
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神 殿 を建 設 して いま す。

兄 弟姉妹 の 皆 さん， 私 は この神 聖 な業 に

つ い て証 した い と思 い ます。 私は この業 が

真 実 で ある こ とを知 って い ます。 この業 に

伴 う原 則は永 遠 です。 また儀 式 は神 か ら与

え られ た永遠 の もの であ り， 創世 以 前 に定

め られ てい た もので す。 私 た ちに はこの業

を進 め て い く責 任が あ ります。 主が この業

を なす よ うに望 んで お られ るの は， ほか な

らぬ私 た ちに対 してな ので す。 これ は決 し

て 重荷 で はあ りませ ん。 特権 です。

神殿 推 薦状 は私 たち が受 け るこ とので き

る 栄誉 の 中で， 最 も貴 い もの のひ とつ です。

定 期 的 に神 殿 に参 入す る な らば，教 会 の守

護 の下 に最 高 の賜 を受 け る こ とが でき るで

し ょう。 そ こで特 別 な スピ リ ッ トを感 じる

こ とが でき ます。 平安 に包 まれ るので す。

神 殿 で なされ る奉 仕 の業 は， この 世 を去 っ

た 人々 に救 い を もた らす 助 け とな るもの で
つ

す。 私 は，神 殿 で奉 仕 の業 に就 く 人々 は除

除 に幕 のか なた か らの祝 福 を受 け るにふ さ

わ しい 人 とな るこ とを知 って います。 神 殿

で受 け た数 々 の祝福 は皆 さ ん の家庭 の 中に

注 がれ ます。

神は 生 きて お られ ます。 ま た， イエ スが

キ リス トで あ り， これ は神 の 王国 の至 高の

業 であ ります。 イエ ス ・キ リス トのみ 名 に

ょ って ， 申 し上 げ ます。 アー メ ン。

1831年 か ら1843年 に かけ ての ，神 殿 事業

に 関す る要 約年 表

1831年7月20日 。 ミズ ー リ州 イ ン デペ ンデ

ンス に建 設され る神 殿 につ い て明 らか に

され る。(教 義 と聖 約57：1-3)

1831年8月1日 。 ミズ ー リ州 ジ ャクソ ン郡

の地 と神 殿用 地 を奉 献 せ よ との指 示 が与

え られる。(教 義 と聖 約58：57)



1831年8月3日 。 ジ ョセ フ ・ス ミス ， ミ ズ

ー リ 州 ジ ャ ク ソ ン 郡 の 神 殿 用 地 を 奉 献 す

る。(研 む'oη げ ∫h6Ch郷 酌 「教 会 歴 史 」

1：199)
か

1831年 。 新 しく且つ 永遠 の 誓約 に関す る教

義 と原則 が啓 示 され る。 ただ しこの 啓示

は1843年7月12日 に至 る まで 記録 され る

こ とがな か った。(教 義 と聖約132章)

1832年9月22日 。 新 エ ルサ レム と神 殿 に関

す る予 言 が与 えられ る。(教 義 と聖 約84：

1-5)

1832年12月27日 。 聖徒 たち に 「神 の家 」(神

殿)を 建 てよ との 命が 下 され る。(教義 と

聖約88：119〉

1833年6月1日 。 ミズー リ州 の聖 徒 た ちに

再 び神 殿建 設 の命が 与 え られ る。 そ の中

で 「天 よ りの能 力 の祝福 」 が授 け られ る

と約 束 され る。(教 義 と聖約95う

1833年7月23日 。 カ ー トラ ン ド神 殿定 礎。

(研s渉oη げ ∫h2Ch%名6h「 教会 歴 史」1：

40の

1833年8月2日 。 先 に命 のあ っ た ミズ」 リ

州 に建て ら・るべ き神 殿 に関 して 啓示 が 与

え られ る。 主が 示 す 「範 式Jに な ら って
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1836年1月21日 。 死者 の救 い に関 する教義

が啓 示 され る。(ジ ョセ フ ・ス ミス 日

の光 栄 の 王国 に関 す る示現)

1836年3月27日 。 カ ー トラ ン ド神殿 献堂 の

祈 りが記 され る。(教 義 ど聖 約109)

1836年4月3日 。 エ ライ ジ ャの来訪。 結 び

固め の鍵 が 画復 ざれる 。(教義 と聖約110：

13-16)

1838年4月26日 。 フ ァ「一 ウ ェス トに神 殿 を

建 設 せ よ との 命が 下される。(教義 と聖約

115：7-16)

1838年7月8日 。 什 分 の一 を神 殿建 設の た

め に用い よ との指 示 が与 えられる。(教義

と聖 約119)

1839年4月26日 。 フ ァーウ エ ス ト神殿 定礎。

(π露`o拶 げ!h6Ch郷6h「 教 会歴 史」3：

336-37)

1841年1月19日 。 ノー ヴー神 殿建 設 の命 が

下 され る。(教 義 と聖 約124：25-45)

1842年9月1日 。 儀 式の 記録 作成 を命 ぜ ら

れ る。(教 義 と聖約127：5-9)

1842年9月6臨 儀 式漱 行 に際 して証 人を

立 て よ との聖徒 へ の指 示。 様 々な教 義，

原 則が 明 らか にされ る。(教義 と聖約128)

1843年5月16-17日 。 予 言者， 結 び 固めの

教義 を説 く。

いましめ

注1。 この 時 の モ ロナ イ の 言 葉 は 「誠 命 の

書 」 の 第1章 に収 め られ て い たが ，1831年11
まえがき

月1日 に 「前 書」 と して 知 られ る啓 示(現 在

の 「教 義 と聖 約」 第1章)が 与 え られ てか ら

は， そ の 後 に第2章 と して載 せ られ ，・現 在 で

は， 「教 義 と聖 約 」 の 第2章 とな っ てい る。

(「教 義 と聖 約 」 の 『解 説 』 〔pp.1-4〕 参 照)
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教会の将釆

七十人第一定員会会長会

G・ホーマー・ダラム

私
は今 皆 さん を前 にして この壇 上 に立

って い ます が， 幾 人か の 医師 が証 す

る ところに よ ると， これ は ま さに奇 跡 だ と

いうことです。(訳 注 ：ダラ ム長 老 は病 気の

ため入 院 して治療 を受 けて い た。 その た め

前 回4月 の年 次総 大 会 には 出席 で き なか っ

た)神 のみ 守 りが あ った こ と， 聖 な る神権

に よる数 々の祝 福， また最 愛 の妻 ，教 会幹

部，家 族， 今 日この場 に出席 して お られ る

多くの方 々 の助 け と祈 りに何 と感 謝 の言葉

を申 し上 げ た らよい のか わか りませ ん。

さて， 私 はみ た まの導 き の下 に， これ ま

での私 たち の歩 み を振 り返 りな が ら，教 会

の将来 につ いて語 りた い と思 い ます。

1879年12月 ， ユ タ州 のパ ロ ワ ンス テー キ

部 の 四半期 大会 におい て，49家 族 の 人々 が

新 地 開拓 の召 しを与 え られ ま した。 その 召

しは ジ ョン ・テ イラ ー大管 長 と十 二使 徒 会

か らエ ラ スタ ス ・スノー長 老 を通 して 来た

もので した。 後 には近 隣 の 入植 者 か らこの

計 画 の後発 隊 に参 加 す る人 も出て き まし た。
と

教 会 史 上 ，「ホ ー ル ・イ ン ・ザ ・ロ ッ ク の 徒
しょう

渉」 として よく知 られ て い る偉 業 を成 し遂
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げ たの は， こ の時 の開 拓者 た ちだ っ たの で

す。250.人 の 人々 が80台 の荷 車 と数 百 頭 の

牛 馬 を率 いて， ユ タ南 部 の未 踏の 荒地 の 中

を道 を切 り開 き なが ら進 んで い き ました。

彼 らが 通 った そ の地域 は 今 で も世 界 有数 の

秘境 と して 当時 の ままの 姿 を とど めて いま

す。r彼らの 目的地 は サ ン ワン郡 で したが ，

その行 く手 には 木一 本生 えて いな い岩場 や

崖 に加 えて， 人を寄 せ付 けぬ かの よう に コ.

ロ ラ ド川の大 峡 谷 が立 ち はだ か ってい ま し

た。 そ こ に橋 が架 け られ たの は， よ うや く

1934年 に な ってか らの こ とで す。 彼 らが進

ん だ道 筋 に沿 って， ユ タ か らア リゾナ ヘ飛

行 機便 が通 うよう にな るには ，1959年 ま で

待 た な くては な りませ ん で した。

最短 ル ー トを探 して いた先 発 隊は， グ レ

ンキ ャニ オ ンで， その大 絶壁 を上 か ら谷 底
あい ろ

まで切 り裂 く よう に走 るひ とつ の隆 路 奪発

見 しま した。 谷 底 の川 まで は600メ ー トル

の断崖 が赤茶 けた 肌 を見せ て い ま した。 こ

の 「ホ ール ・イ ン ・ザ ・ロ ック」(断崖 の中

にで きた裂 け 目の 意)と 呼 ば れ る地点 を通

るのが最 短 距 離の よう に思 えま したる

絶壁 の 中 にで きた その裂 け 目は家畜 や車

が 通 る には余 りに も狭 過 ぎ ま した し， 人が

通 れ る だけ の幅 す らな い所 もあ りま した・

ま して やそ の途 中 には， 野性 の 羊 も通 れぬ

高 さ20数 メー トル に及 ぶ切 り立 った場 所が

何箇 所 かあ り， 荷車 を通 すな ど どう考 えて

も無 理 な こ とで した 。

1879年 の4月 にパ ロ ワ ン盆 地， シダー盆

地 を 出発 し，12月 に こ こに着 い た聖徒 たち

は，爆 薬 を使 っ た り様 々な道具 を用 い た り
あい ろ

して そ の隆路 を切 り開 き始 め ま した。 隊長

のプ ラ ッ ト ・D・ ラ イマ ン長老 の読 み では ，

そ こに道 を作 る として もで きるの は上 か ら

谷底 までの3分 の1の 間 に過 ぎず， しか も



勾配 は45度 とい うか な り急 な もの で した。

残 り3分 の2は 切 り立 っ た小 断崖 が幾 つ か

続 いて い ま した。 しか し彼 らには備'えが あ

りま した。信 仰 は も ちろん， 崖 を爆 破 して

道 を切 り開 くだ けで な く，家 畜 や荷 車 を乗

せて 川 を渡 るた めの いか だ を作 る に必要 な

物 まで準 備 してい たの です。

1880年1月25日 まで には道 と舟 が で き』ま

した。 次 に待 ち受 け て いる仕事 は， 人 間 と

40台 の荷車 を谷底 の 川 に下 ろす こ とで した。

それ が済 む と，後 方 のフ ィフテ ィ・マ イル ・

スプ リングで待 機 して いた一 隊 が続 くこ と

にな って い ま した。

ク メ ン ・ジ ョー ンズの 記録 が この 時の 様

子 を書 き残 して いま す。20人 の 男 と子 供 た

ちが荷 車 を後部 にゆ わえ た長 い ロー プで 押

さえ ます。 車輪 は回転 しない よ う に鎖 で 固

定 してお き ます。 そ う しない と， 荷車 は 全

くブ レー キが きか ず， 後 ろで押 さえ てい る

人 たち が引 きず られ て しまう こ とにな るか

らで す。 プ ラ ッ ト ・D・ ライ マ ンの1880年

1月26日 の 日記 に は こう書 かれ て います。

「き ょ うは隊 の 荷 車 を全 部下 まで』下 ろ し
，'

その 内26台 を向 こ う岸 に運 んだ。 いかだ は
かい

2本 の権 で動 か したが， 非常 にう まくい っ

た。」

そ の 日最 後 に荷 車 を下 ろ した のは， ジ ョ

セフ'ス タ ンフ オー ド ●ス ミスの家族 で し

た。 その孫 レイ モ ン ド ・ス ミス ・ジ ョー ン

ズは その時 の こ と を記録 に して残 しま した。

・私 は， 現代 の 映画 会社 が何 百 万 ドル ものお

金 を投 入 し，最 新 の 技術 を駆使 して行 な っ

た として も， そ の時 の様子 を再 現 す るこ と

は とて も無 理 だ と思 い ます。

ス タ ンフ ォー ド ・ス ミスは そ の長 い1日 ，

他 の 人た ちの荷 車下 ろ しを手伝 いま した。

とこ ろが 自分 の荷車 が そ の まま上 に残 って

いる こ とに気 がつ い たの です。 彼 は泣 くに

懸灘鱗灘鰯 麗 羅 難灘羅懸鰯琵鞭臨琵 購謹繊
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泣 けな い気持 ちで600メ ー トル もあるその急

斜面 を登 って い き まし た。 上 で は妻 の ア ラ

ベ ラが待 ちくた びれ た面持 ちで， キル トを

敷 いた上 に子 供 を抱 いて座 って い ま した。

持 ち物 とほ かの 、ζ・た りの子供 を乗せ た荷 車

は大 きな岩 の陰 に止 めて あ りま した。

彼は それ を崖 のふ ち まで持 って 来 る と，

3頭 いる 馬の 中か ら1 .頭を， 荷 車 の後輪 の

車軸 につ なぎ ま した。 それ か らア ラベ ラ と

一 緒 にそ の急斜 面 を見下 ろ した ので すが
，

思 わず 「とて も無理 だ。 で き や しな い」 と

い う言 葉が 口をつ いて 出て き ま した。

す る とアラ ベラ が言 い ま した。「で も，ど

う してで もや らな き ゃな らな いわ。」

彼女 は キル トを敷 く と， ロイ とい う3歳

の子 のひ ざの上 に赤 ち ゃんをのせ，「お父 さ

んが戻 るまで だ っ こして てね 」 と言 い ま し

た。 それ か ら上の 女の 子 のア ダ をふ た りの

前 に座 らせ ま した。

アラベ ラが 荷車 の後 ろにつ な い だ馬 の手

綱 を握 る と， スタ ンフ ォー ドは荷 車 を前 に

進 め ま した。 とこ ろが， 荷車 が 急 な動 き方

を した ため に， ア ラベ ラ と馬が倒 れ て しま

ったの です。 アラベ ラ は体勢 を直 す と足 を

踏 ん張 り，一必死 の思 い で手綱 を引 き ま した。

ごつ ごつ とし た岩 にぶ つか り， ア ラベ ラの

足腰至 る と ころに ひ どい切 り傷 が で きま し

た。後 ろにつ ない だ馬 は し りも ちを着 い た

格 好 で，半 死半 生 の まま谷 底 まで ほ とん ど

引 きず られ 通 しの状 態 で した。 着 物 もボ ロ

ボ ロに な り， ひ どい傷 を 負 った この 勇敢 な

女性 が後 で語 っ た とこ ろに よる と，下 まで

ずっ とはね る よう に しで下 りて い った とい

うこ とです。 ，.、

下 に着 い た夫婦 の耳 に， 子 供 た ちが呼 ん

でい る声 が かす か に聞 こえ てき ま した。 父

親 が上 に行 く と子 供 た ちは皆 じっ と して待
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って い ま した。 赤 ち ゃん を抱 える と，他 の

子 供 た ちに は 自分 の体 に しがみ つ いて離 れ

な いよ う にさせ なが ら， 険 しい崖 道 を下 り

ました。川の ほ と りに着 くと，遠 くの方か ら

5人 の 人が鎖 や ロ ープ を持 って 自分 た ちの

方 にや って く るのが 見 え ま した。 ス ミス家

の 人々が い な いの に気 づ いて，助 けに や っ

て来 た ので す。 ス タ ンフ ォー ドは大 き な声

で言 いま した。「大丈 夫 だ… … うち の奥 さん

さ えい れば 百 人力 さ。」(デ ビッ ド ・E・ ミ

ラ ー，πoJ6一魏4h6-Ro6海'・4銘Eφ 宛 初 渉h6

CoJon♂zαだo%α〆オh6(穿彫α渉/1η昭ガαz銘PVおち

「ホ ー ル ・イ ン ・ザ ・ロ ック ：ア メ リカ大

西部 開 拓 史詩」 ユ タ大 学 出版局 ，1959年 ，

PP.101-18)・

教会 の歴 史 を振 り返 ると， この ような感

動 的 な出 来事 が数 え切 れ な いほ どあ ります。

この歴 史 は， ア ジア， ア フ リカ， あ るヤ】は

世 界 の どこの地 の人 で あれ， 新 し く改 宗 し

たすべ て の 人 に受 け継 が れ るべ き貴 い遺産

なの です。 パ ウ ロは こ の こと を次 の よ うに

言 って いま す。「キ リス トに合 うバプ テ スマ

を受 け たあ なた が たは， 皆 キ リス トを着 た

ので あ る。……

も しキ リス トの もの であ る な ら， あ なた

・が たは アブ ラハ ム の子 孫 で あ り， 約 束 に よ

る相 続
，人β の であ る・」(ガ ラテ ヤ3：27・29)

今私 たち の前 に は本腰 を入れ て取 り組 ま

な けれ ばな ら ない間 題 があ ります。 全世 界

の末 日聖 徒 の家庭 にお いて， 勇気 ある 男女，

従順 な子 供 た ちが育 て られ てい る で し ょう

か。子 供 た ち は安 全な場 所 に いる で ㎏ よう
あい ろ

か。 人生 の 危険 な 阻路 に落 ち込 ん では いな

い で し ょうか。 今私 たち は教会 の将 来 の た

め にどの ような歴 史 を築 いているで しょうか。

この教 会 には，平 原 も海 原 も越 え， ホ ー

ル ・イ ン ・ザ ・ロ ック も征 服 しで き た歴 史



が あ ります。 とこ ろで， 今私 たち は どの よ

うな働 き をして い るの で し ょうか。

私 た ちの前 途 に は， キ リス トの再 臨 につ

なが る重 大 な 出来事 が待 って います 。続 々

と発 表 され る新 し い神 殿 の建 設 に は どの よ

う な意味 が あ るで し ょうか。1831年 に予 言

者 ジ ョセフ ・ス ミスに与 え られ た次 の啓 示

は， 何 を言わ ん と して いるの で し ょ うか。

「神 の 王 国の鍵はこの世 の 人の 手 に委 任 され
，

はて

福 音 は こ こよ り転 じ行 きて世 の果 にまで も

達 せ ん。」(教 義 と聖 約65：2)

私 た ちが受 け継 い でい る教 会 の歴 史は 実

に偉大 な もの です。 しか しこの行 く手 に待

ち構 えて いる歴 史は，一 人一 人 の会 員 に と

って， また一 つ一 つ の教 会 ユ ニ ッ トに とっ

て， さ らに偉大 な ものな ので す。 とにか く，

その歴 史 は韓 国， フ ィ リピ ン， ア ンデ ス，

そ して全 ステ ーキ部 の 中 で毎 日毎 日築 き上

げ られ て いま す。

様 々な時 代 の人 々が新 エル サ レム に思 い

をはせ， その思 い を駆 り立 て られ て きま し

た。 それ はこ の時代 の教 会 員 に も言 える こ

とで す。 私 た1ちは， キ リス トが 「御 自ら地

上 に王 とな りて 治 め」 た もう 日を待 ち望 ん

で い ます。(信仰 箇 条第10条)し か し，マ ラ

キ は予 言者 として次 の よ うに間 いか け て い

ます。 「そ の来 る 日に は， だ れ が 耐 え 得 よ

う。 その あらわ れ る時 には， だれが 立 ち得

よう。」(マ ラキ3：2)私 た ちの 足跡 は将

来教 会 の歴 史の 中 の1ペ ー ジ と して 残 され

る ので すが， 自分の 心 と家庭 の 中 に シオ ン

を築 き， 主 が来 られ る 日に耐 え られ るよ う

準備 を し ようで は あ りませ んか。 キ ンボ ー

ル大 管長 は私 たちの 人生 を， そ して家庭 を

美 しい もの にす る よ うに と何 度.も言 って こ

られ ま した。 また， キ リス トの ような， よ

り献 身的 な働 きをす るよ うに求 め てお られ
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ます。

予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス を通 して 回復 さ

れた イエ ス ・キ リス トの福 音 は， 人 を救 い

に導 く神 の力 で あ ります。 また， イエ ス ・

キ リス トは 人類 の救 い主，1腰い主 であ り，

父な る神 は生 き てお られ ます。 そ して， ス

ペ ンサー ・W・ キ ンボー ル大管 長 は今 の時

代 に遣 わ され た主 の生 け る予 言者 であ る こ

とを証 します。 ホー ル ・イ ン ・ザ ・ロック

の 開拓者 たちが テイ ラー大 管長 の 召 しに応

えた よう に，私 た ち も主 の予 言者 の声 に聞

き従 うな ら， キ リス トが 「王の 王，主 の主 」

(黙 示19：16)と して 地 を 治 め た もう時 の

た め備 え をす る こ とにな るの です。

私 た ちは 主の 来 られ る 日に耐 え るこ とが

で き るよ う今 備 えなけれ ばな りませ ん。 そ

して試 し と逆境 の時 を乗 り越 える こ とによ

って， それ を将 来 の教会 の歴 史の道 しるべ

とす る こ とがで き るの で す。私 たちが それ

ぞれ の持 ち分 を果 た し， また それ によ っ宅

主 と隣 人 に愛 を示 す ことが で きる よう に，

イエ ス ・キ リス トのみ名 によ って祈 る もの

です。 アー メ ン。
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愛は家族を癒す力

七十人第一定員会会員

F・エンツィオ ・ブツシエ

人
類 の歴史 を振 り返 ってみ て， 現代 ほ

ど結婚 と家庭 が 危機 に さ らされ て い
ー

る時代 は あ りませ ん。過 去 におい て， 家族

が一緒 に生 活 す ると いう きわ めて 自然 な形

を生 み 出して いた 周囲 の状 況 は， その ほ と

ん どが姿 を変 えて し まい ま した。 しか もそ

の変化 は， 過去 わ ずか70年 とい う短 期 間 の

間 に起 こっ たので す。

ほ ん の一 昔前 まで， 一般 の家 庭 では ，，さ

さや か な生 活 を営 む ため に家族 が 一 日中働

か なけれ ば な りません で した。 そ して夜 に

な る と火 を囲 ん で集 ま り， 歌 を歌 っ た り，、

個 々の経験 を語 り合 った りしなが ら， 家族

の絆 を楽 しんだ もの です。 これが 自然 の教

育 であ り，喜 び であ りま した。 また， 円満

な家 庭生 活 に欠か せ な いほぼ 完壁 な環 境 が

そこ にあ りま した。

今 日， ラ ジオ， テ レビ， 印刷 物 ， そ の他

現代 文 明が生 み 出 した数 多くの媒 体 が，文

字通 り源 とな って測 り知 れ ない影 響 を与 え，

歴 史上 家族 が果 た して きた文化 的な役 割 を

根 底か ら覆 して しまい ま した。 結 婚 と家庭

が この よ うな苦境 に立 たさ れて い る時代 に，

主 は末 日の予 言 者 を通 して， 夫婦 間 の永 遠
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にわた る誓約 を回復 さ れ ま した。 そ して，

家族 の真 の 目的 を悟 る とい う責 任 を私 た ち

に課 せ られ た ので す。

この誓約 は そ っ くりそ の まま， 末 日の世

に啓示 され た福 音 の真理 の 中心 とな り，後

の 予言 者 デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ大管 長 は

これ を簡潔 な言葉 で次 の よ うに表 わ し まし

た。 「いかなる成功 も家 庭 における失敗 を償

う ことは で き な い。」(Co瞬 名6n661弛 ρoπ

「大会 報告 」1964年4月
，p.5)今 日の結

婚 生活 で は， 主が 私 た ちに授 け て下 さ った

力 を育 み， 完 全 な もの と し， 実際 に活 用 し

なけれ ば， 昔 の規 範 に従 っ て も無 意味 で す。

主 が授 けて下 さ っ たそ の力 とは， 最大 の戒

め， す なわ ち 「互 いに愛 し合 い な さい」 と

い う戒 めの こ とです。

2千 年近 く もた った今 日で も， 世 の 人々

は マタ イ伝 第5章 に記 され てい る救 い主 の

言葉 を受 け 入れ よ う とし ません。

「『隣 り臼人を愛 し
，敵 を憎 め』と言 わ れて

い た こ とは， あ な たが たの 聞 いて いる とこ

ろ であ る。 ビ

しか し， わ た しはあ なた が た に言 う。 敵

を愛 し， 迫害 す る者 の ため に祈れ 。」(マ ，タ

イ5：43-44)

キ リス トが教 え てお られ る この愛 は， 世

の 中の 愛 とは異 な って い ます。 そ れは， 素

晴 ら しい 人や，行 な いが立 派で 尊敬 に値 す

る人，能 力 を備 えた影響 力 の ある 人 を愛す

るだけ には とど ま りません。 天 の 父 なる神

は 末 日の予 言者 を通 じ，神 の愛 を， す なわ

ち俗世 か らの影 響 にお びや か され る こ との

ない天 よ りの 力 を育 む よう に呼 び かけ て お

られ るの です。 モ ルモ ン経 の予 言者 二 一 フ

ァイ に よれ ば， この神 の愛 は だれ もが た ど

りつか ね ばな ら ない もの で 「どん な もの よ

り も好 まし い もの 」(1二 一 フ ァイ11：22)

です。

しか し， 同 じくモ ルモ ン経 の偉 大 な指導



者 ベ ン ジャ ミン王 の教 え によれ ば， 私 た ち

が 肉欲 に従 う状 態 にい る限 り， こ の愛 は私

た ちの 内 に存在 しませ ん。ベ ン ジャ ミン王

は 「肉欲 に従 う人 は神 の敵 で… … ある」(モ

ー サヤ3：19〉 と説 明 して い ます。 私 た ち

は神 の敵 で あ る肉欲 を克服 しなけれ ば な ら

な いの です。 その ため に は， ベ ンジ ャ ミン

王 の言葉 によれ ば， 聖 きみ た まの導 きに従

い， 文字 通 り神 と誓 約 を交 わす こ とで す。

つま り，救 い主の 贈罪 を受 け 入れ ，「幼 児の

よ う に従順 で柔和 で謙 遜 で忍 耐 で愛情 に富

み，幼 児 が その 父 に従 う よう に， 主 が負 わ

せた もうすべ て の こ とに喜 んで 服従 」す る

こ とです 。(モ ーサ ヤ3：19)

何 と力強 い メ ッセー ジ，何 とチ ャ レン ジ

に あふれ た責 任 で し ょうか。 私 た ちは 日々

決意 を新 たに して， 神 が その子 供 た ちに授

け られ た この重要 な戒 め を生 活 の 中心 とし

な けれ ば な らない ので す。

モル モ ン経 の予言 者 モ ロナ イは， どう し

た ら この愛 に到 達 で きるか 説明 して いまする

「この愛 は キ リス トの純粋 な愛 であ って

永遠 につず くもの であ る。従 って終 りの 日

に この よ うな愛 を持 って いる 人は さ いわ い

で あ る。

それ で あるか ら， 私 の愛 す る兄弟 らよ，

あ な たた ちは， 神 が御子 イエ ス ・キ リス ト

に真 に従 う者 たち に一 人 のこ らず与 えた も

うた この愛 で 自分 た ちの胸 を満 す た めに あ

りた けの心 をつ くして御 父 に祈 れ 。」(モ ロ

ナ イ7：47-48)

天 父 が私 た ち に望 ん で お られ る こ とは，

この無 条件 の 愛で 自分 自身 を満 た す こ とで

す。 これ はす なわ ち， 日々の十 字架 を 自ら

負 って謙 遜 な心 で主 のあ とに従 え という訓

戒 を受 け 入れ るた め に， 備 え る こ とで す。

救 い主 は マタ イ伝10章 で次 の よ うに述 べ て

お られ ま す。

「自分 の十字 架 を と ってわ た しに従 っ て
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こ ない者 は わた しにふ さわ し くない。

自分 の命 を得 て いる者 は それ を失 い， わ

た しの ため に 自分 の命 を失 って いる者 は，

それ を得 る で あろう。」(マ タイ10：38-39)

永 遠 の誓詞 と誓約 の 中で無 条件 の愛 を基

に築 かれ る結婚 は， 現代 社会 で しば しば見

られ る よ うな， ふ た りの 自己中心 的 な者 同

志 の生 活 とは まう た く無 縁 です。 神 の愛で

あ る無条 件 の愛 を礎 石 とすれ ば， 結婚生 活'

に離婚 とい う言 葉 は浮か ん で きませ ん し，

短 期 間 の別居 でさ え耐 えが た い苦 痛 にな り

ま す。 別 居 や離婚 は弱点 の現 わ れで あ り，

時 には邪 悪 の しる し とな る もの です。

主 は結婚 の誓 約 の神聖 さにつ いて， 明確

に教 えてお られ ま す。 マ タイ伝 第19章 に，

救 い主 がパ リサイ 人 に語 られ た言葉 が次 の

よ う に記 され てい ます。

「さてパ リサ イ人た ちが …… 言った
，『何

か の理 由で， 夫 が その妻 を出す のは， さ し

つ か えな いで し ょうか』。

イエ スは答 えて言 わ れ た，『あなたがたは

ま だ読 ん だこ とがないのか。「創 造者 は初 め

か ら人 を男 と女 とに造 られ， そ して 言わ れ

た， それ ゆえ に，'人は 父母 を離 れ， その妻

と結 ば れ， ふ た りの者 は一体 とな るべ きで
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あ る」。彼 らは もは や，ふ た りでは な く一 体

であ る。 だか ら，神 が合 わ せ られ た もの を，

人は離 しては な らな い』。

彼 らは イエ ス に言った，『それで は，なぜ

モ ーセは， 妻 を 出す場合 には離 縁状 を渡せ ，

と定 めた ので すか』。

イエ スが言 われ た，『モーセはあな たが た

の心 が， か た くなな ので， 妻 を 出す こ とを

許 したの だが ，初 め か ら そ う で は な か っ

た。』」(マ タイ19：3-8)

心 をか た くな に して苦 しむ こ との ない よ

うにす る唯一 の方 法 は， キ リス トが説 明 し

て お られ る よう に，愛 の 力を 自らの 中 に培

うこ とで あ り， この愛 の賜 を文 字 通 り天 父

に願 い求 め る ことで す。 そ して， 主 なる キ
おさな ご

リス トの 蹟 罪 を 通 し て聖 徒 と な り， 幼子

の よ うにへ りくだ って無 条件 の愛 で満 た さ

れ る こどです。 この愛 を身 に まと うこ とに

よって みた まを受 け， み た ま と共 に生 活 す

る こ とに よって， 日々の チ ャ レン ジを克 服

す るた め に必 要 な導 き を受 け る ので す。

私 た ちは不 完全 な 肉体 を持 ち なが ら， 完

成 に向 か って努 力 して います。 時 には その

途上 で， 家族 や伴 侶 で さえ も， 自分 の行動

を妨 げ る敵 の よう に思 える こ とがあ ります。

そ して， 力 と しての愛 が 必要 とされ， 試 さ

れ る時 が くるの です。 最 もわ ず か な愛 しか

備 えて い ない人 が，最 も愛 を必要 とす るか

らです。

終 わ りにあた り，私 が 経験 した こ とをお

話 したい と思 います。 あ る 日の こ とです ，

私 は急 な用事 が で きて普段 な ら家 には いな

い時間 に帰宅 しま した。私 が 奥 の部 屋 にい

る と，学 校 を終 えて 帰 ったば か りの11歳 に

なる息子 が妹 に下 品 な言 葉 を浴 びせ て いる

の が聞 こ えて きま した。 息子 の 口か らその

よう な言葉 を聞 こ う とは夢 に も思 わ なか っ

た私 は， ひ どく腹 をたて ました。 怒 りのあ

ま り立 ち上 が り，息子 を しか りに行 こう と
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し ま し た 。 しか し幸 い な こ と に ， 、壱、子 の と

ころへ行 くに は，部 屋 を横 ぎ って ドア蓮開

け な けれ ばな りませ ん で した。 その数秒 間

に， 私 は この事 態 を正 しく処理 で き るよ う

に真 心 か ら天 父 に祈 るこ とを忘 れ なか っ た

の です。 私 の心 は平 安 を と り もど し， 怒 り

はす でに 消え て いま した。

私 が 家 にい るの を知 っ た息子 は激 し く動

揺 し，私 が 近 づ くにつ れ て恐 れの 色 を濃 く

しま した。 とこ ろが驚 い た こ とに， 私 は こ

う言 った ので す。 「や あ，お帰 り」そ して手

を差 し伸 べ て握 手 を した ので す。 それ か ら

ご く普通 の態度 で 息子 を居 間 に招 き 入れ，

、ζ・た りで話 を す るた め に近 くに座 らせ ま し

た。 私 の 口か ら は息子 へ の愛 を表 わ す言葉

が 出 てき ま した。私 は息子 に， すべ ての 人

が 日々心 の中 で戦 い を してい る こ とにつ い

て話 し ました。

そ して 、冒、子 を信頼 して い るこ とを伝 え る

と，.息子 は泣 き 出 して， 自分 の ふさ わ し く

ない行 な い を告 白 し， 激 しく 自分 を責 め始

めた ので す。 こ うな る と私 の役 目は，、息子

の罪 を正 しく見 すえ， 息子 に慰 めを与 え る

こ とで した。私 たち は素 晴 ら しいみ た まに

包 まれ ， しまい には互 い に涙 を 流 し， 愛 に

満 た され て抱 き合 い ま した。 そ して喜 び が
1訪 れ た

の です。 父 と息子 の悲惨 な対 立 に も

な り得 た この 出来事 が， 天か らの力 に助 け

られ， ふ た りの 間 に忘 れ る こ とので き ない

最 も麗 しい経験 を残 して くれ ました。

兄弟姉 妹 の皆 さん， 神 は生 き てお られ ま

す。 この教 会 は神 の教 会 で あ って，現 代 は

まさ に備 え と警告 の時 で す。 もし私 た ちが

神 か ら命 じられ た よう に， 力 として の神 の

愛 を完 全 に行使 して いな けれ ば， 私 た ちの

結婚 生 活 は堅 固 な もの とな らず， 家庭 は 弱

体 化 し，私 た ち 自身 の救 いは 危 う くな る こ

とで しょう。 これ らの証 を， イエ ス ・キ リ

ス トのみ 名 によ り 申 し上 げ ます。 ア ー メ ン。



神殿の目的

七十人第一定員会会員

W・グラント・バンガーター

本
日この部 会 で教 会幹 部 の方 々 が神殿

につ いて話 をされ ま した。 昨年 の11

月 にな ります が， ジ ョー ダ ン リバー神 殿 の

献 堂 式 の際 には，5日 間 にわ た り毎 日3回

の セ ッシ ョンが行 な われ ま した。 しか し，

それ で もすべ て を語 り尽 くす ことは で きま

せん で した。 私 は こ こに，神 殿 につ いて お

話 す る機 会 に恵 まれ ま した ので， 神 殿の も

つ 目的 につ いて 説明 してみ たい と思 い ます。

末 日聖 徒 はひ とつ の民 として， 神 殿の 中

で素 晴 ら しいみ業 を成 し遂 げて き ま した。

亡 くな った先 祖 の名 前 を調べ ， 記録 か ら人

名 を抄 出す るた め に働 き，死 者 の貝費いの た

め に， また 自分 自身 の ため に儀 式 を執 行 す

る な ど， 実 に献 身的 に奉 仕 して い ます。 す

で に16，000名 以 上 の神殿職 員 の 方々 が神 殿

で奉 仕 して お られ， その数 は，福 音 を宣 べ

伝 え る専 任宣 教 師 の数 に迫 りつ つ あ ります。

今 は ま さに， 予言 の成 就 す る時 です。 イ

ザ ヤは2，700年 前 に こう告 げ てい ます。

「終 りの 日に次 の こ とが 起 る。主 の家 の

山 は， もろ もろの 山 のか し らと して堅 く立

ち， もろ もろ の峰 よ り も高 くぞび え， すべ

、聖徒 の道/1982年7月 号
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ての 国 は これ に流れ て き， 多 くの民 は来 て

言 う，『さ あ，わ れ われ は主 の 山に登 り，ヤ

コブの神 の 家へ 行 こ う。・彼 は その道 をわ れ

われ に教 えられ る， わ れわ れ はその 道 に歩

もう』 と。律 法 は シ オ ンか ら出，主 の言葉

は エル サ レムか ら出 るか らで あ る。」(イ ザ

ヤ2：2-3)

この言 葉 の意 味 す る ところ， その深遠 さ，

そして その 力 は，神 殿 を知 る者 で なけれ ば

理解 で き ませ ん。

神 殿 に関 して言 え ば， 私 た ちは現 在， 目

覚 ま しい発 展 の時期 にい るの です。 先週 ，

新 たに4つ の神 殿 の建 設 が発表 され まし た。

過去2年 間 を振 り返 って みる と，計 画 の段

階 に ある神 殿 や工事 中の神 殿 も含 めて， そ.

の数 は21か ら41に 急増 してい ます。 この間

に，3つ の神殿 が献 堂 さ れ，業 務 が開始 さ

れ ま した。 この よう な こ とは， 教会 歴 史上

か って なか っ た こ とです。 今 で は教 会の各

地 で ステ ーキ部 大会 が開 かれ， 末 日聖徒 は

主 の宮居 で奉仕 す る とい う使 命 につ いて さ

らに教 え を受 け られ る よう にな りま した。

しか し， ここ で少 々話 して お く必要 が あ

る と思 うので す が，神 殿 につ い て， その意

味 を十分 に理解 して い ない誤 った考 えが皆

さん の中 に広 ま って い ます。 例 えば， 次 の

よ うに言 う人 が い ます。

1.私 の 系図 は全 部終 わ りま した。

2. コ ン ピュー ター や 人名抄 出 プ ログラ ム

が，私 に代 わ って系 図 をや って くれ ま

す。

3.神 殿 活動 は死 者 の ため の もので す。

4.神 殿 活動 は 老 人の す るこ とです。

5』・身代 わ りの 名前 を も らう ため に神 殿 に

行 き ます。

6.神 殿 は参 入 して も しな くて もよい と こ

ろ です。
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聖 典 を研 究す る とわか ります が， 神殿 の

教義 は末 日聖 徒 に次 の こと を求 め て います。

…几

の 百 昌1一 こ こ

参 入す る。一
3亡 くな った 且の'わ りの 式 を行

カ'ワ め に び 参 入 す る 。

4一 力 、

5.自 ら霊 的な糧 を得 るた め に しば しば参

匹

それ では， これ らの神 殿 は何 の ため に存

在 して いる ので しょうか。

.つ ム の ため にあ

】、ツ"。 神 殿 は参 入 して もしな
.

くて も良 い とい う もので は あ りませ ん。 聖

典 には， 神殿 につい て次 の よ うに記 され て

い ます。「福 音 のた め に働 く仕事 に召された

るこ とご とくの 人々 を教 うる一 つの場 所 と

な り，か くて，彼 らが… … この世 の神 の王

国 に関す る すべ ての こ とに於 て 完 き者 とな

るを得 んた めな り。」(教 義 と聖約97：13-

14)「 この故 に，われ 誠 に汝 らに告 ぐ，汝 ら

の濯 油 の儀 ， 汝 らの聖 なる 洗 い…… 汝 らの

聖会 ……聖 き所 に於 け る汝 らの神 託 …… シ

オ ンのす べ ての市 制 〔換 言 すれ ば シオ ンの

.市 民 〕の栄 と誉 とエ ンダ ウ メ ン トは， わ が

聖 き名の た め に建 て よ とわが 民 の常 に命 ぜ
さだ

らるるわ が聖 な る宮居 の儀 式 に よ りて制 め

らるるな り。」(教 義 と聖約124：39)

神殿 にお ける エ ンダウ メ ン トは， バプ テ

スマ と同 じく， 教会 員 に と って欠 くこ との

で きない聖 なる祝福 なの です。 エ ンダウ メ

ン トの後 には，.妻を未 に， 子供 を両 親 に結

び固 める儀 式 があ ります。 これ らの祝 福 な

くして，完 き福 音 は存 在 し ませ ん。 モロ ナ

イは次 の ように述 べています 。「も し蕪 らず
すた

ば，主 の来 る時 ，全 地 は こ とご と く荒 れ廃
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れん。」(教 義 と聖約2：3)

神殿 か ら遠 く離 れ た地域 では， まだこ の

祝 福 にあ ずか っ てい ない家 族 が数 多 くあ り

ます。 神殿 が献 堂 され て か ら数 世代 に もな

る地域 で さ え， 半分 の家族 しか結 び 固め を

受 け てい ませ ん。神 殿 事業 は， 教 会 の生 け

る会 貝 の ため に ある ので す。

第2に 】 ， 弓

と幽 。聖 典 や教 義 の 中に は， こ

の死 者 につ いて さら に具 体 的 に述 べ られ て

います。マ ラ キは， 「父の 心 をその子 供 た ち

に向 けさせ ，子 供 た ちの心 をその 父 に向 け

させ る」(マ ラキ4：6)と 言 い ま した。ジ

ョセ フ ・ス ミス は， 私 た ち に縁 ある死 者，

私 た ちの 死 者 のた めの 神 殿 の 祝 福 を 強 調

しま した。(教 義 と聖 約124132-36;127：

5-6;128：8，14-15参 照)つ ま り，

中心 は 家族 に ある ので す。私 たちが まず行

な うべ き こ とは，亡 くな った親族 を探 す こ

とです。

皆 さ んの 系図 は， 完全 に終 わ ったわ けで

は あ りませ ん。私 の祖 父母 は今 か ら55年 前

に， 先祖 の ため の神 殿 の儀 式 は すべ て終 わ



った と考 えて い ました。 とこ ろが， そ の後

私 の家族 は， さ らに1万6千 入の親 族 の名

前 を探 しあて ま した。新 しい神 殿 を建設 中

の地 域 で は， この業 は始 まっ たばか りです。

多 くのス テー キ部 で 人名抄 出プ ログ ラムが

実施 され， 大勢 の教 会 員 の献 身 によ り成果

をあ げて い ますが， この 中に は私 た ちに近

い世 代 の死 者 は含 まれ て いませ ん。 ですか

ら， この プ ログ ラム は， そ うい った私 た ち

の比較 的最 近亡 くな った親 族 を救 う こ とは

でき ない で し ょう。 しか し， それ よ りさ ら

にさ かの ぽ った世代 の死者 を探 求 す る時 に

は，測 り知 れ な い価値 を持 つ プ ログ ラム で

す。

もうひ とつ忘 れて な らな い ことは， 神 殿

の儀 式 は名前 の ため では な く人 のた め に行

なわ れ る とい うこ とです。私 た ちが 「死者 」

と呼 ぶ人 々 は，霊 界 で，生 き てお り，神 殿 の

中 に実 在 す るの です。

したが って教 会 の 目的 は， 神 殿が 完成 し

た時 にそれ を受 け入 れ る ことが で きる よう

に，聖 徒 た ち を備 え るこ とに あ ります。世

界各 地 に神 殿が で きて も参 入す る 人が いな

けれ ば， 何 と も残念 なこ とで す。 人々 を備

えさせ るひ とつ の方 法 に， 力強 い説 教が あ

げ られ ます。 私 た ち は力強 い説 教 を聴 く と，

罪 の意識 を感 じ るこ とが あ ります。 しか し，

2週 間 もす る と その意 識 は しだ いに薄れ ，

や が ては ま った く感 じな くな ります。 それ

で は 人々 を備 え させ る ものは何 か， その答

えは神権 指 導者 の肩 にか か って います。

チ リの場 合 を例 にと ってみ ま し ょう。 サ

ンチ ア ゴに神 殿 を建 設す る とい う発表 が あ

った時 ，私 の仕 えて い た地域 には10万 人の
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会 貝 がい ま したが， 神権 者 は わ ずか3千 人P

しか い ませ ん で した。神 権 を持 って いな け

れば神 殿 に入 れ ませ んか ら， これ で はわ ず

かな会 貝 しか 資格 を得 られな い こ とにな り

ます。 そ こで私 たち は決心 しま した。 少 な

く と も1万 人 の兄弟 たち を備 え させ て， 彼

らが神 権 を受 け，忠 実 な伴 侶 と共 に神 殿 に

参 入 でき る よう に しよ う， と。

また， チ リの聖徒 たち も責任 を引 き受 け

ま した。 それ は神 殿が 完成 す る まで に，亡

くな った先 祖 を調 べ て10万 人 の名 前 を準備

す るこ とです。 この よ うな準備 は，他 の地

域 で も現在 行 なわ れ てい ます。

さ て，神 殿 が建 て られ てか ら久 しい地域

では， この機会 に決 意 を新 た に し， 引 き続

き準備 を怠 らな いよ う に しま し ょう。 これ

は， ホー ム テ ィーチ ャー， 定 貝会 会 長， 監

督 ， とりわけ大 祭 司， そ のほ か福 音 を教 え

る業 に携 わ るすべ て の人 々の仕 事 で す。私

の知 って い る長 老 定 員会 の会 長 は， 定員 会

会員 が全 員神 殿 に参 入で き る よう に必要 な

援 助 を与 え る とい う 目標 を立 て ま した。最

初 の報 告 では，6人 を除 いて 皆 その 資格 を

得 ま した。 彼 が解 任 され る まで に， さ らに

6人 の内3人 が神 殿 に参 入 し ました。 残 り

の3人 も， その後 定員 会 会員 に助 け られ て，

資格 を得 られ る よ うにな りま した。

毎 日神 殿で働 く とい う特 権 に恵 まれ， 私

は そこで授 け られ る祝 福 が豊 か で栄光 に満

ちた神 聖 な もの であ る こ とに， いつ も心 を

動 か され ます。 神 殿 で行 なわ れ る儀 式 につ

いて 質問 を受 け る こ ともあ りま す。 もちろ

ん， それ は神聖 な もので すか ら， 神 殿外 で

話 す こ とは許 され て い ません。 また あ る人

か ら， 神 殿 に初 めて参 入 す る人 が まごつ か

な いよ うに， オ リエ ンテ ー シ ョン を頼 まれ

る こ ともあ りま す。 私 が特 に強調 してお き
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たい こ とは，神 殿 に参 入 する ため の準備 は

福音 にあ る とい うこ とで す。神 殿 で語 られ

行 なわ れ る こと は， す べ て聖典 にそ の基 を

置 い てい るの です。

福 音 とは，主 イエ ス ・キ リス トを信 じる

信仰 です。 これ は， 喜 ん で主 の教義 を受 け

入 れ， 主 のみ名 を受 け， 主 の戒 めに従 う こ

とを意 味 しま す。福 音 とは，悔 い改 めで あ

り， あ らゆる 罪か ら清 め られ る こ とです。

また， 誓約 と約 束 を交 わ すバ プ テス マで あ

り， 聖霊 を伴侶 とす る権 利 で す。聖 霊 は，

私 た ちが ふさ わ しい状 態 にあ れ ば， 神 殿 の

儀 式 を受 ける時 に導 き と教 え を与 え て下 さ

いま す。 福 音 とは聖 典 で す。神 殿 に関 す る

ほ とん.どの質 問 の答 えは， 自ら聖典 の中 に

見 い だす こ とがで き るで し ょう。福 音 とは，

祈 りであ り，謙 遜 さであり，素 直 な心 であ り，

キ リス トの愛 です。 それ は約 束で あ り，，誓

約 で あ り， そ して祝 福 で もあ ります。

最 後 に教 師 や監督 ， ステー キ部長 の方 々

に勧 告 したい と思 い ます。 一度 参 入 した だ

けで神 殿 につ いて 完全 に理 解 で きる 人は，

もちろんいませんが，も し皆 さ んが主 の 民 を

神殿 参 入 に備 えさせたいと思 うならば，福 音

を教 えて下 さ い。神 殿 で行 なわ れ るこ とを

教 え よう と して はい けませ ん。 それ を学 、ζミ

ため に神 殿 に行 くの です か ら。 福 音 の原 則

を生 活 の 中 に確 立 していれ ば， 神 殿 で行 な

わ れ るこ とは き ちん と理 解 で き るは ずで す。

まだ確 立 して い なけれ ば， ほ か の ことを し

て も役 立 ち ません。 この知 識 を身 につ け て

いな い人 は神殿 に参 入すべきではないのです。

神 の恵 みが主 の 民 の中 にあ って， 聖徒 た

ちが この祝 福 に あずか り， 神殿 の中 で聖 な

る儀 式 を行 な う こ とが で き ます よう に。 イ

エス ・キ リス トの み名 に よ り心 か らお祈 り

しま す。 アー メ ン。



「救 い主
，イエ スJ

十二使徒定員会会員

デビツド・B・ヘイド

少躍講灘禦諏難
ん」(讃 美歌170番)を 歌 った 時の気 持 ち を

思 い出 して み て いた だき たい と思 い ます。

私 は， この 偉大 な讃 美歌 を歌 って い る間 に

感 じた あふ れ 出 るよ うな愛 ほ ど偉大 な愛 を，

味わ った こ とが あ りませ ん。 これ は救 い主

が教 えられ た愛 で す。

皆 さ んす べ てが この場 で体 験 され た こ と

を思 い起 こ し， 記憶 して， 記録 にと どめて

おか れ る よう希望 い たし ます。 お そ らく こ

の場 で私 た ち の予 言者 を見 上 げて いた時 の

ような気 持 ち は，言 葉 には 尽 く し難 い もの

か も しれ ませ ん。 私 も皆 さん と同様 に胸 か

ら込 み上 げ て く るの を感 じて い ました。 ど

うか この ことが 皆 さん個 人の歴 史 に残 りま

す よ うに。

さて， 人種 や 環境 を問わ ず， あ らゆ る人

人の心 の 中 には， 今持 って い ない ものへ の

た とえ よ う もない あ こがれ が あ ります。 こ

のあ こが れ は慈 悲深 い創 造 主が 授 けた も う

た もの です。

この あ こがれ の気 持 ちが ， それ を満 足 さ

せ る ことの で きる た ったひ と りの方 に導 か
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れ る こ とは，神 が意 図 され た こ とで した。

そう です。 私 た ちは永遠 の神 の御 子 キ リス

ト ・イエ スの 中 にこ そ， その完 き を見い だ

す ので す。 パ ウ ロは次 の よう に指 摘 しま し
み むね ロ

た。「神 は，御 旨 によ って，御 子 の うち にす

べ ての満 ちみ ちた徳 を宿 らせ… …。」(コ ロ

サ イ1：19参 照)

、イエ ス ・キ リス トはこの世 の救 い主 ，贈

い主 と して選 ばれ聖 任 され た， た ったひ と

りの御方 です。 主 は ジ ェレ ドの 兄弟 に こう

冒 われ ま した。

「見 よ， われ は わが民 を腰 うため に創世

の前 よ り備 え られ た る もの な り。 わ れは イ

エ ス ・キ リス トな り。… …わ が名 を信 ずる一

切 の者 はわれ によ りて永 遠に光 を受け(る)。」

(イ テル3：14)

主 は弟 子 た ち に教 えま した。「わた しが天

か ら下 って き たの は， 自分 の こころ のま ま

を行 うため で はな く， わた し をつか わさ れ

たか た のみ こ とろ を行 うた めで ある。

子 を見 て信 じる者 が， こと ご とく永遠 の

命 を得 る こ となの であ る。 そ して， わた し

は その 人々 を終 りの 日に よみが え らせ る で

あ ろ う。」(ヨ ハ ネ6：38，40〉
がいせん

今 日多 くの 人々 は，主 の エル サ レム凱旋

入城 を記 念 して ， し ゅろの 日曜 日を祝 って

い ますρ 群 衆 は， マ タイや ヨハ ネが 記 した

よ う に 「自分 た。ち の上着 を道 に敷 き」(マ タ

イ21：8)， 「し ゅろの枝 を手 に取 り， 迎 え

に 出て行 った」(ヨ ハ ネ12：13)の です。

それ は年 に一 度 の過越 の祭 の時 で した。

当時 サ ン ヒ ドリンの大祭 司 たち は， イエ ス

を捕 らえ， 死 に陥れ る ため にい ろい ろ と策

略 を巡 ら して い ました。 そ して機 会 が訪れ

た と思 った の です。
すぎこし

過 越 の祭 の前 日， イエ スは弟子 た ち に，

教 え を授 け る ので皆 で集 まれ る部 屋 を捜 す

よ う にと指 示 され ま した。 そ してそ の部屋

で， イエ スは十 二使 徒 と食 を共 にさ れ まし
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た。 食事 が 終わ る と， 主 は弟 子 た ち に教 え

を施 され ま した。 そ して彼 らの 足 を洗 い，

こう言 われ ま した。

「あな たが たは わた し を教 師 ， また主 と

呼 ん でい る。 … … わた しは その とお りであ

る。

しか し， 主 で あ り， ま た教師 で あ るわ た

しが ，あ なた が たの足 を洗 ったか らには，

あ なたが た もま た， 互 に 足 を洗 い合 うべ き

で ある。」(ヨ ハ ネ13：13-14)

そ して， 主 は弟子 たち を教 えて 言 われ ま

した。

「今や 人 の子 は栄光 壷受 けた。神 もまた

彼 に よって栄光 をお受 け に な った。

子 た ち よ， わ た しは まだ しば ら く， あ な

た がた と一 緒 にい る。 あ な たが たは わ た し

を捜 す だ ろうが， す で にユ ダヤ 人た ち に言

った とお り， … … 『あ なた がた は私 の行 く

とこ ろに来 る こ とはで きな い』。

わ た しは，新 しいい ま しめ をあ なたが た

に与 える， 互 に愛 し合 いな さい。 わ た しが

あな たが たを愛 した よう に， あ な たが た も

互 に愛 し合 い なさ い。

互 に愛 し合 うな らば，それによって，あな

たが たが わた しの弟 子 で ある こ とを， すべ

ての者 が認 め るで あ ろう。」(ヨ ハ ネ13：31，

33-35)

また，続 い て こう言 われ ま した。

「あ なたが た は， 心 を騒 がせ ないが よ い。

神 を信 じ， また わた しを信 じな さい。

わた しの父 の家 に は， す まいが た くさ ん

あ る。 も しなか った な らば， わ た しはそ う

言 って おいた で あろ う。 あ，なた がた のた め

に，・場所 を用 意 し に行 くのだ か ら。

そ して，行 って場所 の 用意 が でき たな ら

ば， またきて ， あな たが た をわ た しの とこ

ろに迎 え よう。 わた しの お る所 にあ なた が

た もお らせ るた めで あ る。

わ たしが ど こへ行 くの か， そ の道 はあ な
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た が た にわか っている。」(ヨ ハネ14：1-4)

トマ スは 聞き ます。「主 よ，どこへ お いで

に なる のか， わ た した ち にはわ か りませ ん。

どう して その道 がわ か るで しょう。」(ヨ ハ

ネ14：5)す ると主 は こ う答 え られ ま した。

「わ た しは道 で あ り， 真理 で あ り， 命で

あ る。 だれ で もわ た しに よ らない では， 父

の み も とに行 く ことは で きな い。

もしあ なた がた がわ た しを知 って いた な'

らば， わ た しの父 を も知 った であ ろ う。 し

か し， 今 は父 を知 って お り， ま たすで に 父

を見 たの であ る。」"(ヨハ ネ14：6-7)

「わた しは 父か ら出て この世 にき たが，

また この世 を去 って， 父 のみ もとに行 くの

であ る。」(ヨ ハ ネ16：28)

「あ なた がた が父 に求 め る ものは なん で

も， わ た しの名 によ って下 さる であ ろ う。」

(ヨ ハ ネ16：23)

二 階の 広 間で， イエ スは聖 餐 としてベ ン

を と って さ き，祝 福 し， 弟子 た ち にお配 り

に な って こう言 われ ま した。

「これ は
， あ なた が たの ため に与 え るわ

た しのか らだで あ る。 わ た し を記念 す るた

め， この よう に行 いな さい。
さかずき

・この杯 は
， あな たが たの た め に流 す

わ た しの血 で立て られる新 しい契約である。」

(ル カ22：19-20)

聖 餐 を教 え られ た後， 救 い主 は こ う説 明

され まし た。 「わ た しが 去 って行 くこ とは，

あ なた が たの益 にな るの だ。 わた しが去 っ

て行 か な けれ ば， あ なたが た の とこ ろに助

け主 はこ ない であ ろ う。 も し行 け ば， それ

をあ なたが たにっかわ そう。」(ヨハネ16：7)

救 い主 は使徒 た ち と従 う者 た ちの ため に

祈 られ ま した。

「父 よ
， 時 が きま した。 あ な たの子 が あ

なた の栄 光 を あ らわす よう に， 子 の栄光 を

あ らわ して下 さ い。

あ なた は，子 に賜 わ ったす べ ての者 に，



永遠 の 命 を授 けさ せ るた め， 万 民 を支配 す

る権 威 を子 に お与 え にな った ので すか ら。

永 遠 の命 とは，唯 一 の， ま こ との神 で い

ます あ なた と， ま た， あ なたが つか わ され

た イエ ス ・キ リス トとを知 る こ とであ りま

す。」(ヨ ハ ネ17：1-3)

イエ スは御 父 へ の祈 ηを終 えた後 で， 弟

子 た ち と共 に二 階の 部屋 を離 れ， ゲ ッセマ

ネの 園 に入 られ てひ と り祈 りを捧げ られ ま

す。

「わが 父 よ
， も しで きる こ とで した ら ど

うか， この杯 を わた しか ら過 ぎ去 らせ て下

さ い。 しか し， わ た しの思 いの ま ま にでは

な く， み ここ ろの ま まにな さ って下 さ い。」

(マ タ イ26：39)

この 時の 苦 し みにつ い て，主 御 自身が こ

うお っ しゃ って いま す。

「そゐ苦 しみた る や
， われ神 ，す なわ ち

おお

す べ て の 中 最 も大 い な る 者 な りと いえ ど

も痛 苦 のた め に身 をふ るわ せ， あ らゆ る毛
あ な わ びトた

の孔 よ り血 を湧 かせ ， 身 と霊 と両つ な が ら

を苦 しめ， す なわ ち この苦 き さかず き よ り
の

呑 まず して し り ごみす る も可な らん こ とを
ほ っ

欲 し た り。
しか ド ほ

然 はあ れ ど も， 父 な る神 は讃 むべ きか な。

され ばわ れ は この苦 しみ を なめ， 人 の子 ら
ととのえ

の為 に準備 を為 し終 りた り。」(教 義 と聖約

19：18-19)

「見 よ
， わ れ は神 な るに， 人 もし悔 い 改

む る な らば この苦 しみ を受 け ざ らん がた め

に， す べ ての 者 に代 りて この苦 しみ をわ が

身 に受 け た り。」(教 義 と聖 約19：16)

兵 士 とユ ダが来 る のを 見て， 主 は言 われ

まし た。「見 よ，わ た しを裏切 る者 が近 づ い

て きた 。」(マ タ イ26：46)
せっぷん

そ し て ユ ダ が 主 の ほ お に 接 吻 を し ま す 。

イ エ ス は 言 わ れ ま し た 。「友 よ ，な ん の た

め に き た の か 。」(マ タ イ26：50)， 「だ れ を

捜 し て い る の か 。」(ヨ ハ ネ18：4)
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兵 士が 言 い ま した。「ナザ レの イエスを。」

す る と主 は次 の よ うに答 え られ ました。

「わ た しが
， それで あ る。」(ヨ ハネ18：5)

こう して兵 士 た ちは イエ スを ユダ ヤ人 の

指 導者 ， 次 いで 大祭 司 カヤ パの もとへ 連行

する ので す。(マ タ イ26：57参 照)

「あ なた は神 の子 キ リス トな のか どうか
，

生 け る神 に誓 ってわ れわ れ に答 え よ。」(マ

タイ26：63)カ ヤパ が問 う と， イエ スは次

の よ う にお答 え にな りまし た。

「わた レが それ で ある
。 あ なた がた は人

の子 が力 あ る者 の右 に座 し，天 の雲 に乗 っ

て来 るの を見 るで あ ろう。」(マル コ14：62)

それ か ら イエ スは ピラ トの前 で こ う聞か

れ ます。「あ なたは ユダヤ人の王 で ある か。」

(ヨ ハ ネ18：33)

主 は 答 え ます。「わ た しの国 はこの世 の も

の セは な い。 も しわた しの 国が この世 の も

ので あ れば ，わ た し に従 って いる者 た ちは，

わ た しをユ ダヤ 人 に渡 さな い よう に戦 った
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で あろ う。」(ヨ ハ ネ18：36)

ピラ トは群 衆 に言 いま、す。 「わ た しに は，

こ の人 になん の罪 も見い だせ な い。 過 越 の

時 には， わ た しが あ なた がた の ため に， ひ

と りの 人 を許 してやるのが，あなたがたの し

きた りに なって い る。 つ い ては， あな たが

た は， この ユ ダヤ 人の王 を許 して も らいた

いゐか。」(ヨ ハ ネ18：38-39)

群衆 は 叫び ま した。 「そ の人 ではな く，バ

ラバ を。」(ヨ ハネ18：40参 照)

そこで ピ ラ トは イエ スを むち で打 ち ます。

ま た， 兵 士た ちは イエ ス の頭 に いば らの 冠

をか ぶせ ，紫 の衣 を着 せ ます。(マ ル コ15：

15-17参 照)

ピラ トは 言いま した。「わ た しは この 人 に

な んの 罪 もみ とめ ない。」(ル カ23：4)

ところが，群 衆は 叫び ます。「そ の 人を殺

せ。 … …十 字架 につ けよ ， 彼 を十 字架 につ

け よ。」(ル カ23：18，21参 照)

こう して 人々は 主 を捕 らえ， ペ テ ロは主

を3度 否定 す るの です。 主 は御 自分で 十字

架 を負 い， ゴル ゴダ の丘へ の 長 い道 を歩 ま

れ ます。 道 を埋 めた 人々 の 間を過 ぎ， むせ

び 泣 く女 た ちの傍 を通 り， 十 字架 につ けよ

と叫ぶ殺 人 者た ちの 間 を通 り， 町の 門 を通

って 「され こ うべ」 とい う意味 の ゴル ゴダ

の 丘 に行 くので す。(ヨ ハ ネ19：17参 照)こ

う して人 々は主 を 十字架 につ け ます。

イ エ スは隣 の強 盗 にこ うお告 げ に な りま

す。 「あ な た は き ょう， わ た しと 一 緒 にパ

ラ ダイ スに いるで あ ろ う。」(ル カ23：43)

イ エ スの最 後 の言葉 は こ うで した。

「婦 人よ
， ごらん な さい。 これ は あ なた

の子 で す。」(ヨ ハ ネ19：26)そ して ヨ ハネ

に向か い こう言 われ ました。「ごらん な さい，

これは あ なたの母 で す。」(ヨ ハ ネ19：27)

「父よ
，わ た しの霊をみ手 にゆだねます。」

(ル カ23：46〉

「すべ てが終 った。J(ヨ ハ ネ19：30)
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さて， 週 の初 め の 日， 夜 明 け前 に， 女 た

ち が 香料 を持 って墓 を訪 れ ， そ して 「石 が

墓 か ら ころが して あ る」 の を見つ け ま した。

(ル カ24：1-2参 照)

天使 の 声は こう尋 ね ま した。「あなたが た

は， なぜ 生 きた方 を死 人の 中 にたず ねて い

るの か。 そ のか たは， こ こには お られ ない。

よ みが え られ たの だ。」(ル カ24：5-6)こ

れ は，地 球 の歴 史が 始 ま って以 来最 も栄 光

に満 ち た 出来事 の お告 げで した。

マ リヤ は声 を聞 き ま した。「女 よ，な ぜ 泣

い て いる のか。 だ れ を捜 して いる のか。」

マ リヤ は言 い ます。「もし あな たが，あ の

方 を移 したの で した ら， ど こへ置 いた の か，

ど うぞ， お っ しゃ って下 さ い。 わ た しが そ

のか た を引 き取 ります。」

彼 女 は 「マ リヤ よ」 とい う声 を聞 き ます。

気 づ いた マ リヤ は 「ラボ ニ」 と答 え ます。

「わ た しに さわ って はい け ない。 わ た し

は まだ 父の み も とに上 って い ない のだ か ら。

た だ， わた しの兄 弟た ちの 所 に行 って，rわ

た しは，わ た しの 父 また あな たが たの 父で

あ って，わ た しの 神 また あな たが たの 神で

あ られ るか たのみ もとへ上 って行 く』 と，

彼 らに伝 え なさ い。」(ヨ ハ ネ20：15-17参

照)

後 に イエ スは 二階 の部 屋 で使徒 た ち にみ

姿 を現 わさ れ ま した。 お亡 くな りにな る前

に過 ごされ た あの部 屋 です。 弟子 たち は驚

き ま した。 そ して， 主 は弟 子 たち に語 って

次 の よ うにお っ しゃい ま した。

「や すか れ …一

なぜ お じ惑 って い るのか 。 ど う して 心 に

疑 い を起 すの か。

わ た しの手 や 足を 見 なさ い。 まさ し くわ

た しな のだ。 さ わ って 見な さい。 霊 に は肉

や骨 は ない が， あ なた がた が見 る とお り，

わ た しには あ るの だ。」(ル カ24：36，38-

39)



後 に， ガ リラヤの 岸辺 で， 救 い主 と弟子

た ちが 共 に魚 を食べ て い た時， 主 はペ テ ロ

に こ う尋 ね ま した。 「ヨハ ネの子 シモ ン よ，

あ なた は この 人た ちが 愛す る 以上 に， わ た

しを愛 す るか。」

「主 よ
， そ うで す。 わ た しが あな たを 愛

す る 子 とは， あ なたが ご 存 じです。」

「わ た しの 小羊 を養 い なさ い。」

「ヨハ ネの子 シモ ン よ
， わ た しを 愛す る

か。」

「主 よ
， そう です。 わ た しが あ なた を愛

す る こ とは， あ なた が ご存 じで す。」

「わた しの 羊 を飼 い なさ い。」

「ヨハ ネの 子 ジモ ンよ
， わ た し を愛 す る

か。」

「主 よ
， あな たは すべ て を ご存 じで す。

わ た しがあ な たを 愛 して いる こ とは， おわ

か りにな って います。」

そ して主 は も う一 度 こ う言 われ ま した。
『「わ た しの 羊 を養 い なさ い

。」(ヨ ハ ネ21：

15一17参 照)

ペ テロ は主 を3度 拒 み ま した。 そ して今

主 は3度 ペ テ ロ に， その愛 と忠実 さが確 か

な もの か ど うか確 認 され るの です。

やが て キ リス トに も天 父の み も とに昇 る

時 が や って来 ます。 主は 前 にこ う言 って お

られ ま した。「わ た しは，わた しにさせ る た

め にお授 け にな った.わざを な し遂 げ 〔た 〕。」

(ヨ ハネ17：4)

復 活 の後， 主 は約40日 間地 上 に と どま ら

れ まし た。 それ は弟 子 たちが ， この よ みが

え られ， 栄光 をお受 け に なっ た御 方 につ い

て さら に十分 に理 解 し， 神 の王 国 につ け る

事 柄 につ い て教 え を受 け るた めで した。

こう して 主 は昇 天さ れ るばか りとな りま

し た。使 徒 た ちに はそ の御 方が 救 い主 で あ

る こ とがわ か りま した。 主 が もは や墓 の 中

聖徒の 道/旧82年7月 号

に横 たわ った な きが らで はな く，栄 光 を受

けた もうた御 方 であ る こ とを証 したの です。

主 は昇 天の地 と してオ リブ 山 をお選 び に

な りま した。 そ こは ラザ ロ とマ リヤ とマル

タ との間 に愛 を育 み，安 ら ぎを得 たベ タニ

ヤの近 くで した。 また オ リブ 山 の近 くには

ひ と り苦 難 を味 わわ れた ゲツ セ マネの 園が

あ りま した。 主 は このオ リブ 山 の頂 上 を昇

天 の場 と して選 ばれ ま した。 そ して その同

じ山 に， 主は 悲 しみ の人 と してで は なく栄

光 に輝 く勝 利 の王 と して 立た れ るので す。

そ のオ リブ 山 で，救 い主 は使 徒 た ちと主

を信 じるすべ て の人 に こう指示 され ま した。

「それ ゆ え に
， あ なた がた は行 って， す

べて の 国民 を弟 子 と して， 父 と子 と聖 霊 と

の名 によ って， 彼 ら にバ プ テ スマを施 し，

あ なたが た に命 じて お いた いっ さいの こ

と を守 る よう に教 えよ。 見 よ， わた しは世

の 終 りま で， いつ もあな たが た と共 にい る

の であ る。」(マ タ イ28：19-20)

私 は聖 霊 の 力 によ って証 します。 この イ

エ ス はキ リス トで あ り， 神 の生 ける御子 で

あ り，世 の罪 のた め に十字 架 におか か りに

な っ た方 です。こう あ ります。「あ らゆ る不

義 を藻 め た もう。 … …あ らゆ る もの を彼 に

.よ りて救 わん た めな り・」(教 義 と聖 約76：

41-42)「 主 は牧 者の ように その群 れ を養 い，

その が いな に小 羊 をい だき， その ふ とこ ろ

に 入れて 携 え ゆ〔く〕。」(イ ザ ヤ40：11)イ

エ スは私 た ち の贈 い主， 私 た ちの主， 私 た

ち の王 です。

主 の 王 国は再 び地 上 に確 立 され まし た。

それ は 末 日聖徒 イ エス ・キ リス ト教 会で す。

こ の教 会 は神 の導 き によ り，主 の再 臨の 備

え を しま す。 なぜ な ら主 は再 びお いで にな

る か らで す。 主の 聖 なる み名 に よ り，へ り

くだ って 宣言 い た します。 ア ー メン。
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自己改善

第一 副管 長

N・エ ル ドン ・タ ナ ー

， の集会 を閉 じる前 に， ぜ ひ 少 しお話

」 したい と思 い ます。 き ょうの午 後 の

ひ ととき， 大管 長(ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン

ボー ル大管長)と 同席 す るこ とが で き， 非

常 に大 き な祝 福 を感 じて い誕 す。大 管長 が

い らっ しゃ らない こ とで一 番寂 しい思 い を

して いた のは私 で しょう。 先 日大 管長 に，

十 二使徒 評議 員会 と大 管長 会 の集会 に来 て

いた だい た時 は，一 同，大 変感 謝致 しま し

た。先 週 の木 曜 日，教 会 幹部全 員 が神 殿 に

会 した折，『キ ンボー ル大管 長 が入 っ て来 ら

れ， 愛 と感 謝 を示 され ま した。 私 た ちに は，一

ま だ指 導 を与 えて下 さる キ ンボー ル大 管長

が いら っ しゃい ます。

ここで 少 しお話 したい ので すが， 私 は姉

妹 たちの集 会 に何 度 か出 席 させて い ただ き
まい しん

ました。 み業 に遭 進 され る姉妹 たち の姿 に

は本 当 に素 晴 らしい もの があ ります。 そ の

ことを姉妹 たち にお伝 え したい と思 い ます。

どうか主 が， み業 に携 わ る姉妹 たち を祝福

さ れます よう に。

さて， 私 たち は大会 の 間 この場 に座 を 占

め， 大変 幸せ な こ とに，教 会 幹部 の声 を聴
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く こ とが で き ました。 証 を述 べ て下 さ った

方 ，予 言 や祝 福 にっ いて 話 して下 さ った方，

この教 会 の伸 展 につ いて 話 して下 さ った方

もあ りま した。 この素 晴 らしい 方々 は皆 ，
うそ

福 音 の証 を持 ってい ます。 この 方々 は， 嘘

を 申 しませ ん。 お ろそか にで きな い真理 を，

みた まに よって 語 り ます。 皆 さ んは 必ず や

それ を正 しい と感 じ， 同感 され た こ とで レ

よう。

その言 葉 を思 い起 こしな が ら，天 父 のみ

前 に帰 って祝 福 に あず か るため に， どの弱

点 を取 り除 くか を考 え， 決意 して下 さ い。

私 は これ ま で副管 長 と して，4人 の大 管

長 のか たわ ら で働 いて き まし た。 この4人

は皆 ，全 く違 う個性 の持 主 で したが ， 彼 ら

を通 じて行 な われ る そのみ業 を 目のあ た り

に す るこ とが でき たの は，大 きな特 権 で し

た。 だれ で も， なぜ 彼 らが選 ばれ たの か理

解 す るこ とが でき るで し ょう。 予 言者 た ち

の教 えに従 って下 さ い。

どうか， 自己 を改善 し，祝 福 に ふ さわ し

くな ろう とい う思 い を持 って家 路 にっ かれ

ます よう に。 先 般， 孫 に 食事 の祝福 を頼 み

まし たが， 孫 が こう言 う のを 聞い て，私 は

本 当 にうれ しく思 いま した。「この大 会 で学

ん だ こ とを思 い出 せ るよ う助 けて下 さい。

また，1それ にふさ わ し く生 活 で きる よう に，

教 え を生 活の 中で 応用 で きる よ うに助 け て

下 さ い。」

兄弟姉 妹 の皆 さん， 主 に仕 え るた め に，

どこ を改善 した ら よいか， 主 がは っき り と

お教 え下 さい ます よ う に。 先般 お 話 し ま し

た よ う に， き ょうの教 え をす ぐに実行 して

下 さ い。

午後 の部 会 に 出席 で きた こ とを， また，

大 会 の進行 をつぶ さ に見 る こ とが で きた こ

とを， 大 変 うれ し く思 い ます。 素 晴 ら しい
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主が指揮しておられる

大管長

スペンサー・W・キンボール

愛
す る兄 弟姉 妹 の皆 さ ん，私 に とって

ドき ょうは きわ めて 意義 深 い 日です。

私 は き ょ うの 日を待 ち，望 み ，信 じて き ま

した。 私 は この教 会 の 人々 を とて も愛 して

い ます。 ま た この盆 地 に住 むす べて の方 々

が示 して下 さ った愛 に心 か ら感謝 して いま

す。 その よ うな わけ で，私 は皆 さん に対 す

る愛 と素 晴 ら しい経験 を共 にで きた喜 び を

お伝 えす る と とも に， 私 の証 を述 べ たい と

思 い ます。 この業 は主 の み業 で あ り， 主 は

み業 を指揮 して お られ ます。教 会 は真 実 で

す。 すべ ては順 調 に運 ん でい ま す。 主 の 恵

みが皆 さ ん にあ り ます よう に。 主 イ エス ・

キ リス トのみ 名 によ り祈 ります。 ア ー メン。
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仕事の価値

管理監督会第二副監督

J・リチャード・クラーク

今
世 紀 ， ジ ェー ムズ ・A・ ミッチ ェナ

ー ほ ど質 量共 に優 れ たベ ス トセラ ー

を出 した作 家 もいな いで しょう。 彼 の持 つ

関心 の広 さ，優 れ た もの へ の飽 く こ となき

探 究心 に，私 は圧倒 され ま す。 彼の この よ

うな 成功 は決 して偶 然 に もた らされ た もの

では あ りませ ん。 また， 生 まれ つ きの才 能

だけ で も ない ようで す。 彼 の成功 は，熱 心

に働 く習 慣 を育 む こ とに よって もた らされ

た もの です。

ジ ェーム ズ ・A・ ミッチ ェナー は未亡 人

の母 によ って貧 しい 中で育 て られ ま した。

11歳 の 時 か ら， 夏 に なる と1週 間 の 内6日

働 き， 冬 の間 は新 聞配達 を しま した。 そ し

て，14歳 の時 に は， 鉛 管工 と して弟子 入 り

を し， 夏 には一 日14時 間，冬 の 間は一 日4

時間 も働 き ま した。 ミッチ ェナ ーは 当時 を

振 り返 って こ う述 べ ています。「この よう な

過 酷 な労 働 のた め に仕 事 が いや に な った と

い う ことは あ りませ ん。 む しろ良識 あ る 人

は良 識 あ る 目標 を達 成 す るた めに熱 心 に働

くと いう考 え を植 えつ けて くれ ま した。 私

は今 で もこの考 え に従 っ てい ます。」("An

AuthenticWorkEthic：1.ThePathto

聖 徒の道/1982年7月 号

Achievement"『 真 の勤労 精神 ：成功 への

近 道』 「リーダーズ ・ダ イジ ェス ト」1977年

1月 号 ，p.149)

勤労 は神 か ら の祝福 で あ り， 霊 的 に も物

質 的 に も救 いを得 る ため の基本 原 則で す。

アダ ムが エ デ ンの園 か ら追 い出 され た時，

肉体 的 な苦 労 を味 わ う こ とによ り，す なわ

ち額 に汗 す る こ とによ りパ ンを得 よ と命 じ
のろ

られ ま した。そ して，「地 は 汝の ため に咀わ

る」 と言 わ れ ま した。 注意 して読 ん でみて

下 さい。 す なわ ち， これは すべ てア ダムの

た め， アダ ム に とって益 とな らんた めで し

た。 この地 を治 め るの は容 易 な ことで はあ

りませ ん。 しか し， それ はア ダムヘ の チ ャ

レン ジであ り， 祝福 で もあ ったので す。私

たちが チ ャ レン ジを受 け る こと によ り，祝

福 に あずか るよ うな もの です。

私 たち は神 と協 同 の創造 者 です。神 は私

渇ち に神御 自身が 残 され た仕事 を行 な い，

エネ ルギ ー を活用 し， 鉱 山 を開 き， 地球 の

宝 を役 立 て る能 力を与 えて下 さ いま した。

そ して何 よ り も大切 な こ とは， 人格 の核 心

は厳 しい労 働 を通 して形 成 され る ことを主

が知 って お られ る とい う ことで す。

勤労 はモ ルモ ンの トレー ドマ ー クです。

私 たち は勤 勉で ，労 働意 欲 の高 い民 として

世 界中 に知 れわ た って い ます。

この旺 盛 な勤 労精 神 こ そ， モル モ ンの伝

統 であ ります。 モ ル モ ンの勤勉 さはかつ て

モル モ ンが住 ん だ至 る所 に刻 まれ て います。

ミズ ー リ， ノー ヴー， ソル トレーク盆地 な

ど聖徒 た ちが住 み着 いた あ ち こちの渓 谷 に

はモ ルモ ンの汗 の結 晶が今 もな おそ の名 ご

りを留め て い ます。

この末 日の時 代 に，J・ ルー ベ ン ・クラ

ー ク ・ジ4ニ ア副管 長 は次 の よう に述べ て

い ます。「私 た ちは借 金 もせ ず，供与 も受 け

ず， 自力で移 住 した。私 たち が家 を捨 てた

の は ただ ひ とつ ，私 たち を家 か ら追 い出 し，
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その後代価 も払わ ず に残 した財 産 を 自分 の

もの にして しま った 人々 の，う らみか らであ

る。

私 た ちは物 質の 不 足， そ して悲 しみ と懸
カむん なん しん く

命 に闘 った。毎 日の よ うに銀難 辛 苦 と遭遇

した。

それ で もなお1教 会 は存 続 し， 民 は栄 え

た。 人格 は何 ら損 なわ れ る こ とな く受 け継

がれ て いっ た。 私 た ちは貧 しい 人々 の世話

を した。 そ して乏 しき時 には隣 人同士 が互

い に助 け合 った。

私 た ちは何度 も燃 える炉 の 中 を くぐ りぬ

けて き た。 そして その 度 に磨 かれ， 不 純 な

もの を燃 や し尽 く し， 自らを清 め て い った

ので あ る。」(Ch鵜h脆 加 泥PJ伽 「教 会福

祉 計 画」1939年 ，pp.8-9)

その よう な中 を， 予 言者 は模 範 に よ って

人々 を導 き ました。 ウイ ルフ ォー ド ・ウ ッ

ドラフ大管 長 も また，労 働 を こ よな く愛 し

た 人 と言 われ てい ます。「彼 に とって，仕 事

は祝福 で あ り， 特権 で あ った。 渓 谷で の苦

労や収 穫畑 で の汗 はす べて ，神 の 計画 の 中

で重要 な部 分 を 占めて い たの です。

額 に汗 して働 くこ とは，祈 る こと と同 じ

ように神 の命令 で す。」(マ サ イア ス ・F・

カウ リー， 厩歪⑳ 名4四 〇〇4賜 ゲJEお 如勿yげ

π∫sL旋 α盟4Lα δα駕 「ウ イル フ オー ド ・ウ

ッ ドラフ， その 生 涯 と働 き」1909年 ，pp.

644-45)

今 日，私 は キ ンボー ル大 管長 ほ ど神聖 な

労働 の律法 に従 ってい る よい模 範 を知 りま

せん。 キ ンボ ール大 管長 は， 自分 のモ ッ ト

ーで あ る 「実行 」 を 目ら実 践 し
，幸 福 の探

求 に 自らを捧 げる だけ でな く， 目標 を達 成

す る喜 び に 自分 を託 して いる ので す。 あ る
り しょくた く

.時， キ ンボー ル大管 長 の嘱託 医 の ウ ィル キ

ンソ ン博士 が大 管長 の健康 と肉体 的 な負担

を心 配 して話 を したの です が， そ の時， キ

ンボ ー ル大 管長 は優 し くこう答 え ま した1
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「ウ ィルキ ンソン兄 弟
， あな たの仕 事 は私 の

体 が いつ も意 の まま に動 くよ うに して お く

こ とです。」

こ の話 は ある時 ，体 が 少 しだ るい ので 医
み

者 に診 て も らい に行 っ た農 夫 の話 を思 い出

させて くれ ます。 診察 の 後， 医者 は， 問題

は 君が働 き過 ぎ るこ とだ， と言 いま した。

そこで 農夫 は答 えました。「そん なこ とは こ

こに来 る前 か らわ か って い ま した。 私 が来

たのは， も っとエ ネ ル ギー を もらう ためで

す。」

キ ンボー ル大 管長 が 主 のみ業 に完全 な ま

で に打 ち込 む姿 は，私 た ち に労 働 の高 い標

準 を示 して くれ ます。 私 た ちは 自分 の頭 と

筋 肉 と霊 のすべ て を使 って私 た ちの努 力の

成 果 を主 と家族 と杜 会 に還 元 す る道 義 的責

任 が あ ります。 この責 任か ら逃 避 すれ ば満

足 のゆ か ない生 活 を送 る こ とにな るで しょ

う。 それは ま た， 自己を否 定 し， その機 会

と特 権 を私 た ち に頼 って いる 人々 を無視 す

る こ とです。 私 た ちは 生計 を立 て るた め に

働 き ます。 その こと に疑 いの余 地 はあ りま

.せん。 しか し， 苦労 して働 い てい る時 は，

そ の よう に して 人生 を築 いて いる こ とを，忘

れ ては な りませ ん。 私 た ちの これ か らの生

活が どうな るか は労 働 に よ って決 ま るので

す。

労働 は貴 い もの です。 ほ とん どの問題 を

解 決 す る良 き治療 薬 で もあ ります。 悩 みの

解 毒 剤 です。 才能 の足 りない分 を補 う もの

で す。 労働 は並 の 人間 を天才 に します。 た

とえ素 質 が な くて も，実 際 の労働 に よって

補 う ことが で きる ので す。

コー サ レンは 次 の よう に勧 めて い ます。

「貧 し い な ら
， 働 き な さ い。… …幸 わ せ な

ら，働 きな さ い。 怠 惰 は疑 い と恐れ を もた

らすだ けで ある。 落 胆 す る ことが あ ったな

ら，働 き続 けな さ い。 悲 しみ に負 けて しま

い そ うにな った な ら， 働 き な さ い。… …信



仰 を失 い， 理性 をな く した な ら， 働 き なさ

い。 夢 に破 れ， 希望 を失 った な ら，働 きな
ひん

さ い。 生 命 の危機 に瀕す、る かの如 く働 きな

さい。 まさ に， その通 り。 どの よ うな苦 し

みが あ ろう と も，働 きな さ い。…… 働 く こ
いや

とは， 精神 的 ・肉体 的 な苦 しみ を癒 す最 大

の治療 薬 であ る。」(Th6Fo7わ6sS6π ♂ρδo罐

ρプ≠ho銘8h渉sonオh6Bz6sガ η6ssα〆L㌍ ，P，

427)

で は，仕 事 の倫 理 につ い て幾 つか の要 素

を次 に挙 げて み ま し ょう。

1.末 日聖徒 と して，私 た ちが 自分 の信

じて い る こと に忠 実 で あ りた い と思 うな ら，

質の 高 い仕 事 を行 なう必要 が あ ります。 こ

れは 誠実 さ の問 題で す。 私 た ちが行 なう仕

事 は すべ て， それ を造 り出 す 人々 の姿 を映

し出 します。 私 た ちは現 代社 会 に おけ る労

働 の質 の低下 を深 く憂慮 して いま す。 いつ

も技 術 は まやか し で，製 品 は標 準 に達 して

い るか ど うかわ か らな いの に， 報酬 は全 額

を期 待 す ると いっ た状態 をよ く見 か けます。

社会 はあ ま り良 くな い もの で も許容 して し

まう よう な風潮 で すが， 私 た ちは一 段 高 い

理 想 を もって働 か な けれ ばな りませ ん。 劣

悪 な仕事 を して満 足す る こ とは， モ ルモ ン

の考 えで はあ りません。 この失 業 の時 に こ

そ， 私 た ちの宗 教 の持 つ労働 の原 則 を実践

す る末 日聖徒 が特 に求 め られ て いま す。

2.私 たち は また， 自分 が 経営 者 であ る

か の よ うに，仕 事 に対 して完 全 に，正 直 な

働 き をす る よう に しなけ れば な りません。

実 際 的な 面か ら言 って も， 給 与 を払 うの が

だれ であ ろ う と仕事 を行 な って い るの は私

たち一 人一 人です。 雇用 主 に対 して正 直 で
ふさ

あ りなさい。「働 く者 は その値 を得 るに適 わ

し」(教義 と聖 約84：79)と い うよ うに な ら

なけ れ ばな りませ ん。 雇 用主 に対 して私 た

ちが提 供 す る もの は， まあ ま あの もの や通

常 の 標準 に合 って いる もの で はな く，私 た

聖徒 の道/1982年7月 号

ちが持 っ てい る最 高 の もので なけ れば な り

ませ ん。 私 た ち は皆 ， 自分 の能 力 を基 と し

た個 人の標 準 を定 め てお く必要 が あ ります。

昔 の開 拓者 の モ ッ トー に次 の よ うな言葉 が

あります。「一 日分 の給 与 を得 る には一 日分

の仕 事 を。」

3.自 己啓 発 に投 資 を。 絶 えず 勉強 する

こ とに よって， 自分 の仕事 の 技術 を最高 の

状 態 に まで高 め る よう に努 力 して下 さい。

自分 の空 いて い る時 間 を賢明 に使 って下 さ

い。 もし毎 日13分 間 無駄 な時 間 を過 ごした

とす れば，'1年 間で2週 間 も時 間を 浪費 し

た こ とにな ります。 現在 の仕事 を 自分 の生

涯 の仕 事 の踏 み石 と して見て 下 さい。 時間

を とって 十分 に考 えてみ るこ とです。 ほ と

ん どの仕 事 につ い て言 え るこ とです が， 労

働 者 の考 えが非 生産 的 なた め にその仕 事 の

本 来の領 域 が次 第 に狭 め られて い ます。 あ

る ビジネ スマ ンが 次の よ うな助 言 を述べ て

い ます。 私 の好 き な言葉 のひ とつです。 「ま



ず成功 を収 め て， それ か らさ ら に難 しい こ

と にチ ャレ ンジ してみ るこ と ですね 。」

4.子 供 に労働 に つ いて教 え るこ とは，

両 親 の大切 な義務 で す。 今 の子 供 は，親 の

懸命 な努 力 に1よって他 に類 を見 な いほ どの

繁栄 を享 受 して い ます。 親 た ちは， 自分 が

子供 の 頃 に得 られな か った こ とを 自分 の子

供 にはぜ ひ与 えたい と頑 張 った ので す。 し

かし，物 心両 面 にわ た って子供 た ちを救 う

ため には，子供 たち に働 く こ とを教 え なけ

れ ばな りませ ん。仕 事 は苦 痛 で はな く，祝

福 であ るこ とを模範 によ って知 る必要 が あ

ります。

男女 を問わ ず，若 い頃 に働 く習慣 を身 に

つけ る ことの で きた 人は幸 運 な 人で す。 賢

明 な親は子 供 た ちに責 任 につ いて教 え， ま

た， その責 任 を果 たす 時で も， 一定 の標準

に達 する こ とを要求 します。

あ る美 しい末 日聖徒 の母 ビバ リー ・グ レ

アム は，母 の 日を祝 う話 の 中で ，家 庭 で受

けた教 育 に感謝 して次 の よう に述べ て い ま

した。

「母 は いつ も厳 しい しつ け と規 則
，約 束

によ って その愛 を示 して くれ ま した。 そ し

て約 束 した こ とは必 ず守 る よ う私 たち に教

えま した。・この こ とが，私 たち の人格 形 成

の基 盤 とな った よ うです。

母 は女性 であ る こと，母 親 で ある こ とを

こよな く愛 して いま した し， ホ ーム メ ーキ

ングの 技術 を楽 しん で いま した。 そ して，

その技術 を私 や姉 た ち に教 えて くれ ま した。

裁 縫 ，料理 ，家 の掃 除 ， ア イロ ンか け な ど

いつ も大変 な忍耐 を持 って 教 えて くれ ま し

た。 お父 さん の ワイ シ ャツ にア イロ ン をか

け るこ と， それ が祝 福 ですって?学 校 に行

く前 にせ んた く をし， ア イロ ン をか けて き

れいにする こ と， それ が祝福 です って?ま

たて ん さいの皮 を む き， 何 時間 もかか って

豆の さや を と り， かん ずめ 用 に とう もろ こ
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しの 皮 をむ き， 日が のぽ って暑 くな る前 に

いち ごをつ み取 って しま う こと， それ が祝

福 です って?当 時 は とて も信 じ られ ません

で した。 で も今 は信 じる こ とが で き ます。

そ う した仕 事 を しなが ら，私 は，倹 約 と仕

事 と義 務 の価値 を知 ったの です。」

子供 たち に これ らの価 値 につ いて教 える

時の分 担 原 則を 強調 して 下 さ い。 仕事 を，

これ は男性 の仕 事 ， これ は女性 の仕事 と区

別 し過 ぎる こ とのな い よ うに して下 さ い。

一般 的 に言 って
， 子供 は 男 の子 であ れ， 女

の子 であれ 皆， 簡単 な料理 ， 皿洗 い， 家 の

掃 除， 芝刈 り， 赤 ん坊 の世 話 な どを知 って

お く必 要 があ ります。 この よう な技術 は 彼

らが成 入 した時 その生 活 を よ り楽 しく，生

産 的 な もの にして くれ る に違 い あ りませ ん。

それ では ，余 暇 は どの よ うに過 ごせ ば よ

いで し ょうか。 余暇 をど う過 ごす か とい う

ことは，職 業 面 で の向上 と同 じ よう に私 た

ちが 幸福 な生 活 を送 る上 で 欠 くことの で き

な い もので す。 余 暇 を正 し く活 用す る ため

には， 分別 ある判 断 が求 め られ ます。 余 暇

は私 た ちに心 身 を再 成 す る機 会 を与 え て く

れ ます。余 暇 は また礼 拝 の 時で あ り，奉 仕

を し， 勉 強 を し， 健全 な レク リエー シ ョン

に精 を 出す時 で あ り， また家 族 と交 わ る時

で もあ ります。 そ して， 私 たち の人生 に調

和 を もた ら して くれ ます。

余暇 は怠 惰 と は違 い ます。 主 は怠惰 で あ

るこ とを非 難 して 次 の よう に言わ れ ま した。'
むな

「汝 らは時 を空 しく過 す ことなかれ
。・ま た，

人々 に知 られ ざ らんが た め に汝 らの才 能 を

か くす べか らず 。」(教 義 と聖約60：13〉 怠

惰 は いか なる形 に しろ退屈 ，争 い，不 幸 を

生 じる しか あ りません。 それ は悪 と弊 害 の

温床 を作 り， 個 人 の尊 厳 を喪失 させ ます。

怠惰 は ま さに進 歩 と救 い の敵 なの です。

労働 は主 の福祉 計 画 の 中で 欠 くこ との で

き ない要 因 とな っ て います。 しか し， そ の



労 働 は単 な る労働 で は あ りませ ん。 愛 に よ

って 清 め られ た会 員 た ちの働 き は， 多くの

物 資 を生産 し， それ に よっ て貧 し い人 々の

物質 的 な必要 を満 たす ので す。仕 事 に精 出

した人 はそ の無私 の奉 仕 に よ って清 め られ，

祝 福 を受 け ます。 困っ てい る教会 員 は愛 と

感謝 の精神 で援助 を受 けま す。 それ が教 会

員 の汗 と犠 牲 に よ って作 られ た もので ある

こ とを知 っ てい るか ら です。 しか も援 助 を.

受 けた会 員 は，監 督 の割 り当て に よ り， 自

分 の能 力の範 囲 内 で受 けた分 を労 働 によ っ

て返 済 しま す。 こ う して受 ける尊 厳 も保 た

れ るの です。

主 の計 画 の中 で最 も大切 なの は個 人 です。

いか な る組織 で あれ， 独 創性 ， 自立 ，受 け

た もの を働 いで返 す こ との 必要性 を求 め な

い組 織 は， やが て その本 来 の姿 を失 って い

くで し ょう。 教会 の福 祉 計画 の 基本 は施 し

を避 け る こ とで す。施 しは福 祉 計画 を枯 渇

させ る もの であ り， 人体 をむ しば む ガ ンの

ような 恐 るべ き敵 です。

ブ リガム ・ヤ ングは こ う宣言 して います。

「男女 を 間 わ ず
?健 康 な体 を持 ち， 自分 の

必要 な もの を働 い て得 る こ とが で き る人 に

対 して お金 や 食物， 衣 服 な どをた だ与 えて

い たの では 何 の益 に もな らな い。 怠 け者 に

与 え る ことは悪 以 外の 何 もの で もな い。 い

か な る もの も怠 け 者 に与 えて は な らない の

で あ る。

貧 しい者 には働かせなさい。」(α 馳o撚6s

びB惚 勉 窺yo観g「 ブ リガム ・ヤング説教

集 」PP，274-75)

ク ラー ク副管 長 は こ う述 べ て い ます。

「兄弟 の皆 さん
，… …消 費 する者 が 同時 に

生 産 す る者 とな る よう配 慮 して下 さ いる 生

活の糧 を贈 物 として もらう とい う考 え に埋

没 して しま う ことは， 人格 と独創 性 の破壊

を もた らします。 これはひとつの 原則 で す。」

(福 祉 部 会 に お け る説教 よ り，1960年4月 ，

聖徒の道/1982年7月 号

P.3)

働 く ことは， また広 い意味 で， 幸福 と繁

栄 と救 い を達 成 す るこ とで す。労 働 と責任

と喜 び が調 和 し た時， 入間 は最大 の 力 を発

揮 します♂ イ ン ドの詩 人タ ゴー ルは こ う記

して い ます。

われ 眠 りて夢 を見 る

人生 に喜 び あ り と。

われ 目を覚 ま し， そ して見 る

人生 に義務 あ り と。

われ 行 動 を 起 こ し， そ して 見 る

義 務 は すな わ ち喜 びな りと。

(ア ー ル ・ナ イ ン チ ン ゲ ー ル の"Our

ChangingWorld"』 『激変 する世 界』へ の

引用 か ら)

労働 は時 の初 め よ り， 神 の子供 たちが こ

の地上 にお ける管 理 の職 を全 うす る手 段 と

して与 え られ た もので す。 労働 は神 か ら与

え られ た遺 産 で す。 ステ ィー ブ ン ・L・ リ

チ ャー ズ長 老 は 次 の よ うに教 えてい ます。

「信 仰 を も っ て働 く こ とは
，私 たちの宗 教

の教 え と将 来の 状 態， す なわ ち天 にお ける

基本概 念で あ る。 そ して それ は絶 え ざる労

働 を通 して 得 られ る永 遠 の進 歩 とい う形 と

な って現 わ れ て くるのである。」(Co碗 耀66

R勿oπ 「大会 報告 」1939年10月 ，pp.65，68)

この 末 日の世 の人 々 に対 して主 は こ う語

って お られ ます。

「見 よ， わ れ 汝 ら に 告 ぐ， 汝 ら出 で行 き，

ひま ど るこ と もな く怠 る こと もな く して，
つ く こころ

全 力 を尽 して働 くは わが 意 な り。… …
たば

か くて 汝 ら忠実 な らば， 多くの束 を背 に

加 え られ， 名 誉 と栄光 と，不 死不 滅 と， 永

遠 の生 命 との冠 を受 け ん 。」(教 義 と聖 約

75：3，5)

これ らの こ とを， 主 イエ ス ・キ リス トの

み名 に よ って証 します。 アー メ ン。
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「その子らは立ち上

がって彼女を祝 し」

中央扶助協会会長

バーバラ・B・スミス

箴
言 の 中で， レムエ ル 王は母 か ら教 え

られ た こ とを語 って い ます。 母 の教

え に強 い感銘 を受 け た王 は， その こ とを細

か く記 し ました。 母 は息 子 に， 妻 で あ り 自

分 の子供 の母 親 であ る女性 に求 める特 質 と

心構 えにつ いて 述 べ， ひ とつ の こ とを強調

して います 。 それ は， もし家 の 中の こ とが

よ く管理 され てい れば， やが て子供 たち は

立 ち上 が って， 母 を祝 す る よう にな る とい

う こ とで す。(箴 言31：28参 照 〉

女性 の前 に次か ら次 へ と興 味 を そそ る生

き方 を投 げか け， そ の機会 を与 え よ うと し

て いる今 の世 の 中 にあ って は， この ような

教 えが何 とも心 強 く感 じ られ ます。 私 た ち

は、ζ・りか か って く る事 柄 だ けで な く， 自分

の家 族 に とって必 要 な こ と， つ きつ め れば

子供 に母 親 と して与 え得 る永 遠 の祝 福 を こ

の世 にあ って味 わわ せ て いるか ， もっ と真

剣 に考 えて み るべ きで は ない で し ょうか。

この先1母 親 一 入一 人が ，子 供 にどの よ

うな祝福 を与 える こ とがで き るか を， 自分

な りに考 えな けれ ば な らな くな るで し ょ う。

祝 福 を与 える方 法 は数 限 りな くあ ります か
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ら， よ く考 えた上 で決 め る こ とが大切 です。

子供 と家 にい る母親 に とって は， この選

択 は きわ めて重 大 な意 味 を持 って き ます。

その よ うな母親 には，正 しい道 を示 して く

れ る確 か な よ り所 が必 要 です。 聖典 ， 教会

の指導 者 の言葉 ， 祈 りを通 して得 る確 信 が
おしえ

それで す。 エペ ソ書 では ，「様 々な教 の風 」

(4：14)、 について警 告され てい ます が， こ

の風 が どこ よ り も強 く吹 き荒 れ て いる のは，

おそ らく現 代 の女 性 が直 面 して い るチ ャ レ

ンジや決 定 の中 だ と言 えるで し ょう。

暗 や みに輝 く とも しびで あ る確 か な予 言

の言葉 に 目を留 め ない な ら(IIペ テ ロ1：

19参 照 〉，私 た ちは い と も簡単 に 「様 々 な教

の風 に吹 きまわ され た り， もてあ そば れ た

りす る」(エ ペソ4114〉 こ とで し ょう。

この こ とを心 に留 め て いれ ば，女 性 は 自

分 に とって 何が 正 しいこ とか を よ く知 り，

自信 を持 って歩 むこ とが で き るので す。 た

だし， ひ とつ の こ とがす べ ての 人 に当て は

まる わけ では あ りませ ん。 それ ぞれ， そ の

人な りの解 決法 が あ るは ず です。

理 想 的 な家庭 の姿 とは ， いつ もの こ とな

が ら， 母 親 が家 に いて， 子供 の そば に いる

こ と， 子供 の面倒 をみ る こと，子 供 の成 長

を助 け るこ と，家 族 の活動 を協 力， 統制 し
』
て行 な う こと， 誤 った教 えの侵 入 を食 い止

め る こと， そん な母 親 が いる家 で す。 しか

し， 家計 を助 け る ため に， 母親 が 外 に出て

働 く とい う状況 にな るこ と もあ ります。 エ

ズラ ・タフ ト ・ベ ン ソ ン会 長 は こう述 べて

います。「心 ず しも理 想 的 とは 言 えな い状 況

下 に置 かれ て い る人が か な りい るこ とを知

って います 。…… や む を得 な い事 情 があ っ

て，子供 を 人に預 け て働 き に出 なけ れば な

らな い母 親 … …」(「聖 徒 の道」1982年4月

号 ，p.178)



き ょうお話 したい のは， この よう な状 況

にあ る母親 の皆 さん に対 して です。 私 たち

は扶助 協会 の指 導 者 の方 々 に， この よ うな

母 親 の皆 さん に対 して も扶 助協 会 の 中で働

く機会 を与 える と共 に，彼 女 た ちの必 要 に

応 じたプ ロ グラム や レ ッス ンを考 え て いた

だき たい ので す。 また ， ご主 人 やホ ーム テ

ィー チ ャー，訪 問教 師 は， この よう な母親

に励 ま しを与 え るこ と に加 えて， 母親 の本

来 の役 割 を強調 して いた だ きた い と思 い ま

す。 と 申し ますの も， 母親 は た とえ働 く責

任 が加 わ った と して も，子 供 の必要 を満 た

して あげ る とい う母 親 の責 任 が取 り除 かれ

るこ とは ない ので すか ら。 外 に 出て働 か な

けれ ばな らな い母 親で も， 子供 の 肉体 的必

要 は も とよ り， 他 の様 々 な面 に対 して負 っ

て い る責 任 を決 して 回避 す るこ とは で きな

いので す。

小 さい子供 を抱 えて 外 に仕事 を持 って い

る母 親 が直 面 す るチ ャ レン ジは数 多くあ り

ます。 まず，子 供 を預 か って くれ る 人 を見

つ け なけれ ば な りませ ん。 次 に，相 手 の事

故 や病 気 とい った 緊急 時 に どうす るか を決

めて おか なけ れば な りませ ん。 その よ うな

緊急時 には，理 解 あ る雇 い主 や親 戚， 隣 人，

学校 の先生 ， その ほか い ざ とい う時 に助 け

て くれ る 人の 力 に頼 らな けれ ば なら な くな

るで し よう、。

仕 事 を持 って いる母 親 のほ とん どが， 時

間 の使 い方 を工 夫 し， 前 も って計 画 を立 て，

買 い物 をし，予 定 を組 み， 家族 で 仕事 を分

担 して， 時間 を上 手 に使 う こ とを考 えて い

る ようで す。 ま た， た とえで き あい の 食品

や料理 サ ー ビス な ど， 働 く母 親 に とっ て便

利 な もの は あっ て も， 栄養 豊 か な食事 を作

り，家 族 で 食卓 を囲 む だん らん のひ ととき

を大事 にす る こと も， 彼女 たち は忘 れ てい
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しか し，私 た ちが感 じて いるの は， 多く

の働 く母 親 に と って本 当 の チ ャレ ンジは，

疑 問や悩 み， それ に決 定 すべ き ことの 多い

年 頃 にあ る子 供 た ち を どう導 くか と いう こ

とです。 子供 の 表 に現 われ ない必要 を感 じ

取 るの は難 しい ことで す。 それ に未熟 なた

め に， 自分 で も その必要 に気 づ いて いない

の です。 母 親は ，子 供 の欲 求 が最 も強 い時

にいつ もそれ に応 えて あ げ られ るわけ では

あ りません。 それ で も，働 く母 親 の 多 くが

努 めて子 供 と一 緒 に いる時 間 を作 り出 して

い る ようで す。 子供 と一緒 に家 事 を した り，

で きる 時 には一 緒 に買 い物 を した り， 計画

を立 て た り，遊 ん だ り して います。 また時

時， 枕 を並 べて 寝， 自分 には愛 して くれ る

人 がそ ば にい る とい う気持 ちを子供 に感 じ

させ る よ うに して い る母親 もい ます。

働 い てい る母 親 は とか く， いわ ゆ る 「心

の ふれ あい」 の 時 と して， 子供 と一緒 に特

別 なr「お出 かけ 」 を した り，遊 びに行 った

りする こ とを考 え が ちで す。 しか し， お気

づ きの こ と と思 います が， これ は危険 な考

え方 で す。 子供 との時 間 を レク リエ ー シ ョ

ンばか りに充 て るこ と によ って， 子供 にゆ

が んだ 生活 の イ メー ジ を持 たせて しまい ま

す。 働 くこ とと遊 ぶ こ とのバ ラ ンス を教 え

る こ とが大切 です。 日常 の仕事 が き ちん と

で き，分 担 が完 全 に果 た せた 時 こそ，「お 出

か け」 とい った， 特別 な出来事 に意味 が あ

るこ とを， 子供 にわ か らせ る必要 が あ るで

し ょう。

この こと を孫 にわ か らせ よ う とした祖母

が い ま した。孫 が や っ て来 る と， その おば

あさ んは， 子供 で もで きる仕 事 を捜 して一

緒 に働 きま した。 そ の後 で， ゲ ーム を する

ので す。 それ か ら また仕事 を して， ゲ ーム
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をす る とい う具 合 い に しま し た。 おか げで

子 供 はお ば あさ んが望 ん で いた よ う に， 働

くこと と遊 ぶ ことの関 係 ，働 いた後 で遊 ぶ

快 さ を感 じ取 って くれ た の です。

学校 の勉 強， 音 楽 の才能 や その他 の才 能

を磨 く訓練 も 日課 に含 まれま す。 成 功 の意

味 を知 ろう と して い る母 親 は，子 供 と一 緒

に努 力す る こ、とによ って， また必 要 が あれ

ば才 能 を最 高 の と ころ まで高 め る こ とによ

って， 成功 の価 値 とい う もの を子 供 に教 え

る ことが で きるで しょ う。 母 親 の考 え方 次

第で， 子供 の才 能 を どの よ うに も磨 くこ と

が で きる ので す。 ま た母 親 は ，子 供 が練 習

す る時 に， 出 来具 合 や正 確 さ な ど を 見 て

あげ る こと によ って子供 を助 け る こ とが で

きま す。 子供 の地 道 な努 力が 報わ れ る よ う

に助 けて あげ てい た だき た いの です。

仕 事 を持 ってい る母 親 は四 六時 中観 察 す

る ことは無理 です が， 家 にい る時 には子 供

をよ く見 て， 日常 の働 き を通 して 訓練 され

る ことを子供 に教 え る と共 に， よい働 きを

ほめて ，喜 び を味 わ う ことが で きる よ うに

して あげ て下 さい。

母 親 は， 人生 の大 切 な 目標 を心 に留 め て

お く必要 があ ります。 著作 家 で あ り， 科 学

者， 教授 であ る レオ ・ロ ステ ンは， 目標 に

つ いて 次 の よう に述 べ て い ます。

「この世 の人生 が い ともたやすく
，対 立 や

不安 な どとは かけ離 れ た もの， 心 痛 や悩 み

や苦 しみ のな い ものだ な ど と， ど こに約 束

されて い るだ ろ うか。… …

人生 の 目的 は， 人生 に何 らかの 意義 を見

いだす こ とで あ り， 造 り出す こ とで あ り，

あ らゆ る面 で これ まで の 自分 とは違 う 自分

を造 りあ げる こ とであ る。 幸福 とは， 古 く

か ら自己達 成 と考 え られ てき た。 す なわ ち

幸福 は， 神 が与 え た もう た… …す べて の才
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能 を最 大 限 に発揮 す る 人々 に もた らされ る

ので あ る。

私 に とって 幸福 は最 大 限 に進歩 す る こ と

の中 にあ り， それ は心 と精神 の よ り所 とな

る。」(Thお 恥6た ハ44818認%6，「ズ イス ・ウ

ィー ク ・マ ガ ジン」1963年1月20日 ，p.2)

自分 の子 供 が何 を必 要 として い るのか に

心 を配 ろう とす るな ら， 人生 の大切 な 目的

を心 に留 め，主 を知 り， 主の 愛 と導 き を感r

じ取 るよ う に しなけれ ば な りませ ん。 そう

す る時 ，母 親 は，子 供 が主 を知 り，天 父 の

愛 を感 じなが ら成長 で きる よ う助 け る こと

が で きる ので す。

この ことを悟 った ある女 性 が次 の よ うに

書 いて き ま した。

「離 婚 直 後， 私 は 子 供 にす べて におい て

最 高の もの を与 えよ う と心 に決め ました。

・・子供 の た.めに 良い も の を与 え よ う… …

あ らゆ る面 で 父親 の代 わ りを しよ うと思 い

ま した。 私 は子 供 を ピク ニ ック に連れ て行

った り，木 の上 に家 を作 って遊んだ り，一 緒

に野 球 を した りしま した。 離婚 した ことで，

子供 に悲 しい思 いをさせ た くなか ったのです。

料 理 や裁縫 か ら， 走 っ た り遊 ん だ り， 取

っ組 み合 いま で しま した。 そ して掃 除 に ア

イロ ンか け と， 母親 と父親 の両 方 を こな そ

うと忙 しい毎 日で した。

ある晩 ， 片づ け を終 え てか ら，私 は3人

の子 を お風 呂 に入 れ ま した。 まず一 番下 の

子 を洗 い， きれ い な湯 を かけ てか らバ ス マ

ッ トの上 に立 たせ， タオ ル に くる んで， 寝

室 に連れ て行 き， パ ジ ャマを着 せ て， ベ ッ

ドに寝 かせ ま した。 これ が済 む とまた浴 室

に戻 り， 同 じこ とを全 員 の子 にす るの で す。

一 番上 の 息子 を寝 か せ
， お休 み のキ ス を

す る と， 息子 が 『お願 い， 歌 を うた って』

と言 い ます。



『何 の歌?』 と聞 く と
， 『ロ ドル フ の 歌』

と下 の子 が声 を上 げ ま した。

『違 う
， 「ジ ョニー ・ア ッブ ル シー ド」 だ

よ』 ど声 が しま した。

す る と今 度 は娘 が， 「「目 を さ ま し てて」

を歌 って』 と言 います。

『歌 ひ とつ 歌 う の に1時 間 もかか っ て し

まう わ。 そん な時 間 な いの よ。 お休 み なさ

い。・』 そう言って私は 明か りを消 しま した。

『マ マ
，お願 い だか ら。ひ とつ でい いか ら

歌 っ て。 ママ が決 め て いい か ら。』

『お祈 りは ど うす るの?』

私 は心 を決 めて こ う答 えました。『お母 さ

ん は お休 み なさ いを言 った のよ。 だ か ら も

う寝 なさ い。』

後 片づ けの ため に浴 室 に向 か いな が ら，

私 は こ う思 い ま した。 子供 たち が大 き くな

って， 私 が いろ い ろな こ とを してあ げた こ

とが わか る よ うに なれ ば， き っと感謝 して

くれ る と思 うわ。

浴室 に入 ろ う として，私 は思 わず足 を止

めま し た。 バ スマ ッ トの上 に3人 の足 跡が

きれ い に残 って いる ので す。一 瞬 ，私 は こ

の足跡 にや っ と寝 か しつ けて き た3人 の尊

い子供 の霊 が 立 って い るの を見 た気が しま

した。 そ して 自分 の 愚か さ をつ くづ く感 じ

たの です。 子供 たち の 肉体 の必要 を満 たす

こ とに大 わ らわ だ った私 は，霊 の必要 をお

ろそか にして い たの です。 その時 ，私 には

その双 方 を養 い育 て る神聖 な責 任 があ るの

だ， とわ か りま した。 た とえ子 供 た ちに流

行 の服 を着 せ， お金 で買 え るすべ ての物 を

与 え た と し て も， 彼 ら の霊 の 必要 を満 た

そ う と し な け れ ば ， 母 親 と して の尊 い責
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任 を正 し く果 た し た こ と に な ら ない ので

す。

私 は謙虚 な気持 ち にな り， 子供 部屋 に戻

りま した。 そ して一緒 にひ ざ まず いて祈 り

ました。 親子4人 が 男の子 の 大 きな ベ ッ ド

に入 り， 次か ら次 へ と歌 を歌 い， 気 がつ い

て みる と，私 だ けが歌 ってい て， 子供 たち

は みん な寝 入 ってい ま した。」・

末 日聖徒 の母 親 は，扶 助 協会 の中 に， 子

供 の必要 を満 た す際 に役 立 つ い ろい ろ なプ

ログラ ムを見 つ ける こ とがで き ます。 それ

は子 供 の健 康 や安 全， 食生 活 や衣 服， 社 会

的， 情緒 的必要 か ら，霊 的 必要 ， 永遠 にわ

た る家族 関係 の あ り方 ま で，広 範 囲 にわ た

ってい ます。

この よ うに， 片 親 であ るが ゆ えに なみ な

み な らぬ努 力 を払 っ てき た母 親 の証 は数 多

くあ ります。主 はこの よ うな母 親 を特 に心

にか けて下 さ り・， 厳 しい チ ャ レン ジの中 に

あ って もその務 め を上手 に果 た して い くこ

とが で きる よう に して下 さる と， 私 た ちは

確信 して い ます。 しか し， そ の よ うな母 親

とて， 主 の原 則 と 目的 に照 らレ て決 定 を下

し，望 ん だ こ とが本 当に実 現 す るこ とを信

じる信仰 を持 た なけれ ば な りませ ん。

主 の助 けを い ただ く時 に，家 族 は 力 を与

え られ， なす べ きこ とを行 な える よ う にな

ります。 つ ま り，掲 げた 目標 を達 成 す るた

め に， 持 って い る技術 を駆 使 し， 倹 約 を し

て共 に働 くこ とで す。 ま だ小 さ い子供 た ち

も， 家族 が よ りよい方 向へ と歩 める よ う，

す ぐ にで も親 と一 緒 に働 いて くれ る よ う に

なるで し ょう。

男性 む女性 も， すべ て神 の創 造 さ れた も

の であ り，神 の よう になれ る素 質 を持 って

います。私 た ち は神 の子 なのです。私 たちが

神 の属性 を具 える こ とが で きる よ うに，神
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は教 え と計画 と模 範 を与 えて下 さ い ました。

主 の方 法 を使 って子 供 を教 える時 に， 私

た ちは主 の よ うにな る こ とが で き ます。 子

供 と常 に意志 の疎 通 を図 る， 子供 の 話 を よ

く聞 く，導 き励 ます， いつ も見守 る， 子 供

の身 を守 って も子 供 を操 っては な らな い，

経 験 に よって 学 ばせ る， 従順 になれ る よ う

な方法 で子 供 を正 す(親 の意 志 では な く，

子 供 に正 しいこ とを して知 恵 を得 て もらい

たい という願 い か ら行 な う)，これ らはみな

主 の方 法 です。

私 た ちは，確 か な真理 を与 え て くれ る神

の原 則 にの っ とって 歩む 時 に， 自分 の人生

の計画 が で きま す し， 可能 な限 り 自分 の行

く末 を見 通す こ とが でき るの で す。

私 たち は努 力次 第 で義 の模 範 とな るこ と

が で きま す。子 供 た ちは その模 範 にな らっ

て行 な うこ とに よ り， 人 生の 何 たるか を学

んで い くので す。

母 親 が常 に喜 びを示 して いれ ば，子供 の

世 界 も喜 び に満 たされ ます。 ま た，母 親が

賢 い選択 をす れ ば， 子 供 に識別 の仕 方 を教

えて いる こ とに な ります。 それ ばか りか，

健康 な進 歩 を もた らす大切 な要 素 で ある清

めを与 え る こと に もな ります。 主 か ら主 の

純粋 な愛 を学 ぶ こ とに よって， 母 親 は己 を

捨 て た愛 の心 を養 う こ とがで き， それ で家

庭 を潤 し， 同時 に愛 の示 し方 を子供 に教 え

るこ とが でき るわ け です。 聖典 の中 で も言

わ れています。「その 身体 の力 と全 身全 霊 の
ちから

能 力 をっ く して努 力 を したに よ って」 私 た

ちは 生活 に安 らぎ を見 い だす こ とが で き，

さ らに 「子 供 た ち に祈 る こと と，主 の 前 に

正 し く歩 む こ と とを教 え」 る こ とが で き る

ので す。(モ ルモ ン言18節1教 義 と聖約68：

28)

母 親 に は，子 供 を世 に送 り出 す特別 な機



会 があ りますが ， 同時 に， この世 に あ って

子 供 に幸 福 と成功 を もた ら し・ 永遠 の備 え

を させ る大切 な役割 もあ るの です。

今 日の経 済状 態 は，母 親 とその 家族 と密

接 にか かわ り， 広 く影響 を及 ぽ して，数 々

の 問題 を 引き起 こしています。母 親 が，母親

に しか 満 たす こ とので き な い必 要 を心 に留

め ，キ リス トの よう な特 質 をみが く上 で母

親 の果 た さな けれ ば な らな い役 割 に 目覚 め

る時 に こそ，先 の よ うな問 題 の解 決 の糸 口

を見つ け る こ とが で き るので す。 そ して ，

み た ま に近 く生 活 す る時 に， そ の方法 は一

層 は っ き りと彼女 の前 に示 され る こ とで し

ょう。 妻 に は家 庭 の経 済 を援助 す る責 任 が

あ りますが ， これ につ いて，私 たち は よい

指 示 を いた だい てい ます。 キ ンボー ル大 管

長 の言 葉 に耳 を傾 け て みま し ょ う。

「女 性 の 中 に は
， 自分 の 力で は どう に も

な らな い状 況 に置か れ てい るが た め に， 労

働 に従 事 しなけ れば な らな い人 もい ます。

私 た ち には その方 の こ とが理解 で きま す。

子 供 を育 て るの と同 じよ うに，神 か ら授 か

った 様 々な才 能 を， 広 く人 々の た め に活用

する こ とが で きます。 しか し， 天父 の霊 の

子 供 た ち を もうけ，養 育 す る とい う女性 に

託 され た永遠 の責 任 をな おざ りにさせ る よ

うな仕 事 に心 を引か れ る とい う過 ちは犯 さ

な いで下 さい。心 か らの祈 りを もっ てすべ

て の決 定 を下 す よう にお願 い します。」(「聖

徒 の道 」1980年3月 号 ，p.142〉

テ ンプル ・ベイ リー の稿本 ， 「母親 の た め
ぐう わ

の 寓話 」(・4L彪 」61%昭 ゐ」6南7砿o云hε 鴬)

の中で ， 入生 の小 道 を歩 き始 め た若 い母 親

が こ う言 っています。「この道 は楽 な 道で は

ない けれ ど， 終 わ，りは始 め よ り素 晴 らしい

はず。」彼 女 は子供 に，人生 の素晴 ら しさ を

教 え， 勇 気 と力 を与 え ま した。 そ して最 後

聖徒の道/1982年7月 号

に彼女 は， 人生 に暗 い影 を落 とす雲が 現わ

れ た ら， そ の雲 のは る か上 を見上 げ ，神 の

栄光 を仰 ぎ見 る よ うに と教 えた ので す。暗

闇 の 向 こう に神 を見 い だす 方法 を知 り，神

の 栄 光 によ って 生 き る方 法 を心 得 て い た

ので ，子供 はひ とりで 歩 く ことがで き まし

た。 そ の母 親の 人生 の旅 は 終わ りを告 げま

したが， 終 わ りは始 め よ りも素 晴 ら しい も

ので した。 それ は， 彼 女が 子供 に何 を教 え

る こ とがで き たか に よっ て決 ま るので す。

(教 会歴 史部 蔵)

結 局 ，家 庭 を第一 に し， 一 人}人 の子供

に 自分 は母 か ら愛 され ，天 父 か ら愛 されて

いる と感 じ させ ， 生 活 を通 して証 す る福 音

が真 実 で あ る と悟 らせ る偉 大 な母 で ある皆

さん， 皆 さ ん の 子 供 は やが て， 「立 って，

〔あ な た 〕 を 祝 」 す こ とで し ょ う。(箴 言

31：28)こ れ らをiイ エ ス ・キ リス トの み

名 よ り証致 し ます。 アー メン。
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1980年 代の雇用 に

関するチャレンジ

七十人第一定員会会長会

」・トーマス・ファイアンズ

盆 一』 き詰 まった経 済情 勢 を報 ず る記 事 が

打 襯 雑誌をにぎわしていますが，
一
こ こで， これ まで教 会 員 に与 え られ てき た

勧告 を再 考 してみ るの は時 宜 にか な った こ

とだ と思 い ます。 そ の勧告 の 中 には，1年

分 の 食糧 の貯 蔵， 負債 を避 け る こ と， 職 業

面 での備 え な どが 含 まれ て います。 この 勧

告 に従 って いた ため に，失 業 して も物 質 的

に救 済 され た とい う例 は これ ま でに も数 多

くあ ります。

主は私 た ちに， 必要 な物 は 自力で供 給 し，

自立 した生 活を営 む よ うに命 じられ ま した。

次 の よう に記され て い ます。
なんじ

「見 よ
， こはわ れ汝 らを備 う る準備 と，

いしずえ

わが与 う る礎 と範例 とに して これ によ りて
いま しめ

汝 らに与 えら るる誠 命 を成就 すべ し。
い か かんなん

これ， 汝 ら に如何 な る鰻 難 下 る とい え ど
さ　

も， わが摂 理 によ りて 日の栄 の世 界の下 に
あ

在 る他 の一切 の生 く る者 の 上 にわが 教 会 員

の 自立せ んが ため に して… …。」(教 義 と聖

約78：15-14)

「日の栄 の世 界 の下 に在 る他 の一 切 の生

く る者の上 に」 自立 す る には どう した ら よ

いの で し ょうか。1946年 に， ア ルバ ー ト ・
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E・ ボー エ ン長老 が この 聖 句に 関 して 次の

よ うに言 っ てい ます が， そ の 内容 は私 たち

がか ね て承知 の， 理 に適 った もの で した。

「教 会が 自立 す る唯一 の 道は， 教会 員が

自立す る こ とで す。 な ぜな ら， 教 会は 教会

員 に よって 成 り立 って い るか らで す。 他の

力 に もたれ かか った依 存状 態か ら抜け 出せ

ず に いる教 会 員， その よ うな教 会 員 に よっ

て 構成 され て い る教会 を 自立 した教会 と唱

え る こ とは とて もで き ませ ん。 主 は御 自身

の 民 に， それ が 外的 な要 因 によ る もので あ

れ ， 自分 の心 の 中か ら発 す る問題 で あれ，

抑 圧 され た状 態 を抜 け 出す よ うに望 ん でお

られ る に違 いあ りませ ん。 どの よ うな 人ま

たは 民 であ ろ うと も， 日々 の暮 らしの糧 を

施 し物 に頼 って いな が ら， 何の 束縛 も感ぜ

ず に もの を考 え， 決 心 し， 行動 に移 してい

け るは ずが あ りませ ん。 そん な例 は歴 史の

どの 頁を 見て も載 って い ない と思 い ます。

そ の故 に教 会 は， 肉体 的 また精 神 的 にその

能 力 を持 つ教 会 員 に対 して は受 けた援 助 に

対 し， 自分 の 力 に応 じた働 きを して それ を

返 す よう に と言 って いる ので す。 また ，働

く力の あ る 人をいつ まで も他 に依 存 した状

態 に置 い たままにする制 度 をよしともしませ

ん。 それ とは逆 に， 与 え る こ との真 の 目的

は， 人々が 自立 で き る地 点 まで到達 し， 束

縛 を免 れ る よう にす るこ とで あ る とい う主

張 の上 に立 って いるの で す。

今 まで は考 えて もみな か った こ とだ とは

思 うので すが， 福 祉 の基 本 原則 を この間 題

に 当ては め よう と しない の は， ただ で得 ら

れ る利得 を なか なか捨 て切 れな い とい う人

間 と して 当 然の 情 に因 を発 して い る ことは

明 らか です。 そ の利 得は ， 表面 的 には ただ

で手 に 入れ たか の よう に見 え ますが， それ

は妄 想で す。 値 な しに何 か を手 に 入れ る と

い うのは 絶対 に あ り得 な い こ となの です。

受 け る側 は必 ず何 らかの 形 でそれ を 支払 っ



て い ます。 お 金 で支 払わ ない として も， か

け が えの な い大切 な権 利 や 自由 を代償 に し

て いるの です 。」(ア ルバ ー ト・E・ボ ーエ ン・

Ch%πh恥 鈎 紹P彪 η「教 会 福 祉 計 画 」

P.77〉

教 会は ，個 々の教 会 員の 自立心 を総合 し

た もの以 上 に 自立す る こ とはで き ませ ん。

私 た ち は，教 会 の福祉 プ ロ グラ ム によ る援

助 の 真 の 目的 を誤解 して誤 った安 心 感 に浸

っ て しまい， 自立 した生 活へ の努 力 を怠 っ

て しま う ことの な いよ う に願 って い ます。

教 会が 肉体 的 に健康 な 教会 員 を扶養 す る だ

け の富 を集 め るこ とは， とて も不可 能 で す

し， 原 則 にか な った こをで もあ りませ ん。

福 祉 プ ロ グラ ムの全 活動 は， 人々 が 自立 で

き る よう に助 ける こ とに， そ の 目的 を置 い

て い ます。 もち ろん， 自活す る力 の ない 人

人 にっ い ては この 限 りで はあ りませ ん。 こ

の プ ロ グラム は， 肉体 的 に健康 な入 々が 嵐

を避 け て一 時 的 に停泊 す る港 とは な ります

が1い つ まで もそ こに住 むた めの 家 と して

定 め られ だ もので は あ りませ ん。 教会 の 福

祉 プ ロ グラム は， 教会 が 自立 す るた め にあ

る ので は あ りませ ん。 教会 員 を 自立 させ る

た め にあ るの です。 教 会 がひ とつ の組 織 と

して 自立 す るた めには ，個 々の会 員 の経 済

力 を2倍 した もの が ど うして も必 要 にな り

ます。 しか し， それ は実 際的 で ない ばか り

か， 不 可 能で あ り， 賢明 な こ とで もあ りま

せ ん。 私 た ちは， 国家 の 福祉 制度 に頼 るの

は 決 して かん ば しい こ と脅は な いと教 え ら

れ て き ま、したが， それ は教会 に依 存 す る こ

と につ いて も言 え ます。 この 原 則は 自由意

志 その もの と 同 じく， 極 め て重要 な もので

す 。

自立 した 生活 を営 む ため には， 仕 事 に就

か なけ れば な りませ ん。 今 日の よ う な経 済

情 勢 で は職 を見つ け る のは な ま易 しい こ と

で はあ りませ ん。 例 を あげ てみ ま し ょう。

聖徒 の道/旧82年7月 号

合衆 国 にお いて 昨年1年 間 に新 し く建 築

さ れ た住宅 は 百十 万 戸で すが， これは1946

年 以 来最低 の数 字 で す。 今年 度の こ こ何 カ

月 か を振 り返 ってみ て も，事 態1ヰさ らに深

刻 化 す る兆 候 を示 して い ま す。住 宅 資 金

の 貸付 金 利は1977年 の9パ ー セ ン トか ら上

昇 を続け， 最 近 では17パ ーセ ン トを 越えて

い ます。

昨年 度 の 自動車 の 販売 台数 も過 去20年 の

最 低 です。 自動 車業 界 の減収 額 は莫 大な も

の で す。 鉄鋼 な ど 自動 車 関連 業 界 にも景気

悪 化 の 波が 押 し寄 せ つつ あ ります。

この よ うな情勢 に伴 って失 業 者数 が急 激

に 増加 して い ます。 失 業率 は 間 むな く9パ

ー セ ン トに達 す る ばか りの勢 いです。 多く

の 経済 学者 は， 失 業率 の 大幅 な低 下は とて

も望 め ず， さ ら に高 くな る という予 測 を し

て い ます。9パ`セ ン トとい う この数字 は，

950万 の ア メ リカ 入が 失 業 してい る ことを

示 して い ます。

この 失業 問 題は ア メ リカだ け に限 った こ

と では あ り ませ ん。 カナ ダで は8.6パ ーセ

ン ト， フ ラ ンスは9パ ー セ ン トで す。 南ア

メ リカな ど他 の地 域 にお いて も， 非常 に 多

くの 人々 が失 業状 態 にあ ります。

しか し予 言 者の 教 えに 聞 き従 って きた教

会 員 は， この 経済 的 に混 乱 した時 代 にあ っ

て も， シ ョック を受 ける こ とは ないは ずで

す。 与 え られ た勧 告 に従 って いれ ば， それ

に打 ち 負か されて しま うよ うな こ とはな い

は ず です。 聖典 には， これ と同 じ ような，

ま たこれ よ りもも っと悪 い 時代 が来 る とい

う ことが 書か れ てい ます 。 そ して 同時 に，

次の よ うに さ さや く声 も記 され て いるの で

す。 「静 まれ，黙 れ」(マ ル コ4139〉 「もし

汝 ら に備 え あ ら ば怖 るる こ となか らん。」

(教 義 と聖約38：30)「 これ皆 汝 に善 か らん

ため， 汝 に経 験 を与 え んた めの もの な り」

(教義 と聖約122：7)
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で すか ら，私 た ちは この 経済 的 な試 練 の

時 にあ って も， 回復 さむ た福音 が 与 え られ

てい る こと を喜 ぼ うで は あ りませ んか 。 福

音 は，私 た ちが 人生 の中 で直面 す る 様 々な

問題 に見通 しを与 えて くれ ます。 困難 な時

代 を 自己を顧 み るき っか け とす るの です。

そうす るな ら，霊 性 を高 め るこ とが で き ま

す。 私 た ちは， 恵 まれな い状 態 にあ る 周囲

の 人 々に もっ と気 を配 り，・助 け 合い なが ら

この難 しい時代 を生 きて い く必 要が あ りま

す。 私 た ちはひ とつ の民 として， この 困難

に立 ち向か い， それ によ って成 長 して いか

なけ れば な りませ ん。希 望 を も って歩 み を

進 め， 消極 的 な悲観 論 の 中にあ る陰 うつ な

影 響 力の と りこ にな らない よ う にし なけれ

ばな りません。

残 りの 時間 を使 って， 現 代 の数 々 の問 題

に立 ち向 か う上で 大 きな 力 とな るひ とつ の

プ ログラ ム につ いて話 したい と思 い ます。

その プ ログ ラム とは教 会 の雇 用制 度 です。

これ は決 して 新 しいプ ロ グラ ム では あ り ま

せ んが， 本 当に必 要 にな らな い とよ く理 解

され るこ とが な いの です。

詳 細 を記 した 「教 会雇 用制度 ガ イ ドブ ッ

ク」 が神 権指 導者 に配布 され る よう にな り

ます。 また， 教会 の 各 レベ ルの評 議 会 にお

い て も， その 説 明が な され ま す。 教 会雇 用

制度 あ 目的は(1)会 員や地 域社 会 の 中か ら

雇 用情報 を収 集 し， また速 や か に伝達 す る

こ と によ って ，個 々 人が 有利 な就職 先 を見

つ け る助 け をす るこ と，(2)ま た，安，定 し

た職 場 や社 会復 帰 を必要 として い る人 々 に

カ ウ ンセ リン グを し， その よう な雇 用機 会

を与 え，(3)神 権定 員会 と扶 助 協会 を通 し

て， 両 親が 子供 に職 業面 での 人生計 画 につ

い て教 え るの を助け る こ とで す。

こ の活動 の調 整 を援助 す るた め に， ワ ー

ド部/ス テー キ部 雇 用 スペ シ ャ リス トが 召

され ます。 雇用 スペ シ ャ リス トの召1しは 慎
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重 に行 なう必要 が あ ります 。 監督 の任 にあ

る 方 々は， 直接 ， 間接 の いか ん を問 わず，

失 業 に関連 した 問題 で ， 自分 が どれ ほ どの

時 間 と労 力 を投 じて いる か を よ く御 存 じの

はず です。 雇 用 スペ シャ リス トの援 助 は，

そ うい つた 問題 の幾つ か を解 決 す るこ とを

目的 として， 受 ける よ うrにして 下 さい。 近

い内 に， 私 たち は各 ワ ー ド部， ス テー キ部

に有能 な雇 用 スペ シ ャ リス トを召す よう に

要 請 したい と考 えて い ます。

雇 用セ ンター につ いて お 話 した い と，思い

ます。 これ は地 元の 神権 指 導者 か らの要 請

が あ り， 代 表役 員 と 中央 福 祉 活動 委 員会の

認可 が得 られた 場合 に設 立 され る もの です。

目的は(1)雇 用 機会 の調 整 ，(2)ワ ー ド部

レベル で就 職 させ る こ とので きな い求職 者

を就 職 させ る こ と，(3)神 権 指 導者 か ら要

請 が あ った場合 ， ス テー キ部， ワー ド部 の

雇 用 スペ シ ャ リス トを訓練 す る こ と，(4)

企 業へ の 雇用依 頼 の調 整 な どに あ一ります。

こ の雇 用プ ロ グラ ムの 成否 は 全員 一 人一

人にか か って い るこ とを 強調 す る必要 が あ

ります。 合 衆 国 内の調 査 に よる と， 全雇 用

機 会 の80パ ー セ ン トは， 中 に 人を介 した も

の で あ り， 残 りが職 業安 定 所， 新 聞 な どの

広告 媒 体 に よる もの だ とい う ことで す。 も

し教会 員の10パ ー セ ン トが失 業 して いる と

した ら， 残 り90パrセ ン トは 就職 してい る

計 算 にな ります。 求 人の 雇用 情報 に最 初 に

接 す るの は，現 在職 を得 てい る教 会 員で す。，

その よ うな 人々 に強 くお 願 い したい のは，

同 じワー ド部 で失 業 して い る会 員の ため に，

就 職 の機 会が な いか どうか， 注 意 を払 って

いた だ きた い とい うこ とです 。 雇用 情勢 が

悪 化 して い る時 代に は， 神 権者 の 参画が 絶

対 不 可 欠の もの とな ります。

自分の 力 を過 小評価 しな い よう に しま し

ょう。 雇 用セ ンター の管理 者 た ちは 企業 家

と話 して みて， 一般 に教 会 員は 従業 員 と し



て よい評 価 を受 け てい るこ と を知 らさ れた

と 言 ってい ます。 実 際教 会 の教 え に忠 実な

教 会 員 は，模 範 的 な従業 員 と して働 い て い

ま す。 雇用 機会 が非 常 に少 な い時代 には，

雇 用者 側の 採 用規 準 も厳 しい もの と な りま

す。 私 た ちは， こ の 困難な 時 にあ って， 教

会 員 こそ 限 られ た就 職 の機 会 に最 も、ζ・さわ

しい候 補者 で ある と考 えて い ます。

私た ち は定 員会 の会 員 に， 失 業 し た 人々

を援 助 し， 彼 らが就 職 に必 要 な技 能 を身 に

つ け る助 けを する よ うに勧 告 し ます。 現 在

失 業 中の 人の 中 には， 初め て失 業 を経 験 し

た とい うケー スが か な りあ ります。 そ うい

う人 々 には， 履歴 書の 書 き方， 面 接 試験 の

上 手 な受 け 方 な どの 点 で ， さ ら に助 け を

与 え る必要 が あ るか も知れ ません。 定 員会

は ， その 人が 就職 を 申 し込 む 際 に しか るべ

聖徒の道/1982年7月 号

き 技術 を身 につ けて おけ る よ うに， いろ い

ろ な援 助 をす る こ とがで き ます。 不完 全就

業 の 問題 も， 定 員会 や雇 用 スペ シ ャ リス ト

か ら 多くの援 助 を 引き 出す こ とがで き る分

野 で す。 不 完全就 業 とは，就 職 は してい る

が いつ失 業 す るかわ か らな い， ま た収 入が

あ ま りに も少 ない とい う状 態 です。 こ うし

た状 況 にあ る 人がか な りい ま す。 このプ ロ

グ ラム が， 会 員が よ りよい 条件 で働 け るよ

う にす る とい う もうひ とつ の 目的 を掲 げて

い る理 由は そ こに あ ります。

私 た ちは 監督 に， 失 業 した 人や援 助 を受

け て いる 入の ため に一 時的 な就 労 の機会 を

調 整す る際 ， ワー ド部 雇用 スペ シ ャリス ト

を 活用 す る よう に勧め ます 。 一時 的な 失業

期 間 中 に受 け る援 助 に対 して もそれ に見合

った労 働 の機 会 を与 える と いう点 で，私 た

ち にで き る ことは ま だ まだ 多 くあ ります。

この プ ロ グラ ムは大 抵 の 国で実 施で きる

と、思い ます 。 た だ し， 言 う まで もな いこ と

で すが ，プ ログ ラム の実施 が 法 に抵触 する

国 家 にお いて は実 施 すべ き では あ りません。

今 日の経 済情 勢 や 自立 とい う 目標 を考 えた

場 合， この雇 用プ ロ グ ラム は 多くの もの を

もた ら して くれ る よう に感 じ られ ます。 失

業 の ため霊 的に落 ち込 ん で い く人 を， 手 を

;ま ね い て 見て いる こ とは でき ませ ん。 苦

しみ を和 らげ る だけ で なく， そ の原 因 とな

る もの を防 ぎ， 除 くこ とが大 切 です。 多く

の 人が才能 ， 時 間，助 け を惜 しみ なく提供

して くれ る な ら進 歩 は可能 です。 教 会雇用

制 度 に従 う な らば，仕 事 を持 って いる90パ

ー セ ン トの会 員 が， 失業 中 の残 り10パ ー セ

ン トの会 員 を助 け るこ と にな ります。

「わ た しが あな たが たを 愛 した よう に
，

あ なたが た も互 に愛 し合 い なさ い。」(ヨ パ

ネ13：34)と い う救 い主 の戒 め に応 え る決

心 が で きる よう，一イエ ス ・キ リス トのみ名

に よって祈 る もの で す。 ア ーメ ン。
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福音一職業の

基盤となるもの

十二使徒定員会会員

ボイド・K・パツカー

啓麟 濃鰐!塩 石闘
昔 か ら教 会 の 指 導 者 は ，将 来 の.職業 に備

え て，あ る いは仕 事 面で の 向上 を図 る ため

に， 機会 を でき る限 り多く と らえて 教育 を

受 ける よ うに勧告 して きま した。 例 えば，

次 の よう に記され て い ます。
つと

「汝 ら努 めて求 め
， 互 い に智 恵あ る 言葉

を教 うべ し。、蕪 り， 汝 ら最 も善 き善 よ り智
まさ

恵 あ る言葉 を探 し求 め よ。 また正 に研 究 と

信仰 とによ.りて学 間 を求 むべ し。」(教 義 と

聖約88：118;90：15;109：7も 参 照 〉

学 問 には，.信仰 が伴 うべ きで す。 そ うす

れ ばモ ルモ ン経 が教 えて い るよ う に， 「学

問 のあ るの も善いこと」(II二 一 フ ァイ91

29)に な ります。

これ らの こ との重要 性 を理 解 して い ただ

くため に，仕 事 や職業 につ いて話 を 始 める

前 に，頭 に入れ てお いて い ただ きた い こ と

が ひ とつあ ります。

それ は， いか に生 活状 態が 質素 だ か ら と

い って， 自分 自身を 含め， 決 して 人を軽 視

しては な らない とい う こ とです。 賃 金 の低

い労 働 者だ か らとい って， その 人を さ げす
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む よ うな こ とが あって は な りませ ん。 正 直

な 仕事 は， それ が どの よう な もの で あ ろう

と，貴 重 で尊 い もの なの です。 世 の 中の進

歩 発展 に寄 与 して い る労働 に対 して， あ る

い は その世 の 中 で生活 を営 ん で いる 人々 に

対 して ， 「卑 し い」な どとい う言葉 を使 って

は な りませ ん。

道徳 的 に正 しい仕事 で あれ ば， 何 ら恥 じ

る こ とは あ りませ ん。 それ に， 主 が学 問 と

関 連づ け てお られ る信 仰 の 原則 は， 人 間の

科 学 技術 よ り もはるか に貴重 な もの なの で

す。

わず か な財産 と低収 入ゐ ため に生 活 に苦

しむ 人 々の 中に は， 貧 しい生 活 を通 して，

次 の聖 句 の本 当 の意 味 を悟 る人が た く さん

いる こ とで し ょう。「あなたが た の うちで い

ちば ん偉 い者 は， 仕 え る人 でな けれ ば なら

ない。」(マ タイ23：11;教 義 と聖 約50：26

参 照)

一般 には学校 教 育即 教育 と考 え られて い

ます が，学 校 の授 業 で は教 えて くれ な い知

識 もあ ります。

例 を あげ てみ ま し ょう。 初 め に1日約 聖 書

に記 され た ナア マ ンの記 録 です。 ス リヤ 王

の 軍勢 の長 ナア マ ンは， ス リヤ に勝 利 を も

たら し た人物 で すが， らい病 にか か って い

ま した。 王 は彼 の身 を案 じてい ま した。

ところ が ナア マ ンの妻 に仕 え る奴隷 の 中

にイ ス ラエ ルの沙 女 が いて， イ スラ エル に
いや

は そ の病 気 を癒 す力 を持 っ た予 言者 が いる

と告 げ ま した。

ス リヤ 王 はさ っそ く イス ラエ ルの王 に手

紙 を 書 きま した。 「この 手 紙 が あな た にと

どい た なら ば， わ た しの 家 来ナ アマ ン を，

あな た につか わ した こ と と御 承知 くだ さい。

あ な た に彼の らい病 を いや して いた だ くた

め で す。Jこれを読 ん だ イス ラエールの 王は，

策 略 だ と 思 い 込 んで 言 いま し た。 「わ たし

は 殺 し た り， 生か した りす るこ との で きる



神 で あろ うか。 どう して この 人は ， らい病

人を わた しにつか わ して， そ れ をい やせ と

言 うのか。 あ なた が たは， 彼 がわ た し に争

いを しか けて い るの を知 って 警戒 す るが よ

い。」

予 言者 エ リシ ャは， 王 がひ どく悩 んで い

る ことを 聞 き， 王 に人を つか わ して 言 いま

した。「彼 を私 の もとに こさせ な さい。」 エ リ
いや

シ ャはナ アマ ンを癒 す こ とを約束 し， そ う

す る理 由 を告 げました。「そ うすれ ば ，彼 は

イ スラエ ル に預 言 者 のあ る こ とを知 る よ う

にな るで しょ う。」

や がて ナ アマ ンが や って来 る と， エ リシ

ャは 使者 をつ かわ して言 いました。「あ なた

は ヨル ダ ンヘ 行 って 七た び 身 を洗 いな さい。

そ うすれ ば， …… 清 くなるで しょう。」 ナア

マ ンは怒 りま した。 シ リヤ には ヨル ダ ン に

ま さる 川が た くさん あ る と思 ったか らです。

彼が 期待 して い たの は， エ リシ ャが 自分 の

前で手をたたくというような何 か厳 粛 な儀 式

を行 な う ことで し た。 ナア マ ンは 怒っ て立

ち去 りま した。

しか し その時， ひ と りの し もべが(い つ

もし もべ が 出て くるよ うで すが)勇 敢 に も

主 人を い さめて 言 いました。「預 言者 が あ な

た に，何 か 大 きな事 をせ よと命 じて も， あ

な たは それ を なさ らな か った で し ょうか。」

し もべ の 言葉 を 聞い て謙遜 にな った ナ ア

マ ンは，「下 って 行 って，神 の 人の 言葉 の よ

う に七 た びヨ ルダ ン に身 を浸 す と， … …清

くな った」 の で す。(列 王 下5：1-14参

照)

人間 の本性 とい う もの は， 時代 が移 っ て

も変わ る もの では あ りませ ん。 今 日にお い

て も， 主 の祝福 を受 け る ため に 「何か 大 き

な事 」 を する よ うに命 じられ る もの と思 い

込 んで い る人 がい ます。 そ して， ごくあ た

りま えの事 に つい て， ご くあ た り まえの 勧

告 を受 け る と， ナ アマ ンの よう に失望 して，
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立 ち去 って しまい ます。

最 近 の例 を あげ てみ ま し ょう。 キ ンボ ー

ル 大管 長 は8年 に わ たって教 会 の大 管長 を

務 めて お られ ます。 そ して ほ ζん どの大 会

の 説教 で， 家 をきれ いにす る よう に， ペ ン

キ を塗 る よ うに，壊 れ た部 分 を修理 す るよ

う に とい う勧告 を繰 り返 して こられ ま した。

しか し， 多 くの 人は この勧 告 に注意 を払 お

う とし ませ ん。

そ して こ う尋ね ま す。 なぜ予 言 者が そん

な ことを 言 うので しょ うか。 もっと索晴 ら

しい予 言 は ないの で すか。

しか し， これ こそ予 言 では な いで し ょう

か。 キ ンボ ー ル 大 管 長 は 何 度 も繰 り返 し

繰 り返 し語 って こ られ ま した。 「皆 さんが

持 って いる物 質 的な財 産 を大切 に しなさい。

や が て それ らの物 を 手 に入れ るの が不 可能

で は な いまで も， 困難 にな る 日が や って く

るで し ょ う。」

この言 葉 はす で に成就 してい ます。8年

前 には家 を 買 うこ とがで き た 人も，今 では

その望 み す ら持 て な くな ってい ます。

なぜか 私 た ちは， 特 に福祉 部会 におい て，

将 来 の 災害 を予告 す る大 きな予 言 を期 待 す

る傾 向 があ ります。 しか し私 たちが 耳 にす

る のは， ご くあ た りま えの こ とにつ いて勧

告 する静 か な声 です。 そ して この声 に従 う

な らば， 大 災害 が 来よ う と も私 た ちは守 ら

れ るの です。

アル マは こ う言 い ま した。「小 さ くてや さ

しい事 か ら大 きな事 が でて くる。 また小 さ

な 手段 で 賢い 人を うち破 るこ とが たびた び

あ る。」(ア ル マ37：6〉

さて， この よ うな こ とをお話 したのは，

私 が これか ら申 し上 げ る勧 告 が， ある 人に

とって は あた りまえの こ と， ある いはつ ま

らない こと に聞 こえ るか も しれな いか らで

す。 しか し， この 勧告 は， 福祉 プ ログ ラム

が 初め て導 入 され た時 に大管 長会 が発表 し
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た 教義 や原 則 と一 致 す る もので す。

「私 た ちの第一 の 目的 は
， 可能 な限 り，

い まわ しい怠 惰 や施 しの もた らす悪 弊 を除

去 し，独 立心 ，勤 勉，[倹約， 自尊 心 を再 び

私 たち の間 に確立 す る体 制 を築 く こ とであ

る。 教会 の 目的 は， 人々 の 自立 を助 け る こ

とにあ る。 勤 労が 再 び教 会員 の生 活 を貫 く

原 則にならなければならない。」(Co%滝 泥ηo召

1～θ掬 π 「大会 報 告」1936年10月 ，p.3)

自立 を強調 す る ことは，・教 育 とつ な が っ

て い ます。 しか し，・すべ ての 教会 貝 の学 校

教育 に対 す る責任 を，教 会 に求 め るわ け に

は いき ません。

教 会幹 部 は訪 問先 で， 次の よう な言葉 で

始 まる質 問 をよく受 けま す，「なぜ 教 会 は こ

う しな いので しょうか … …。」そ して そ の後

に は， も し実 現す れ ば 多 くの 人 の役 に 立 ち，

教会 の名 誉 とな る ような価 値 あ るプ ロ ジ ェ

ク トの説 明が 続 き ます。

例 を あげて み ま しょ う。 なぜ教 会 は， 会

員 の経済 的 な安 定 に向け て備 え をさ せ るた

め に学校 を設 立 しな いの です か。

何年 も前の こ とで すが， 私 は家 の 門の そ

ばで， 垣根 に使 う横 木 を割 ってい ま した。

そ こへひ と りの青年 が 話 を しにや って 来 ま

した。 彼 は海 外で の戦 闘任務 を終 えて帰 国

した ばか りで した。 彼 は 自分 の年齢 をご ま

か し， 学校 を やめ て海兵 隊 に 入っ て いたの

です。 私 は将来 の計 画 につ いて 尋ね て み ま

した が，何 も考 え て いな い という こ とで し

た。 仕事 が 少 ない 時で した し， 彼 は何 の技

術 も身につ けて い なか った ので す。

そこで， 高 等学校 に もど って卒 業 する よ

う に勧め ま した。 しか し彼 は 自分 の年 齢 を

考 えて， それ はで き ない こ とだ と思 って い

ま した 。私 は 言い ま した。、「もし君 が学 校 に

も どった ら， おそ ら く しっ く りとは いか な

いだ ろ う。 学 生た ちは 君 のこ とを 『じい さ

ん』 と呼 んで か らか うか も しれ な い。 で も
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君 は戦争 で敵 兵 と向か い合 って き たの だか

ら， そ の くら いの こ とにぶつ か る 勇気 は持

って い るは ずだ。」

私 が彼 に忠告 したの は その こ とだけ で す。

私 はわず か10分 間， 門 のわ きの材 木 の上 に

座 って話 を した だけ です。 学 校 を建 て る こ

と も， 教 会 にそれ を建て る よ うに求 め る こ

と もし ませ んで した。 彼 の学 費 を払 っ たわ

け で も ない し，教 訓 め いた話 を彼 の た め に

準 備 し たわ けで もあ りませ ん。 彼 に必要 だ

った の は・ 進 む道 を教 え， 助 言 と励 ま しを

与 え， 将 来へ の ビ ジ ョンを持 たせ る こ どで

した。 彼 は私 の助 言 を受 け入 れて 学校 に も

ど り， 今 では 自分 の家 庭 を持 って仕 事 に も

恵まれ て い ます。

私 が その青 年 に与 えた ものは， 将 来へ の

ビ ジ ョン と励 ましだ けで す。 そ うす るの に，

教 会 の予 算 を立 て直 す必 要 はあ りません で

した。 職 業 につ いて教 会 員 に助 言 を与 える

の は， す べて の神 権指 導 者 に課せ られた責

任 で す。私 た ち は教会 員 が 自立で きる よう

に助 けな けれ ば な りませ ん。

数年 前 に な ります が， 長 い間の 政 治的，

経 済 的な苦 境 か ら立 ち直 ろ う として い る国

が あ り ま した。 その 国で は様 々 な種類 の職

業 技術 を 身 につけ た 人を 必要 として い ま し

た。 地 元 で その必要 性 を 痛感 した 神権 指 導

者 は， 教会 堂 の 中に職 業 訓練 所 を開 設 して

兄 弟 たち に技術 を身 につ け させ よ うとい う

計 画 を思 いつ き ま した。 そ うすれ ば 多 くの

教 会員 が職 に就 け る よ うにな るか らです。

実 に魅 力 的な 計画 で した。

この 計画 に経費 がか か って も，職 に就 い

た 兄弟 た ちが それ 以上 の什 分 の一 を納 め る

こ とにな るか ら， 十分 採算 が とれ る とい う

主 張で した。 しか し， 教会 幹 部が こ の計画

を承 認 しなか った た めに， 地 元の指 導 者 は

ひ どく落胆 して しま い ま した。

彼 らは幾 つ かの こ とを 見落 と して いた の



で す。 中で も最 も重 大 な こと は， その 地 区

に はす で に職 業 訓練 所 があ って ，本 当に訓

練 を受 けた い 人は そ こを利 用 で きる とい う

こ とで し た。 新 しい従業 員 を訓 練 し， 技術

を 向上 させ る教 室 が， 企業 や工 場， ある い

は政 府 に よっ て開 かれ て いた ので す。

この 兄弟 た ち に最 も必要 な もの は， す で

に与 え られて い る機会 を最 大 限 に活用 す る

よう に とい う助 言 と励 ま しで した。

私 たち の責 任 は， 自己を向 上 させ るた め

にあ らゆ る機 会 を とらえ て， そ れを 活用 す

る ことで す。

さ て， 教会 が しな けれ ば な らない ことが

幾 つ かあ ります。 い ずれ も主 か ら命 じられ

てい る こ とで す。 例 えば ，教 会 は福 音 を宣

べ 伝 え なけれ ば な りませ ん。 神 殿 を建 て な

けれ ば な りませ ん。 聖徒 を 完 き者 と しな け

れ ばな りませ ん。 これ らの こ とは， 教会 以

外の 組織 で はで き ない こ とです 。 そ のほ か

に も(教 会 の使 命 の 中心 とは な らな い)善

い こ とは沢 山あ りますが ， それ らは二 次的

な もの ばか りで す。 どんな に価値 あ るこ と

で も，教 会 には それ らを一 か ら十 まですべ

て行 な うだ け の財源 は な いので す。

教 会 は全 会 員の ため に学 校 を建て る こと

は で きませ ん が，私 たちの 仕事 の ため に重

要 な貢 献 を して くれ ます。 それ は教 会 に与

えられた大切 な使命 で す。す なわち，道徳 的，

霊 的 に価値 あ る事 柄 を教 える とい う ことで

す。

技術 訓練 以 上 に私 たち の仕事 に影 響 を与

える もの に， 次 の ような 徳が あ ります。

高潔

信頼 性

礼儀 正 し さ

人 を尊重 す る心

所有 物 を大切 にす る心

少 し例 を あげ て説 明 し まし ょう。'

私 た ちの 息子 や娘 が結 婚 す ると， 少な く

と も最初 の う ちは アパ ー トを借 りて 生活す

る こ とに なる と思 い ます。

私 は， 中流 の家族 向け のアパ ー トを 多数

経営 して いる ステ ー キ部長 と話 したこ とが

あ ります。 彼 は実 際 に現場 を 見せ なが ら，

ア パ ー トが どん なに ひ どい扱 いを受 けて い

る か 説明 して くれ ま した。 そ の壊 れ方 は，

通 常 の使 用 によ る もので な く， 破壊 行為 と

も とれ る乱暴 な扱 い に よる もので した。

この よう な行為 は， 末 日聖 徒が とるべ き

もの で はあ りませ ん。 私 た ちは十 分 に承 知

して い るは ずで す。 必要 な らば く ぎを打 ち，

ち ょうつ が い を止 める ぐ らいの こ とは， 進

ん で行 な うべ声 で す。

末 日聖 徒 は アパ ー トを 自分 の家 の よ うに

扱 い， いっ も清 潔 で魅 力的 に整 え， 手入れ

が行 き 届 いた状 態 に してお き ます。 予言者

は その よ うに勧 告 しな か った で しょうか。

ま た， アパ ー トを 出 る時 は， きれ いに掃 除

を して ， 次の 人が す ぐに 入れ るよ うに しま
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す。

さて， これ が仕事 と どの よう に関 係 す る

の で しょ うか。 皆 さ ん も御 存 じか と思 い ま

すが ，家 庭の 状態 は その ま ま仕事 に置 き換

え られ る もの な ので す。

私 の 父が まだ若 く， 子 供 を数 人か か えて

い た頃 の ことで す。 父は事 業 を 始め る ため

の 資金 を借 りに， 小 し気 お くれ し なが ら も

ブ リガム ・シ テ ィー の銀 行へ 行 き ま した。

す る と担保 があ るか 尋ね られ ま した。 父 は，

働 く意欲 と少 しの 技術の ほ か には何 も持 っ

て い ませ んで した。

銀行 員 は， 父か らの依 頼 を 断わ ろ う とし

て ， たま たま 父が ど こに住 んで い るの か尋

ね ました。 西一 番通 りの角 に ある古 い家 で

す， と父 は答 えま した。 銀行 員は 通勤 の行

き帰 りにいつ もそ の角 を通 り， 庭 が 美 し く

移 り変わ るの を 目に して いま した。 そ して，

だれ が住 んで いる のか と思 い つつ ， 手 入れ

の行 き届 いた庭 に感心 して い たの で す。

こう して父 は銀 行か ら資金 を借 りて事 業

を始 め るこ とがで き ま した。 すべ て は， 簡

素 な借家 の庭 に母 が植 え た花 の お陰 で した。

私 た ち夫婦 は， わ ずか な収 入で た く さん

の子 供 を育て ました。 子供 た ち も また， 同

じ特 権 にあず か る ことで しょう。 私 た ちは

そ の準備 をさせ るた め に， 将 来 の職 業 に役

立つ ごくあ た りま えの こ と， 必要 なこ と を

子供 た ち に訓 練 して き ま した。

例 え ば，(地 下 室 の 片 隅 な どに 〉仕事 机

を 置い て，仕 事場 を作 りま した。 そこ だけ

は， や りか けの仕 事 を放 っ てお いて も， ペ

ンキや おが くず で床 を 汚 して も良 いの です。

家 を いつ もきれ い にして お くの は もち ろ ん

の ことです が， そ こだ けは 別 で した。 ひ と

つの 目的 があ った か らです。

また，我 が 家 には 次 の よう な 習 慣 が あ

ります。 毎 年 ク リ ス マ ス にな る と， 息 子

た ちに贈 るプ レゼ ン トの 中に大 工 道具 を ひ
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とつ 入れて お くの です。 やが て息 子 たちが

成 長 した ら， 金 属性 の 立 派な 道具 箱 を贈 り

ま す。 家 を出 て独 立す る 時 には， 大工 道具

一 式が そ ろい， そ の使 い 方 も習得 してい る

わ け です。 簡単 な 車 の修理 や 大工 仕事 ，プ

ラ グ や蛇 口の 交換 ぐらい はで き るよ う にな

り ます。

一 方
， 娘た ち には料 理 や裁 縫 を教 え， 各

各 が ひとり立ちする時 には ，ミシンを持 た せ

ます。 この訓 練 には ふた つの 重要 な 目的 が

あ ります。 第一 に， 家庭 で生 活 費 を節約 す

るた め， 第二 に， 仕事 に役 立 つ技 術 を 身 に

つ け て お くためで す。 私 た ちは単 に技術 を

身 につ ける だけ で なく， それ を活用 す る よ

う に願 って い ます。

この よ うな話 をす る と，一 部 の 人は 非常

に 怒 って， なぜ 男 の子 に ミシンを贈 らな い

の か， なぜ 女 の子 に道具 箱 を持 たせ な いの

か と抗議 して くるか も しれ ませ ん。

そ こで説 明 を加 えて お きま すが， 我 が家

の 息子 は伝 道 に出 て 困 らない だけ の料理 は

で き ます し， ボタ ン も付 け られ ま す。 娘 の

方 も， 蛇 口を交 換 した り， くぎを 打つ ぐら

い の こ とはで き ます。 息子 も娘 もタ イプ は

打 ち ます し， 自分 で タイ ヤ も取 り換 え ます。

男女 両 方 に適 した数 多 くの 仕事 が あ りま

す が， ここで私 が 心配 す る こ とは， 男性 と

女 性の 両 方 に， あ る意 味 で各 々の 特質 に反

した職 業 を選 ぽ う とす る傾 向 が高 まって い

る とい うこ とです。

私 たち 夫婦 は， 息子 には 男性 と して の仕

事 に就 け る よう に，娘 には女 性 と して の特

質 を引 き出せ る仕 事 に就 け る よう に， そ れ

ぞれ準 備 を させて き ま した。

そう して きた者 の 立場 か ら，私 に言 える

こ とは， この 教会 におい て も良識 にか なっ

た行動 をと るべ きで あ る とい うこ とです。

現 代 人の 中で， 本 当 に喜 ん で仕事 を して

い る人 は数 少 ない と思 い ます。 私 た ちは，



受 け取 る給 料 に見合 うだけ の， で きれ ば そ

れ 以上 の仕 事 をす るよ う に， 自分 自身 を戒

め， 子 供た ち を訓練 しなけ れば な りません。

少 し早 目に 出勤 して その 日の 仕事 の 準備

を す る 人や，退 社 する 前 に少 し残 って 翌 日

の た め に作 業場 や 机の上 を整理 してお く人

は， 実 に少 な くな りま した。

自分 の行 な った仕 事 以上 の報 酬 や給 与 を

要 求す る態 度が ，世 界 経済 を崩 壊 寸前 に ま

で 追 い込ん だの で す。 しか し現 在 では， 職

を失わ な いた めに 賃金 カ ッ トを進 んで 受 け

入 れ る労働 者が 大 勢い ます。 給 与 以上 の仕

事 を しよ う とい う精 神 が も っと早 く現 われ

て い た ら， 経済 危機 は 起 こ らなか っ たで し

ょう。

家族 に対 す る責 任 と家計 の苦 しさか ら，

望 む だけの 学業 を修 め る こ とので き ない場

合 が あ ります。

しか し， それ で も 自己を向上 させ る こと

は で き ます。 必要 な授 業料 は， 時 間 と，努

力 と， 熱意 で す。 需要 が 多 くて も供給 で き

る人が 少 ない ご くあ た りま えの徳 を， 生 活

の 中 に築 き上 げ るので す。

私 の話 を聞 いて ，皆 さ んが失 望 す る こと

の な い よう に願 って い ます。私 は皆 さん に，

何 か 「大 き な事 」 をす る よ うに 言っ たわ け

で も， 職業 を選 択 す るた めの 複雑 な 公式 を

紹 介 した わけ で もあ りませ ん。 ただ， ご く

身近 にあ る あ りふれ た事柄 で， しば しば 見

過 ごし にされ て いる もの を取 り上 げ た にす

ぎな いの です。

ここ にひ とつ の公 式が あ りま す。 主 は次

の よう に言わ れま した。「われ 誠 に汝 らに告

ぐ， お よそ 己れ の家族 を扶 養 せ ざる べか ら

ざ る男子 に は， こ とご と く彼を して 扶養 せ
しカし かんむり

しむべ し。 然 もこの 者 は決 して冠 を失 う こ
しか

とな し。 而 して かか る者 は教 会 の 中に て働

か しむ べ し。」(教 義 と聖 約75：28)

イエ ス ・キ リス トの福 音 は， 成功 す るた

聖 徒の道/1982年7月 号

めの 公式 です。 福 音 の 各々 の原 則は， 皆 さ

ん が職 業 を選 択 す る時 や何 かを達 成 し よう

とす る時 に， は っ き りと した影響 力を与 え

ます。「教 会 の 中に て働か しむべ し」と いう

勧 告 は， 大 きな価 値 を も ってい る あです。

福 音 に従 っ て生 活す る な らば， た とえほ か

の 人が皆 さ んの仕 事 をつ ま らな い もの だと

思 って も， あ るい は皆 さん の人 生 を月並 な

も のだ と考 えて も， 皆 さん は将 来へ の展望

と霊 感 とを受 け て， 自分 が 成功 してい るこ

と を悟 るで しょう。

この教 会 の会 員 の上 に神 の祝 福 があ りま

す よ うに， そ して あ らゆ る地 に住 むあ らゆ

る 人々 が共 に幸 せ をつ かむ こ とが でき ます

よ う に。 また， 現 在職 を失 って 苦労 してい

る 人々 や， 失業 の 恐れ と闘 って い る人 々の

上 に，神 の 恵み が あ ります よう に。 私 たち

が， 時 の始 め よ り福 音 の一 部 であ った 自立

と高潔 とい う原則 に従 っで生 活す る ことが

で き ます よ うに。 福 音 は まさ に真 実で あ り

ま す。 これ らの 証 をす べ て イエ ス ・キ リス

トのみ 名 によ り 申し上 げ ます。 ア ー メ ン。
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歴史的見地から見た

労働と福祉

第二副管長

マリオン・Q・ロムニー

今
か ら50年 以上 も前， 教会 は 福祉 プ ロ

グラ ムを 開始 しま した。 先 ほ ど話 さ

れ たパ ッカ ー長 老 も引用 さ れ ま した が， ヒ

ー バー ・J・グ ラ ン ト大 管 長 は こ う述 べ て

い ます。 「私 た ちの 第一 の 目的 は 可 能 な 限

りいまわ しい怠惰 や施 しの もた らす悪 弊 を

除去 し，独 立 心， 勤 勉，倹 約 ， 自尊 心 を再

び私 た ちの 間に確 立 す る体 制 を築 く こ とで

あ る。 教 会の 目的は 人 々の 自立 を助 け る ヒ

と にあ る。 勤 労 が再 び教 会 員の 生 活 を貫 く

原 則にならなければな らない。」(Co%吻%n66

1～θρoπ 「大会 報告 」1936年10月 ，p.3)

私 た ちは この 言葉 を今 ま で何 度 とな く聞

き ま した。 しか し， その 意 味す る と ころ を

本 当に理解 して いる で し ょうか。 監 督 の皆

さん， 会 員の 中で 怠惰 な人 はい ませ ん か。

皆 自立 して いて， 勤勉 で， 倹 約 を実 践 し，

自尊心 を持 って いる で し ょうか。 働 か ず に

援 助 を受 けて い る 人は いな いで しょ うか。

私 た ちほ， 教 会員 が 自らを助 け る よ うに助

けて いる で し ょうか。 あ る いは た だ面倒 を

みて いる だけ で し ょうか。 最 後 に， 会 員た

ちは労 働の 大切 さ を理 解 して い るで しょ う
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か。 以 上 の質 問 に対 して首 をか しげ る 人は，

な ぜ私 た ちが この グ ラ ン ト大管 長 の言 葉 を

何 度 も取 り上 げ るか， 理解 で き るで し ょう。

私 の兄(弟)が ステーキ部長 に召された時の

こ とで す。 彼 は私 の と ころ に来て こ う言 い

ました。 「ね え，この福祉 プ ログ ラムにつ い

て 教 えて下 さいよ。」彼 は た くさん の こ とを

聞 き ま した。 質問 に答 え た後 で私 は こ う言

い ま した。「私 は，今説 明 した よ うな こ とを

い ろ いろ な会 で話 した と思 うけ ど， そ の会

に君 も 出て い た ろう。」 彼 は 答 え ま し た。

「もちろん 出席 しま した よ。 で もその 時は

ス テー キ部 長 じゃなか っ たん で。」

この よ う に， 福 音の 原則 に対 す る関心 と

い う もの は，生 活環 境 の変 化 によ り変 わ っ

て い く もの です。 しか しなが ら原 則そ の も

の は， 私 たちが 従 う， 従わ な いに かか わ り

な く一 定で す。 また原 則 に従わ な い こξか

ら来る 結果 も同 じです。

何 年 か前 の こ とです が， 私は ロ ーマ帝 国

の 崩壊 の原 因 につ いて 書 いた厚 い 本 を読 み

ま した。 それ によ り ます と， 崩壊 の原 因を

大づ か み に見 る と， い ろい ろ な催 し物 や見

せ 物 や 食物 な どの恩典 をた だで 与 える こ と

に決 め た こ とで す。 政府 の この施 策 は 人々

の心 に期 待 と依 頼心 を植 え つけ， や がて そ

れ は独 裁権 の確 立 にょって終 わ りました 。教

会 員 の 多 くは， こ の歴 史を繰 り返 そう と し

て いる 国で生 活 して い ます。 合衆 国で は，

私 たちが 大切 にして き た 「労 働 は神聖 な も

ので あ る」 との考 えが揺 らぎ，今 や働 くこ

と なく恩典 だけ を受 け る とい う危険 な考 え

が 当然の こ と とな って います。

私 が リー 大 管 長 の 下 で福 祉 プ ログラ ム

の 分野 に足 を踏 み入れ た 時， あ るひ と りの

失 業者 につ いて こ うい う話 が あ りました。

彼 は だれ か に面倒 を 見て もらいた い と、思い



ま した。什 分 の一 と税金 を収 め て いた ので，

教 会や 国が何 とか して くれ る と思 って いた

の で す。彼 は 食べ物 が まったくない上 に，自

分 で働 くこともしませんでした。彼 の態度 に

す っか り失望 し気分 を 害 した教 会 の指 導者

た ちは， 教 会は 彼 のた め に何 も しない とい

うこ とを決 め ま した。 決め た こ とを彼 に知

らせ に行 く途 中， ひ と りが こう言 い ま した。

「ち ょっ と待 って 下さ い。 私 の家 に は とう

もろ こ しが 余分 にあ ります か ら， それ を 彼

にあ げま し ょう。」家 につ いて，指 導者 た ち

は事情 を説 明 し ま した。 す ると その 人は こ

う聞 き ました。 「と ころで， と う も ろ こ し

の話 ですが ， それ は皮 つ きの やつ で すか」

「い いえ」 「じ ゃ
， 持 って き て下 さ い。」 こ

れ が ユー モ ラス に聞 こ えるの は， 常 識で は

とて も考 え られ ない こ とだか らです。 この

よ うな態 度の 人 を救 う こと はで きませ ん し，

ロー マ帝 国 を滅亡 に陥れ た と同 じ問題 を持

つ よ う な人で 構 成さ れて い る国 も救 え ない

ので す。 人生 の 中で最 も悲 しむ べ き 日とは，

努 力 せ ずに生 活 す る方法 を思 案 し始 め た 日

で す。 政府 が 行 な うこ との 中で最 も人 を堕

落 させ るもの は， 人に生 活 の責任 は政 府が

負 って いる と教 え る ことで す。 これ とは対

照 的 に，教 会 は そ の創 設以 来， 教会 員 に経

済 的 な独 立 をは か る よう に， また働 いて 必

要 な ものを得 ， 使 う ものは 自分 で作 る よう

に教 え てき ま した。 私 は教 会が グ ラ ン ト大

管 長 の述 べ た原 則 を生 き た もの とする努 力

を創 設 当時 か ら行 な って きた こ とに思 いを

馳せ る 必要 が あ ると思 い ます。

教 会 福祉 の 原則 は いつ も私 た ちと共 にあ

りま した。 グ ラ ン ト大 管長 の 声明 は1936年

の もの です が，彼 が 「自立，勤 鯵，倹約，自

尊 心 を もう一度 確 立 しな けれ ば な らない」

と言 って い るこ とに 気づ く と思 います。 ま

た労 働 を再 度最 も価値 ある もの とみ なすべ

き で ある との 言葉 に も注 目され る ことで し

ょう。 もし時 間 が許 せ ば， 私 た ちは ア ダム

とイ ヴが エ デン の園 を離 れ た時 に，地 球が

彼 らの た め にの ろわ れ てい るの に気 づ いた

とこ ろか ら始 め る こ とがで き ます。 そ して

この 原則 は聖 書 とモ ル モ ン経双 方 に継続 さ



れ てい き ます 。 しか し なが ら， 時 間の 関係

上 ， こ の末 日の神 権 時代 に限 って話 を 進 め

て いき ま しょ う。

教 会が 設立 され て ま だ1年 もた たな い 内

に主 は主 の経 済制 度 を啓 示 し， それ が ミズ

ー リで実 施 され ま した
。 この神権 時 代最 初

の 「福 祉 プ ログ ラム」 は協 同制度 で ，教 会

員 は 持て るす べて を教 会 に捧 げ， 自分 と家

族 の 必要 や要 求 に応 じて 生活 す る に足 るだ

けの もの を受 け る とい う方式 で した。 そ し

て 教 会 によ って保持 され た財 産 は次 の、ζ、た

つ の うち どち らか の方 法 で使 われ ま した。

まず 第一 は， その 人が 働 く こ とが で きれ ば，

生 計 を立 てる 手段 を与 え る こ と。 第 二は ，

その 人が働 け なけ れ ば，.必 要 な もの を与 え

る， とい う もので す。

ま たい ろい ろな仕 事 につ い た 人々 は， 家

族 の必要 を満 た した残 りをす べて 教 会 に返

しま した。 そ して この余 剰 の もの は， さ ら

に 多くの 人に仕 事 を与 え た り， 困 ってい る

人 を助 け た りす る こ とに用 い られ ま した。

ミズ ー リに来 た時， 人々 は皆貧 しい状 態 に

あ りまし た。 このプ ログ ラム は， そ う した

人 々 に働 いて生 計 を立 て る手段 を提 供 した

の です。 彼 らは 施 し を受 け た めで は な く，

実 際の仕 事 を得 た ので す。

この協 同制 度 は1834年 の指 示 に よ り廃止

され ましたが ， その 基本 原 則 はノ ー ヴーで

も踏 襲 され ま した。 た とえ ばあ る 時 に， 指

示 を受 けた約5千 人の改 宗者 が イ ギ リスか

ら ノー ヴー に移住 して きま した。 その 時，

余裕 の ある 人た ちは ア メ リカヘ の旅 費 を 出

し た り到 着 して か らの仕事 を世 話 した りし

て貧 しい人々 を助 け ま した。・ノー ヴー の経

済は 農業 と土 木建 築 が土 台で した。 そ の 中

で も最 大 の もの は， ノー ヴー 神 殿の建 築 で，

その ため に大 勢 の教会 員 が職 を得 ま した。

158

あ る旅行 者 は， 必要 な者 には教会 か ら仕 事

が 与 え られ るの で， ノ ーヴ ー には貧 困 な状

態 が ま っ た く見 られ な い と言 って い ます。

また教 会 は， 自力で購 入で きない 人々 の

ため に土 地 も与 え ました。 ノー ヴー の住 民

の 多く は，普 通1エ ーカ ー(0.4ヘ ク タ ー

ル)か ら成 って いた その 土地 を使 って， 必

要 な もの を ほ とん どまか な う ことが で きま

した。 彼 らは広範 囲 にわ た って畑 を作 り，

ニ ワ トリや乳 牛 や豚 を飼 い ま した。 家 畜 は

何 日間 かの労 働 の代償 と して 受け 取 った も

の で す。

ノーヴ ーで の こ うした援 助 の背 景 にあ る

真 の 目的 は， 人 々に労 働 と生産 へ の道 を与

え る こ とに よ り， で きる だけ 早 く 自立 させ

る ことで した。

ブ リガ ム ・ヤ ング と共 にソ ル トレー ク ・

シテ ィー に到着 した後 の教 会 員は， 他 の社

会 か ら隔絶 さ れて い たの で， 経 済 的 に 自立

す る こ とを余儀 な く され ま した。 そ こには

怠惰 とい う文字 は あ りませ ん で した。 働 か

な けれ ば生 き てい け なか ったか らです。

ブ リガム ・ヤ ングの労 働 と雇 用 に関 する

考 え方 は， 次 の1860年8月 の声 明 に見 る こ

とが で き ます。 「私 た ちの 中 に 働 け る の に

貧 しい とい う 人が いな いの は， 全員 に利 益

を得 られ る仕 事 を与 え る よう計 画 して いる

か らで あ り， 自活す る こ とを教 えて い るか

らで あ る。 も し も体 の不 自由な 人が いれ ば

私 た ちが世 話 を す る。 監 督が 自らの 召 し と

職 を全 う し， 全 力 を尽 く して それ を遂 行 す

るな らば， ワー ド部 の 中に 自分 に とって最

大 の 利益 とな る仕 事 を得 て いな い人 はひ と

り として い な くなる であ ろ う。」(「∫o%7π認

げP2駝o%駕 幻」 説教 集8：145一46)

状況 が 変わ る とプ ログ ラム も変 わ ります 。

1880年 頃 にな る と， ユタ も合衆 国の一 部 と



して あ る程 度 確 立 され た独 立経 済体 制 を放

棄 せ ざ るを得 ませ んで した。 教 会 は企 業の

多 くを売 却 し，指 導 者 たち は教 会 員 に， 教

会 独 自の経 済活動 をや め るよ う指示 しま し

た。 ユ タは 国家 経 済の 中の 一要 素 とな った

ので す。 この よう に して， 教会 が教 会 貝の

雇 用 を援 助 す る新 しい 時代 が訪 れ たの です。

興 味 あ る こと に， 教 会 が経 済活 動 を 国家 に

依 存 す る こ とにな った 丁度 そ の時， 国家 は

1890年 代 の 恐慌 に 入 って い ます 。

この 恐慌 の間 に， 教 会は 独 自の 雇用 機関

を設 け て，教 会 員 の就職 の世 話 をし ま した。

ま た経 済を 維持 す るた め に血 の に じむ よう

な努 力 が払 われ ま した。 砂 糖 や塩 ，石 炭 な

ど の産業 には助 成 が行 なわ れ ま した。

1900年 代 の前 半 の労 働 と雇 用 に関 する教

聖徒の道/1982年7月 号

会 の 活動 は， そ のほ とん どが 雇用促 進 に向

け られ ま した。例 えば，1920年 代 に， 監督

は ワー ド部 の貧 しい会員 の ため に仕事 を見

っ け る責 任 を受 け ま した。 各ワー ド部 で特

別 な人 を召 し， 雇用 問題 につ いて 担 当させ，

また 定員 会 で もこ の問題 につ いて 話 し合 う

よ うに させ たの です。 これ はフ ァイ ア ンズ

長 老 が今 朝 説明 した もの と非 常 に よく似て

い る もので す。

この よう に して歴 史 を振 り返 ってみ ます

と，助 けの 必要 な 人に はふ さわ しい助 けが

与 え られ て き ま した。 しか しそれ はあ くま

で も 自活 する こ とを基 本 に して の こ とで し

た。1930年 代 の 大 恐慌 に見舞 われ た時 ，教

会 員 は事 態 が ま った く異な って き てい るこ

とに気 づ きま した。仕 事 は ま った くな く，

働 こ うに も働 けな いの です。 そ こ で政 府 が

介 入 して この問題 を解 決 しよ う としま した

が，政 府 の取 った方 法 の 中には施 しの要素

が あっ たた め，逆 に怠惰 を助 長 して しまい

ま した。 グ ラ ン ト・大 管長 が あの 声 明を 出し

たの は丁 度 こ う した事情 が あ った時 なの で

す。生 産 プ ロ ジ ェク トのひ とつ の モデル と

して， それ よ り半年 ほ ど先 の1936年4月21

日に， ステ ーキ 部長 と監督 に出 され た手紙

の 中に は次 の よ うに記 され てい ます。

「次 にあ げ る ものは
， ユ タ な らびに アイ

ダ ホの ビー ト生 産 区域 にあ る教 会 の各 ワー

ド部 が 生産 プ ロ ジェ ク トを行 なう ための概

要 でg失 業 して いる教 会員 を援 助す る ため

の もの です。

各 ワー ド部 の監 督会 は， ビー ト裁 培 に適

した100エ ー カー 以上 の土 地 を選択 し，確

保 して 下 さ い。 … …

また そ の土地 を困窮 家族 数 に応 じて分 割

し， 各 家族 が そ こで働 け る よう にする こ と
かん

も で き ま す 。 つ ま り， 土 地 を耕 し た り， 濯
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がい

概 を した り， ビー トの 土落 とし や収穫 ， 運

搬 な ど， いろ い ろな こ と牽 各 家族 が行 な う

わけ です。 労働 者 には耕 作 や濯 概 な どの 時

に賃 金を 前渡 し し， ビー トが成 育 す る夏 の

間 に生活 を営 む こ とが で きる よ うに して 下

さ い。

この失業 問題 を解 決 す るた め には， 皆 が

一緒 にな って働 き
， 互 い に助 け合 っ て仕事

を見 つけ なけれ ば な りませ ん。 また今 年 か

ら このプ ロ ジェ ク トを始 め れ ば来年 へ 向 け

て もっ と良い準 備 がで き るよ う にな り， プ

ロ ジェク ト自体 も拡 大 され て利 益 も上 が り，

かな りのパ ー セ ンテー ジの 失業 者 を吸 収 で

きる よう にな るで し ょう。」

もう一度 申 し上 げ ます。 この プ ロ グラ ム

の 目的は 人々 を 自活させ るこ と， す なわ ち

労 働 と生産 に活 発 に参画 さ せ る こと で した。

以来 多 くの プ ログ ラムが 紹 介 され ま した。

その 中か ら幾つ か あげ てみ ま し ょう。

デ ゼ レ ト産業 は ほか で働 け な い人 に職 を

提 供 し， 衣 服や 日用 品 を廉価 で 供 給す る た

めに 設立 され ま した。 また 金融 機関 か らお

金 を借 りるこ との でき ない 人々 の ため に少

額 の ロー ンを提供 す る組 織 が作 られ まし た。

また生産 と販売 に関 して 教 会が 共 同組合 組

織 を広範 囲 にわ た って設 け る こ とに よ りど

の よ うな ことが で きるか， それ を調 査す る

ため に農 業委 員会 が 設け られ ま した。 どれ

を取 ってみ て も， 目的は 人 々が 自力 で生 活

す る ことを援 助 する こ とに あ りま した。

今 までの 説明か ら， 皆 さ んの心 の 中 に，

福祉 プ ログ ラム が初 めか ら私 た ち と共 にあ

った とい うこ とを刻 み込 ん でい ただ けれ ば

幸 いです。 プ ロ グラ ムは その 時 々の状 況 に

合 わせて 変 え られ ま すが， 原則 と 目的は 同

じです。

私 た ちは状 況 の変化 に対 応 で きる よ うに

160

柔 軟性 を持 た な けれ ばな りませ ん。 時々，

プ ロ グラ ム に没 入 しすぎ て， 目的を忘 れて

しま う ことが あ りま す。 私 た ち は教会 員が

独 立 と 自活 とい う 目的を達 成 で きる よう に

よ く心 を 配 り， また創 造 力 を発揮 す る必要

が あ りま、す。

今 日私 たち の教 会 は国 際的 に な り， 問題

も国 に よ り様 々で す5つ ま り， 国が違 え ば

必要 なプ ログ ラム も違 っ て くる とい うこ と

で す。 しか し， グラ ン ト大 管長 が 述べ た基

本 原則 に変 わ りは あ りませ ん。

この福 祉 集会 の テ ーマ は，労 働 と雇 用で

した。 教会 の神 権 を土 台 と した雇用 制度 は ，

必 ず し もす べ ての 国 に適用 で きな い にして

も， 人々 に利益 を もた らす プ ログ ラム です。

私 た ちは定 員会 に属 し， しか も職 に恵 まれ

て い る皆 さん に，仕 事 を求 め てい る定 員会

会 貝 の ため に努 力 を傾 け て下 さ る よ うお願

い した い と思 い ます。

また働 く能 力の あ る人 に，必 要 な援助 を

行 なわ なけ れば な らな い場 合， 私 たち は監

督 や他 の神権 指 導者 の皆 さん に， 彼 らが誇

りと 自尊 心 を失 うこ とのな い よう に， ふ さ

わ しい労 働 の機 会 を設 けて あげ る こ とをチ

ャレ ンジ します。

神 は これ らす べて の活 動 の基 とな ってい

る原 則 を理解 で き るよ う に， 私 た ちすべ て

を祝福 して下 さ い ます。 私 た ちは教 会員 が

自立 と勤 勉 と 自活の 道 を歩 む よう切 に望 ん

で い ます。 また この こ とが， 与 え る側 と受

ける側 の 双 方を 清め る もの とな る よう に望

ん で い ます。 この原 則 を理 解 した時， 私 た

ちの現 在 の福 祉 活動 はさ らに意義 あ る もの

とな り，今 日の社 会 にあ っ て どのよ うな 変

更 や新 た なプ ロ グラ ムが 必要 かが 明 らか に

なっ て くるで し ょう。



いざな

成長への誘い

中央初等協会会長

ドゥワン・J・ヤング

私
た ちは， 一 人一 人別 々 に この世 にや

って 来 ます。 と り立 て て変 わ った こ

とで もあ りませ ん。 しか し，思 うに この こ

とを通 して主 は， 人各 々の 限 りな い価値 を

私 たち の胸 に思 い起 こさせ よ う として お ら

れ るの では な いで し ょうか。
おさな ご

幼 子 の 誕 生 の 瞬 間 に は，何 か し ら非 常

に神聖 な ものが あ りま す。 私 は今 で もは っ

き り と，子 供 た ち一 人一 人 の誕 生 の瞬 間 を

思 い出 す ことが で きま す。 最 初 の子 は，3

年 もの 間待 って よ うや く身 ご も った子 で し

た。 そ の子 は とて も小 さ く て，2，250グ ラ

ム しか あ りませ んで した。 私 は 非常 な責 任

を感 じま した。 その子 の誕生 は 大 きな奇 跡

の よう に思 えま した。 あ ふれ る ばか りの感

謝 の 念が 湧 いて き ました。 自分 の子 をこ の

手 に抱 くこ とが さき たの です。 幼子 が 誕生

す る と とも に， 母 親 には よ り一 層 は っき り

と， 人生 のチ ャ レ ンジや可能 性 が見 え て き

ます。私 は 子供 を腕 に抱い て寝 かせ つ けな

が ら，.自然 と口を つい て出 て くる子 守歌 を

歌 い ま した。 その子 の将 来 に対 す る私 の夢

を， 自分 な りに考 えた 言葉 で，柔 か く包 み

込 む よう に歌 いま した。 そ して 自分 の腕 の
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中 にあ る この可能 性 の奇 跡 に， つ ま り神 の

最 高 の傑 作 であ る幼 子 に 目を見 張 った もの

で した。

当 然 のこ とな が ら， 幼 子 は成長 します。

それ は， 人生 の旅 路 の 中で起 こる 自然 な現

象 で す。子 供 とい う ものは， 何 に抑制 され

る こと もな く， 急 激 に驚 くほ どの肉体 的成

長 を遂 げ ます。 ほん の短期 間に， 体重 は誕

生 当時 の倍 に もなる ので す。 そ して， あれ

よあれ よと言 う間 に3歳 に な り，4歳 にな

り， や がて 戸外 に 出る のを好 む年 頃 にな る

の です。

幼 い子 供 た ちは， まる でせ き を切 った よ

うに学 ぶ こ とを始 め ます。 その許容 量 には

限 りが な いか の ようで す。 子供 たちは， ま

ず模 倣 し始 め， 次 に 自分 自身 で物事 を行 な

うよ うに な ります。 私 は いつ も驚嘆 させ ら

れ るの です が， 何 か新 しい技術 とか仕 事 を

た った一 回教 えた だけ で， 子供 た ちは それ

を 自分 な りに 自分 の 目標 に向 か って行 なう

の です。

自然 な成長 の過 程 を見 てい る と， すべ て

の もの の成長 には， あ る永 遠 の原 則が関与

して い る こ とに気 づか ざ るを得 ませ ん。 ま

ず私 た ちは， 子供 た ちが標 準的 な成長 を し

て くれ るよ う に と願 い ます。 この世 に生 ま

れ 出た すべ ての子 供 た ち には， 成長 す るよ

う に とい う神 聖 な チ ャ レン ジが 与 え られ て

い るの です。 天 父 は，私 たちが 生命 という

貴 い賜 を満 喫 し， この すべ ての ものの 中心

で ある真理 を尊 び喜 ぶ よ うに と望 んで おら

れ ます。 そ れは， 私 た ち には生 命が あ り，

成 長 し ，技 量を伸 ば す等 ，この世 以外の場所

では で きな か ったことができるからなのです。.

こう考 え て くる と， もうひ とつ の大切 な

真 理 に気 づ きま す。 そ れは， 神 の子 らだ け

が 正 し い方 向に 成長 す る能 力 を持 って いる

とい う こと です。 私 た ち には選択 の力が あ

るの で， こ の地上 の時 間 を用 いて，最 も有
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効 な成長 を遂 げ る ことが で き ます。 しか し，

成長 す るだ けで は十分 で は あ りませ ん。 草

や毒 麦 で も成 長 し ます。私 た ちは， トプ シ

ー(パ リエ ッ ト・ビーチ ャー ・ス トウ作 「ア

ンク ル トム の 小 屋」 中 の 奴 隷 の 少 女)の

よう にな らぬ よう， 自分 の成 長 の計 画 を持

た なけ れば な りませ ん。 トプ シー は 「ただ

背 丈が伸 び ただ け」 で したが ，私 たち は才

能 を伸 ば し， 自己 を鍛 練 す る こ とによ って

問題 や 困難 を克服 して いか なけ れ ばな りま

せ ん。 そ うす る時 に人 はこ の地上 で の経 験

を糧 と して よ り高 い人格 を得 ，神 に まみ え

るに、竺・さわ し い存 在 となっ て い くこ とがで

きるの です。

知 恵 ある 人々 の見解 に よれ ば，私 た ち は

徐 々 に成長 す る もので す。聖 典 には， 規則
ロ い ま しめ

に規則 を加 え，誠 命 にい ましめ を加 え，(教

義 と聖約98：12参 照)と 書 かれ て い ます。

ち ょう ど赤 ん坊 が最 初 の一 歩 を踏み 出す

こ とを学ぶ よ うに， ま たひ とつ ず つ言葉 を

覚 える よう に，私 た ち も人 を思 いや る こと，

仕 える こ と， 愛 す るこ とを 少 しずつ学 ん で

い くので す。 どの よう な もので あれ， 人は

一 度 にひ とつ ず つ概 念 を学 んで い きます
。

主 はII二 一フ ァ イ28：30の 中で， この 大

切 な真 理 を 入念 に説 明 して お られ ます。
いましめ

「わ れ は言 葉 に 言 葉 を加 え
，誠 命 に誠 命

すす

を加 えて，… …故 に わ が 誠 命 を守 りわ が勧

め に耳 を傾 く る者 は智 恵を得 るに よ りて幸

福 な り。 われ は受 くる者 に一 そう 多 く与 う

れ ども， われ ら充 分 な りと言 う者 よ りはそ

の持 て る もの さえ も取 り上 ぐべ し」 と。

肉体 の 成長 とい』う 自然 現 象 を観 察 してい
い けい

る と，神秘 と畏敬 の 念 に打 たれ ます。「私 は

いつ こ んな に大 き くな った のかしら」「あの

子 はいつ こん なに背 が伸 び た のか し ら」 と

い う歌 詞 を覚 えて い らっ し ゃるで し ょうか。

(屋 根 の上 の バ イ オ リン弾 き 「サ ンライズ・

サ ンセ ッ ト」 よ り)私 の家 で は，壁 に子 供

の背 丈 の記録 をつ けて い ます。 子供 た ちの
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頭 に本 をの せ て， 前 に測 った時 よ りも どの

位 伸 び たか を調べ るの です。 前 よ りもず っ

と背 が伸 び て いる と， 子 供 た ちは大喜 びで

す。 これ は 肉体 の 成長 で す。 しか し，何 か

のた め に絶 えず努 力 して達 成 した時 に は，

それ よ りず っ と大 き な喜 びや 満 足 を味 わ い

ます。

あ る時，小 さな子 供 が お父 さん の所 へ行

って， こ う言 いま した。「ね え，何 かむ ず か

しいこ と をす るよ うに 言って」 そこで そ の

父親 は その女 の子 が で き そう な こと を考 え

出 しま したが ，女 の子 は こう言 い ま した。

「だ め よ
， パ パ ， そん なの む ずか しくな い

わ。何 か，もっとむずか しい こ とが いい わ。」

す る と父親 は書 類 カ バ ンを家 の 中 に運 んで

きて， 言 いま した。 「これを運 んで お くれ。

この カバ ンを運 ぶ の は む ず か しい よ。」 女

の子 はそ のカ バ ンを持 ち上 げ ま した。 しか

し， とて も重 か っ たの です。 女 の子 は言 い

ま し た。 「私 ， で きる と思 うわ。」女 の子 は

大奮 闘 を して， よ ろめ き なが ら とう とう カ

バ ンを家 の奥 まで運 ん だの です。 人は だれ

で も， 何 か むず か しい こ とを成 し遂 げ た と

い う気持 ち を味 わ うのが 好 きな もの です 。

知 って お いて いた だ きた いの です が， 成

長 は過 程 で しか あ りませ ん。 決 して最 終 的

な完全 な到 達 で はな いの です。 私 た ちは 着

実 に 山道 を登 って行 か な けれ ば な りませ ん。

しか し， 過 程 に も希 望 と信 仰 が なけ れば な

りませ ん。 ア ルマ が雄弁 に物語 って い るよ

うに，手 入れ を して養 い育 て る な らば， や

が て花 を咲 かせ る種 の ような潜在能力 を，私

た ちは持 ってい ます。(ア ル マ32：2843参

照)ひ と たび準備 が 完 了す る と， 成長 が始

ま り ます 。しか し，それ は前 進 しようという

信 仰 を持 って いる時 だ け に限 られ る ので す。

ビク トル ・ユ ー ゴー の言葉 を思 い 出 して

下 さ い。

汝 旅 の疲 れ を休 め む ・
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，鳥の如 くに

か 弱 き小枝 に身 を寄 せむ

たち まち に小枝 は折 れて，

と りすが るすべ もな し

され ど歌 わん

両 の翼 の ある故 に

この鳥 の よ う に， 自分 は飛べ るとい うこ

とをは っ き りと知 り，恐 れ る こ とな く物事

に立 ち向 か い，真 理 に従 って生 き る時 にの

み，新 た な真理 を 自分 の もの とす るこ とが

でき るの で す。

ほ んの小 さな赤 ん坊 には， 親 が選 択 を助

けて や ります。 しか し， 体 と霊 が成熟 す る

と， 徐 々 に，着 実 に， 子供 に選 択 を任 せ る

よう にな ります。 こう言 っ た人が い ま した。

「あな たは
， 自分 で 自分 の たい まつ に火 を

とも さな けれ ば な らない。」

私 た ちは毎 日，命 を得なさい，豊 かに得 な

さい(ヨ ハ ネ10：10参 照)と い う主 の招 きに

応 じ よう と奮戦 して います 。 日々 の生活 の

中で ，私 た ち神 の子 らに は正 し い方 向 に成

長 す る能 力 が ある と いう こ とを，心 に留 め

てお くよ うに しま し ょう。

天 の御 父 が私 た ちを 強め 導 きた もう よう

に。 そ して成 長 す る よう に とい う天 の御 父
いざな

の 誘 い に 応 じ る こ と が で き ま す よ う に 。 イ

エ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ り祈 り ま す 。 ア

ー メ ン。
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喜びを求めて

中央若い女性会長

イレイン・A・キャノン

私
たちが い つ も心 に留 め， 思 い起 こす

べき 貴 い遺 産 ， それ は， 試 しは 多 く

と も苦難 は私 た ち に良 き もの を もた ら して

くれ る と悟 る こ とです。

喜 びは苦 しみ の後 にや って来 る もの で す。

けが を して も， それ が心 を活気 づ け，精 神

を豊 かに して くれ る こ とが あ ります。 どん

な黒雲 も裏 は銀 色 に輝 い てい る もの であ り，

葉 が落 ち て も枝 は ま た芽 をふ くのです。「夜

は よもす が ら泣 きか な しんで も， 朝 と共 に

喜 び が来 る。」(詩 篇30：5〉

愛 す る姉 妹 の皆 さ ん， 日々 主 のみ業 にい

そ しむ時， 望 みの な か った と ころ に希 望 が

生 まれ てき ます。 そ して， 冬 の さ なかで も，

そ の寒 さ に負 け る ことの な い夏 を心 の 中 に

持 てる よ うにな ります。苦 しい こ との 多 い

この世 にあ って， 私 た ちは喜 び を見 い だす

こ とが で きるの です。

私 は皆 さん に真 心 で応 えた い と思 って い

ます。 美 しくて快 活 な若 い女 性 の あな た，

少 しの 間生 きて き て， 多少 な りと も苦 しみ

を味わ っ た利発 で素 晴 ら しい もの を具 え た

あな た， た くさん の夢 を持 っ てい るあ な た，
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そ して，夢 が壊 れ て しま った あな た， この

末 日に私 た ちす べ ての上 に振 りかか って い

る誘 惑 に しば し 自分 を譲 り渡 して し まっ た

あ なた， 病 に苦 しむあ な た， そ して，信 仰

をつ まずか せ， 涙 が その ほお を伝 い，枕 を

ぬ ら したす べ ての 人 に，私 は心 か ら の愛 と

深 い思 い をお伝 え したい と思 い ます。 あ わ

せ て， 天 父 と主 イエ ス ・キ リス トが生 き て

お られ ，私 た ち を支 えて下 さ っ てい る こ と，

慰 め主 が今 で も共 にいて， 完 き喜 び が得 ら

れ る とい う確信 を抱 かせ て下 さ る こ とを証

致 します。

しか し， 最 初 に来 るの は試 しです。 その

後 に来 る甘 さを は っき り と感 じ取 るため の

苦 い試 しで す。 それ か ら信仰 の証 が 得 られ

るの です。(イ テル12：6参 照)

よ く知 って いる こ とです が，私 たち は こ

の地 上 に来 る前 に， 神 が示 され た救 い り計

画 を聞 いて い ま した。私 たち は 自由意志 に

よ って， 地上 に来 て そこで 試 しの生 涯 を送

る こ とに賛 成 した ので す。私 に とっ てそれ

は この よ うに言 うこ とで はな か ったか と思

い ます。 「私 は地上 へ行 き ます。どん なこ と

が あ って もそ こで生 き抜 き ます。 そ こで は

学 ぶ こ とが許 され な い よう な状 況 に置 か れ

るか も しれ ません。 愛 す る 人が別 の 人 と結

婚 す るの を 目にす る か も しれ ませ ん。 複雑

な人 間関係 の 中で 耐 え る こと もある で し ょ

う。 学 校 でた だ ひ と り， 家庭 で ただ ひ と り

の末 日聖徒 と して生 活す る こ と もあ る で し

ょう。 長年 精 一杯 働 い て も， 報 われ な い こ

と もあ るで し ょう。 それ で も，私 は地上 に

行 って， 試 し を受 け，学 び ま す。」(ア ブ ラ

ハム3：25参 照)

試 しは， 人生 の いか な る時 に も， 様 々 な

方 法 で や って きま す。皆 さん は若 い女性 が

十代 の兄 弟 に 向か って， こん な こ とな ら生



まれ て来 な い方 が よ か った と不 満 を 言 うの

を聞 いた こ とが ある で し ょう。 彼女 は こう

言 うので す。「絶 対 に不 公平 だ わ。お兄 さん

には巻毛 もあ る し， 鼻 だ って高 いわ。」

す る と兄 は答 えま す。 「そ うだね ，お前 に

だ って 大 きい鼻 とま っす ぐの毛 が あ る じゃ

な いか。」兄 弟 た ちは意 地悪 で すね 。

どの よ うな 人生 で あろ う と， 生 き なけれ

ば な りませ ん。 そこか ら学 ば なけ れ ばな り

ませ ん。 人生 に真剣 に取 り組 んで， そ こに

喜 び を見つ け るの です。

人生 につ い て確 か に言 え るこ とは， だれ

もが何 か大 きな試 練 に直面 す る とい う こ と

で す。 これ は計 画 の一部 です。 また ほか に

言 え るこ とは，'現世 にあ って も来世 にあ っ

て も， 自分 が磨 か なか っ た特質 や， 何 の備

え も しなか った生 き方 が突 然 自分 の 中 に現

われ るこ とは な い とい うこ とで す。 逆境 は

備 え をす るの に重要 な役割 を果 た して い ま

す。 その理 由 として， 最低3つ が考 えられ

ます。 ひ とつ に，神 は だれ が信 頼 し得 る人

か， だれが ヨブの よ うに し っか り と立 ち』

ど，ん な時 に も神 を愛す 人 か を御 存 じだとい

うこ とで す。 第2に ， 逆境 に対 処 す るこ と

によ づて， 私 た ちの理 解 と愛 の心 が深 ま り
あ

ます。 多くの試 練 に遭 って いる 人は， 人の

苦 しみ がわ か り， よ い助 けが で きるの です。

私 た ちは， だれ か ほか の 人の祈 りに答 え ら

れ る 自分 にな る必要 が あ ります。

第3に ， 私 た ちは本 当 に困 る と， 以前 に

も増 して天 父 に近 づ くよ う にな ります。 感

謝 と喜 び の祈 りが， 礼拝 に欠 く ことの で き

な い もの であ る こ一とは言 う まで もあ りませ

ん。 しか し，悩 み苦 しん で いる時 には，祈
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りに も二層 真剣 さが加 わ る こと は， こ こに

おい での だれ もが感 じて い るこ と と思 い ま

す。逆 境 の時 の心 の持 ち方 が， 望 み のな い

ところ に希 望 を もた らす ので す。

要 は レモ ンと レモ ネー ドで す。 す なわ ち

レモ ン(問 題点)か ら レモ ネー ド(何 か 良
あ

い もの)を 作 る こ とで す。 試練 に遭 う と，

私 た ちは と か く 「ど う し て私 が?」 「なぜ

今?」 とぶつ ぶつ 言 いが ちで す。 そ して 自

己れ んび ん に陥 り， 神 を非 難 す るの です。

そ うでは な く， 次 の よう な大切 な問 いか け

をす れば，解 決 策 が見 つけ られ るのです 。

「今 の私 には
， 天 父の どの原則 を応用 す れ

ばい いの か しら。」こうして適切 な原則 が見

つかれ ば， 次 は それ を実行 す る こ とです。
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かわ お き て

私 たちが必要 とする祝福 は 「変らざる律 法 」

に基 づ い て与 えられ るので す。(教 義 と聖約

130：21参 照)

神 の 計画 は， 私 た ち一 人一 人 に限 りな い

喜 び を もた らす計画 です。 神 の原 則 は，・ど

の よ うな状 況 に も当 ては ま ります。 老 い も

若 き も 自分 の チ ャ レン ジを高 く掲 げ て， そ

こに 自分 な りの喜 び を見 い ださ なけれ ば な

りませ ん。

何 人 か の姉 妹 た ち につ いて お話 しま し ょ

う。

亡 きル イー ズ ・レイク姉 妹 は，30年 以上

も車 椅子 に乗 って独 り暮 ら しを して いま し

た。 次 か ら次へ と もち上 が る問題 で， 彼女

は悩 み 続 けて い まし た。 そん な彼女 が 人生

を立 派 に生 き抜 き， 天 父 に会 う素晴 ら しい

備 え を したの です。 彼 女が 行 な った こと は，

「喜 び を見 つ ける練 習 」 です
。 目覚 め 為 と，

熱心 に祝 福 を数 え上 げ る ので す。 これ を何

年 もの 間毎 朝実 践 し ま した。想 像 して みて

下 さい。 彼 女が どの よう な状況 で喜 び を見

つ け よう と してい たか を。 彼女 は神 をの ろ・

っ て死 ぬ こ とも しませ んで した。(ヨ ブ2：

9参 照)逆 境 の 中 で も感 謝 しなが ら生 きて

い った ので す。 逆境 に対 す る彼 女 の考 え方

は，私 たち に様 々 な点 で感慨 深 い もの を与

えて くれ ます。

か つ ての 中央 若 い女性 の 副会 長 であ る ラ

ルー ・ロ ング デ ン姉妹 は， ワ ー ド部 若 い女

性 会長 を して いた時 に， 幼 い娘 さ んが 大変

な病 気 にか か りま した。 ロ ングデ ン兄 弟姉

妹 は ベ ッ ドの傍 らにひ ざ まず き，心 の底 か

ら祈 りま した。 その 時， 娘 は世 を去 る と い

う答 え を受 けた そ うで す。 、雪・た りと も心 が

張 り裂 ける思 い で した。葬 儀 の後 ，指 導 者

と若 い女性 たち は， 彼女 の通 り道の 両側 を，

花 を手 に並 んで道 を作 った ので す。 張 りつ



め た思 い を胸 に その 中を歩 きなが ら， 彼女

は 若 い女性 た ちの視 線 には っ としま した。

「私 は これ まで教 え てき た こ とを実践 しな

けれ ばな らな いん だわ 。心 か ら信 じてい る

こ との模 範 を示 さな くて は。」ロ ングデ ン姉

妹 は そ う思 って，顔 を上 げ， あの優 し いほ

ほ えみ を少女 た ち に投 げ か けた ので す。
がん

あ る14歳 の少女 は， 癌 と闘 い 克服 し ま し

た。 自分 が子 供 の産 め ない体 にな った こ と

を知 っ た彼女 は， 私 に若 い女性 の テー マを

話 して くれました。 「主 はわ た しの命 の と り

で だ。」(詩 篇27：1)こ の聖 句 が試練 に立

ち 向か うの を助 けて くれ た と言 うの で す。

そ して 彼女 は， 天父 が送 って下 さ った子 供

た ちの最 高 の教 師 にな る こと を決心 したの

で す。姉 妹 の皆 さ ん， 原則 を見 つ け， それ

を実 践 しま しょ う。 そ して喜 び を見 い だす

の です。

私 の 友 人 につ い て お話 した い と思 います。

彼女 は， 自分 で選 ん だわ けで はあ りません

が， 片 親 で子供 を育 てる とい う状態 に置か

れ て し まい ま した。 ある 日彼女 は 困 り果 て，

どう して も助 けが 必要 にな りま した。 慰 め

と導 き を求 めて いた ので す。 で も， 頼 る 人

はい ませ ん。 彼女 の両 親 は伝 道 で留 守 で す

し，監 督 は 多忙 ， ホrム テ ィー テ ヤーは 引

越 したば か りで した。 泣 くこ とにも 疲 れ た

彼 女 は，聖 典 を開 き， 好 き な次 の聖 句を読

み ま した。 「す なわ ちわ れ に近 づ け，さらば

われ 汝 らに近づかん。」(教 義 と聖 約88：63)

こ こに彼 女 は答 え を見 つけ たの です。 彼 女

は祈 り， そ して助 けを得 ま した。 素 晴 ら し

い こ とです。 求 め たか いが あ りま した。

今 日で も，年齢 を問 わず， す べ ての女 性
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が天 の み力 に頼 る こ とがで き ます。私 たち

は神 権 を通 して力 を求 め るこ とが でき ます

し， 祝福 師 の祝 福 の 中に慰 め と導 きを見 い

だ し，聖 典 か ら助 け を得 るこ とが でき ます。

人生 は いつ も思 い通 りにい くわ けで はあ.

りませ ん が，私 た ち は独 りで はあ りませ ん。
かしら

モーサ ヤ書 には こう約 束 されています。「頭

を高 くあ げて心 に慰 め を得 よ。… …わ れは

また 汝 らの肩 に負 わせ た る重荷 を軽 く し，

汝 らが奴隷 で あ る間 に さえ背 に その重 さ を

感 ぜ ざ ら しめ ん。 わ れが この よ うに なすは，

汝 らを この後 われ を証 す る者 とし， また主

に して神 な るわれ が， わ が民 の苦 しむ時 こ
たしか

れ を憐 み て助 くる こと を確 に汝 ら に知 らし

む るた めな り。」(モ ーサ ヤ24：13，14)

何 と素 晴 ら しい約 束 で し ょう。

天 父 は約 束 を守 られ る御方 で す。皆 さ ん

と同 じよ うに私 もいろ い ろな点 で試 しを受

け てき ま した。 しか し， 先 に述 べ たよ うな

こ とか ら， 背負 った重荷 も手 の 中 では賜 に

な る こと を学 んだ ので す。

私 は この こ と を固 く信 じて い ます。試練

の時 にあ って も，末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス

ト教 会 の会 員 として し っか り と立 ち， キ リ
あかしぴと

ス トの証 人 とな り， 人生 の計画 に平 安 を見

いだ す こ とが で きる よ う， 心 か らお祈 りし

ます。 こう して喜 び を味 わ うので す。

私 た ちは皆 さ ん を愛 し，皆 さ んの ため に

お祈 りして い ます。素 晴 らしい皆 さ んの模

範 をうれ しく思 っ てい ます。 私 たち が試 し

の時 を耐 え抜 け る ため に互 い に助 け合 う者

となれ ます よ うに， そ して喜 び を見 いだ す

ことが で きます よ う， イエ ス ・キ リス トの

み名 によ って祈 ります。 アー メ ン。
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同じ心を持つ人々

中央扶助協会会長

バーバラ・B・スミス

昨
年11月 のあ る週末 の こ とで す。 ソ ル

トレー ク ・シテ ィー に住 む若 い母親

ハイ ジは， 朝早 く雲 の たれ こめ る中 を，車

で開拓 者記 念公 園 に向 か い ま した。 そ して，

復 元 された メア リー ・フ ィール デ ィ ング ・

ス ミスの家 に入 りま した。

ハ イ ジは そこ で メア リーの 時代 の衣 装 に

着換 え， そ の 日一 日， 近 くの 学校 か ら訪 れ

る子供 たち を迎 え るため に準備 し ま した。

子供 た ち に保 存用 の乾 燥 りん ごの作 り方 を

教 える ので す。

子 供 たちが 帰 った後 ，雲 間か ら太 陽が顔

を出 し， 午後 の 空 に明 る く輝 きま した。 そ

の光 に照 らされ た時， ハ イ ジは メ ア リーの

時代 に起 こった数 々 の 出来事 を心 に思 い浮

か べ ま した。 その夜 ， ハ イ ジは 日記 に次 の

よう に記 しま した。「丘 の上 の小さなれ んが

造 りの家か ら見 た， た とえ よ うの な い美 し

い景色 に圧倒 され た。 …… ひず ん だ ガラ ス

窓か ら射 し込 む まば ゆい光 。私 の心 の中 に

温か い輝 く ような気 持 ち を与 えて くれ た あ

の光 は， とて も口では 言 い表 わ す こ とがで

きな い。」
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ハ イ ジは，粗 末 な作 りの そ の小 さな家 と，

さ ほ ど離れ て い ない丘 の上 に ある 自分 の快

適 な家 とを比べ て， さ らにこ う記 しま した。

「私 の 願 いは
， 私 の家庭 が メア リー の小 さ

な家庭 の よ うに， 家族 に とって 力 と信 仰 の

家 とな り，避 け所 とな り， 真理 を学 び証 を

強 め る場所 とな る こと。 メ ア リーの 時代 と

は生活 様式 が 変わ ったが，'私は彼 女 と同 じ

思 い を抱 い てい る。 そ して， 私 の身 も心 も，

彼 女 の家庭 に とって 大切 で あ った もの を 自

分 の家 庭 に あてはめたい と願 っている。」

メア リー ・フ ィー ル デ ィン グ ・ス ミスを

取 り巻 く生活 環境 は， ハ イ ジの それ とは随

分 異 な って い ま した。

ノー ヴー か ら聖 徒 た ちが脱 出す る大切 な

時期 に， メ ア リー ・フ ィール デ ィン グ ・ス

ミスは すで に夫 を失 い ，小 さ な子供 たち を

抱 えて い ま した。 ノー ヴ ー にと どまれ ば，

敵 対 者 や暴 徒 の攻撃 にさ らさ れ ます。 か と

言 って聖 徒 と共 に行 け ば， 家財 をすべ て捨

て，荷 車 の隊 に付 い て，た った ひ と りで，長

く辛 い旅 の苦 難 に耐 え，かつて縄 験したこ と

のな いチ ャレンジに応えなけれ ば な りません。

ノーヴ ー に とど まる こ とは，彼 女 の愛 す

る聖 徒 や福 音 との交 わ りを絶 つ こ とを意 味

し ます。 メ ア リー には それ はで きな い こ と

です し， しよ うと も思 いませ ん で した。 彼
か

女 は 自分 の子 供 を，新 し く且 つ永 遠 の誓 約

の 中で強 く育 て た い と願 っ て いま した。

メア リー ・フ ィール デ ィン グ ・ス ミス を

大 きな苦 難 に向 か わせ， 西部 へ の旅 へ と駆

り立 て た福音 の 絆 は，時 と試練 の違 い を超

え て，今 や あ の頃 と同 じよう に，姉 妹 た ち

を信 仰 にお いて ひ とつ に結 び合 わせ て い る

の です。

南 ア メ リカ に住 むあ る女性 か ら手 紙 を受

け取 りま した。 そ れ によ る と， 宣教 師 か ら



バプ テ スマ の チ ャ レン ジを受 けた時 に， 彼

女 は こう言 っ たそ うで す。 「私 な ん て 必 要

ないで しょ う。 何 の役 に も立 たな いわ よ。」

しか レ宣教 師 は忍耐 強 く接 し， やが て彼 女

は福 音 を受 け入 れ ま した。 こ う して 彼女 の

生 活 に希望 と愛 が もた らされ ，学 習 と進 歩

と成 長 の機会 が 与 え られ ました。 間 もな く

この 女性 は扶 助協 会 の会長 にな り，献 身 的

な働 き を通 レて， 他 の姉妹 たち に 自分 の受

けた希 望 と愛 を与 える よう にな った ので す。

トシコ とい う名前 の 日本 の立 派 な姉 妹 は

次の よ う に記 して い ます。

「私 は心 の奥 深 く
， ひ とつ の望 み を持 っ

て いまFした。 それ は， イ エ ス ・キ リス トの

復 活 を証 す る真実 の教会 が どこか にあ る と

い う希 望 で した。 … …主 は私 の望 み をか な

えて 下 さい ま した。 … …私 は宣教 師 の訪 問

を受 け て， モル モ ン経 につ いて知 りま した。

・そ の 中の教 え こそ
，私 が 長 い間捜 し求

めて い た もゐで し た。 ……砂 漠 の砂 に水 が

吸収 され る よ う1に，私 の心 に福 音 が溶 け込

んで い き ま した。」

1978年 ， すべ て黒 人 の姉妹 か ら成 る扶 助

協 会 が アフ リカで組 織 され ま した。 そ のア

フ リカ か ら も手紙 が 寄 せ られて い ます。

「私 は今 まで とは まっ た く違 っ た観点 か

ら人生 を見 つめ る よ うに な りま した。 まだ

若 い母 親 で あ る私 は，子 供 た ちを キ リス ト

の教 え に したが っ て育 て る方法 を学 び ま し

た。 ま た，家 庭 を喜 び の あふれ る場 所 に し，

福 音 を信 じて実 践 する場 所 にす る こ とを学

ん だの です。」

いろ い ろな場 所 に住 む女性 か ら， この よ

う な実例 が 次々 と送 られ てき ます。 独 り暮

らしの女 性， 子供 のい る女性 ， 年老 いた女

・性 ， 若 い女性 ， 改宗 した ばか りの女 性， 悲

しみ にくれ る女性 ， 望 みを 失 った女 性， 幸
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福 な女性 な ど， それ ぞれ の生 活環 境 は大変

異 な って います。
たまもの

環境 ， タ レ ン ト，賜 な どの点 で 異な った

生 活 を営 む数 多くの姉 妹 たちが ， ひ とつ の

モザ イ クを形 造 って い ます。 それ ぞれの生

活 を細か く見 て み ると，実 に変 化 に富ん だ

もの で あ り， ま ず私 た ちの間 にあ る 多様性

に気 付か され ます。 そ して， この 多様性 が

偉 大 な 力 と豊 か さ と を もた ら して いるの で

す。

そ して，様 々 な経 験 か ら導 か れ るひ とつ

の偉 大 な真理 が あ ります。繰 り返 し語 られ

る その真 理 とは，次 の ような もの です。 「神

は生 き てお られ ，私 を愛 して下 さ ってい ま

す。 神 の教 え は私 を強 く し， 私 の身 と霊 と

を支 え て くれ ます。」

この証 によ って， パ ウ ロが述 べて いる よ

う に， 私 たち は心 をひ とつ にす るの です。

「わ た した ち も数 は 多 いが
， キ リス トに

あ って一 つ …… で あ る。」(ロ ーマ12：5)

異 な った賜 を持 つ 人 が大 勢 いて も…… イ

エ ス ・キ リス トにあ って同 じ心 に なって い

るの で す。 …… イエ スの教 えが真 実 であ り，

その 道 が真理 と愛 と光 の道 で ある と証 す る，

同 じ心 を持 っ てい るの です。

主 の弟 子 に なる 人々 の生 活 を数 多 く吟味

してみ ます と， 何年 も昔 にエ ライザ ・R・

ス ノー が述 べ た よう に， 福 音 の どこに も理

性 や真理 と対 立 す る もの な どない こ とが わ

か ります。正 し く理 解 すれ ば，福 音 には あ

らゆ る 「徳 高 き こと， 好 ま しき こと， よき
きこ ほ

聞 えあ る こ と， あ る いは褒 むべ き こ と」 が

含 まれ ていることが わか るの です。(信 仰箇

条 第13条)福 音 は 天か ら授 け られ た もの で

す。 暗 く険 しい道 を照 らして くれ る光 で す。

真理 の光 は，私 たち の永遠性 を明 らか にし

ます。 もし私 た ちが十 分 に力 と時 間を尽 く
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して働 き， 熱心 に祈 る な らば，私 たち の 内

に秘 め られ た神聖 な力 が， 一 人一 人 に作 用

する よ うにな るで しょう。

人種 間 の相違 に時 には戸 惑 う こ とが あ っ

て も， 各 々の独 自性 とい う もの は，神 が お

造 りに なった ものです。 東 洋 か ら合衆 国 に

や って来 た美 しい姉 妹 が， 生 まれ て初 め て，

金髪 で青 い瞳 を した 人々 と接 しま した。 後

で彼 女 が打 ち明 けて くれ た話 で すが， 今 で

は愛 らし い と感 じて い る青 い瞳 が，初 めの

頃 は とて も奇 異 に映 って ， あん な 目で本 当

に見 える のか し らと思 った そ うで す。

皮膚 の色， 文 化， 才能 ， 好 み， これ らの

多様性 によ って，私 た ちが 人生 で経 験 す る

完全 さ と美 しさの 多 くが育 まれ て い き ます。

東洋 か ら来 た姉 妹 にと って， それ は初 め の

頃 に奇妙 に思 えた青 い瞳 で した。 しか し，

す べて の 人 に違 いが ある か らこ そ，私 た ち

は互 いの価 値 を認 め る ことが で きる ので す。

また， ほ かの 人 の違 いを重 ん じるよ うにな

るか ら こそ， 自分 の特 質 を さ らには っ き り

と理 解 で き るよ う にな るの です。

人 の持 つ違 い だけ で な く， 成功 まで も尊

重 で き るよ う にな る時， 私 たち は主 が意 図

され た喜 び を味 わ い始 め ます。 自分 の成 功

だ けで な く， 人 の成功 を も喜 べ る よ うに な

れ ば， さ らに 多 くの幸福 が もた らされ る で

しよ う。

兄 弟姉 妹 や仲 間 の人 々が 達成 した こ とを

共 に喜 ぶ には， 自分 の持 つ 大 き な可 能性 に

対 す る確 信 と自信 が必要 です。 福 音 は一 人

一 人 の心 に この よう な 自信 を植 え付 け ます。
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私 た ちが心 を尽 く し， 精神 を尽 く し， 身 と

霊 を尽 く して主 を愛 す るな らば， 自分 が主

の愛 の 中に いる こ とをは っ き りと理解 し，

確 信 す るで し ょう。 そ して， 主 の戒 め を守

り， 自分 を愛 す る よう に隣 人を愛 す る よう

に なるで しょ う。 これ は主が 計画 さ れ た道

であ り， これ によ って私 た ちは愛 と信 仰 に

お いてひ とつ とな り， 同 じ心 を持 つ姉 妹 と

な るので す。

それで は， 心 を ひ とつ に する には具 体 的

に ど うす れ ば よいで しょ うカ》

1.私 た ちが神 の娘 であ る こ とを知 る。

2.1主 が 生 きて お られ， 私 た ちに救 い と昇

栄 を もた らす こ とが 主 の偉大 な使 命 で

あ る こと を確 信 し，証 する。

3.自 らを完 全 な者 にす る ため に， 一歩 一

歩熱 心 に努 力す る。

4.個 人的 な導 き を求 めて， また人 を理 解

し気 づ か うこ との でき る優 しい心 を求

め て しば しば祈 る。

5.福 音 の教 えに従 って生活 し， 人を裁 く

ことの な いよ う に， 神 か らの助 け を求

め る。私 た ち は人 の道 を歩 む こ とはで

き ませ ん し， 人の苦 難 を知 る こ と もで

き ませ ん。 で すか ら，決 して 人を裁 い

て はな ら ない ので す。

6.確 信 を持 って生 活 し，主 のみ業 を押 し

進 め るため に すべ ての もの を捧 げ る。

福音 の真 理 を分 か ち合 う こ とは，私 た

ち にで き る最 大 の贈 り物 のひ とつ です。

7.こ れ らの善 き業 に積 極 的 に携 わ り， 私

た ちの働 きを通 して世 の 中を よ りよ い

場 所 とす るた め に， 必要 な知 識 と力 と

を得 る。

8.引 き受 け た責任 を果 たす際 に， で き る

限 りの犠 牲 を払 う。

9.無 私 の考 え方 を進 んで受 け入 れ， 日頃

聖 徒の道/1982年7月 号

の行 ない に それ を反映 す る。

私 たちが どの よう な環境 に置か れて い よ

う と， これ らの事 柄 を 日常 生 活 にお ける責

任 として 引 き受 ける な らば，私 たち はひ と

つ の心 を持 つ よ うに な ります。

これ らの原 則は ，貧 しい人 も富 め る人 も，

独 身者 も既婚 者 も，若 い女 性 も年 老 いた母

親 も， す べて の 人が受 け 入れ る こ とので き

る もので す。

人の外観 ， 結婚 生 活，機 会 ，責 任 な どに

関 して例 外 や特例 は あ りませ ん。

何 の理 由 もな く制約 を加 える よ うなこ と

はあ りませ ん。

主 は，私 たち が心 に抱 いて い る愛 と， 知

恵 を捜 し求 める 熱心 さ に心 をか けてお られ

ます。 そ して，主 御 自身 が なさ った よう に，

私 た ちが 愛 と関心 を もって行動 し，義 しい

生 活 を送 る よ うに望 んで お られ ます。 ま た，

私 た ちの 内 に神 の属性 を育 む よ うに求 めて

お られ ます。

私 た ちは立 派 な女性 とな り，選 ば れた女

性 とな り， まさ に聖 な る女性 とな るこ とが

で きます。 様 々 な相違 点 は あ って も， 私 た

ちは信 仰 と証 に基 く素晴 ら しい姉 妹 愛 によ

って， ひ とつ に結 ば れ た神 の娘 に なれ るの

で す。 そ して， 自分 の家 庭 を天 か らの光 が

注 がれ る安 全 な避 け所 とす るた め に， 私 た

ち もハ イ ジの よ うに力 と信仰 を求 め て祈 る

こ とが で きま す。 天 か ら与 え られ るその光

は，11月 の どんよ りとした 日にハ イジの上

に注 がれ た 美 しい太 陽 の光 の よう に， す べ

て の人 に約 束 されて い るの です。

数 は 多 くと も， 同 じ心 を持 ってキ リス ト

に あ ってひ とつ に なれ る ように， 私 たち の

模 範 で あ り腋 い主 で あ られ るイ エス ・キ リ

ス トの み名 に よ り， へ り くだっ て祈 りま す。

ア ーメ ン。
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な ら

キリストに倣いて

十二使徒定員会会員

マーク・E・ピーターセン

そ
うです。 私 た ち は， 私 た ちの 語 るキ

リス トが どの よ うな御 方 で あ るか を

知 って います。一ま た， キ リス トが 生 きて お

られ る こ とも知 って い ます。

キ リス トは世 の光 で あ り， 命 で す。 そ の

故 に私 た ちは こう歌 うので す。

主は光 夜 も昼 も
F近 くませ ば 恐れ な し

(讃美歌112番)

私 たち はき ょう様 々 な場所 に集 って い ま

す が， 末 日聖徒 と して， 喜 び を もって世 の

すべ ての 人 々 に証 した い と思 い ます。 ナザ

レの イエ ス はま こ とにキ リス トで あ り， 私

た ちの救 い主 ， そ して聖 な る神 の御 子 で あ

られ る こ とを。

しか しそれ だ けで は あ りませ ん。 主 は天

と地 の万 物 を創 りた もうた 創造 主 なの で す。

さ ら に言 うな らば， 私 た ちの 友で もあ りま

す。

私 た ちは 主 を礼拝 します 。 主 こそ神 の御

子 な のです。

私 たち は主 に従 い ます。 主 は 人類 の救 い

主 ，瞭 い主 で す。
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私 たち は主 を愛 して い ます。 主 は慈 しみ

に満 ちた 友で す。

しか し， 主 は私 た ち になす べ き こと を与

えて お られ ます。 礼拝 す るだ け では よ しと

され な いの です。 た だ崇拝 す る だけ では，

主 はお喜 び にな らない ので す。 主が私 たち

に望 ん でお られ るの は奉 仕 です。 主 の教 会

と王国 の 中で 日々奉 仕 の業 を行 な う こと な

の です。

主 に私 たち に， 共 に救 いの み業 に携 わ る

よう に望 んで お られ ます。 それ は 自分 自身

を救 うだ けで な く， 他 の 人々 を救 い に導 く

た め のみ業 で す。 主 は言 われ ま した。

「人の値 は 神 の前 に大 い なる こ とを憶 え

よ。」この 故 に，私 た ちは 皆 自分 自身 と他 の

人 々ゐ生 活 の 中に光 と永 遠 の喜び を も た ら

す ため 主の助 け をす る よう 召され た ので す。

(教 義 と聖約18：10-14参 照)

私 た ち を召 され たの は主御 自身で す。 で

は なぜ 召 された の で し ょうか。 それ は私 た

ち が主 に似 た者 となる こ とが でき るよ う に

で す。

何世 紀 も前， イエ スは 肉身 を もって この

世 に お生 まれ にな りま した。 イエ スは 福音

を パ レス チナ で宣 べ伝 え られ ま した。 そ の

周 囲 には 友 人や心 を 入れ替 え た 人々が 集 ま

り ました。 そ して ご くわ ずか な会 員 と共 に

御 自身の 教会 を 設立 され たの です。

教 え を宣べ ，奇 跡 を行 な うにつ れ， 人々

が 群 れ をな して その 後 に従 うよ う にな りま

した。 ある 時は4千 人， またあ る時 は5千

人 の人 が従 い ま した。 子 供 たち まで もが イ

エ スを 愛 しま した。

男 も女 もそ の教 えに 改宗 し， イ エス は彼

らを受 け 入れ られ ま した。 た だ，女 性 の方

が 男性 よ り も献 身 的で あ った と思 える ふ し

が 多々 あ ります。 そ して イエ ズ御 自身 もそ

の よ うな こ とで女性 た ち を誉れ とされ たの

で す。 しか し， その一切 の善 い行 な い にも



か か わ らず， 卑劣 な敵 が 立 ち上 が り， イエ

ス に無実 の罪 を着 せ ま した。 イエ ス が 自分

自身 を神 の子 で ある と言 われ た こ とを，神
ぽうとく

へ の 冒漬 だ と言 うの です。

そ れか ら彼 らはイ エス を十 字架 につ け ま
はずかし

した。 それ もイエ スを辱 め るため に.ζ・た り

の 盗 人の 間 にそ の十字 架 を立 て たの です。

まる で イエ スに彼 らと 同 じ盗 人 とい う烙 印

を押 すか の よう に。

ア リマ タヤ の ヨセ フは イエ スの 体 を 引き
ていねい

取 って，墓 の 中 に丁 寧 に納め る と， その場

を立 ち去 りま したが， 何 人か の信 仰 深 い女

性 た ちは そ こを去 りか ね て いま した。

そ れか ら3日 後 ， イエ ス は死か らよみ が

え られ ま した。 復 活 され た のです。 この き

わ め て重 大 な出来 事 があ っ た時， そ こ にい

合 わ せた のは だれ だ った で し ょうか。 そう

で す， 確 か にみ使 い た ち もいま した。 彼 ら

は石 を転 が し，埋 葬衣 をそ こに置 き ま した。

で は， 天 使の ほ か にはだ れか い なか っ たで

し ようか。

そうで す。 先 に述べ た 信仰 深 い女性 たち

です。 彼 女 たち は その 日の朝 早 く，再 び墓

に戻 っ てき ま した。 す る と天使 が現 われ，

初 め て， イ エス が よみが え られ た こ とを宣

吾 したの です 。

復 活 され た主 は，最 初 に だれ にそ の み姿

を現 わ され たで し ょうか。 その女 性 た ちの

中の 信仰 深 い忠 実 なひ と りのは した め に対

して で した。

主 は だれ よ りも早 く死 に打 ち勝 たれ た こ

とを， この 献身 的 で謙遜 な， マ リヤ とい う

女 性 に告 げ られ ました。

マ リヤ は全 人類 の中で ，復 活 され た主 を

最 初 に見， 墓 か ら 出て 来 られ た 主 と初 めて

言葉 を交 わ した素 晴 らしい女 性 です。

天 の万 軍が ， 主の 復活 とい うこの 偉大 な

出来 事 を待 ち望 んで い ま した。 古 代 の予 言

者 たち もそ の こと を書 き， その 日の 来 るの
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を待 ち焦が れ てい たの です。 しか し， それ

を 目の あ た りにす る とい う誉れ を受 け たの

は 一体 だれ だ った で し ょうか。 女性 で す。

信 仰 と忠実 さ を備 え たマ リヤ とい う女性 だ

ったの で す。 園の 中 にあ る墓 の近 くで み使1

い た ちが 彼女 に語 りか け ま した。

救 い主 の瞭 いは それ まで の 歴史 の 中で最

も重要 な事 柄 で した。 救 い主 の復 活 はすべ

て に冠 た る偉 大 な出 来事 で した。 そ して，

その 出来事 は ひ と りの正 し くかつ 信仰 深 い

女性 に最初 に示 され たの です。

で は， キ リス トは女性 を誉 れ と して お ら

れ る ので し ょうか。

主 の母 親は素 晴 ら しい女 性 で した。 乳飲

み 子， そして幼 年 時代 の イエ ス を養 い育み，

導 き を与 え ま した。 迷 い子 にな った と思 っ

た イエ スを神 殿の 中 で見つ け た こ ともあ り

ま した。 イエ スが 成 人 して初 めて 行 なわれ

た奇 跡 の き っかけ を作 ったの も彼 女 で した。

(ル カ2：41-49;ヨ ハ ネ2：1-11参 照)

主 は御 自分 の母 親 を心 か ら誇 りに して お

られ ま した。

ヤ コブ の井 戸の そ ばで，「あなた と話 をし

て い る このわ た しが，そ れで あ る」(ヨ ハ ネ

4：26〉 と，御 自分 が メ シヤ で ある こ とを

は っき りと言 っ たの も， ひ と りのサ マ リヤ

の 女性 に対 してで した。

親 し い友 で あっ たラ ザ ロが死 ん だ時， 主

は涙 に くれ る遺族 を訪 ね ま した。 そ の時，

主 は御 自身 のすべ て の使 命 を語 る非常 に大

切 な 言葉 を 口 にされ ま したが ， それ も女性

に対 して で した。

「わ た しは よみが え りで あ り
， 命 であ る。

わ た しを信 じる者 は， た とい死 ん で も生 き

る。」(ヨ ハ ネ11：25)

涙 で主 の 足 をぬ ら した女性 もいます。(ル

カ7：37-38参 照)ま た， ある女 性 は高価

な香 油 を主 の頭 に注 ぎ ま したが， 主 は それ

を非 常 に喜 ばれ， 世 界 の どこで も福 音が宣
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べ伝 え られ る所 では， 礼 拝 の心 か ら発 した

その行 為 が記 念 と して語 られ る であ ろ う と

言わ れ ま した。(マ タ イ26：6-13参 照)
かいこん

悔 恨の さ なか，「お帰 りなさ い。今 後 は も

う 罪を犯 さ な いように」(ヨ ハ ネ8：11)と

い う言葉 を か け られ た 女性 もい ま した。

「あ なた の信 仰 があ な たを救ったのです」

(マ タ イ'9：22)と い うみ言 葉 も，病 気 に

苦 しむひ と りの女性 に向 け られ た もので す。

自分 を 食卓か ら落 ち るパ ンくず を 食べ る
いや

小 犬 にた とえ て まで， 主 に娘 の癒 しを願 っ

た の も女性 で した。 主 は 彼女 に こ う言わ れ

ま した。「女 よ，あ なた の信 仰 は 見あ げた も

の で ある。 あ な たの願 い どお りに なる よ う

に」。(マ タ イ15128)

息子 の 死 を嘆 き悲 しん で いる や もめ を見

て，同情 の心 か ら死 人を生 き返 らせたこ とも

あ ります。(ルカ7：12-15参 照)ま た，もう

ひ と りの や もめ は，神 殿 の さいせ ん箱 に レ

プ タ、ζ・たつ を入れ た こ とで主 か らた た えら

れ て い ます。(マ ル コ12：42-44参 照)

主 が カル バ リで苦 しみ を受 け て お られ た

時， そ の十 字架 の下 に は献 身的 な女性 たち

が主 の母 親 と共 に いま したσ「わ れ神 ，す な

わ ちす べて の 中最 も大 いな る者 な りといえ

ど も痛 苦の た め に身を ふるわせ」(教 義 と聖

約19：18)た とい う苦 しみ の さな か にあ っ

て も， 主 は母親 の こ とに深 く心 を かけ てお

られ ま した。苦 しみ を受 けなが ら も母 親の

こ とを心 に留 めて お られ た の で す。(ヨ パ

ネ19二25-27参 照)

正 しい生 活 をす る女 性 とい う もの は， 主

に とって 大切 な存 在 なの で し ょうか。 立 派

な女性 に成長 してい く少女 た ち も重要 な存

在 な ので しょう か。 主 は御 自身 とそ のみ業

を支 え るた めに， 教会 の すべ て の女性 を必
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要 として お られ ます。

子供 ， 少女， 既 婚女 性， 独 身女 性， 男性，

少 年， そ して 一度 は 道 を踏み はず して も悔

い 改 めて戻 って来 た 人， とにか くすべ て の

人 を主 の下 に来 させ て下 さい。 天 の王 国 を

創 る のは， 正 しく， かつ悔 い改 めた 人な の

で す。

主 は年齢 や既 婚 ，独 身 の いか んを 問わ ず，

す べて の末 日聖 徒 の女 性 に， 立 って， 主 に
かた

対 して価値 あ る者 とな り， 主 の方 に立っ よ

う望 ん で お られ ます。 決 して 反対 の方 に行

っ て はな りませ ん。

昔 主 が この地 上 にお られ た 時，御 自身 の

教 会 を設立 され た とい うこ とは確 か に真実

で す。 しか し， 神 の導 き を受 け ない 人々 が

そ れ を変 え， 破 壊 して しま ったの です。 そ

こ で主 は， こ の邪 悪 な地上 か ら福 音 を取 り

去 り， しば らくの 間天 に と どめて， よ りふ

さ わ しい時 代 の到 来 を待 たれ ま した。・福 音

を 守 るため で す。

予 言 者 たち が予 言 した よ うに， 主 は福音

を 裁 きの時 に地 上 に 回復 しよ う と考 えて お

られ ま した。 そ して， 天の 中空 を飛ぶ ひ と

りの天使 を御 自身 の使 者 と して遣 わ そう と

してお られ ま した。 また， そ の天使 を受 け

入れ ，・真理 を 回復 させ る ため に，新 しい予

言者 を立て る み ここ ろだったのです 。(II二

一 フ ァイ3：7-16)主 は 今 や これ らの す

べ ての こ とを果 た され ま した。

この新 しい予 言 者 とは だれ で し ょうか。
ひ ご

その予 言 者 もま た，献 身 的 な母親 の 庇護

の下 に幼 少期 を過 ご しま した。 大 き な病 を

患 った こ と もあ ります。 迫 害 は彼 が まだ 少

年 の 時代 か ら始 ま りま した。

福 音 の計 画 にお いて 女性 が大切 な役 割 を

果 たす こ とを御 存 じの 全能 者 は， この 予 言

者 の伴侶 と して もうひ と りの素 晴 ら しい女

性 をお 立て に な りま しだ。 こ のふ た りの女

性 は それ ぞれ に母 と して また妻 と して， 時

聖 徒の道/1982年7月 号

には共 に手 を携 えなが ら， 彼 の身 の周 りの

世 話 を し， 暴 力 によ る攻撃 か ら彼 を守 りま

した。 そ して， その殉 教 の時 には 悲 しみ を

分 か ち合 った ので した。

ふ た りは 自ら も迫害 と死 に直面 しま した

が ， それ にひ るむ こ とは あ りません で した。

い つ いか なる 時 も， ジ ョセフ ・ス ミスが神

によ って選 ば れた 末 日の予 言者 で あ り， 彼

が 天使 を通 して受 け た福 音 が まこ とに真実

で あ る とい う証 を守 り通 したの です。 ふ た

りは その こ とを知 って い ま した。 そ して ど

の よ うな時 もその証 に従 って生 き たので す。

予 言者 に忠 誠 を尽 くし た屈強 な 男た ちも

い ま した。 そ して屈 強 な彼 らをよ り強い 人

間 に したの もやは り信仰 深 い女性 たちで し

た。 時 に は彼女 た ちの 方が様 々 な事柄 にお

い て， その 目的 をよ り適 格 に とら えてい た

と感 じさせ る こ と もあ りま した。

後 に彼 らは 開拓者 と して 西部 へ 向かい ま

した。様 々な年 齢 の 男女が 手車 を押 し，荷

車 を 引き なが ら，新 しい生 活の場 を作 るた

め に， ロ ッキ ー 山中 に向け て旅 を したので

す。

なぜ そ う したの で しょ うか。

神 は予 言 を成 就 する ため に彼 ら をこ こに

導 かれ たの です。 それ はキ リス トの再 臨 の

た めの ひ とつ の備 えで した。

彼 らは持 て るすべ て の物 を捧 げて， イザ

ヤ の予 言 にあ る ように， この 山のい ただ き

に神 の シオ ンを打 ち建 てたのです。(イ ザヤ

2：2-3参 照)

この女 性 た ちは ， 自分 の 夫や 息子 が この

終 わ りの 日に神 に代 わ って 人々 を導 く王 国

の神 権者 と して 召 され た ことを知 ってい ま

した。 しか し， 目的 に おい ては ま った く同

じなの です が， 女性 に は特 に主 が定 め られ

た， また別 の務 めが あ りました。 こう して

男性 も女 性 も， 既婚 者 も独 身者 も，末 日に

お ける神 の み業 の基 を据 え るた めに共 に主
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に召 され たの です。 そ して 彼 らは その 召 し

に応 えま した。

それ か ら新 たな世 代 の 人々が 続 き ま した。

信 仰 にお いて も義 し さにお い て も， また，

忠 実 さ におい て も高潔 さ にお いて もその両

親 と同 じよう に従順 な少年 ， 少女 が続 い た

ので す。 たい まつ は この新 しい世代 に渡 さ

れ ました。 .

「続け
， 励 め， 進 め」 とい う声 が あ りま

した。(讃 美歌65番 参照)そ して その若 人 た

ちは たい まつ を受 け取 る と高 く掲 げ， こう

歌 ったの です。

われら受けし 信仰持ち

殉教者の持つ 真理を信じ

(讃美歌150番)

彼 らは その 言葉 の一 つ一 つ を守 りま した。

従 順 だ ったの です。

しか し， 今 彼 らは その た いまつ を私 たち

に引き継 いで い ます。 私 た ちは その た い ま

つ を持 って何 を した ら よいの で し ょうか。

彼 らが したよ う にす るので しょ うか。 そ

うで す， それ は ど うして も必 要 な こ とで す。

戦 い を避 けて 後退 す るので しょ うか。 い

い え， それ は許 され な いこ とで す。

信 仰 と権利 を 守 るの で しょ うか。 そ うで

す， あ らゆ る手 だて を尽 くして 守 り抜 くの

です。

鉄 の棒 を し っか りと握 り， 主 の 国にふ さ

わ しい者 となる ので しょうか。

そ うです， まった く その通 りです。

私 た ちは主 に仕 え， 主 の教 会 の 中で奉 仕

すべ き ですが ， 主 を常 に心 に留 め よう と し

て いる で しょ うか。

私 た ちが信 じて いる キ リス トは， 先祖 た

ちが信 じてい たの と同 じキ リス トです。 こ

のキ リス トは娘 にも息子 に も等 しく愛 を注

いで下 さい ます。

主の偉 大 なみ 業 に加 わ って 神 の王 国 の 中
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で責 任 を 引き受 け， 主 の教 会 を確 立せ よ と

私 た ちに呼 びか け てい るの は， ほ かな らぬ

こ の主 なの で す。 確 か に主 の教 会 は， すべ

て の 国民， 血族 ， 国語 の民， 民族 に救 い を

もた らす唯 一 の道 です。 主 は， 老 若， 既婚

未婚 を問わ ず すべ ての 人 に呼 びか けて お ら

れ ます。 キ リス トは私 た ち に， 信仰 ， 真理 ，

純 潔 な どの神 の武具 をこ と ごと く身 によ ろ

い ，「悪 しき者 の 火矢 を こと ご とく消 す」よ

うに求 め てお られ ます。(教 義 と聖 約27：

15-18参 照)

キ リス トは 勝利 への 道 を御 存 じです。 私

た ち が その道 を見 い だ し， そこ に留 ま るこ

とが で きるように，「まず神 の 国 と神 の義 と

を求 め なさiい」 と教 えて下 さって い ます。

この こ とは， キ リス ト御 自身 も実 践 され た

こ とで した。(マ タ イ6：33)

キ リス トは ，御 自身が な され たよ う に，

私 た ち に も純 潔 を尊 ぶ よう に と教 え て いま

す 。

また，御 自身 がそ うで あ った よ うに， 慈

悲 深 く あれ と言 って お られ ます。

正 直で あれ とも言 って お られ ます。 確 か

に主 は正 直 な方 で した。

また， かつ て御 自身が され た よ うに， 悪

を避 け なさ い と命 じてお られ ます。

ル シフ ェルが 富， 権 力， 食欲 の誘 惑 を も

って 迫 って きた 時， キ リス トが それ ら を拒

絶 され たこ とは皆 さ ん御 存 じです。 その 時，

キ リス トは何 と言わ れた で し ょうか。

キ リス トは， 人は パ ンだ けで生 き るの で

も なけれ ば， 卑 し い欲 望， 俗 受 けの よ さに

よ って生 き る もので もない と宣 言さ れ ま し

た。 「人はパ ン だけ で生 き る もの で はな く，

神 の 口か ら出る一 つ一 つ の 言で生 き る もの

で ある」(マ タ イ4：4)

主 は 主の ほか に何 もの も神 として は な ら

な い とい う初 期 の戒 め を繰 り返 し与 え られ

ま した。 それ は， 快 楽や 自己満 足 とい った



神 につ い て も言え る ことで す。 主の み言 葉

は こ うで す。「主 な るあ なた の神 を拝 し，た

だ 神 にのみ仕 えよ」(マ タ イ4：10)

主は私 た ち に純潔 で ある よ うに と求 め て

い ら っし ゃい ます。 主御 自身 もその通 りに

な さい ま した。

正 直で あ るよ う に求 め て お られ ま す。 主

は正 直 な御 方 で した。

寛容 で あ りな さい と命 じて お られ ます。

主 は 寛大 な心 の持 ち主 で した。

御 自身 が そうで あ った よ うに， 私 たち に

も公正 で あ りな さい と望 んで お られ ます。

ま た両親 を敬 え とも言 って お られ ます。

主 も両 親 を敬 われ ま した。

主 はま た，御 自身の模 範 に従 って神 の福

音 を いつ も心 に留め るよ う にと求 め てお ら

れ ます。

ま た安 息 日を尊 び なさ い と教 え て お られ

ます。確 か に 主 も安 、息、日を聖 く保 たれ ま し

た。

主 は私 た ちに， 信仰 を持 って主 の道 を歩

む よう に望 んで お られ ます。 主は 私た ちを

助 け て下 さ い ます。 野の ゆ り， 空 の鳥 を考

えて みて 下 さい。 私 たち はそ れ以 下の 存在

で し ょうか。(マ タ イ6：22，28参 照)

主 は誘 惑 と闘わ れ ま したが， そ れは私 た

ち にも求 め られ て いる こ とです。

主 は祈 りをお忘 れ にな った こ とはあ りま

せ ん。 私 た ち もそうで な けれ ばな りませ ん。

主は 片 時 も天父 をお忘 れ に なっ たこ とが

あ りませ ん。 私 た ち も そ うな る 必要 が あ

ります。

偉 大 な腰 い主 は， 私 た ちの行 く末 を照 ら

す た いまつ を高 く掲 げ， 忠 実で あ るよ うに

と命 じて お られ ま す。 主 の期 待 に応 え よう

で はあ りません か。 世 には 悪が は びこ り，

日ご とに暴 力が ひ どさ を増 して い ます。 し

か し，私 たちが 忠実 な ら， 主は 守 って下 さ

る の脅 す。 主は 天か ら火を下 してで も必 ず

義 人を 守 る と約 束 なさ いましたる(教 義 と聖

約35：14参 照)

私 た ちが主 の ため に立 つ な ら， 主 も私 た

ち を助 けて下 さ るの です。

主 とは どなた で し ょうか。

主 こ そ私 たち の救 い主 ，神 で あ ります。

ま た私 たち を よく理解 して下 さ る慈悲 深 い

友 人で もあ ります。 それ で は私 た ちは何者

なの で し ょうか。

私 た ちは現 代 の神 の選 民 です。 末 日聖徒

なの で す。 私 た ちは キ リス トに仕 え る民 な

の で す。

主 のみ 名 をた た えん 救 いの ため

カ ルバ リの丘 に 死 にた まい ぬ

わ れ ら血 によ りて 救 われ た り

主 は神 の道 を 示 した ま いぬ

(讃 美歌73番)

主 イ エ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ って 申 し

上 げ ま し た 。 ア ー メ ン 。
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